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明日の食の
「あたりまえ」

Special Feature
The Future of

Foods

特集

CELが注目する、
これからの食を

考えるための6つの視点
日本の戦後食卓史

現代日本人は
何をどう食べてきたのか？

東四柳 祥子

いま、日本人は
何を、どのように
食べているのか？

日本の「明日の食」は
どうなるか？

伏木 亨＋山納 洋＋山下 満智子

コンビニを
支える技術
加藤 直美

伝統的な食文化を
継承するために

棚橋 俊夫

食の情報と
うまく付き合って
いくために
畑中 三応子

変わり続ける
食シーン
佐藤 康一郎
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10冊

Part 2

Part 4

Part 5

Part 6

Part 7

Part 8

Part 9

Part 1

Part 3

Page

Page

Page

Page

PagePage

Page

Page

Page 6

2

11

14

1825

30

34

40

Illustration by Taniguchi Hiroki 

日本人の「食」が、いま急激に変化しつつあるという。
かつて、洋食や中華など海外の料理を取り入れ、
便利な調理器具や加工食品を開発することで、
日本の家庭は豊かな食の可能性を得た。

しかし、いま起こりつつあるのは、「生命を支えるために
食物を手に入れて調理する」という行為そのものの

根源に関わる変化かもしれない。
「食」が担ってきた機能を再認識し、

社会環境の変化が食をどう方向づけつつあるかを見据え、
食の日常の姿すなわち「あたりまえ」が、

どのように変化していくのか展望してみたい。
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Ｃ
Ｅ
Ｌ
が
注
目
す
る
、

こ
れ
か
ら
の

食
を
考
え
る
た
め
の

６
つ
の
視
点

充実した食生活は豊かなライ
フスタイルを可能にする。特に日
本人の食に対する関心は高く、
日常の話題、SNS、旅行などで
も食の話題を取り上げることが

街に出れば和食、中華、フレン
チにイタリアンはすぐに見つか
る。エスニック料理や無国籍料
理も珍しくない。日本の食の多
様性はレベルが高い。スーパー
マーケットでもさまざまな食材、
惣菜が並び、冷凍食品のバラ
エティはこれだけで暮らせるの
ではないかと思うほどだ。一方
で、食卓に載せられる料理の
品数や種類は減少傾向にあ
り、多種多様な調理法やそれ
ぞれの家庭ならではの伝承食
も衰退傾向にある。無理のない
形で食の多様性を維持してい
くためには、豊かになるものと衰
えゆくものを見極め、意識して
護っていくべきなのではないだ
ろうか。

食の
シーン

2
point

keyword

食の
多様性

品数
味
調理法
地域性
文化

　
日
本
の
食
は
他
国
に
類
を
見

な
い
多
様
性
を
持
っ
て
い
る
。

地
域
ご
と
の
食
文
化
は
非
常
に

個
性
的
で
あ
り
、
20
年
ほ
ど
前

ま
で
は
家
庭
に
お
い
て
も
和
食

の
み
な
ら
ず
、
各
国
の
さ
ま
ざ

ま
な
料
理
を
取
り
入
れ
、
豊
か

さ
を
誇
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
社
会
・
生
活
・
経

済
の
変
化
、
例
え
ば
調
理
の
外

部
化
、
個
食
（
孤
食
）
の
増
加
、

食
情
報
の
氾
濫
な
ど
に
伴
い
、

家
庭
の
食
の
各
機
能
に
影
響
が

及
ん
で
い
る
。
便
利
に
は
な
っ

た
も
の
の
多
様
性
が
損
な
わ
れ

つ
つ
あ
り
、
食
卓
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
も
変

無理のない形で、
レベルの高い

日本の食の多様性を
維持するために

point

keyword

共食
個食／孤食
場
シチュエーション

3
食は「生活の基本」。リアルな
食の場面では団らん、コミュニ
ケーションがあり、そこには楽し
さや教育（食育）的要素も含ま
れている。一方、高齢独居で孤
食を余儀なくされたり、家族で
あっても時間が合わずバラバラ
に食事をしたりする場面も増え
ている。あえて一人飯を選択す
ることもある。時代に応じて食
事の風景が変わっていくことは
避けられないが、どんな形で
あってもウェルビーイング（よい
生き方）が実感できる。そんな
食のシーンを実現したい。

時代とともに
変わりつつも、
ウェルビーイングを
実現できる
食事の風景

い
ま
、日
本
の
食
は
急
速
な
変
化
を
遂
げ
つつ
あ
る
。家

庭
食
の
多
様
性
に
は
陰
り
が
見
え
、食
技
術
の
進
歩
に

よ
る
便
利
さ
、健
康
と
栄
養
に
関
す
る
情
報
、食
卓
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
変
化
な
ど
が
、現
代
的
な
話
題
と

し
て
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。ま
ず
は
、こ
こ
に
挙
げ
る
6

つ
の
視
点
か
ら
、日
本
の
食
が
抱
え
る
、い
ま
と
未
来
の

「
あ
た
り
ま
え
」の
姿
を
考
え
て
み
よ
う
。

多い。グルメなるものも、食通と
いわれるような本格的なレベル
から、B級グルメ、ご当地グルメ
といったまちおこしに利用され
るものまでさまざまである。反
面、情報に踊らされるリスクも高
く、○○ダイエットや△△健康
法など一時的なブームは尽きる
ことがない。食リテラシーを高
め、健全な食ライフスタイルを愉
しむ力を培いたい。

食に対する
リテラシーを高め、
健全な食を
愉しむ力を培う

point

keyword

食の
楽しみ

グルメ
非日常
情報消費
フードファディズム
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化
し
て
い
る
。
健
康
や
楽
し
み

と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
一
方

で
、
資
源
枯
渇
や
食
糧
危
機
へ

の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
変
化
の
結
果
と
し

て
、
日
本
の
食
は
ど
の
よ
う
な

姿
が
一
般
的

≒

当
た
り
前
に
な

っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
と
に

Ｃ
Ｅ
Ｌ
が
注
目
す
る
視
点
を
い

く
つ
か
に
ま
と
め
た
。
す
な
わ

ち
「
食
の
楽
し
み
」「
食
の
多

様
性
」「
食
の
シ
ー
ン
」「
食
の

効
率
化
」「
食
で
つ
な
が
る
社

会
」「
食
で
実
現
す
る
健
康
」

の
６
つ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
積
極
的
に
評
価
で

き
る
面
と
懸
念
さ
れ
る
面
、
両

方
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
明
日
の
食
の
「
あ
た
り
ま

え
」
が
ど
う
な
る
か
は
、
こ
れ

ら
の
よ
い
側
面
が
よ
り
い
っ
そ

う
充
実
す
る
の
か
、
む
し
ろ
懸

念
材
料
が
深
刻
化
す
る
の
か
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
そ
こ
で

本
パ
ー
ト
で
は
各
視
点
の
持
つ

意
味
と
、Ｃ
Ｅ
Ｌ
の
考
え
る
望

ま
し
い
方
向
性
を
最
初
に
整

理
・
提
案
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

次
パ
ー
ト
か
ら
は
い
く
つ
か
の

ポ
イ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て
、
論

文
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
鼎
談
な

ど
を
通
し
て
よ
り
深
く
考
え
て

い
き
た
い
。
そ
れ
が
最
終
的
に

明
日
の
食
の
「
あ
た
り
ま
え
」

を
展
望
す
る
結
果
に
な
る
の
だ

と
考
え
て
い
る
。
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人が食に期待すればするほど
必要な手間も増える。当然、そ
の効率化に対するニーズも大
きい。企業の徹底した顧客志
向やマーケティングの恩恵を受
け、調理に要する時間や工程
が節約でき、外部化も進んでい
る。経験を通じた技術が不要
なほど本格的な料理ができるよ
うになるなど調理技術の革新
は目覚ましい。一方で、手間暇
をかけた家庭の味が衰退し、
料理も含めゆったりした食を楽
しむ余裕がなくなってもいる。味
覚に対する嗜好の均一化も懸
念される。環境に応じた、効率
とスロー（ライフ）のよいバランス
とは何かを常に「意識」し考え
つづけていこう。

point

keyword

食の
効率化

簡便化
外部化
技術革新

食経済市場がグローバル化
し、多様で豊かな食材や料理
が身近になった。結果として食
生活も豊かになった。同時にそ
の食材の背景にある途上国の
産業構造や貧困の問題も意識
せざるを得なくなった。日本では
飽食と大量廃棄が日常化して
いるが、飢餓で苦しむ人が世
界では10億人いるともいわれ
る。人口の急増と経済発展は
需給のバランスを崩し、食資源
の枯渇が懸念される状況にあ
る。絶滅が危惧される生物も増
えている。エコロジカルフットプリ
ント、フェアトレードなどを意識し
た、食に関する生活者の社会
的責任の確立が求められてい
る。

point

keyword

食で
つながる
社会

飽食
廃棄
貧困
資源枯渇

今後の日本の課題として成熟
社会の実現があるとすれば、
食はひとつの重要なファクター
であることは間違いない。健康
寿命の重要性が認識され、予
防医療のための栄養バランス
に関する知識も豊富になって
いる。しかし、無理な痩身願望
が拒食を促したり、輸入食材の
安全性に関する問題が明らか
になったり、懸念も多い。今後、
トレーサビリティ（追跡可能性）
の徹底や品質保証ラベル制度
の高度化などで対応するととも
に、心の健康にも配慮した“ウェ
ルネス社会における食の役割”
を理解していくことが必要であ
る。

point

keyword

食で
実現する
健康

安全・安心
栄養
ウェルネス

4

5

6
技術に頼りつつ
環境にも配慮した、
“効率とスローの
ベストバランス”

世界に広く
目を向けた、

生活者の食に関する
社会的責任の確立

成熟社会の
実現に向けて、
食の役割に対する
理解を深める



和風から洋風まで、
さまざまな麺を家庭で
作れる機械も登場する

2014

1973

家庭内で
バーベキューや焼き肉が
人気メニューに

L

M

P Q V

家庭用
自動もちつき機発売。
後にパン生地づくり
などにも応用

1971

1966

国内初の家庭用電子
レンジが発売され、
急速に浸透していく

家庭でもたこ焼きを
楽しめるアイデア
商品も登場する

1983

伝統文化である茶道の
点前を参考にした、
抹茶を手軽に楽しめる
機械が発売される

2014

ガスコンロに
組み込まれた
ビルトインタイプの
オーブン登場

1983

この頃から冷蔵庫と
冷凍庫が独立した
2ドア式
電気冷蔵庫の時代へ

1963

家庭向けの初めての
レトルト食品として
開発されたカレーが登場

1968

最初の
ガス自動炊飯器が
発売され、
経験と勘の火加減が
必要なくなる

1958
空襲後の
焼け野原の東京。
野外で
座り込んでする
食事の光景

1945
第二次大戦末期、
家庭ではつましい
食事風景が見られた

1944

東京オリンピックや
万博を経て、
外資系レストランの
進出が進む

1971第二次世界大戦の
終結から70年、家
電の普及、食品開
発技術の進歩、そ
して政治・社会情勢
は、日本の家庭の食
卓にどのような影響
を与えてきたのだろ
うか。家庭料理の現
代史をここで確認
し、未来の食を展望
するための基礎的
な理解としたい。

1955

ガストースター。
戦後ますますパン
食が浸透していく

ファン付ガスオーブン発売。
調理法の西洋化も
定着していく

1971

世界初のカップ入り
即席麺発売。
若者を中心に
人気商品となっていく

1971

B

C

D

E

G

F H

N
O

K

R

T

U

S

シチューの素発売。
新しい調味食品が
家庭料理を洋風化させていく

1966

日本の戦後食卓史 現代日本人は何をどう食べてきたのか？

Higashiyotsuyanagi Shoko

東四柳 祥子
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2 炊飯器付きの
ガスコンロなど、
趣向を凝らした商品も
発売された

1960

日本初の
電気自動皿洗い機発売。
1980年代に
大々的に普及する

1960

ガス式の本格的な
コーヒーメーカーが
発売される

1977

1955

電化元年からまもなく、
日本初の自動式
電気釜が完成

世界初の
即席麺が発売される。
インスタント食品時代の
幕開け

1958

I J

A

写真提供：毎日新聞社／アフロ（A）、共同通信社（B/O）、大阪ガス㈱（D/E/G/N/Q/R/S/T）、東芝未来科学館（C/I/M）、日清食品㈱（F/P）、
ハウス食品㈱（J）、パナソニック㈱（H）、大塚食品㈱（K）、シャープ㈱（L/U）、㈱フィリップス エレクトロニクス ジャパン（V）
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終
戦
、そ
し
て
食
の
正
常
化
へ

多
様
化・

簡
便
化
す
る

家
庭
料
理

調
理
家
電
開
発
の
時
代
へ

ー
プ
（
１
９
６
４
年
）、
粉
末
お
吸
い
物
（
１
９
６
４
年
）
な

ど
の
開
発
が
相
次
ぎ
、「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
＝
お
手
軽
」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ま
た
最
近
で

は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
購
買
層
も
多
様
化
し
、
ヘ
ル
シ
ー
さ

を
打
ち
出
し
た
春
雨
ヌ
ー
ド
ル
、
レ
ン
ジ
で
「
チ
ン
す
る
」
パ

ス
タ
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
が
、
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
っ
ぽ
う
、
１
９
７
０
年
代
に
研
究
が
進
ん
だ
フ
リ
ー
ズ
ド

ラ
イ
技
術
の
開
発
は
、
カ
ッ
プ
麺
の
具
材
、
味
噌
汁
、
お
茶
漬
け
、

ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
、
野
外
食
の
み
な
ら
ず
、
最
近
で
は
宇
宙
食
や

非
常
食
、
軍
隊
食
な
ど
に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
技

術
の
進
展
が
食
生
活
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
普
及
に
よ
る
冷
凍
食
品
市
場
の
拡
大
、
缶
詰

製
法
を
応
用
し
た
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ

食
品
（
通
称
レ
ト
ル
ト
食
品
）
の
開

発
な
ど
も
、
家
庭
で
の
調
理
の
簡
便

化
に
一
層
拍
車
を
か
け
た
。
な
か
で

も
、
大
塚
食
品
が
発
売
し
た
「
ボ
ン

カ
レ
ー
」（
１
９
６
８
年
）
は
、「
一

流
レ
ス
ト
ラ
ン
の
味
を
家
庭
に
届
け

る
」
を
謳
い
、
消
費
者
の
心
を
掴
ん

だ
レ
ト
ル
ト
食
品
で
あ
る
。
最
初
は

ア
メ
リ
カ
で
研
究
が
始
ま
っ
た
レ
ト

ル
ト
技
術
で
あ
る
が
、
家
庭
用
食
品
に
応
用
さ
れ
た
の
は
、
実

は
日
本
が
初
め
て
だ
と
い
う
。
そ
の
後
も
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ミ

ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
惣
菜
、
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
、
丼
や
中
華
料
理

の
た
れ
な
ど
の
レ
ト
ル
ト
食
品
が
発
売
さ
れ
、
缶
詰
同
様
、
保

存
が
き
き
、「
あ
た
た
め
る
だ
け
」
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
手

軽
さ
で
人
気
を
さ
ら
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ン
ソ
メ
キ
ュ
ー
ブ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
カ
レ
ー

や
ハ
ヤ
シ
、
シ
チ
ュ
ー
の
ル
ー
な
ど
の
調
味
食
品
の
発
売
は
、

家
庭
料
理
の
洋
風
化
を
促
進
さ
せ
る
一
因
と
も
な
っ
た
。
な
か

で
も
、
ハ
ウ
ス
食
品
工
業
（
現
・
ハ
ウ
ス
食
品
）
に
よ
る
シ
チ

ュ
ー
の
素「
シ
チ
ュ
ー
ミ
ク
ス
」（
１
９
６
６
年
）は
、日
本
に「
ク

リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
」「
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー
」
と
い
う
言
葉
を

定
着
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
品
で
も
あ
る
。

　
小
学
生
の
頃
、
戦
争
期
の
食
生
活
に
つ
い
て
、
祖
父
母
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
課
題
が
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
早
速
聞
き
取

り
を
開
始
し
た
も
の
の
、
南
洋
に
従
軍
し
て
い
た
祖
父
の
口
か

ら
出
て
き
た
食
材
は「
へ
び
」「
こ
う
も
り
」「
か
え
る
」「
い
も
り
」

な
ど
の
ゲ
テ
モ
ノ
ば
か
り
。
子
供
心
に
「
げ
ん
な
り
」
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
ま
た
戦
争
当
時
、「
銃

後
の
乙
女
」
と
し
て
生
き
た
祖
母
は
、
雑
炊
や
玄
米
パ
ン
な
ど

の
節
米
目
的
の
食
事
が
メ
イ
ン
。
し
か
し
、
祖
母
が
青
春
時
代

を
過
ご
し
た
能
登
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
食
料
不
足
に
陥
る
こ

と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
あ
る
日
、
こ
ん
な
こ
と
を
語

っ
て
く
れ
た
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ね
、
海
軍
潜
水
学

校
で
事
務
員
し
て
た
ん
や
け
ど
、
お

昼
ご
は
ん
に
出
さ
れ
る
白
い
ご
は
ん

と
イ
カ
を
甘
辛
く
煮
た
料
理
が
大
好

物
や
っ
た
。
特
に
イ
カ
が
ほ
く
ほ
く

で
ね
。
未
来
の
兵
隊
さ
ん
た
ち
は
、

栄
養
を
つ
け
る
た
め
に
、
し
っ
か
り

食
べ
て
訓
練
を
受
け
て
た
ん
や
よ
。

　
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
８
月
15
日
。
そ
し
て
戦
争
は
終
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
の
食
料
事
情
は
す
ぐ
に
上
向
き
に
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。「
食
糧
管
理
法
」
の
も
と
、
国
が
管
理
す
る
配
給

体
制
は
依
然
と
し
て
継
続
さ
れ
、
国
民
の
食
生
活
は
不
安
定
な

ま
ま
で
あ
っ
た
。
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
11
月
１
日
に
は
、

日
比
谷
公
園
で
「
餓
死
対
策
国
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
さ
ら

に
全
国
で
「
米
よ
こ
せ
デ
モ
」
な
ど
、
各
地
で
食
料
を
求
め
る

運
動
が
勃
発
し
た
。
特
に
都
市
部
で
の
食
料
事
情
は
劣
悪
で
、

闇
市
の
横
行
、
郊
外
へ
の
買
い
出
し
ブ
ー
ム
が
興
隆
。
さ
ら
に

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
は
、
主
婦
連
合
会
が
発
足
し
、
中

心
と
な
っ
た
主
婦
た
ち
が
、
象
徴
的
な
台
所
道
具
「
し
ゃ
も
じ
」

を
掲
げ
、
食
料
不
足
の
解
消
を
訴
え
る
活
動
を
展
開
し
た
。

　
し
か
し
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
に
開
戦
し
た
朝
鮮
戦
争
は
、

皮
肉
に
も
日
本
経
済
を
回
復
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
。
ア
メ

リ
カ
か
ら
入
っ
た
大
量
の
軍
需
物
資
の
受
注
を
機
に
特
需
景
気

（
１
９
５
１
〜
54
年
）
を
経
験
し
た
日
本
は
、
よ
う
や
く
本
格

的
な
復
興
へ
の
道
の
り
を
歩
み
だ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後

も
、
神
武
景
気
（
１
９
５
４
〜
57
年
）、
岩
戸
景
気
（
１
９
５

８
〜
61
年
）、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
（
１
９
６
２
〜
64
年
）、
い

ざ
な
ぎ
景
気
（
１
９
６
５
〜
70
年
）
な
ど
の
好
景
気
が
訪
れ
、

日
本
経
済
を
立
て
直
す
高
度
経
済
成
長
期
が
到
来
。
さ
ら
に
歌

謡
曲
「
東
京
の
バ
ス
ガ
ー
ル
」（
１
９
５
７
年
）
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
社
会
へ
進
出
す
る
女
性
た
ち
も
急
増
し
、
少
し
ず

つ
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
く
日
本
社
会
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　
戦
後
の
復
興
期
を
経
て
、
日
本
人

の
食
生
活
は
ど
う
変
化
し
た
の
だ
ろ

う
か
？
　
本
稿
で
は
、
目
ま
ぐ
る
し

く
変
容
を
遂
げ
、
現
代
の
食
生
活
の

基
盤
を
生
み
出
し
た
戦
後
70
年
の
食

卓
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
と
し

た
い
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
大
宅
壮
一
氏
に
よ
っ
て
、「
電
化
元
年
」

と
命
名
さ
れ
た
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
。
三
洋
電
機
が
発
表

し
た
噴
流
式
洗
濯
機
の
大
ヒ
ッ
ト
を
機
に
、
多
く
の
家
庭
用
電

化
製
品
が
産
声
を
あ
げ
た
。昭
和
30（
１
９
５
５
）年
に
は
、「
三

種
の
神
器
」
と
称
さ
れ
た
電
気
洗
濯
機
、
電
気
冷
蔵
庫
、
白
黒

テ
レ
ビ
が
、
豊
か
さ
を
象
徴
す
る
憧
れ
の
家
電
と
し
て
の
地
位

を
獲
得
。ま
た
同
年
に
は
、東
京
芝
浦
電
気（
現
・
東
芝
）が「
自

動
式
電
気
釜
」
を
発
売
し
（
翌
年
最
高
月
産
20
万
台
）、
か
ま

ど
の
火
加
減
を
気
に
せ
ず
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
炊
飯
を
可
能
に

す
る
と
い
う
手
軽
さ
が
、
消
費
者
の
心
を
つ
か
ん
だ
。
そ
の
後

も
「
電
気
自
動
皿
洗
い
機
」（
１
９
６
０
年
）、
オ
ー
ブ
ン
ト
ー

ス
タ
ー
（
１
９
６
５
年
）、
家
庭
用
電
子
レ
ン
ジ
（
１
９
６
６
年
）、

家
庭
用
も
ち
つ
き
機
（
１
９
７
１
年
）
な
ど
の
家
電
の
開
発
が

相
次
ぎ
、
家
庭
の
主
婦
た
ち
に
と
っ
て
、
時
間
が
か
か
る
と
さ

れ
た
台
所
仕
事
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
、
経
験
の
積
み
重
ね
が
必

要
な
家
事
に
対
す
る
心
配
も
解
消
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
い
っ
ぽ
う
火
を
操
る
調
理
器
具
に
も
、
そ
の
変
革
の
波
は
訪

れ
て
い
る
。
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
に
は
、
鋳
物
製
ガ
ス
七

輪
「
卓
上
型
ガ
ス
コ
ン
ロ
」
が
発
売
。
そ
の
後
も
各
社
が
鎬
を

削
り
、
炊
飯
器
付
き
コ
ン
ロ
、
グ
リ
ル
付
き
コ
ン
ロ
な
ど
趣
向

を
凝
ら
し
た
タ
イ
プ
の
コ
ン
ロ
が
誕
生
し
て
い
る
。
１
９
７
０

年
代
後
半
に
は
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
の
流
行
に
伴
い
、
ビ
ル

ト
イ
ン
タ
イ
プ
の
コ
ン
ロ
も
登
場
し
、
火
加
減
を
思
い
の
ま
ま

に
操
れ
る
調
理
設
備
が
整
っ
た
。
ま
た
昭
和
49
（
１
９
７
４
）

年
に
は
、
三
菱
電
機
が
国
内
初
の
電
磁

誘
導
加
熱
調
理
器
を
開
発
し
、
平
成
10

（
１
９
９
８
）
年
に
「
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン

グ
ヒ
ー
タ
ー
」
と
い
う
名
称
で
商
品
化

し
て
い
る
。Ｉ
Ｈ
は
平
成
の
オ
ー
ル
電

化
ブ
ー
ム
の
波
に
乗
り
、「
安
全
性
」「
お

手
入
れ
簡
単
」「
熱
効
率
の
良
さ
」
を

売
り
に
、
キ
ッ
チ
ン
家
電
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
た
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
冷
凍
食
品
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
に
共
通
す
る
「
お
湯
を
注

ぐ
だ
け
」「
あ
た
た
め
る
だ
け
」
と
い
う
便
利
さ
は
、
瞬
く
間

に
消
費
者
の
心
を
鷲
掴
み
に
し
、
戦
後
の
定
番
食
品
と
な
っ
た
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
先
駆
け
は
、
サ
ン
シ
ー
殖
産
（
現
・

日
清
食
品
）
に
よ
り
発
売
さ
れ
た
世
界
初
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ

ー
メ
ン
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」（
１
９
５
８
年
）
で
あ
る
。
そ

の
後
も
、
即
席
み
そ
汁
（
１
９
６
１
年
）、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ス

　
筆
者
は
以
前
、
明
治
期
の
料
理
書
よ
り
、
シ
チ
ュ
ー
の
再
現

料
理
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
バ
タ
ー
で
い
た
め
た
食

材
に
ス
ー
プ
を
加
え
、
仕
上
げ
に
小
麦
粉
を
入
れ
る
だ
け
の
当

時
の
レ
シ
ピ
で
は
、
と
ろ
み
も
十
分
に
つ
か
な
い
ば
か
り
か
、

バ
タ
ー
風
味
の「
肉
じ
ゃ
が
」の
よ
う
な
煮
物
に
し
か
な
ら
な
い
。

ま
た
乳
製
品
の
普
及
率
も
そ
う
高
く
な
か
っ
た
明
治
期
、
牛
乳

を
加
え
る
と
い
う
発
想
は
皆
無
で
、
シ
チ
ュ
ー
と
い
え
ば
、「
茶

色
い
」
料
理
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、「
シ
チ
ュ
ー
ミ
ク
ス
」
の
開
発
は
、
新
し
い
タ
イ

プ
の
シ
チ
ュ
ー
を
、
家
庭
料
理
の
定
番
に
押
し
上
げ
た
一
品
と

い
え
る
。
な
お
ハ
ウ
ス
食
品
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
給

食
で
食
べ
た
脱
脂
粉
乳
の
白
い
シ
チ
ュ

ー
を
再
現
し
た
い
と
考
え
た
担
当
者
の

思
い
が
、
商
品
誕
生
の
き
っ
か
け
で
あ

っ
た
と
の
こ
と
。
事
実
、
戦
後
ア
メ
リ

カ
か
ら
援
助
さ
れ
た
小
麦
・
乳
製
品
の

普
及
が
、
日
本
の
子
供
た
ち
を
「
洋
食

好
き
」
に
し
た
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
ま
ろ
や
か
な
味
わ

い
の
「
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
」
は
、
乳

製
品
に
抵
抗
を
感
じ
な
く
な
っ
た
子
供

た
ち
の
お
気
に
入
り
メ
ニ
ュ
ー
に
、
瞬
く
間
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
。

　
さ
ら
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
１
９
６
４
年
）、
日
本
万

国
博
覧
会
（
１
９
７
０
年
）
の
開
催
に
よ
り
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
、

フ
ァ
ミ
レ
ス
な
ど
外
国
資
本
の
参
入
が
本
格
化
し
、
国
内
に
お

け
る
食
の
国
際
化
は
、
ま
す
ま
す
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
１
９
８
０
年
代
に
は
、
海
外
市
場
へ
の
日
本
企
業
の
進

出
も
相
次
ぎ
、
今
度
は
醤
油
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
カ

ニ
カ
マ
な
ど
の
日
本
の
食
材
が
、
世
界
に
受
容
さ
れ
る
時
代
の

幕
開
け
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
先
日
、
ふ
と
立
ち
寄
っ
た
家
電
量
販
店
で
、「
ヘ
ル
シ
オ
お

茶
プ
レ
ッ
ソ
」
と
い
う
商
品
に
出
く
わ
し
た
。
茶
道
を
基
本
に

「
ひ挽

く
・
沸
か
す
・
た点

て
る
」
を
１
台
に
凝
縮
し
、
内
蔵
さ
れ

た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
の
臼
で
挽
き
た
て
の
お
茶
を
楽
し
め
る
も
の

ら
し
い
。
ま
た
隣
に
目
を
や
る
と
、
ス
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
（
粉
を

入
れ
る
・
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
す
・
液
体
を
入
れ
る
）
で
、

好
み
の
麺
（
う
ど
ん
・
そ
ば
・
パ
ス
タ
・
ラ
ー
メ
ン
）
が
５
分

で
作
れ
る
「
ヌ
ー
ド
ル
メ
ー
カ
ー
」
と
い
う
も
の
も
。
美
味
し

い
お
茶
も
麺
類
も
、
習
得
訓
練
の
必
要
な
く
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ

で
プ
ロ
顔
負
け
の
味
を
演
出
で
き
る
こ
と
を
売
り
に
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
料
理
の
コ
ツ
や
味
の

伝
承
が
、
家
電
頼
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
形
骸
化
す
る
怖

さ
が
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
便
利
さ
の

追
求
と
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
料

理
の
コ
ツ
や
味
を
尊
重
す
る
気
持
ち

の
バ
ラ
ン
ス
。
そ
れ
こ
そ
、
理
想
的

な
家
族
の
伝
統
を
作
り
出
す
骨
子
と

言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
加
工
食
品
や
調
味
食
品
の
普

及
は
、「
時
間
の
短
縮
」「
簡
便
さ
」

と
い
う
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
た
だ
け

で
な
く
、
外
食
イ
メ
ー
ジ
の
強
か
っ
た
洋
食
調
理
を
手
軽
に
し
、

本
格
的
に
家
庭
へ
浸
透
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
こ
で
も
私
た
ち
が
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
ま
さ
に
心
を
込
め
て
、
旬
を
演
出
す
る
「
心
ば映

え
」
で

あ
る
。「
和
食
」
に
は
あ
っ
て
、「
洋
食
」
に
は
な
い
も
の
。
そ

れ
は
ま
さ
に
旬
を
理
解
し
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、

料
理
に
向
き
合
う
「
心
映
え
」
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

日
本
ら
し
さ
は
、
時
間
の
短
縮
か
ら
は
う
ま
れ
な
い
。
先
人
た

ち
が
つ
む紡
い
で
き
た
「
心
映
え
」
を
理
解
す
る
こ
と
も
、
便
利
さ

を
追
求
す
る
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
が
見
つ
め
る
べ
き
テ
ー
マ

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

時間がかかるとされた
台所仕事の負担は軽減され、
経験の積み重ねが必要な
家事に対する
心配も解消した

こうした技術の進展が
食生活に及ぼした影響は
計り知れず、
家庭での調理の簡便化に
一層拍車をかけた
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ー
プ
（
１
９
６
４
年
）、
粉
末
お
吸
い
物
（
１
９
６
４
年
）
な

ど
の
開
発
が
相
次
ぎ
、「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
＝
お
手
軽
」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ま
た
最
近
で

は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
購
買
層
も
多
様
化
し
、
ヘ
ル
シ
ー
さ

を
打
ち
出
し
た
春
雨
ヌ
ー
ド
ル
、
レ
ン
ジ
で
「
チ
ン
す
る
」
パ

ス
タ
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
が
、
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
っ
ぽ
う
、
１
９
７
０
年
代
に
研
究
が
進
ん
だ
フ
リ
ー
ズ
ド

ラ
イ
技
術
の
開
発
は
、
カ
ッ
プ
麺
の
具
材
、
味
噌
汁
、
お
茶
漬
け
、

ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
、
野
外
食
の
み
な
ら
ず
、
最
近
で
は
宇
宙
食
や

非
常
食
、
軍
隊
食
な
ど
に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
技

術
の
進
展
が
食
生
活
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
普
及
に
よ
る
冷
凍
食
品
市
場
の
拡
大
、
缶
詰

製
法
を
応
用
し
た
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ

食
品
（
通
称
レ
ト
ル
ト
食
品
）
の
開

発
な
ど
も
、
家
庭
で
の
調
理
の
簡
便

化
に
一
層
拍
車
を
か
け
た
。
な
か
で

も
、
大
塚
食
品
が
発
売
し
た
「
ボ
ン

カ
レ
ー
」（
１
９
６
８
年
）
は
、「
一

流
レ
ス
ト
ラ
ン
の
味
を
家
庭
に
届
け

る
」
を
謳
い
、
消
費
者
の
心
を
掴
ん

だ
レ
ト
ル
ト
食
品
で
あ
る
。
最
初
は

ア
メ
リ
カ
で
研
究
が
始
ま
っ
た
レ
ト

ル
ト
技
術
で
あ
る
が
、
家
庭
用
食
品
に
応
用
さ
れ
た
の
は
、
実

は
日
本
が
初
め
て
だ
と
い
う
。
そ
の
後
も
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ミ

ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
惣
菜
、
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
、
丼
や
中
華
料
理

の
た
れ
な
ど
の
レ
ト
ル
ト
食
品
が
発
売
さ
れ
、
缶
詰
同
様
、
保

存
が
き
き
、「
あ
た
た
め
る
だ
け
」
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
手

軽
さ
で
人
気
を
さ
ら
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ン
ソ
メ
キ
ュ
ー
ブ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
カ
レ
ー

や
ハ
ヤ
シ
、
シ
チ
ュ
ー
の
ル
ー
な
ど
の
調
味
食
品
の
発
売
は
、

家
庭
料
理
の
洋
風
化
を
促
進
さ
せ
る
一
因
と
も
な
っ
た
。
な
か

で
も
、
ハ
ウ
ス
食
品
工
業
（
現
・
ハ
ウ
ス
食
品
）
に
よ
る
シ
チ

ュ
ー
の
素「
シ
チ
ュ
ー
ミ
ク
ス
」（
１
９
６
６
年
）は
、日
本
に「
ク

リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
」「
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー
」
と
い
う
言
葉
を

定
着
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
品
で
も
あ
る
。

　
小
学
生
の
頃
、
戦
争
期
の
食
生
活
に
つ
い
て
、
祖
父
母
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
課
題
が
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
早
速
聞
き
取

り
を
開
始
し
た
も
の
の
、
南
洋
に
従
軍
し
て
い
た
祖
父
の
口
か

ら
出
て
き
た
食
材
は「
へ
び
」「
こ
う
も
り
」「
か
え
る
」「
い
も
り
」

な
ど
の
ゲ
テ
モ
ノ
ば
か
り
。
子
供
心
に
「
げ
ん
な
り
」
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
ま
た
戦
争
当
時
、「
銃

後
の
乙
女
」
と
し
て
生
き
た
祖
母
は
、
雑
炊
や
玄
米
パ
ン
な
ど

の
節
米
目
的
の
食
事
が
メ
イ
ン
。
し
か
し
、
祖
母
が
青
春
時
代

を
過
ご
し
た
能
登
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
食
料
不
足
に
陥
る
こ

と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
あ
る
日
、
こ
ん
な
こ
と
を
語

っ
て
く
れ
た
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ね
、
海
軍
潜
水
学

校
で
事
務
員
し
て
た
ん
や
け
ど
、
お

昼
ご
は
ん
に
出
さ
れ
る
白
い
ご
は
ん

と
イ
カ
を
甘
辛
く
煮
た
料
理
が
大
好

物
や
っ
た
。
特
に
イ
カ
が
ほ
く
ほ
く

で
ね
。
未
来
の
兵
隊
さ
ん
た
ち
は
、

栄
養
を
つ
け
る
た
め
に
、
し
っ
か
り

食
べ
て
訓
練
を
受
け
て
た
ん
や
よ
。

　
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
８
月
15
日
。
そ
し
て
戦
争
は
終
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
の
食
料
事
情
は
す
ぐ
に
上
向
き
に
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。「
食
糧
管
理
法
」
の
も
と
、
国
が
管
理
す
る
配
給

体
制
は
依
然
と
し
て
継
続
さ
れ
、
国
民
の
食
生
活
は
不
安
定
な

ま
ま
で
あ
っ
た
。
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
11
月
１
日
に
は
、

日
比
谷
公
園
で
「
餓
死
対
策
国
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
さ
ら

に
全
国
で
「
米
よ
こ
せ
デ
モ
」
な
ど
、
各
地
で
食
料
を
求
め
る

運
動
が
勃
発
し
た
。
特
に
都
市
部
で
の
食
料
事
情
は
劣
悪
で
、

闇
市
の
横
行
、
郊
外
へ
の
買
い
出
し
ブ
ー
ム
が
興
隆
。
さ
ら
に

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
は
、
主
婦
連
合
会
が
発
足
し
、
中

心
と
な
っ
た
主
婦
た
ち
が
、
象
徴
的
な
台
所
道
具
「
し
ゃ
も
じ
」

を
掲
げ
、
食
料
不
足
の
解
消
を
訴
え
る
活
動
を
展
開
し
た
。

　
し
か
し
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
に
開
戦
し
た
朝
鮮
戦
争
は
、

皮
肉
に
も
日
本
経
済
を
回
復
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
。
ア
メ

リ
カ
か
ら
入
っ
た
大
量
の
軍
需
物
資
の
受
注
を
機
に
特
需
景
気

（
１
９
５
１
〜
54
年
）
を
経
験
し
た
日
本
は
、
よ
う
や
く
本
格

的
な
復
興
へ
の
道
の
り
を
歩
み
だ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後

も
、
神
武
景
気
（
１
９
５
４
〜
57
年
）、
岩
戸
景
気
（
１
９
５

８
〜
61
年
）、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
（
１
９
６
２
〜
64
年
）、
い

ざ
な
ぎ
景
気
（
１
９
６
５
〜
70
年
）
な
ど
の
好
景
気
が
訪
れ
、

日
本
経
済
を
立
て
直
す
高
度
経
済
成
長
期
が
到
来
。
さ
ら
に
歌

謡
曲
「
東
京
の
バ
ス
ガ
ー
ル
」（
１
９
５
７
年
）
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
社
会
へ
進
出
す
る
女
性
た
ち
も
急
増
し
、
少
し
ず

つ
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
く
日
本
社
会
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　
戦
後
の
復
興
期
を
経
て
、
日
本
人

の
食
生
活
は
ど
う
変
化
し
た
の
だ
ろ

う
か
？
　
本
稿
で
は
、
目
ま
ぐ
る
し

く
変
容
を
遂
げ
、
現
代
の
食
生
活
の

基
盤
を
生
み
出
し
た
戦
後
70
年
の
食

卓
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
と
し

た
い
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
大
宅
壮
一
氏
に
よ
っ
て
、「
電
化
元
年
」

と
命
名
さ
れ
た
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
。
三
洋
電
機
が
発
表

し
た
噴
流
式
洗
濯
機
の
大
ヒ
ッ
ト
を
機
に
、
多
く
の
家
庭
用
電

化
製
品
が
産
声
を
あ
げ
た
。昭
和
30（
１
９
５
５
）年
に
は
、「
三

種
の
神
器
」
と
称
さ
れ
た
電
気
洗
濯
機
、
電
気
冷
蔵
庫
、
白
黒

テ
レ
ビ
が
、
豊
か
さ
を
象
徴
す
る
憧
れ
の
家
電
と
し
て
の
地
位

を
獲
得
。ま
た
同
年
に
は
、東
京
芝
浦
電
気（
現
・
東
芝
）が「
自

動
式
電
気
釜
」
を
発
売
し
（
翌
年
最
高
月
産
20
万
台
）、
か
ま

ど
の
火
加
減
を
気
に
せ
ず
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
炊
飯
を
可
能
に

す
る
と
い
う
手
軽
さ
が
、
消
費
者
の
心
を
つ
か
ん
だ
。
そ
の
後

も
「
電
気
自
動
皿
洗
い
機
」（
１
９
６
０
年
）、
オ
ー
ブ
ン
ト
ー

ス
タ
ー
（
１
９
６
５
年
）、
家
庭
用
電
子
レ
ン
ジ
（
１
９
６
６
年
）、

家
庭
用
も
ち
つ
き
機
（
１
９
７
１
年
）
な
ど
の
家
電
の
開
発
が

相
次
ぎ
、
家
庭
の
主
婦
た
ち
に
と
っ
て
、
時
間
が
か
か
る
と
さ

れ
た
台
所
仕
事
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
、
経
験
の
積
み
重
ね
が
必

要
な
家
事
に
対
す
る
心
配
も
解
消
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
い
っ
ぽ
う
火
を
操
る
調
理
器
具
に
も
、
そ
の
変
革
の
波
は
訪

れ
て
い
る
。
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
に
は
、
鋳
物
製
ガ
ス
七

輪
「
卓
上
型
ガ
ス
コ
ン
ロ
」
が
発
売
。
そ
の
後
も
各
社
が
鎬
を

削
り
、
炊
飯
器
付
き
コ
ン
ロ
、
グ
リ
ル
付
き
コ
ン
ロ
な
ど
趣
向

を
凝
ら
し
た
タ
イ
プ
の
コ
ン
ロ
が
誕
生
し
て
い
る
。
１
９
７
０

年
代
後
半
に
は
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
の
流
行
に
伴
い
、
ビ
ル

ト
イ
ン
タ
イ
プ
の
コ
ン
ロ
も
登
場
し
、
火
加
減
を
思
い
の
ま
ま

に
操
れ
る
調
理
設
備
が
整
っ
た
。
ま
た
昭
和
49
（
１
９
７
４
）

年
に
は
、
三
菱
電
機
が
国
内
初
の
電
磁

誘
導
加
熱
調
理
器
を
開
発
し
、
平
成
10

（
１
９
９
８
）
年
に
「
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン

グ
ヒ
ー
タ
ー
」
と
い
う
名
称
で
商
品
化

し
て
い
る
。Ｉ
Ｈ
は
平
成
の
オ
ー
ル
電

化
ブ
ー
ム
の
波
に
乗
り
、「
安
全
性
」「
お

手
入
れ
簡
単
」「
熱
効
率
の
良
さ
」
を

売
り
に
、
キ
ッ
チ
ン
家
電
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
た
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
冷
凍
食
品
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
に
共
通
す
る
「
お
湯
を
注

ぐ
だ
け
」「
あ
た
た
め
る
だ
け
」
と
い
う
便
利
さ
は
、
瞬
く
間

に
消
費
者
の
心
を
鷲
掴
み
に
し
、
戦
後
の
定
番
食
品
と
な
っ
た
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
先
駆
け
は
、
サ
ン
シ
ー
殖
産
（
現
・

日
清
食
品
）
に
よ
り
発
売
さ
れ
た
世
界
初
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ

ー
メ
ン
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」（
１
９
５
８
年
）
で
あ
る
。
そ

の
後
も
、
即
席
み
そ
汁
（
１
９
６
１
年
）、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ス

　
筆
者
は
以
前
、
明
治
期
の
料
理
書
よ
り
、
シ
チ
ュ
ー
の
再
現

料
理
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
バ
タ
ー
で
い
た
め
た
食

材
に
ス
ー
プ
を
加
え
、
仕
上
げ
に
小
麦
粉
を
入
れ
る
だ
け
の
当

時
の
レ
シ
ピ
で
は
、
と
ろ
み
も
十
分
に
つ
か
な
い
ば
か
り
か
、

バ
タ
ー
風
味
の「
肉
じ
ゃ
が
」の
よ
う
な
煮
物
に
し
か
な
ら
な
い
。

ま
た
乳
製
品
の
普
及
率
も
そ
う
高
く
な
か
っ
た
明
治
期
、
牛
乳

を
加
え
る
と
い
う
発
想
は
皆
無
で
、
シ
チ
ュ
ー
と
い
え
ば
、「
茶

色
い
」
料
理
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、「
シ
チ
ュ
ー
ミ
ク
ス
」
の
開
発
は
、
新
し
い
タ
イ

プ
の
シ
チ
ュ
ー
を
、
家
庭
料
理
の
定
番
に
押
し
上
げ
た
一
品
と

い
え
る
。
な
お
ハ
ウ
ス
食
品
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
給

食
で
食
べ
た
脱
脂
粉
乳
の
白
い
シ
チ
ュ

ー
を
再
現
し
た
い
と
考
え
た
担
当
者
の

思
い
が
、
商
品
誕
生
の
き
っ
か
け
で
あ

っ
た
と
の
こ
と
。
事
実
、
戦
後
ア
メ
リ

カ
か
ら
援
助
さ
れ
た
小
麦
・
乳
製
品
の

普
及
が
、
日
本
の
子
供
た
ち
を
「
洋
食

好
き
」
に
し
た
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
ま
ろ
や
か
な
味
わ

い
の
「
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
」
は
、
乳

製
品
に
抵
抗
を
感
じ
な
く
な
っ
た
子
供

た
ち
の
お
気
に
入
り
メ
ニ
ュ
ー
に
、
瞬
く
間
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
。

　
さ
ら
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
１
９
６
４
年
）、
日
本
万

国
博
覧
会
（
１
９
７
０
年
）
の
開
催
に
よ
り
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
、

フ
ァ
ミ
レ
ス
な
ど
外
国
資
本
の
参
入
が
本
格
化
し
、
国
内
に
お

け
る
食
の
国
際
化
は
、
ま
す
ま
す
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
１
９
８
０
年
代
に
は
、
海
外
市
場
へ
の
日
本
企
業
の
進

出
も
相
次
ぎ
、
今
度
は
醤
油
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
カ

ニ
カ
マ
な
ど
の
日
本
の
食
材
が
、
世
界
に
受
容
さ
れ
る
時
代
の

幕
開
け
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
先
日
、
ふ
と
立
ち
寄
っ
た
家
電
量
販
店
で
、「
ヘ
ル
シ
オ
お

茶
プ
レ
ッ
ソ
」
と
い
う
商
品
に
出
く
わ
し
た
。
茶
道
を
基
本
に

「
ひ挽

く
・
沸
か
す
・
た点

て
る
」
を
１
台
に
凝
縮
し
、
内
蔵
さ
れ

た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
の
臼
で
挽
き
た
て
の
お
茶
を
楽
し
め
る
も
の

ら
し
い
。
ま
た
隣
に
目
を
や
る
と
、
ス
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
（
粉
を

入
れ
る
・
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
す
・
液
体
を
入
れ
る
）
で
、

好
み
の
麺
（
う
ど
ん
・
そ
ば
・
パ
ス
タ
・
ラ
ー
メ
ン
）
が
５
分

で
作
れ
る
「
ヌ
ー
ド
ル
メ
ー
カ
ー
」
と
い
う
も
の
も
。
美
味
し

い
お
茶
も
麺
類
も
、
習
得
訓
練
の
必
要
な
く
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ

で
プ
ロ
顔
負
け
の
味
を
演
出
で
き
る
こ
と
を
売
り
に
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
料
理
の
コ
ツ
や
味
の

伝
承
が
、
家
電
頼
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
形
骸
化
す
る
怖

さ
が
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
便
利
さ
の

追
求
と
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
料

理
の
コ
ツ
や
味
を
尊
重
す
る
気
持
ち

の
バ
ラ
ン
ス
。
そ
れ
こ
そ
、
理
想
的

な
家
族
の
伝
統
を
作
り
出
す
骨
子
と

言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
加
工
食
品
や
調
味
食
品
の
普

及
は
、「
時
間
の
短
縮
」「
簡
便
さ
」

と
い
う
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
た
だ
け

で
な
く
、
外
食
イ
メ
ー
ジ
の
強
か
っ
た
洋
食
調
理
を
手
軽
に
し
、

本
格
的
に
家
庭
へ
浸
透
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
こ
で
も
私
た
ち
が
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
ま
さ
に
心
を
込
め
て
、
旬
を
演
出
す
る
「
心
ば映

え
」
で

あ
る
。「
和
食
」
に
は
あ
っ
て
、「
洋
食
」
に
は
な
い
も
の
。
そ

れ
は
ま
さ
に
旬
を
理
解
し
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、

料
理
に
向
き
合
う
「
心
映
え
」
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

日
本
ら
し
さ
は
、
時
間
の
短
縮
か
ら
は
う
ま
れ
な
い
。
先
人
た

ち
が
つ
む紡
い
で
き
た
「
心
映
え
」
を
理
解
す
る
こ
と
も
、
便
利
さ

を
追
求
す
る
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
が
見
つ
め
る
べ
き
テ
ー
マ

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

便利さの追求と、
守り伝えられてきた料理の
コツや味を尊重する気持ちの
バランスこそ、理想的な
家族の伝統を作り出す

ひがしよつやなぎ・しょうこ／梅花女子
大学食文化学部専任講師。石川県生まれ。
国際基督教大学大学院比較文化研究科博
士後期課程博士候補資格取得。専門は、比
較食文化論、料理書文化の国際比較。著書
に『近代料理書の世界』（共著、ドメス出
版）『日本の食文化史年表』（共著、吉川弘
文館）など。
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い
ま
、日
本
人
は

何
を
、

ど
の
よ
う
に

食
べ
て

い
る
の
か
？

高
度
経
済
成
長
期
が
終
わ
り
、核
家
族
化・少

子
化
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
って
久
し
い
。家
族

形
態
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
ゆ
く
い
ま
、

私
た
ち
は
何
を
、ど
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
？
　
家
族・単
身
世
帯
対
象
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ・リ
サ
ー
チ
結
果
の
分
析
を
も
と
に
、

現
代
日
本
に
お
け
る
食
の
諸
相
を
捉
え
、こ
れ

か
ら
の
課
題
を
提
起
す
る
。

※家族・単身世帯の主食全体を
　100％とした際の出現数の割合

日本の朝は「パン」から始まる
ことが明らかになった。手軽に
栄養をとれるイメージが強い
シリアルは低い結果に。

店
で
食
べ
る
高
齢
者
を
見
か
け
る
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
中
高
年
の
一
人
暮
ら
し
が
非

常
に
増
え
ま
す
。
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

は
２
０
１
０
年
か
ら
35
年
で
２
６
４
万
世
帯
、

45
歳
以
上
だ
と
３
７
２
万
人
増
え
る
の
で
す
。

放
っ
て
お
く
と
、
食
生
活
の
質
が
低
下
し
、

ひ
い
て
は
生
活
全
体
の
質
が
低
下
し
、
健
康

も
悪
化
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
彼
ら
の
生
活
の
質
を
高
め
る
う
え
で
は
、

食
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。
誰
か
と
一

緒
に
食
べ
る
＝「
共
食
」
こ
そ
が
、
今
後
重

要
に
な
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
一
緒
に
食
べ

る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
う

え
で
の
基
本
で
す
。「
共
食
」
と
い
う
行
為

自
体
が
、
そ
の
ま
ま
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ

タ
ル
」（
社
会
関
係
資
本
）
に
な
る
と
言
っ

て
い
い
。
も
ち
ろ
ん
一
緒
に
食
べ
る
と
、
品

数
も
多
く
な
っ
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く

な
る
し
、
話
し
な
が
ら
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り

食
べ
ま
す
か
ら
健
康
に
よ
い
。

「
共
食
」
の
場
を
増
や
す
に
は
、
行
政
の
支

援
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
企

業
も
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
乗

り
出
す
べ
き
で
す
。
農
協
、
食
品
メ
ー
カ
ー
、

外
食
産
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
コ
ン
ビ
ニ

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
特
に
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
個
人
が
や
っ
て
も
い

い
。
今
後
は
空
き
店
舗
や
空
き
家
が
増
え
ま

す
し
、
行
政
も
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
を
共
食
を
核
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
に
し
て
い
く
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
と
か
、
自
分

で
料
理
を
し
て
み
ん
な
に
食
べ
て
も
ら
う
と

か
、
食
を
通
じ
た
交
流
の
場
に
す
る
。
家
か

ら
料
理
を
持
っ
て
き
た
り
、
買
っ
た
も
の
を

持
っ
て
き
て
も
い
い
。
と
に
か
く
一
緒
に
食

べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
中
高
年
の
一
人
暮
ら
し
が
増
え
る
と
、
家

族
じ
ゃ
な
い
者
同
士
の
助
け
合
い
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
か
ら
、「
共
食
」
の
場
が
あ

れ
ば
、「
あ
れ
、
今
日
は
○
○
さ
ん
、
来
な

い
な
」
と
い
っ
て
、
見
守
り
の
役
割
も
果
た

す
で
し
ょ
う
。

　
１
日
に
必
ず
何
回
か
は
あ
る
「
食
」
を
い

か
に
豊
か
に
す
る
か
、
楽
し
く
す
る
か
。
ひ

と
り
で
食
べ
る
「
孤
食
」
で
は
な
く
、
み
ん

な
で
食
べ
る
「
共
食
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
ず
、Ｑ
２
「
ふ
だ
ん
朝
食
を
食
べ
て
い

ま
す
か
？
」
の
、
若
い
一
人
暮
ら
し
が
朝
食

を
食
べ
て
い
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
は
特
段
珍

し
く
は
な
い
で
す
が
、
注
目
す
る
の
は
60
代

で
す
ね
。

　
20
代
・
30
代
よ
り
マ

シ
と
は
い
え
、
60
代
一

人
暮
ら
し
男
性
は
66
％

弱
し
か
朝
食
を
食
べ
て

い
な
い
。
3
割
以
上
が

食
べ
て
い
な
い
と
い
う

の
は
、
こ
れ
ま
で
の
60
代
像
と
は
違
う
。
い

ま
の
60
代
は
若
い
と
き
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
引
き
ず
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
ね
。

　
そ
も
そ
も
い
ま
の
60
代
は
10
年
前
の
60
代

よ
り
も
未
婚
、
離
別
な
ど
で
一
人
暮
ら
し
が

増
え
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
食
生
活
を
今
後
も
っ
と
調
べ
な
い

と
い
け
な
い
。

　
ま
た
、Ｑ
３「
朝
食
・
昼
食
・
夕
食
の
内
食
・

外
食
の
割
合
は
？
」
と
Ｑ
７
「
ど
う
い
っ
た

理
由
で
外
食
し
ま
す
か
？
」
を
見
る
と
、
一

人
暮
ら
し
の
男
性
は
外
食
が
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
家
族
や
友
人
な
ど
と
一
緒
に
食
べ

て
い
る
人
が
少
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
ひ
と
り
で
食
べ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
孤
食
」

が
多
い
。
た
し
か
に
最
近
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
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33.8%

53.7%
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2.4%

4.8%

7.2%

5.4%
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朝食に何を食べていますか？

Q1

Rice

Bread

Cereal

Others

Noodles

パン

Question

家族世帯
ごはん

単身世帯

シリアル

麺類

その他

家族世帯

単身世帯

家族世帯

単身世帯

家族世帯

単身世帯

家族世帯

単身世帯



家族・友人と一緒のとき 16.7％
忙しい一日だったから 16.2％
ストレスがたまったとき 8.5％
気分の良い一日だったから 7.7％
家族、友人の集まり 6.9％
仕事の途中で 6.2％
職場の集まり 6.0％
恋人と一緒のとき 5.9％
うれしいことがあったから 4.9％
祝い事をしたから 0.9％
ボーナス・給料をもらったから 0.5％

スーパー 68.0％
コンビニエンスストア 9.4％
一般小売店 4.2％
弁当屋／牛丼屋等 4.0％
百貨店 1.6％
生協の店舗・共同購入 1.4％
ハンバーガー／ファストフード 1.1％
その他 10.4％

どういった理由で外食しますか？

Q7
Question

中食をどこで購入しますか？

Q8
Question

朝食・昼食・夕食の
内食・外食の
割合は？

Q3
夕食のメニューは
何品作って
いますか？

Q5
Question

夕食に合わせ調味料・
冷凍食品を
使いますか？

Q6
Question

※飲料、アルコール、果物、
　菓子・デザート等は除く

ふだん朝食を食べていますか？

単身世帯
性別・世代別
回答

単身世帯を世代別に見ると
男性20代31.2％に対し60代
65.7％、女性は20代36.0％に
対し60代74.4％。若い一人暮
らしほど朝食を食べていない。

三食とも圧倒的に単身世帯
の外食率が高い。特に男性
の夕食は高く、20代・30代は
50％強、40代・50代も40％強と
高い数値を出している。

約2皿の差が出たが、単身世
帯で一番低いのは女性20代
1.9品、次が女性30代2.0品と、
若い女性の方が単品ですま
せている。

家族世帯の方が合わせ調味
料・冷凍食品に頼っている。
Q5のデータ結果とあわせると、
手軽に品数を多くしたいとい
う意図が見える。

全世代を通してスーパーが
人気。性別の差が最も出た
場所は百貨店で、女性の利
用がどの世代も平均より高
かった。

「家族・友人と一緒のとき」
は、男性は20～50代まで
10％台前半と総じて低い。
女性の50代・60代は47％台
と、外食機会の半分近くを
誰かと一緒に食べている。

Q2

78.9%

23.6％

12.0％

21.1%

57.1%

42.9%

Yes
No

家族世帯家族世帯

単身世帯 単身世帯

朝食

朝食

昼食

夕食

4.2

2.4

家族世帯

単身世帯

品

品

平均

平均

内食

内食

内食

外食

外食

外食

82.4％
30.7％

58.9％

41.1％

69.3％

17.6％

88.0％

76.4％

家族世帯

単身世帯

Yes

Yes

No

No

平日の
夕食の
人気メニューは？

野菜炒め

冷奴

魚介の刺身・たたき

野菜のおひたし

焼き餃子

Q4
Question

※TI値（1000食卓あたりの出現数）の多い
　順に作成

※食卓全体を100とした際の、当該材料を
　使用した食卓数の割合

全世帯を通じて調理の必要
がない冷奴の人気が高い。
世代別では、20代にハンバー
グ、60代に魚の塩焼き、野菜
の酢の物がランクイン。

●

●

●

●

●

1
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4

5

No

Yes

家族世帯

単身世帯

36.0% 45.8% 51.7% 80.2% 74.4%

31.2% 38.4% 47.8% 47.5% 65.7%

20代 30代 40代 50代 60代

20代 30代 40代 50代 60代

女性

男性

※夕食のみ抽出

※「中食」は弁当や総菜を
　家で食べた場合を指す ※欠食、長期不在は除く ※家庭内で食べた割合

夕食

昼食

人気

人気

人気

人気

人気

冷奴

野菜炒め

鶏肉の唐揚げ

魚介の刺身・たたき

和風鍋
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●

●

●
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1

2

3

4

5

人気

人気

人気

人気

人気

対象／単身世帯のみ

対象／単身世帯のみ

分析期間：2013 年 8月1日～2014 年 7月31日　対象：20～64 歳の
家族・単身各 360 世帯（国勢調査の人口構成に準拠）　調査地域：首
都圏 30 ㎞圏内（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）　※データ結果
は小数第 2位を四捨五入し第 1位のみ表示した　※すべて㈱ライフス
ケープマーケティング「食MAP®データ」の提供による

店
で
食
べ
る
高
齢
者
を
見
か
け
る
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
中
高
年
の
一
人
暮
ら
し
が
非

常
に
増
え
ま
す
。
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

は
２
０
１
０
年
か
ら
35
年
で
２
６
４
万
世
帯
、

45
歳
以
上
だ
と
３
７
２
万
人
増
え
る
の
で
す
。

放
っ
て
お
く
と
、
食
生
活
の
質
が
低
下
し
、

ひ
い
て
は
生
活
全
体
の
質
が
低
下
し
、
健
康

も
悪
化
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
彼
ら
の
生
活
の
質
を
高
め
る
う
え
で
は
、

食
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。
誰
か
と
一

緒
に
食
べ
る
＝「
共
食
」
こ
そ
が
、
今
後
重

要
に
な
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
一
緒
に
食
べ

る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
う

え
で
の
基
本
で
す
。「
共
食
」
と
い
う
行
為

自
体
が
、
そ
の
ま
ま
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ

タ
ル
」（
社
会
関
係
資
本
）
に
な
る
と
言
っ

て
い
い
。
も
ち
ろ
ん
一
緒
に
食
べ
る
と
、
品

数
も
多
く
な
っ
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く

な
る
し
、
話
し
な
が
ら
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り

食
べ
ま
す
か
ら
健
康
に
よ
い
。

「
共
食
」
の
場
を
増
や
す
に
は
、
行
政
の
支

援
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
企

業
も
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
乗

り
出
す
べ
き
で
す
。
農
協
、
食
品
メ
ー
カ
ー
、

外
食
産
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
コ
ン
ビ
ニ

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
特
に
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
個
人
が
や
っ
て
も
い

い
。
今
後
は
空
き
店
舗
や
空
き
家
が
増
え
ま

す
し
、
行
政
も
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
を
共
食
を
核
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
に
し
て
い
く
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
と
か
、
自
分

で
料
理
を
し
て
み
ん
な
に
食
べ
て
も
ら
う
と

か
、
食
を
通
じ
た
交
流
の
場
に
す
る
。
家
か

ら
料
理
を
持
っ
て
き
た
り
、
買
っ
た
も
の
を

持
っ
て
き
て
も
い
い
。
と
に
か
く
一
緒
に
食

べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
中
高
年
の
一
人
暮
ら
し
が
増
え
る
と
、
家

族
じ
ゃ
な
い
者
同
士
の
助
け
合
い
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
か
ら
、「
共
食
」
の
場
が
あ

れ
ば
、「
あ
れ
、
今
日
は
○
○
さ
ん
、
来
な

い
な
」
と
い
っ
て
、
見
守
り
の
役
割
も
果
た

す
で
し
ょ
う
。

　
１
日
に
必
ず
何
回
か
は
あ
る
「
食
」
を
い

か
に
豊
か
に
す
る
か
、
楽
し
く
す
る
か
。
ひ

と
り
で
食
べ
る
「
孤
食
」
で
は
な
く
、
み
ん

な
で
食
べ
る
「
共
食
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
ず
、Ｑ
２
「
ふ
だ
ん
朝
食
を
食
べ
て
い

ま
す
か
？
」
の
、
若
い
一
人
暮
ら
し
が
朝
食

を
食
べ
て
い
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
は
特
段
珍

し
く
は
な
い
で
す
が
、
注
目
す
る
の
は
60
代

で
す
ね
。

　
20
代
・
30
代
よ
り
マ

シ
と
は
い
え
、
60
代
一

人
暮
ら
し
男
性
は
66
％

弱
し
か
朝
食
を
食
べ
て

い
な
い
。
3
割
以
上
が

食
べ
て
い
な
い
と
い
う

の
は
、
こ
れ
ま
で
の
60
代
像
と
は
違
う
。
い

ま
の
60
代
は
若
い
と
き
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
引
き
ず
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
ね
。

　
そ
も
そ
も
い
ま
の
60
代
は
10
年
前
の
60
代

よ
り
も
未
婚
、
離
別
な
ど
で
一
人
暮
ら
し
が

増
え
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
食
生
活
を
今
後
も
っ
と
調
べ
な
い

と
い
け
な
い
。

　
ま
た
、Ｑ
３「
朝
食
・
昼
食
・
夕
食
の
内
食
・

外
食
の
割
合
は
？
」
と
Ｑ
７
「
ど
う
い
っ
た

理
由
で
外
食
し
ま
す
か
？
」
を
見
る
と
、
一

人
暮
ら
し
の
男
性
は
外
食
が
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
家
族
や
友
人
な
ど
と
一
緒
に
食
べ

て
い
る
人
が
少
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
ひ
と
り
で
食
べ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
孤
食
」

が
多
い
。
た
し
か
に
最
近
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

87.2％

内食

外食

12.8％

98.1％

内食

1.9％

61.1％

内食
外食

38.9％
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Question Question

外食

み
う
ら
・
あ
つ
し
／
社

会
デ
ザ
イ
ン
研
究
家
。

家
族
、若
者
、消
費
、都

市
の
観
点
か
ら
社
会
デ

ザ
イ
ン
の
提
案
を
行
う
。

『
第
四
の
消
費

│
つ

な
が
り
を
生
み
出
す
社

会
へ
』『
日
本
人
は
こ
れ

か
ら
何
を
買
う
の

か
？
』『
デ
ー
タ
で
わ
か

る
２
０
３
０
年
の
日
本
』

な
ど
著
書
多
数
。

家族・単身
各360世帯に
聞いた
日本人の
食生活の
傾向

いま、
日本人は
何を、
どのように
食べて
いるのか？

Yes

Yes

M
iura Atsushi

三
浦 

展

イ
ン
タ
ビュ
ー



コ
ン
ビ
ニ
を

支
え
る

技
術

小
麦
粉
と
比
べ
糖
質
が
少

な
く
食
物
繊
維
の
多
い
ブ

ラ
ン（
ふ
す
ま
＝
小
麦
の
外

皮
部
分
）が
原
料
。従
来

の
生
地
に
米
ブ
ラ
ン
を
加

え
る
こ
と
で
、さ
ら
に
糖
質

が
⅔
に
減
少
し
、し
っ
と

り
、ふ
ん
わ
り
と
し
た
食

感
が
可
能
に
。

ブ
ラ
ン
パ
ン

ロ
ー
ソ
ン

お
い
し
く
て

健
康
的

今
年
の
お
で
ん
の
お
い
し

さ
の
秘
密
は
、つ
ゆ
の
鰹
節

づ
く
り
に
あ
る
。漁
獲
後

は
冷
凍
せ
ず
に
漁
場
近
く

の
加
工
工
場
へ
。鰹
の
旨
み

成
分
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

１
〜
２
日
後
に
素
早
く
加

工
し
、一
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い

に
乾
燥
さ
せ
て
一
気
に
旨

み
を
閉
じ
込
め
る
伝
統
の

製
法
を
取
り
入
れ
た
。

お
で
ん

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

鰹
だ
し
への

こ
だ
わ
り

セ
ル
フ
方
式
で
本
格
コ
ー
ヒ

ー
を
提
供
す
る「
セ
ブ
ン
カ

フェ
」。マ
シ
ン
は
セ
ブ
ン-

イ

レ
ブ
ン
と
国
内
自
販
機
シェ

ア
ト
ッ
プ
の
富
士
電
機
が

共
同
開
発
。ボ
タ
ン
を
押

し
て
か
ら
、豆
を
挽
き
、蒸

ら
し
、抽
出
す
る
ま
で
約

45
秒
。水
の
品
質
を
揃
え

る
た
め
軟
水
フ
ィ
ル
タ
ー

を
使
用
し
て
い
る
。

コ
ー
ヒ
ー

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
　

コ
ー
ヒ
ー

ブ
ー
ム
を

牽
引

つ
ゆ
を
凍
ら
せ
た
あ
と
麺

と
具
材
を
の
せ
再
度
凍
結

す
る
の
で
、火
に
か
け
る

と
、つ
ゆ
↓
麺
↓
具
の
順
に

溶
け
、麺
が
茹
で
た
て
の
コ

シ
の
あ
る
状
態
で
仕
上
が

る
。こ
の「
三
層
構
造
」が

お
い
し
さ
の
秘
訣
。元
々
、

天
然
ガ
ス
を
気
化
す
る
と

き
に
生
じ
る
冷
熱
を
利
用

し
よ
う
と
開
発
さ
れ
た
。

冷
凍
鍋
焼
う
ど
ん

キ
ン
レ
イ

歴
史
あ
る

コ
ン
ビ
ニ
の

定
番
商
品

特
Ａ
評
価
の
米
と
厳
選
さ

れ
た
有
明
産
海
苔
を
使

用
し
た
最
高
品
質
の
手
巻

き
お
む
す
び
。温
か
い
ご

飯
を
直
接
容
器
に
入
れ
て

成
型
し
、急
速
に
冷
却
す

る
こ
と
で
微
生
物
の
繁
殖

を
抑
え
る
方
法
で
ふ
っ
く

ら
仕
上
げ
る
。ご
飯
に
も

海
苔
に
も
優
し
い
新
形
態

の
パッ
ケ
ー
ジ
を
採
用
。

金
の
お
む
す
び

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

止
ま
ら
な
い

進
化

一
部
の
商
品
に
採
用
さ
れ

て
い
る
生
パ
ス
タ
の
お
い
し

さ
の
秘
密
は
、生
地
を
高

圧
で
押
し
出
し
て
つ
く
る

「
真
空
押
し
出
し
製
法
」

の
製
麺
機
。こ
れ
に
よ
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
弾
力
と

も
ち
も
ち
の
食
感
を
楽
し

め
る
本
格
的
な
パ
ス
タ
が

実
現
し
た
。

パ
ス
タ

ロ
ー
ソ
ン

麺
づ
く
り
を

追
求 カ

ッ
ト
野
菜
の
品
質
向
上

を
目
指
し
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

高
機
能
フ
ィ
ル
ム
を
導
入
。

フ
ィ
ル
ム
に
ミ
ク
ロ
単
位
の

穴
加
工
を
施
す
こ
と
に
よ

り
袋
内
の
Ｃ
Ｏ
２
と
Ｏ
２
の

バ
ラ
ン
ス
を
最
適
化
、野
菜

の
呼
吸
を
助
け
、長
く
新

鮮
な
状
態
に
保
て
る
。

カ
ッ
ト
野
菜

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

便
利
で

新
鮮
長
持
ち

Special
Feature

The
Future

of
Foods

Part

4
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Number

06

Number

07

Number

05
Number

01

Number

02

Number

03

Number

04

取
材・執
筆
／
真
田 

邦
子

一
昔
前
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
消
極
的
な
イ

メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
、コ
ン
ビ
ニエ

ン
ス
・
ス
ト
ア
の
食
品（
コ
ン
ビ
ニ
食
）。し
か
し
、黎
明

期
か
ら
40
年
、コ
ン
ビ
ニ
が
日
本
人
の
暮
ら
し
に
深

く
浸
透
し
た
結
果
、い
つ
の
間
に
か
、食
に
お
い
て
も

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
た
。コ
ン
ビ
ニ
食
の
進
化
の

裏
に
あ
る
技
術
に
つ
い
て
、小
売
業
の
実
態
に
詳
し

い
加
藤
直
美
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。



　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
が
提
供
す
る

食
、
す
な
わ
ち
「
コ
ン
ビ
ニ
食
」
と
は
、
こ

こ
で
は
主
に
、
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
弁
当
、
お

に
ぎ
り
、
パ
ン
な
ど
を
指
し
ま
す
。
ふ
だ
ん

私
た
ち
が
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
こ
れ
ら
コ

ン
ビ
ニ
食
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、
意
外
な
技

術
の
歴
史
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
食
を
代
表
す
る
商
品
で
あ
る
お

に
ぎ
り
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
技
術
革
新
の
積

み
重
ね
が
見
ら
れ
ま
す
。
１
９
７
０
年
代
後

半
に
登
場
し
始
め
た
頃
、
パ
リ
パ
リ
の
海
苔

を
自
分
で
巻
い
て
食
べ
る
「
手
巻
き
」
に
し

た
こ
と
が
、
ま
ず
画
期
的
で
し
た
。
海
苔
と

ご
飯
の
間
に
入
れ
た
フ
ィ
ル
ム
を
引
き
抜
き
、

手
を
汚
さ
ぬ
ま
ま
お
に
ぎ
り
に
海
苔
が
巻
け

る
と
い
う
仕
組
み
は
今
や
す
っ
か
り
お
な
じ

み
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
、
い
か
に

お
に
ぎ
り
の
形
を
崩
さ
ず
、
海
苔
を
破
損
さ

せ
ず
、
海
苔
と
お
に
ぎ
り
を
う
ま
く
合
体
さ

せ
ら
れ
る
か
を
追
求
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
改

良
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
お
に
ぎ
り
で
重
要
視

さ
れ
て
き
た
の
は
、
そ
の
「
握
り
方
」
で
す
。

お
母
さ
ん
が
握
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
ふ
っ
く

ら
し
た
お
に
ぎ
り
を
、
同
品
質
で
膨
大
に
大

量
生
産
す
る
べ
く
、
改
良
が
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
手
づ
く
り
の
お
に
ぎ
り
と

同
程
度
の
柔
ら
か
さ
で
握
る
力
を
計
測
し
て

再
現
す
る
調
理
機
器
が
開
発
さ
れ
、
手
づ
く

り
に
匹
敵
す
る
、
ほ
ど
よ
い
柔
ら
か
さ
の
お

に
ぎ
り
が
実
現
し
た
の
で
す
。
最
近
で
は
、

お
に
ぎ
り
を
締
め
つ
け
ず
柔
ら
か
さ
を
保
つ

た
め
の
四
角
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
登
場
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
お
に
ぎ
り
だ
け
で
も

常
に
新
し
い
技
術
が
試
さ
れ
、
そ
の
努
力
は

今
も
な
お
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
お
い
し
さ
を
保
つ
重
要
な

要
素
、
そ
れ
は
温
度
管
理
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ

の
棚
に
、
温
度
計
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
を

見
た
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。
サ
ラ
ダ
や

乳
製
品
な
ど
が
置
か
れ
る
一
般
的
な
冷
蔵
ケ

ー
ス
は
４
〜
５
℃
、
そ
の
横
に
並
ぶ
お
に
ぎ

り
の
ケ
ー
ス
は
約
18
℃
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

実
は
、
こ
の
温
度
こ
そ
が
お
に
ぎ
り
の
味
と

鮮
度
を
保
つ
た
め
に
欠
か
せ
な
い
要
素
な
の

で
す
。
風
味
を
損
な
わ
な
い
よ
う
赤
ワ
イ
ン

を
セ
ラ
ー
で
大
切
に
保
管
す
る
よ
う
に
、
お

に
ぎ
り
に
も
適
温
が
あ
り
、
約
18
℃
に
設
定

し
た
ケ
ー
ス
で
味
を
保
つ
努
力
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
冷
蔵
ケ
ー
ス
で
は
温
度
が
低

す
ぎ
て
品
質
が
劣
化
し
て
味
が
落
ち
る
た
め
、

お
に
ぎ
り
は
、
夏
も
冬
も
一
定
の
温
度
で
ケ

ー
ス
に
並
べ
ら
れ
ま
す
。

　
む
ろ
ん
、
温
度
に
こ
だ
わ
る
の
は
販
売
時

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
ビ
ニ
商
品
を

提
供
し
て
い
る
多
く
の
食
品
工
場
は
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
＝
国
際
的
な
食
品
の
衛
生

管
理
シ
ス
テ
ム
）
に
準
ず
る
品
質
管
理
を
取

り
入
れ
て
安
全
管
理
に
努
め
、
配
送
セ
ン
タ

ー
、
配
送
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
販
売
に
至
る
ま
で
、

徹
底
し
た
温
度
管
理
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ

げ
る
こ
と
で
鮮
度
や
品
質
を
保
っ
て
い
ま
す
。

食
品
の
細
菌
を
増
や
さ
な
い
対
策
は
、
結
果

的
に
余
計
な
保
存
料
を
添
加
し
な
い
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
お
に
ぎ
り
と
違
い
、
一
般
的
な
冷

蔵
ケ
ー
ス
に
並
ぶ
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
、
低
温
で
も
劣
化
し
な

い
パ
ン
生
地
を
研
究
・
開
発
す
る
こ
と
で
、

問
題
を
解
決
し
ま
し
た
。
冷
蔵
棚
に
置
い
て

も
、
し
っ
と
り
と
し
た
パ
ン
は
そ
の
ま
ま
に
、

レ
タ
ス
な
ど
の
具
材
は
シ
ャ
キ
ッ
と
新
鮮
な
、

で
き
た
て
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
味
わ
い
が
実
現

し
ま
し
た
。
何
気
な
く
並
ぶ
定
番
商
品
の
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
に
も
、
お
い
し
さ
へ
の
工
夫
が

ぬ
か
り
な
く
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で

す
。

　
消
費
者
の
貪
欲
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

常
に
新
し
い
商
品
が
求
め
ら
れ
る
コ
ン
ビ
ニ

で
は
、
開
発
の
際
に
専
門
店
や
著
名
な
料
理

人
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
を
参
考
に
つ
く
ら
れ
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
老
舗
料
亭
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
の
お
弁
当
も
、
ご
当
地
ラ
ー
メ

ン
店
の
カ
ッ
プ
麺
も
、
本
家
本
元
が
ま
ず
は

雛
形
を
つ
く
り
、チ
ェ
ー
ン
は
そ
の
味
を「
分

析
」「
再
現
」
し
て
商
品
開
発
に
励
み
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
レ
ス
ト
ラ
ン
や
店
で
提
供
さ
れ
る

も
の
と
寸
分
違
わ
ぬ
も
の
が
つ
く
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
肉
薄
し
た
味

を
手
頃
な
価
格
で
提
供
す
る
、
こ
れ
が
コ
ン

ビ
ニ
の
最
も
得
意
と
す
る
技
術
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
味
の
分
析
の
段
階
で
、
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ

で
は
商
品
開
発
を
助
け
る
機
器
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、「
人
の
持
つ
、
主
観
的

か
つ
あ
い
ま
い
な
感
覚
を
定
量
化
す
る
こ
と

を
目
指
し
」
開
発
さ
れ
た
、
味
覚
セ
ン
サ
ー

で
す
。
味
覚
セ
ン
サ
ー
で
は
、
人
工
脂
質
膜

と
呼
ば
れ
る
人
間
の
舌
を
模
倣
し
た
膜
を
使

い
、酸
味
・
苦
味
・
甘
味
・
塩
味
・
旨
み
を
測
定
、

パ
タ
ー
ン
図
に
視
覚
化
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
参
考
に
料
理
を
再
現
し
、
さ
ら
に

大
量
生
産
に
の
せ
て
提
供
す
る
方
法
を
模
索

し
な
が
ら
、
新
し
い
味
が
つ
く
ら
れ
て
い
き

ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
が
現
代
社
会
に
圧
倒
的
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
人
口
構
造
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
単

身
世
帯
の
割
合
が
全
体
の
３
分
の
１
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今
、「
お
ひ
と
り
さ
ま
」

に
適
し
た
分
量
の
コ
ン
ビ
ニ
食
は
、
独
り
暮

ら
し
の
人
に
は
当
然
便
利
で
す
。
さ
ら
に
は

そ
の
便
利
さ
に
加
え
、
過
剰
な
包
材
や
食
品

ロ
ス
の
問
題
に
対
応
す
る
商
品
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
惣
菜
で
い
え
ば
、
ト
レ
ー
入
り
の
商
品
だ

け
で
な
く
、
パ
ウ
チ
パ
ッ
ク
入
り
商
品
の
展

開
が
増
え
て
い
ま
す
。
要
冷
蔵
で
賞
味
期
限

は
30
〜
60
日
。
少
量
の
食
べ
切
り
サ
イ
ズ
で

独
り
暮
ら
し
に
便
利
な
上
、
冷
蔵
庫
に
常
備

菜
と
し
て
保
存
で
き
る
の
で
食
品
ロ
ス
も
減

ら
せ
ま
す
。
常
温
保
存
の
レ
ト
ル
ト
に
比
べ

て
素
材
の
味
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
鮮
度

感
も
高
い
。
こ
の
商
品
は
、
食
品
を
劣
化
さ

せ
る
酸
素
の
浸
入
を
防
ぐ
パ
ッ
ク
を
開
発
し

た
包
材
メ
ー
カ
ー
の
技
術
と
、
保
存
料
を
使

わ
ず
品
質
を
保
持
で
き
る
惣
菜
メ
ー
カ
ー
の

殺
菌
技
術
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
少
量
の
キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ
ス
を
カ

ッ
ト
し
袋
詰
め
し
た
カ
ッ
ト
野
菜
の
人
気
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
な
ど
外
で
の

食
事
の
際
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に
入

っ
た
カ
ッ
プ
サ
ラ
ダ
が
手
軽
で
便
利
で
す
が
、

家
で
食
べ
る
な
ら
、
袋
か
ら
皿
に
盛
り
つ
け

た
方
が
お
い
し
く
感
じ
ま
す
し
、
ゴ
ミ
も
少

な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
袋
に
は
「
鮮
度
保
持
フ
ィ
ル
ム
」

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
袋
内
の
水

分
量
を
一
定
に
保
ち
、
か
つ
ぼ
う防 

ど
ん曇
加
工
を
施

し
た
フ
ィ
ル
ム
に
、
微
細
な
穴
を
あ
け
た
り
、

小
さ
な
ひ
っ
か
き
傷
を
無
数
に
つ
け
た
り
す

る
こ
と
で
、
酸
素
と
二
酸
化
炭
素
の
透
過
量

を
調
整
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
野
菜
は

ふ
つ
う
、
収
穫
後
も
呼
吸
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
そ
の
ま
ま
で
は
鮮
度
が
低
下
し
て
し
ま

う
の
で
、
呼
吸
量
を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
袋
内
の
酸
素
を
少
な
く
、
二
酸
化

炭
素
を
あ
る
程
度
高
く
保
つ
こ
と
で
、
野
菜

を
「
冬
眠
状
態
」
に
し
、
鮮
度
と
味
を
な
が

ら
え
さ
せ
る
の
で
す
。
こ
の
鮮
度
保
持
フ
ィ

ル
ム
は
、
中
身
の
野
菜
の
種
類
や
重
量
、
流

通
環
境
に
応
じ
、
個
別
に
つ
く
り
分
け
ら
れ

て
も
い
ま
す
。

　
手
軽
で
お
い
し
く
食
品
ロ
ス
が
抑
え
ら
れ

る
カ
ッ
ト
野
菜
は
、
最
近
で
は
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
の
取
り
扱
い
も
増
え
、
シ
ニ
ア

層
を
中
心
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
パ
ウ
チ
パ
ッ
ク
入
り
惣
菜
と
袋
入
り
の
カ

ッ
ト
野
菜
。
ど
ち
ら
も
食
品
の
鮮
度
や
味
を

向
上
さ
せ
、
賞
味
期
限
を
延
ば
し
、
ひ
い
て

は
食
品
ロ
ス
を
少
な
く
し
た
、
現
代
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
厳
選
し

た
生
産
農
家
と
契
約
し
、
食
材
の
生
産
か
ら

製
造
、
流
通
ま
で
の
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
さ
え
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
開
発
に

よ
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
食
の
改
良
が
続
け
ら
れ
て

き
た
こ
と
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
、

期
限
切
れ
食
品
の
廃
棄
問
題
や
輸
入
食
材
の

リ
ス
ク
管
理
な
ど
、
解
決
さ
れ
て
い
な
い
課

題
は
今
な
お
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
チ
ェ
ー

ン
は
解
決
の
道
を
模
索
し
努
力
を
続
け
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
消
費
者

も
た
だ
企
業
に
任
せ
き
り
に
す
る
の
で
は
な

く
、
自
ら
積
極
的
に
働
き
か
け
を
し
て
い
け

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
そ
う
だ

っ
た
よ
う
に
、
消
費
者
の
強
い
関
心
は
、
き

っ
と
コ
ン
ビ
ニ
の
努
力
や
技
術
開
発
を
促
す

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
よ
り
安

心
で
安
全
な
食
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

け
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

食
の
常
識
に
挑
む

コ
ン
ビ
ニ
の

こ
れ
か
ら

温
度
が
命

本
格
の
味
を

手
軽
に

社
会
の
ニ
ー
ズ
と

足
並
み
を
揃
え
て
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伝
統
的
な

食
文
化
を

継
承
す
る

た
め
にゴ

ー
ヤ
、隠
元
、マ
ン
ゴ
ー
、

桃
の
白
和
え

ト
マ
ト
と

し
し
と
う
の
リ
ゾ
ッ
ト

胡
麻
豆
腐
の
冷
汁

自
給
自
足
を
実
践
す
る

「
麦
の
家
」の
象
徴
、

葭
葺（
よ
し
ぶ
）き
屋
根
の
田
舎
家
を
背
に
、

収
穫
し
た
ば
か
り
の

野
菜
を
手
に
立
つ
棚
橋
俊
夫
さ
ん
。

棚
橋
俊
夫

精
進
料
理
人
、是
食
キ
ュ
リ
ナ
リ
ー
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
主
宰

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
和
食
」

＝
日
本
の
伝
統
的
食
文
化
は
、衰
退
の一途
を
辿
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。家
庭
、地
域
の
食
文

化
を
伝
承
す
る
方
法
は
あ
る
だ
ろ
う
か
？

　精

進
料
理
を
通
し
て
伝
統
的
な
食・料
理
を
実
践
す

る
棚
橋
俊
夫
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

取
材・執
筆
／
加
藤 

し
の
ぶ

　撮
影
／
栗
林 

成
城
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「
こ
こ
は
農
業
を
土
台
に
衣
食
住
す
べ
て
を

自
給
自
足
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
『
衣
』

に
あ
た
る
織
物
作
り
は
、
蚕
を
育
て
る
と
こ

ろ
か
ら
機
織
り
ま
で
一
貫
し
て
手
が
け
、
ひ日

 

え枝 

つ
む
ぎ紬

と
い
う
洗
練
さ
れ
た
作
品
を
作
っ
て

い
る
。『
ハ
レ
』
に
あ
た
る
『
衣
』
ま
で
を

担
っ
て
い
る
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
。
一
見
何

も
な
い
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
こ
こ
は
生
き

る
た
め
の
す
べ
て
が
あ
る
理
想
郷
で
す
」

「
農
」
を
下
支
え
に
し
た
衣
食
住
が
あ
る
つ

つ
ま
し
い
暮
ら
し
、
あ
た
た
か
く
穏
や
か
な

が
ら
、
知
ら
ず
背
筋
が
ピ
ン
と
伸
び
る
よ
う

な
凜
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
た
家―

―

か
つ

て
こ
の
国
に
確
か
に
あ
っ
て
、
今
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
宝
が
、
こ
こ
に
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
あ
る
。「
衰
退
す
る
日
本
の
伝
統
的
食

文
化
に
つ
い
て
の
お
話
を
う
か
が
い
た
い
」

と
の
依
頼
に
、
棚
橋
さ
ん
が
取
材
の
場
と
し

て
「
麦
の
家
」
を
選
ん
だ
理
由
が
、
語
ら
ず

と
も
眼
前
に
体
現
さ
れ
て
い
る
気
が
し
た
。

　　
月
心
寺
で
３
年
間
の
料
理
修
行
の
後
、
東

京
・
表
参
道
に
精
進
料
理
の
店
「
月
心
居
」

を
構
え
て
か
ら
現
在
ま
で
、
ひ
た
す
ら
「
精

進
料
理
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
、
広
め
る
こ

と
が
我
が
使
命
」
と
い
う
信
念
の
も
と
歩
ん

で
き
ま
し
た
。

　
精
進
料
理
は
野
菜
を
中
心
に
し
た
、
天
か

ら
の
恵
み
を
い
た
だ
く
料
理
、
世
界
に
誇
る

日
本
の
根
本
料
理
で
す
。
そ
の
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
食
文
化
を
も
ち
な
が
ら
、
合
理
性
・

経
済
性
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
現
代
の
日
本

人
は
日
常
生
活
や
、
そ
の
根
っ
こ
に
あ
る

「
食
」
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
危
機
的

な
状
況
で
す
。

「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
で
は
、「
和
食
」
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
「
水
の
料
理
」
だ
と

言
え
ま
す
。
豊
か
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
日

本
の
伝
統
食
は
、
清
ら
か
な
水
で
つ
く
ら
れ

る
米
と
野
菜
と
少
し
の
海
産
物
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

　
対
し
て
日
本
料
理
以
外
は
、「
油
（
脂
）

の
料
理
」
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
毎
日
「
ハ

レ
」
の
食
事
が
続
く
よ
う
な
も
の
で
、
だ
ん

だ
ん
と
体
が
辛
く
な
り
、
無
意
識
の
う
ち
に

長
い
年
月
を
か
け
て
培
わ
れ
た
伝
統
食
を
求

め
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
体

の
声
を
聴
く
の
も
大
切
な
務
め
、
も
っ
と
細

胞
が
、
体
が
喜
ぶ
食
を
意
識
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

「
料
理
」
と
い
う
２
文
字
は
「
こ
と
わ
り

　

理
　

」
を

「
は
か料

る
」
と
書
い
て
「
料
理
」
で
す
。「
理
」

は
原
理
や
道
理
、
真
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
文

字
、「
料
」
は
「
一
斗
（
＝
十
升
）
の
米
」

と
い
う
文
字
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
「
料
理
」
に
は
「
お
米
の
大
事
さ
を
知

っ
て
物
ご
と
の
本
質
を
は
か
り
な
さ
い
」
と

い
う
意
味
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
人

が
美
味
し
く
食
べ
、
体
が
元
気
に
な
る
食
事

を
つ
く
る
こ
と
が
、
料
理
の
「
理
」、
こ
の

よ
う
な
思
い
を
「
料
る
」
も
の
が
料
理
の
神

髄
な
の
で
す
。
ス
プ
ー
ン
で
は
到
底
量
れ
ま

せ
ん
。

「
料
理
」
と
い
う
、
た
っ
た
２
文
字
に
込
め

ら
れ
た
深
遠
な
意
味
、
重
さ
を
も
う
一
度
深

く
考
え
、「
便
利
さ
」
に
流
さ
れ
捨
て
去
っ

て
し
ま
っ
た
先
人
の
食
へ
の
技
術
や
思
い
を
、

理
性
を
も
っ
て
見
つ
め
直
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
危
機
的
な
日
本
の「
食
」を
救
う
の
は
何
か
。

一
番
大
事
な
の
は
「
お
母
さ
ん
の
ご
は
ん
」

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
は
「
お
ふ
く
ろ
の

味
」
と
い
う
す
ば
ら
し
い
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
つ
く
っ
て
い
る
母
親
の
顔
が
浮
か
ぶ
よ

う
な
、
気
取
ら
ず
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
な
い

味
こ
そ
が
最
高
の
ご
馳
走
で
す
。

　
そ
れ
が
今
や
「
お
フヽ 

クヽ 

ロヽ
の
味
」、
袋
か

ら
開
け
た
だ
け
の
既
製
品
の
味
に
変
わ
り
、

電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
し
た
食
事
が
主
流
に
な

っ
て
い
る
。
母
親
の
顔
が
見
え
な
い
料
理
を

食
べ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来
が
心
配
に

な
り
ま
す
。
も
っ
と
お
母
さ
ん
が
目
覚
め
て

ほ
し
い
。「
忙
し
い
」
の
一
言
で
手
を
抜
い

て
き
た
こ
と
を
や
り
直
す
こ
と
が
大
事
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
き
ち
ん
と
育
て
ら
れ
た
野
菜
を
中
心
に
し

た
、
体
が
喜
ぶ
食
事
を
丁
寧
に
つ
く
る―

―

何
も
畑
で
野
菜
を
育
て
る
こ
と
ま
で
や
ら
な

く
て
い
い
の
で
す
。
信
頼
で
き
る
農
家
や
お

店
か
ら
手
に
入
れ
ら
れ
た
ら
そ
れ
で
い
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
も
経
済
性
を
優
先
し
た
現
代

の
流
通
制
度
が
、
良
心
的
な
町
の
小
売
の
八

百
屋
や
魚
屋
と
い
っ
た
小
さ
な
単
位
の
店
を

な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
な
か
、
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
母
親
だ
け
で
は
な

く
父
親
も
含
め
て
考
え
て
い
く
べ
き
で
す
。

家
と
は
何
か
、
家
庭
と
は
何
か
。
食
を
中
心

に
据
え
た
意
識
変
革
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
食
を
取
り
巻
く
現
状
を
考
え
る
に
つ
け
、

最
も
必
要
な
の
は
食
の
教
育
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
も
あ
っ
て
、
東
京
で
15
年
続
け
た

「
月
心
居
」
を
閉
め
て
か
ら
は
、
精
進
料
理

を
通
し
て
野
菜
の
す
ば
ら
し
さ
や
心
身
と
も

に
豊
か
な
生
活
を
提
案
・
発
信
す
る
「
是
食

キ
ュ
リ
ナ
リ
ー
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
を

立
ち
あ
げ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
縁
あ
っ
て
昨
年
ま
で
京
都
造
形
芸

術
大
学
で
「
し
よ
く食 

げ
い藝

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
教
鞭

を
と
っ
た
こ
と
も
、
い
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
お
話
を
い
た
だ
い
た
と
き
、
芸
術
大
学

で
食
を
教
え
る
と
い
う
意
義
を
考
え
、
調
べ

て
い
く
う
ち
に
、「
藝
」
の
漢
字
の
訓
読
み

が
「
う
え
る
」
だ
と
知
り
ま
し
た
。
芸
術
家

＝「
う藝
え
る
術
を
も
っ
た
人
」、
植
え
る
人
と

い
え
ば
お
百
姓
さ
ん
で
あ
り
、
そ
の
作
品
は

野
菜
や
お
米
に
あ
た
り
ま
す
。
良
い
作
品
を

つ
く
る
に
は
食
べ
も
の
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

は
い
け
な
い
、
土
か
ら
離
れ
た
芸
術
で
は
い

け
な
い―

―

そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
「
食

藝
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
３
時
間
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
和
食
に
関
す
る
講
義
、
実
際
に

料
理
を
す
る
実
習
、
つ
く
っ
た
料
理
を
食
作

法
も
学
び
な
が
ら
い
た
だ
く
ま
で
、
ト
ー
タ

ル
に
「
食
」
を
学
ぶ
も
の
で
し
た
が
、
学
生

た
ち
の
反
応
に
手
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
こ
と
が

な
い
、
コ
ン
ビ
ニ
食
を
食
べ
る
こ
と
が
減
っ

た…
…

学
生
た
ち
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
く

姿
に
、
教
育
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

ま
し
た
。
そ
こ
で
つ
く
り
た
い
の
が
、
食
の

　
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
の
町
を
、
駅
か
ら
ひ比

 

え
い叡 

さ
ん山 

ろ
く麓

へ
と
向
か
う
雑
木
林
の
坂
道
を
登
り
、

曲
り
道
を
抜
け
る
と
、
葭
葺
き
の
家
が
目
に

飛
び
込
ん
で
く
る
。

　
森
を
借
景
に
し
た
田
舎
家
の
手
前
に
は
手

入
れ
の
行
き
届
い
た
田
畑
が
広
が
り
、
振
り

返
る
と
琵
琶
湖
畔
を
眼
下
に
見
下
ろ
す
、
一

幅
の
絵
の
よ
う
な
美
し
い
佇
ま
い―

―

こ
こ

は
、「
麦
の
家
」
と
呼
ば
れ
る
、
主
宰
者
の

山
崎
隆
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
が
、
衣
食
住
の

自
給
自
足
を
実
践
す
る
場
で
あ
る
。

　
棚
橋
俊
夫
さ
ん
は
、
初
め
て
「
麦
の
家
」

を
訪
れ
た
と
き
、「
こ
れ
が
す
べ
て
な
ん
だ
」

と
、
答
え
が
出
た
気
が
し
た
と
い
う
。
27
歳

で
精
進
料
理
を
学
ぶ
べ
く
大
津
市
内
の
月
心

寺
に
入
り
、
料
理
修
行
を
積
ん
で
い
た
折
の

出
会
い
。
未
開
の
地
で
あ
っ
た
当
地
に
入
植

し
「
麦
の
家
」
を
結
成
し
た
先
代
松
井
浄
蓮

氏
が
存
命
の
頃
で
、
以
来
、
２
代
目
を
継
い

だ
山
崎
氏
と
の
交
流
は
25
年
余
に
な
る
。

Interview
 w
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こ
と
を
総
合
的
に
学
べ
る
大
学
で
す
。
栄
養

学
と
い
っ
た
部
分
的
な
も
の
で
は
な
く
、
食

医
学
部
、
食
農
学
部
、
食
経
済
学
部
と
い
っ

た
、「
食
」
を
真
ん
中
に
置
い
た
学
び
の
場
、

世
界
に
誇
る
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化
を
世

界
中
の
人
が
学
べ
る
場
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
大
学
を
辞
し
て
か
ら
は
、
拠
点
を
定

め
ず
に
、
国
内
・
海
外
問
わ
ず
精
進
料
理
を

広
め
る
た
め
の
「
精
進
あ
ん行 

ぎ
や脚

」
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
活
動
中
は
、
校

内
に
料
理
教
室
と
農
園
を
つ
く
っ
て
い
る
小

学
校
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自

分
た
ち
で
育
て
た
農
作
物
を
料
理
す
る
ま
で

が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
授
業

に
、
日
本
で
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
、

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
小
学
校
に
大
き
な
食

堂
を
つ
く
り
、
近
所
の
人
も
気
軽
に
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
場
に
す
る
の
も
い
い
。

校
庭
に
畑
を
つ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
に
育
て

さ
せ
る
こ
と
で
、
野
菜
が
嫌
い
な
子
ど
も
も

い
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

「
食
」
を
真
ん
中
に
置
い
た
教
育
が
、
今
、

何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

瑞
々
し
い
緑
色
を
放
つ
ゴ
ー

ヤ
、つ
や
つ
や
光
る
賀
茂
茄

子
…
…
田
舎
家
の
前
に
広

が
る
畑
に
は
、夏
だ
け
で
も

30
種
に
の
ぼ
る
と
い
う
種
々

の
野
菜
が
伸
び
や
か
に
育
つ
。

「
料
理
人
と
し
て
は
、こ
れ

以
上
な
い
魅
力
的
な
場
」

自然がもたらす力を糧に、
豊かな色彩と

造形美を生み出す野菜たち。
「これこそが、真の芸術です」

（棚橋さん）

日
本
の

食
の
危
機
を

ど
う
救
う
か

精
進
料
理
人
に
聞
く
　

棚
橋
さ
ん
が
究
極
の
癒
し

に
出
会
え
た
と
い
う「
麦
の

家
」で
、主
宰
の
山
崎
隆
さ

ん
と
。山
崎
さ
ん
は
、役
所

勤
め
を
辞
し
て
衣
食
住
を

自
給
自
足
す
る
活
動
に
飛

び
込
ん
だ
気
骨
の
人
。着
用

し
て
い
る
藍
染
は「
衣
」を

担
う
夫
人
の
京
さ
ん
の
手

に
よ
る
も
の
。



「
こ
こ
は
農
業
を
土
台
に
衣
食
住
す
べ
て
を

自
給
自
足
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
『
衣
』

に
あ
た
る
織
物
作
り
は
、
蚕
を
育
て
る
と
こ

ろ
か
ら
機
織
り
ま
で
一
貫
し
て
手
が
け
、
ひ日

 

え枝 

つ
む
ぎ紬

と
い
う
洗
練
さ
れ
た
作
品
を
作
っ
て

い
る
。『
ハ
レ
』
に
あ
た
る
『
衣
』
ま
で
を

担
っ
て
い
る
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
。
一
見
何

も
な
い
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
こ
こ
は
生
き

る
た
め
の
す
べ
て
が
あ
る
理
想
郷
で
す
」

「
農
」
を
下
支
え
に
し
た
衣
食
住
が
あ
る
つ

つ
ま
し
い
暮
ら
し
、
あ
た
た
か
く
穏
や
か
な

が
ら
、
知
ら
ず
背
筋
が
ピ
ン
と
伸
び
る
よ
う

な
凜
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
た
家―

―

か
つ

て
こ
の
国
に
確
か
に
あ
っ
て
、
今
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
宝
が
、
こ
こ
に
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
あ
る
。「
衰
退
す
る
日
本
の
伝
統
的
食

文
化
に
つ
い
て
の
お
話
を
う
か
が
い
た
い
」

と
の
依
頼
に
、
棚
橋
さ
ん
が
取
材
の
場
と
し

て
「
麦
の
家
」
を
選
ん
だ
理
由
が
、
語
ら
ず

と
も
眼
前
に
体
現
さ
れ
て
い
る
気
が
し
た
。

　　
月
心
寺
で
３
年
間
の
料
理
修
行
の
後
、
東

京
・
表
参
道
に
精
進
料
理
の
店
「
月
心
居
」

を
構
え
て
か
ら
現
在
ま
で
、
ひ
た
す
ら
「
精

進
料
理
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
、
広
め
る
こ

と
が
我
が
使
命
」
と
い
う
信
念
の
も
と
歩
ん

で
き
ま
し
た
。

　
精
進
料
理
は
野
菜
を
中
心
に
し
た
、
天
か

ら
の
恵
み
を
い
た
だ
く
料
理
、
世
界
に
誇
る

日
本
の
根
本
料
理
で
す
。
そ
の
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
食
文
化
を
も
ち
な
が
ら
、
合
理
性
・

経
済
性
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
現
代
の
日
本

人
は
日
常
生
活
や
、
そ
の
根
っ
こ
に
あ
る

「
食
」
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
危
機
的

な
状
況
で
す
。

「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
で
は
、「
和
食
」
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
「
水
の
料
理
」
だ
と

言
え
ま
す
。
豊
か
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
日

本
の
伝
統
食
は
、
清
ら
か
な
水
で
つ
く
ら
れ

る
米
と
野
菜
と
少
し
の
海
産
物
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

　
対
し
て
日
本
料
理
以
外
は
、「
油
（
脂
）

の
料
理
」
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
毎
日
「
ハ

レ
」
の
食
事
が
続
く
よ
う
な
も
の
で
、
だ
ん

だ
ん
と
体
が
辛
く
な
り
、
無
意
識
の
う
ち
に

長
い
年
月
を
か
け
て
培
わ
れ
た
伝
統
食
を
求

め
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
体

の
声
を
聴
く
の
も
大
切
な
務
め
、
も
っ
と
細

胞
が
、
体
が
喜
ぶ
食
を
意
識
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

「
料
理
」
と
い
う
２
文
字
は
「
こ
と
わ
り

　

理
　

」
を

「
は
か料

る
」
と
書
い
て
「
料
理
」
で
す
。「
理
」

は
原
理
や
道
理
、
真
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
文

字
、「
料
」
は
「
一
斗
（
＝
十
升
）
の
米
」

と
い
う
文
字
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
「
料
理
」
に
は
「
お
米
の
大
事
さ
を
知

っ
て
物
ご
と
の
本
質
を
は
か
り
な
さ
い
」
と

い
う
意
味
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
人

が
美
味
し
く
食
べ
、
体
が
元
気
に
な
る
食
事

を
つ
く
る
こ
と
が
、
料
理
の
「
理
」、
こ
の

よ
う
な
思
い
を
「
料
る
」
も
の
が
料
理
の
神

髄
な
の
で
す
。
ス
プ
ー
ン
で
は
到
底
量
れ
ま

せ
ん
。

「
料
理
」
と
い
う
、
た
っ
た
２
文
字
に
込
め

ら
れ
た
深
遠
な
意
味
、
重
さ
を
も
う
一
度
深

く
考
え
、「
便
利
さ
」
に
流
さ
れ
捨
て
去
っ

て
し
ま
っ
た
先
人
の
食
へ
の
技
術
や
思
い
を
、

理
性
を
も
っ
て
見
つ
め
直
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
危
機
的
な
日
本
の「
食
」を
救
う
の
は
何
か
。

一
番
大
事
な
の
は
「
お
母
さ
ん
の
ご
は
ん
」

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
は
「
お
ふ
く
ろ
の

味
」
と
い
う
す
ば
ら
し
い
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
つ
く
っ
て
い
る
母
親
の
顔
が
浮
か
ぶ
よ

う
な
、
気
取
ら
ず
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
な
い

味
こ
そ
が
最
高
の
ご
馳
走
で
す
。

　
そ
れ
が
今
や
「
お
フヽ 

クヽ 

ロヽ
の
味
」、
袋
か

ら
開
け
た
だ
け
の
既
製
品
の
味
に
変
わ
り
、

電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
し
た
食
事
が
主
流
に
な

っ
て
い
る
。
母
親
の
顔
が
見
え
な
い
料
理
を

食
べ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来
が
心
配
に

な
り
ま
す
。
も
っ
と
お
母
さ
ん
が
目
覚
め
て

ほ
し
い
。「
忙
し
い
」
の
一
言
で
手
を
抜
い

て
き
た
こ
と
を
や
り
直
す
こ
と
が
大
事
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
き
ち
ん
と
育
て
ら
れ
た
野
菜
を
中
心
に
し

た
、
体
が
喜
ぶ
食
事
を
丁
寧
に
つ
く
る―

―

何
も
畑
で
野
菜
を
育
て
る
こ
と
ま
で
や
ら
な

く
て
い
い
の
で
す
。
信
頼
で
き
る
農
家
や
お

店
か
ら
手
に
入
れ
ら
れ
た
ら
そ
れ
で
い
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
も
経
済
性
を
優
先
し
た
現
代

の
流
通
制
度
が
、
良
心
的
な
町
の
小
売
の
八

百
屋
や
魚
屋
と
い
っ
た
小
さ
な
単
位
の
店
を

な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
な
か
、
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
母
親
だ
け
で
は
な

く
父
親
も
含
め
て
考
え
て
い
く
べ
き
で
す
。

家
と
は
何
か
、
家
庭
と
は
何
か
。
食
を
中
心

に
据
え
た
意
識
変
革
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
食
を
取
り
巻
く
現
状
を
考
え
る
に
つ
け
、

最
も
必
要
な
の
は
食
の
教
育
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
も
あ
っ
て
、
東
京
で
15
年
続
け
た

「
月
心
居
」
を
閉
め
て
か
ら
は
、
精
進
料
理

を
通
し
て
野
菜
の
す
ば
ら
し
さ
や
心
身
と
も

に
豊
か
な
生
活
を
提
案
・
発
信
す
る
「
是
食

キ
ュ
リ
ナ
リ
ー
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
を

立
ち
あ
げ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
縁
あ
っ
て
昨
年
ま
で
京
都
造
形
芸

術
大
学
で
「
し
よ
く食 

げ
い藝

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
教
鞭

を
と
っ
た
こ
と
も
、
い
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
お
話
を
い
た
だ
い
た
と
き
、
芸
術
大
学

で
食
を
教
え
る
と
い
う
意
義
を
考
え
、
調
べ

て
い
く
う
ち
に
、「
藝
」
の
漢
字
の
訓
読
み

が
「
う
え
る
」
だ
と
知
り
ま
し
た
。
芸
術
家

＝「
う藝
え
る
術
を
も
っ
た
人
」、
植
え
る
人
と

い
え
ば
お
百
姓
さ
ん
で
あ
り
、
そ
の
作
品
は

野
菜
や
お
米
に
あ
た
り
ま
す
。
良
い
作
品
を

つ
く
る
に
は
食
べ
も
の
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

は
い
け
な
い
、
土
か
ら
離
れ
た
芸
術
で
は
い

け
な
い―

―

そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
「
食

藝
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
３
時
間
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
和
食
に
関
す
る
講
義
、
実
際
に

料
理
を
す
る
実
習
、
つ
く
っ
た
料
理
を
食
作

法
も
学
び
な
が
ら
い
た
だ
く
ま
で
、
ト
ー
タ

ル
に
「
食
」
を
学
ぶ
も
の
で
し
た
が
、
学
生

た
ち
の
反
応
に
手
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
こ
と
が

な
い
、
コ
ン
ビ
ニ
食
を
食
べ
る
こ
と
が
減
っ

た…
…

学
生
た
ち
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
く

姿
に
、
教
育
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

ま
し
た
。
そ
こ
で
つ
く
り
た
い
の
が
、
食
の
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「ごますりは精進料理の第一歩。
楽な作業ではありませんが

手間を惜しまない料理法のなかに
すべての料理の基本が
詰まっています」

　
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
の
町
を
、
駅
か
ら
ひ比

 

え
い叡 

さ
ん山 

ろ
く麓

へ
と
向
か
う
雑
木
林
の
坂
道
を
登
り
、

曲
り
道
を
抜
け
る
と
、
葭
葺
き
の
家
が
目
に

飛
び
込
ん
で
く
る
。

　
森
を
借
景
に
し
た
田
舎
家
の
手
前
に
は
手

入
れ
の
行
き
届
い
た
田
畑
が
広
が
り
、
振
り

返
る
と
琵
琶
湖
畔
を
眼
下
に
見
下
ろ
す
、
一

幅
の
絵
の
よ
う
な
美
し
い
佇
ま
い―

―

こ
こ

は
、「
麦
の
家
」
と
呼
ば
れ
る
、
主
宰
者
の

山
崎
隆
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
が
、
衣
食
住
の

自
給
自
足
を
実
践
す
る
場
で
あ
る
。

　
棚
橋
俊
夫
さ
ん
は
、
初
め
て
「
麦
の
家
」

を
訪
れ
た
と
き
、「
こ
れ
が
す
べ
て
な
ん
だ
」

と
、
答
え
が
出
た
気
が
し
た
と
い
う
。
27
歳

で
精
進
料
理
を
学
ぶ
べ
く
大
津
市
内
の
月
心

寺
に
入
り
、
料
理
修
行
を
積
ん
で
い
た
折
の

出
会
い
。
未
開
の
地
で
あ
っ
た
当
地
に
入
植

し
「
麦
の
家
」
を
結
成
し
た
先
代
松
井
浄
蓮

氏
が
存
命
の
頃
で
、
以
来
、
２
代
目
を
継
い

だ
山
崎
氏
と
の
交
流
は
25
年
余
に
な
る
。

こ
と
を
総
合
的
に
学
べ
る
大
学
で
す
。
栄
養

学
と
い
っ
た
部
分
的
な
も
の
で
は
な
く
、
食

医
学
部
、
食
農
学
部
、
食
経
済
学
部
と
い
っ

た
、「
食
」
を
真
ん
中
に
置
い
た
学
び
の
場
、

世
界
に
誇
る
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化
を
世

界
中
の
人
が
学
べ
る
場
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
大
学
を
辞
し
て
か
ら
は
、
拠
点
を
定

め
ず
に
、
国
内
・
海
外
問
わ
ず
精
進
料
理
を

広
め
る
た
め
の
「
精
進
あ
ん行 

ぎ
や脚

」
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
活
動
中
は
、
校

内
に
料
理
教
室
と
農
園
を
つ
く
っ
て
い
る
小

学
校
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自

分
た
ち
で
育
て
た
農
作
物
を
料
理
す
る
ま
で

が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
授
業

に
、
日
本
で
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
、

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
小
学
校
に
大
き
な
食

堂
を
つ
く
り
、
近
所
の
人
も
気
軽
に
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
場
に
す
る
の
も
い
い
。

校
庭
に
畑
を
つ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
に
育
て

さ
せ
る
こ
と
で
、
野
菜
が
嫌
い
な
子
ど
も
も

い
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

「
食
」
を
真
ん
中
に
置
い
た
教
育
が
、
今
、

何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

採
れ
た
て
の
野
菜
を
扱
う

手
つ
き
、包
丁
さ
ば
き
、体

の
動
き

―
す
べ
て
が
丁

寧
か
つ
リ
ズ
ミ
カ
ル
。

蒸
す
、茹
で
る
、焼
く
と
、野

菜
の
顔
を
見
な
が
ら
、そ
の

場
で
次
々
と
メ
ニュ
ー
を
組

み
立
て
、手
早
く
調
理
し
て

い
く
。

精
進
料
理
の
基
本
と
も
な

る「
ご
ま
す
り
」。単
な
る

過
程
で
は
な
く
、料
理
に
向

か
う
精
神
的
姿
勢
を
調
え

る
作
業
で
あ
る
。正
座
し
、

姿
勢
を
正
し
て
す
り
こ
ぎ

で
ひ
た
す
ら
丸
く
円
を
描

く
。胡
麻
豆
腐
に
適
し
た

状
態
に
す
る
た
め
に
は
、１

時
間
を
要
す
る
。

料
理
と
は
、

「
理
」を

「
料
る
」こ
と

家
庭
の
ご
は
ん
の

大
切
さ

Interview
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こ
と
わ
り

は 

か



「
こ
こ
は
農
業
を
土
台
に
衣
食
住
す
べ
て
を

自
給
自
足
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
『
衣
』

に
あ
た
る
織
物
作
り
は
、
蚕
を
育
て
る
と
こ

ろ
か
ら
機
織
り
ま
で
一
貫
し
て
手
が
け
、
ひ日

 

え枝 

つ
む
ぎ紬

と
い
う
洗
練
さ
れ
た
作
品
を
作
っ
て

い
る
。『
ハ
レ
』
に
あ
た
る
『
衣
』
ま
で
を

担
っ
て
い
る
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
。
一
見
何

も
な
い
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
こ
こ
は
生
き

る
た
め
の
す
べ
て
が
あ
る
理
想
郷
で
す
」

「
農
」
を
下
支
え
に
し
た
衣
食
住
が
あ
る
つ

つ
ま
し
い
暮
ら
し
、
あ
た
た
か
く
穏
や
か
な

が
ら
、
知
ら
ず
背
筋
が
ピ
ン
と
伸
び
る
よ
う

な
凜
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
た
家―

―

か
つ

て
こ
の
国
に
確
か
に
あ
っ
て
、
今
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
宝
が
、
こ
こ
に
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
あ
る
。「
衰
退
す
る
日
本
の
伝
統
的
食

文
化
に
つ
い
て
の
お
話
を
う
か
が
い
た
い
」

と
の
依
頼
に
、
棚
橋
さ
ん
が
取
材
の
場
と
し

て
「
麦
の
家
」
を
選
ん
だ
理
由
が
、
語
ら
ず

と
も
眼
前
に
体
現
さ
れ
て
い
る
気
が
し
た
。

　　
月
心
寺
で
３
年
間
の
料
理
修
行
の
後
、
東

京
・
表
参
道
に
精
進
料
理
の
店
「
月
心
居
」

を
構
え
て
か
ら
現
在
ま
で
、
ひ
た
す
ら
「
精

進
料
理
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
、
広
め
る
こ

と
が
我
が
使
命
」
と
い
う
信
念
の
も
と
歩
ん

で
き
ま
し
た
。

　
精
進
料
理
は
野
菜
を
中
心
に
し
た
、
天
か

ら
の
恵
み
を
い
た
だ
く
料
理
、
世
界
に
誇
る

日
本
の
根
本
料
理
で
す
。
そ
の
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
食
文
化
を
も
ち
な
が
ら
、
合
理
性
・

経
済
性
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
現
代
の
日
本

人
は
日
常
生
活
や
、
そ
の
根
っ
こ
に
あ
る

「
食
」
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
危
機
的

な
状
況
で
す
。

「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
で
は
、「
和
食
」
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
「
水
の
料
理
」
だ
と

言
え
ま
す
。
豊
か
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
日

本
の
伝
統
食
は
、
清
ら
か
な
水
で
つ
く
ら
れ

る
米
と
野
菜
と
少
し
の
海
産
物
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

　
対
し
て
日
本
料
理
以
外
は
、「
油
（
脂
）

の
料
理
」
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
毎
日
「
ハ

レ
」
の
食
事
が
続
く
よ
う
な
も
の
で
、
だ
ん

だ
ん
と
体
が
辛
く
な
り
、
無
意
識
の
う
ち
に

長
い
年
月
を
か
け
て
培
わ
れ
た
伝
統
食
を
求

め
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
体

の
声
を
聴
く
の
も
大
切
な
務
め
、
も
っ
と
細

胞
が
、
体
が
喜
ぶ
食
を
意
識
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

「
料
理
」
と
い
う
２
文
字
は
「
こ
と
わ
り

　

理
　

」
を

「
は
か料

る
」
と
書
い
て
「
料
理
」
で
す
。「
理
」

は
原
理
や
道
理
、
真
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
文

字
、「
料
」
は
「
一
斗
（
＝
十
升
）
の
米
」

と
い
う
文
字
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
「
料
理
」
に
は
「
お
米
の
大
事
さ
を
知

っ
て
物
ご
と
の
本
質
を
は
か
り
な
さ
い
」
と

い
う
意
味
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
人

が
美
味
し
く
食
べ
、
体
が
元
気
に
な
る
食
事

を
つ
く
る
こ
と
が
、
料
理
の
「
理
」、
こ
の

よ
う
な
思
い
を
「
料
る
」
も
の
が
料
理
の
神

髄
な
の
で
す
。
ス
プ
ー
ン
で
は
到
底
量
れ
ま

せ
ん
。

「
料
理
」
と
い
う
、
た
っ
た
２
文
字
に
込
め

ら
れ
た
深
遠
な
意
味
、
重
さ
を
も
う
一
度
深

く
考
え
、「
便
利
さ
」
に
流
さ
れ
捨
て
去
っ

て
し
ま
っ
た
先
人
の
食
へ
の
技
術
や
思
い
を
、

理
性
を
も
っ
て
見
つ
め
直
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
危
機
的
な
日
本
の「
食
」を
救
う
の
は
何
か
。

一
番
大
事
な
の
は
「
お
母
さ
ん
の
ご
は
ん
」

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
は
「
お
ふ
く
ろ
の

味
」
と
い
う
す
ば
ら
し
い
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
つ
く
っ
て
い
る
母
親
の
顔
が
浮
か
ぶ
よ

う
な
、
気
取
ら
ず
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
な
い

味
こ
そ
が
最
高
の
ご
馳
走
で
す
。

　
そ
れ
が
今
や
「
お
フヽ 

クヽ 

ロヽ
の
味
」、
袋
か

ら
開
け
た
だ
け
の
既
製
品
の
味
に
変
わ
り
、

電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
し
た
食
事
が
主
流
に
な

っ
て
い
る
。
母
親
の
顔
が
見
え
な
い
料
理
を

食
べ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来
が
心
配
に

な
り
ま
す
。
も
っ
と
お
母
さ
ん
が
目
覚
め
て

ほ
し
い
。「
忙
し
い
」
の
一
言
で
手
を
抜
い

て
き
た
こ
と
を
や
り
直
す
こ
と
が
大
事
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
き
ち
ん
と
育
て
ら
れ
た
野
菜
を
中
心
に
し

た
、
体
が
喜
ぶ
食
事
を
丁
寧
に
つ
く
る―

―

何
も
畑
で
野
菜
を
育
て
る
こ
と
ま
で
や
ら
な

く
て
い
い
の
で
す
。
信
頼
で
き
る
農
家
や
お

店
か
ら
手
に
入
れ
ら
れ
た
ら
そ
れ
で
い
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
も
経
済
性
を
優
先
し
た
現
代

の
流
通
制
度
が
、
良
心
的
な
町
の
小
売
の
八

百
屋
や
魚
屋
と
い
っ
た
小
さ
な
単
位
の
店
を

な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
な
か
、
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
母
親
だ
け
で
は
な

く
父
親
も
含
め
て
考
え
て
い
く
べ
き
で
す
。

家
と
は
何
か
、
家
庭
と
は
何
か
。
食
を
中
心

に
据
え
た
意
識
変
革
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
食
を
取
り
巻
く
現
状
を
考
え
る
に
つ
け
、

最
も
必
要
な
の
は
食
の
教
育
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
も
あ
っ
て
、
東
京
で
15
年
続
け
た

「
月
心
居
」
を
閉
め
て
か
ら
は
、
精
進
料
理

を
通
し
て
野
菜
の
す
ば
ら
し
さ
や
心
身
と
も

に
豊
か
な
生
活
を
提
案
・
発
信
す
る
「
是
食

キ
ュ
リ
ナ
リ
ー
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
を

立
ち
あ
げ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
縁
あ
っ
て
昨
年
ま
で
京
都
造
形
芸

術
大
学
で
「
し
よ
く食 

げ
い藝

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
教
鞭

を
と
っ
た
こ
と
も
、
い
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
お
話
を
い
た
だ
い
た
と
き
、
芸
術
大
学

で
食
を
教
え
る
と
い
う
意
義
を
考
え
、
調
べ

て
い
く
う
ち
に
、「
藝
」
の
漢
字
の
訓
読
み

が
「
う
え
る
」
だ
と
知
り
ま
し
た
。
芸
術
家

＝「
う藝
え
る
術
を
も
っ
た
人
」、
植
え
る
人
と

い
え
ば
お
百
姓
さ
ん
で
あ
り
、
そ
の
作
品
は

野
菜
や
お
米
に
あ
た
り
ま
す
。
良
い
作
品
を

つ
く
る
に
は
食
べ
も
の
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

は
い
け
な
い
、
土
か
ら
離
れ
た
芸
術
で
は
い

け
な
い―

―

そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
「
食

藝
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
３
時
間
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
和
食
に
関
す
る
講
義
、
実
際
に

料
理
を
す
る
実
習
、
つ
く
っ
た
料
理
を
食
作

法
も
学
び
な
が
ら
い
た
だ
く
ま
で
、
ト
ー
タ

ル
に
「
食
」
を
学
ぶ
も
の
で
し
た
が
、
学
生

た
ち
の
反
応
に
手
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
こ
と
が

な
い
、
コ
ン
ビ
ニ
食
を
食
べ
る
こ
と
が
減
っ

た…
…

学
生
た
ち
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
く

姿
に
、
教
育
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

ま
し
た
。
そ
こ
で
つ
く
り
た
い
の
が
、
食
の

24CEL November 2014

世界に誇る
日本の伝統的な食文化を

世界中の人が
学べる場が

今、必要とされている。
　
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
の
町
を
、
駅
か
ら
ひ比

 

え
い叡 

さ
ん山 

ろ
く麓

へ
と
向
か
う
雑
木
林
の
坂
道
を
登
り
、

曲
り
道
を
抜
け
る
と
、
葭
葺
き
の
家
が
目
に

飛
び
込
ん
で
く
る
。

　
森
を
借
景
に
し
た
田
舎
家
の
手
前
に
は
手

入
れ
の
行
き
届
い
た
田
畑
が
広
が
り
、
振
り

返
る
と
琵
琶
湖
畔
を
眼
下
に
見
下
ろ
す
、
一

幅
の
絵
の
よ
う
な
美
し
い
佇
ま
い―

―

こ
こ

は
、「
麦
の
家
」
と
呼
ば
れ
る
、
主
宰
者
の

山
崎
隆
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
が
、
衣
食
住
の

自
給
自
足
を
実
践
す
る
場
で
あ
る
。

　
棚
橋
俊
夫
さ
ん
は
、
初
め
て
「
麦
の
家
」

を
訪
れ
た
と
き
、「
こ
れ
が
す
べ
て
な
ん
だ
」

と
、
答
え
が
出
た
気
が
し
た
と
い
う
。
27
歳

で
精
進
料
理
を
学
ぶ
べ
く
大
津
市
内
の
月
心

寺
に
入
り
、
料
理
修
行
を
積
ん
で
い
た
折
の

出
会
い
。
未
開
の
地
で
あ
っ
た
当
地
に
入
植

し
「
麦
の
家
」
を
結
成
し
た
先
代
松
井
浄
蓮

氏
が
存
命
の
頃
で
、
以
来
、
２
代
目
を
継
い

だ
山
崎
氏
と
の
交
流
は
25
年
余
に
な
る
。

こ
と
を
総
合
的
に
学
べ
る
大
学
で
す
。
栄
養

学
と
い
っ
た
部
分
的
な
も
の
で
は
な
く
、
食

医
学
部
、
食
農
学
部
、
食
経
済
学
部
と
い
っ

た
、「
食
」
を
真
ん
中
に
置
い
た
学
び
の
場
、

世
界
に
誇
る
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化
を
世

界
中
の
人
が
学
べ
る
場
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
大
学
を
辞
し
て
か
ら
は
、
拠
点
を
定

め
ず
に
、
国
内
・
海
外
問
わ
ず
精
進
料
理
を

広
め
る
た
め
の
「
精
進
あ
ん行 

ぎ
や脚

」
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
活
動
中
は
、
校

内
に
料
理
教
室
と
農
園
を
つ
く
っ
て
い
る
小

学
校
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自

分
た
ち
で
育
て
た
農
作
物
を
料
理
す
る
ま
で

が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
授
業

に
、
日
本
で
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
、

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
小
学
校
に
大
き
な
食

堂
を
つ
く
り
、
近
所
の
人
も
気
軽
に
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
場
に
す
る
の
も
い
い
。

校
庭
に
畑
を
つ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
に
育
て

さ
せ
る
こ
と
で
、
野
菜
が
嫌
い
な
子
ど
も
も

い
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

「
食
」
を
真
ん
中
に
置
い
た
教
育
が
、
今
、

何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Interview
 w

ith Tanahashi Toshio

たなはし・としお／精進
料理人、是食キュリナ
リーインスティテュート主
宰。1960年生まれ。27歳
のときに禅寺「月心寺」に
て修行。精進料理を通
し、野菜のすばらしさや
心身ともに豊かな生活を
提案するため、国内外で
意欲的に活動している。

真
ん
中
に「
食
」を

置
い
た
大
学
を
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健
康
や
美
容
と
い
う
付
加
価
値
が

食
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
って
久
し
い
。

ト
ク
ホ
か
ら
ダ
イ
エッ
ト
食
品
ま
で
、

食
情
報
の
氾
濫
が
日
常
化
し
た
今
日
、

情
報
に
踊
ら
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

健
康
食
ブ
ー
ム
の
作
ら
れ
方
を
検
証
し
、

考
察
す
る
。

食
の
情
報
と

う
ま
く

付
き
合
っ
て

い
く
た
め
に

文 

畑
中 

三
応
子
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食
品
の
機
能
性
表
示
解
禁
が
、
間
近
に
迫

っ
て
き
た
。「
サ
ラ
サ
ラ
な
明
日
へ
」と
か「
ス

ッ
キ
リ
を
求
め
る
あ
な
た
に
」
と
い
う
よ
う

に
、
曖
昧
な
表
現
し
か
で
き
な
か
っ
た
体
に

い
い
食
べ
物
が「
企
業
の
自
己
責
任
」の
も
と
、

体
の
ど
こ
に
ど
う
よ
い
か
、
具
体
的
に
表
示

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
消
費
者
庁
が
７
月
に
新
制
度
の
概
要
を
公

表
し
た
。
思
っ
た
以
上
の
規
制
緩
和
で
あ
る
。

現
行
で
機
能
性
表
示
が
許
可
さ
れ
て
い
る

「
栄
養
機
能
食
品
」と「
特
定
保
健
用
食
品（
ト

ク
ホ
）」
に
続
く
３
番
目
の
制
度
と
な
る
。

　
12
種
類
の
ビ
タ
ミ
ン
と
５
種
類
の
ミ
ネ
ラ

ル
に
限
り
、
含
有
す
る
栄
養
成
分
の
働
き
の

み
表
示
で
き
る
栄
養
機
能
食
品
、「
脂
肪
を

消
費
し
や
す
く
し
ま
す
」
な
ど
、
堂
々
と
効

果
を
う
た
え
る
も
の
の
、
体
の
特
定
部
位
へ

の
言
及
は
原
則
的
に
認
め
ら
れ
な
い
ト
ク
ホ

に
対
し
、
新
制
度
で
は
医
薬
品
だ
け
に
許
さ

れ
て
い
た
「
胃
腸
の
調
子
を
整
え
ま
す
」
や

「
免
疫
機
能
を
強
化
」
と
い
っ
た
、
よ
り
明

確
な
表
示
が
可
能
に
な
る
。
個
別
に
国
の
審

査
を
必
要
と
す
る
ト
ク
ホ
と
は
違
い
、
企
業

は
発
売
前
に
科
学
的
根
拠
を
含
む
商
品
情
報

を
届
け
出
る
だ
け
で
よ
く
、
審
査
は
な
い
。

　
法
律
上
の
定
義
が
な
い
「
い
わ
ゆ
る
健
康

食
品
」
に
は
、
万
能
・
絶
大
な
効
果
を
期
待

さ
せ
る
思
わ
せ
ぶ
り
な
誇
大
宣
伝
が
横
行
し

て
い
る
。
有
効
性
や
安
全
性
、
品
質
に
関
し

て
は
野
放
し
状
態
の
た
め
、
医
薬
品
成
分
を

含
む
製
品
も
多
く
、
健
康
被
害
の
温
床
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
新
制
度
は
安
倍
政
権
の
成

長
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
消
費
者
保
護
よ
り

健
康
食
品
市
場
の
拡
大
を
優
先
し
て
持
ち
出

さ
れ
た
。
取
得
ま
で
に
時
間
と
費
用
が
か
か

る
ト
ク
ホ
の
ハ
ー
ド
ル
を
ぐ
っ
と
下
げ
た
、

企
業
に
や
さ
し
い
制
度
で
あ
る
。

　
効
果
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
の
は
よ
い
と

し
て
も
、
安
全
性
と
有
効
性
は
企
業
ま
か
せ

で
ど
こ
ま
で
保
証
さ
れ
る
の
か
。
し
か
も
、

新
制
度
の
対
象
は
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
形
の
サ

プ
リ
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
加
工
食
品
、
生

鮮
食
品
な
ど
の
食
品
全
般
に
広
げ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
実
施
は
来
春
の
予
定
。
そ
れ
で
な

く
て
も
氾
濫
す
る
食
べ
物
の
健
康
情
報
を
見

極
め
る
力
が
、
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
。

　
日
本
の
食
の
流
行
現
象
を
調
べ
る
と
、
年

代
を
追
う
に
つ
れ
「
体
に
い
い
」
と
い
う
付

加
価
値
が
力
を
持
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
く
に
２
０
０
０
年
代
以
降
は
、
ブ
ー
ム
に

な
っ
た
食
べ
物
の
か
な
り
の
割
合
が
、
健
康
、

美
容
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
ら
み
。
フ
ー
ド
フ
ァ

デ
ィ
ズ
ム
に
類
す
る
事
例
も
多
か
っ
た
。

　
フ
ー
ド
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム
と
は
、「
食
べ
物

と
栄
養
が
健
康
維
持
・
増
進
や
病
気
に
与
え

る
効
果
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
」。
ヘ
ル
シ

ー
フ
ー
ド
先
進
国
の
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た

こ
の
概
念
の
紹
介
者
、
高
橋
久
仁
子
群
馬
大

学
教
授
が
「
食
・
栄
養
に
関
連
す
る
神
話
、

詐
欺
、
あ
る
い
は
イ
ン
チ
キ
ま
が
い
の
治
療

法
で
健
康
を
得
る
、
病
気
の
解
決
を
図
る
等

を
包
括
す
る
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
メ

デ
ィ
ア
や
健
康
食
品
産
業
が
垂
れ
流
す
、
根

拠
は
薄
い
が
も
っ
と
も
ら
し
い
情
報
に
、
私

た
ち
は
何
度
も
踊
ら
さ
れ
て
き
た
。

　
戦
後
の
日
本
で
健
康
食
ブ
ー
ム
が
頻
繁
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
１
９
７
０
年

代
。
75
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
爆
発
的
な

ブ
ー
ム
が
日
本
全
国
を
席
巻
し
た
「
紅
茶
キ

ノ
コ
」
は
、
フ
ー
ド
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム
の
特
徴

が
凝
縮
し
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
あ
る
。

　
こ
れ
さ
え
飲
め（
食
べ
れ
）ば
健
康
に
な
る
、

万
病
が
治
る
、
痩
せ
る
と
吹
聴
さ
れ
、
流
行

す
る
食
べ
物
を
私
は
「
不
老
長
寿
系
」
あ
る

い
は
「
栄
養
神
話
系
」
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ー

ド
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の
史
上
最
初
で
お

そ
ら
く
最
大
の
ヒ
ッ
ト
作
だ
ろ
う
。

　
広
口
の
ガ
ラ
ス
瓶
に
砂
糖
入
り
の
紅
茶
と

菌
の
小
片
を
入
れ
、
ガ
ー
ゼ
で
蓋
を
し
て
１
、

２
週
間
置
い
て
お
く
と
液
面
い
っ
ぱ
い
に
ブ

ヨ
ブ
ヨ
し
た
分
厚
い
キ
ノ
コ
状
の
塊
が
で
き

る
。
酸
っ
ぱ
く
な
っ
た
培
養
液
は
１
日
コ
ッ

プ
３
杯
で
元
気
は
つ潑 

ら
つ剌
、
続
け
て
飲
め
ば
万
病

が
完
治
、
ニ
キ
ビ
や
ア
ザ
な
ど
女
性
に
と
っ

て
の
美
容
の
大
敵
ま
で
治
り
、
ガ
ン
さ
え
悪

化
が
止
ま
る
等
々
、
奇
跡
的
な
効
果
を
発
揮

す
る
特
効
薬
だ
と
け
ん喧 
で
ん伝
さ
れ
、
口
コ
ミ
で
菌

が
人
か
ら
人
に
譲
ら
れ
て
文
字
通
り
異
常
繁

殖
し
、
約
５
０
０
万
の
家
庭
（
５
軒
に
１
軒

と
も
）
が
栽
培
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
相
次
い
だ
雑
誌
、
テ
レ
ビ
で
の
著
名
人
に

よ
る
礼
賛
発
言
も
、
か
な
り
異
常
だ
っ
た
。

紅
茶
キ
ノ
コ
は
商
品
化
さ
れ
ず
、
種
菌
を
無

料
頒
布
と
い
う
方
式
だ
っ
た
か
ら
企
業
か
ら

コ
メ
ン
ト
料
を
貰
っ
た
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ

う
に
、
大
勢
の
作
家
、
評
論
家
、
政
治
家
、

芸
能
人
た
ち
が
お
そ
ら
く
善
意
か
ら
、
正
体

も
よ
く
わ
か
ら
な
い
謎
の
物
体
の
霊
験
を
熱

烈
に
語
り
、
少
な
か
ら
ぬ
医
者
・
科
学
者
も

太
鼓
判
を
押
し
た
。

　
当
時
の
防
衛
庁
長
官
は
「
キ
ノ
コ
党
」
の

急
先
鋒
で
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
」
と
愛

称
ま
で
つ
け
て｢

胃
腸
が
強
く
な
っ
て
便
通

が
よ
く
な
り
、
肩
凝
り
も
治
っ
た｣

と
各
所

で
語
っ
た
。「
ひ
た
い
が
ピ
カ
ピ
カ
と
光
っ

て
精
気
が
あ
ふ
れ
て
く
る
」
と
は
、
文
壇
の

大
御
所
の
言
。「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
１

年
で
正
常
に
。
今
で
は
コ
ー
ラ
が
わ
り
に
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
手
放
し
で
誉
め
た
女

性
解
放
運
動
家
は
、
広
告
塔
の
一
人
に
な
っ

た
。 

　
そ
の
後
の
検
査
で
酢
酸
と
酵
母
が
主
成
分

と
判
明
し
た
紅
茶
キ
ノ
コ
が
劇
的
な
薬
だ
っ

た
は
ず
は
な
い
が
、
健
康
食
と
な
る
と
だ
れ

も
が
理
性
と
教
養
が
後
退
し
て
、
非
合
理
的

な
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
が
ち
に
な
る
。

　
騒
ぎ
の
出
所
に
な
っ
た
『
紅
茶
キ
ノ
コ
健

康
法
』（
地
産
出
版
）
は
、
明
治
生
ま
れ
の

著
者
が
紅
茶
キ
ノ
コ
の
来
歴
、薬
効
、体
験
談
、

培
養
法
や
飲
み
方
を
と
つ
と
つ

訥
々
と
語
る
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
書
い
た
の
は
元

読
売
新
聞
社
会
部
長
、
埼
玉
新
聞
論
説
委
員

を
歴
任
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
読
む
と
是

が
非
で
も
試
し
た
く
な
る
健
康
食
本
の
お
手

本
の
よ
う
な
一
冊
だ
。

　
か
つ
て
中
国
ぼ
つ渤 

か
い海

で
珍
重
さ
れ
た
不
老
長

寿
の
霊
薬
で
あ
り
、
長
年
愛
用
さ
れ
て
い
る

ソ
連
バ
イ
カ
ル
地
方
の
長
寿
村
で
は
い
ま
だ

か
つ
て
ガ
ン
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
に
よ
る
死

者
が
い
な
い
と
い
う
出
自
か
ら
始
ま
り
、
共

産
党
員
の
都
議
が
日
本
で
最
初
に
培
養
し
て

以
降
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風

に
綴
ら
れ
、
人
口
増
加
と
食
糧
難
、
ガ
ン
対

策
と
老
人
問
題
に
ま
で
話
が
拡
大
す
る
。
菌

を
入
手
す
れ
ば
簡
単
に
作
れ
る
手
軽
さ
と
、

と
り
わ
け
経
費
の
安
さ
が
強
調
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
ブ
ー
ム
の
過
熱
に
つ
れ
て
菌
を

家
庭
で
培
養
す
る
危
険
性
、
効
果
を
疑
問
視

す
る
学
者
の
発
言
も
増
え
て
急
速
に
下
火
に

な
り
、
そ
の
年
の
冬
に
は
呆
気
な
く
消
え
た
。

　
流
行
は
泡
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
日
本
人

は
実
に
熱
し
や
す
く
冷
め
や
す
い
。
ゴ
ー
ス

ト
ラ
イ
タ
ー
の
小
川
清
は
後
年
、『
文
藝
春

秋
』
で
「
紅
茶
キ
ノ
コ
の
フ
ィ
ー
バ
ー
ぶ
り

を
目
の
あ
た
り
に
す
る
と
、
私
に
は
、
戦
時

中
の
過
熱
ぶ
り
と
同
質
の
何
か
が
感
じ
ら
れ

て
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
戦
時
中
、
軍
部

に
反
感
を
抱
き
つ
つ
新
聞
記
者
と
し
て
の
一

時
代
を
送
っ
た
私
の
自
戒
で
も
あ
り
、
教
訓

で
も
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
自
分
で
仕
掛

け
て
お
い
て
何
を
か
い
わ
ん
や
だ
が
、
今
で

も
情
報
を
送
る
側
と
受
け
取
る
側
、
双
方
の

教
訓
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
紅
茶
キ
ノ
コ
は
公
害
・
薬
害
が
社
会
問
題

化
し
、
近
代
科
学
と
近
代
医
療
へ
の
不
信
感

が
膨
ら
ん
だ
１
９
７
０
年
代
の
あ
だ徒 

ば
な花
と
い
わ

れ
る
が
、
２
０
０
０
年
代
に
テ
レ
ビ
の
健
康

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
か
ら
火
が
つ
い
た
「
一

品
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
ブ
ー
ム
の
群
れ
は
、
紅
茶

キ
ノ
コ
に
匹
敵
す
る
凄
ま
じ
さ
だ
っ
た
。

　
コ
コ
ア
、赤
ワ
イ
ン
、豆
乳
、に
が
り
、寒
天
、

朝
バ
ナ
ナ…
…

。
平
凡
な
食
べ
物
が
ま
こ
と

し
や
か
な
栄
養
・
医
学
情
報
で
誇
大
に
演
出

さ
れ
た
結
果
、
突
如
と
し
て
万
能
健
康
食
に

祭
り
上
げ
ら
れ
た
。
番
組
の
内
容
が
す
べ
て

ね
つ捏 

ぞ
う造
だ
っ
た
２
０
０
７
年
の
納
豆
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
、
悪
質
な
フ
ー
ド
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム
事
件

と
し
て
記
憶
に
新
し
い
。
日
本
人
の
抱
え
る

健
康
不
安
は
、
１
９
７
０
年
代
を
は
る
か
に

凌
い
で
し
ま
っ
て
い
る
。

　
食
べ
物
は
た
し
か
に
体
を
作
る
も
の
だ
が
、

食
事
は
医
療
行
為
で
も
な
け
れ
ば
食
品
は
医

薬
品
で
も
な
い
。
ま
し
て
や
万
能
の
食
べ
物

な
ど
、
あ
り
得
な
い
。
も
し
何
に
で
も
効
く

食
べ
物
が
存
在
す
る
な
ら
、
と
っ
く
に
研
究

さ
れ
て
薬
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

　
最
近
、
不
食
や
断
食
、
少
食
を
勧
め
る
健

康
本
が
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
ん

な
過
激
な
極
論
が
人
気
を
得
る
の
は
、
抑
圧

的
な
ま
で
過
剰
に
生
み
出
さ
れ
る
健
康
食
へ

の
不
信
と
反
動
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　
溢
れ
る
食
の
情
報
か
ら
私
た
ち
は
自
分
に

都
合
の
よ
い
部
分
だ
け
を
拾
い
出
し
が
ち
だ

が
、
ま
ず
は
常
識
を
発
動
さ
せ
れ
ば
、
選
択

は
お
の
ず
と
絞
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
な
に
よ
り
、

健
康
は
生
き
る
目
的
で
は
な
く
、
よ
り
よ
く

生
き
る
た
め
の
手
段
だ
し
、
食
の
楽
し
み
は

健
康
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

健
康
、美
容
、ダ
イ
エッ
ト

―
―
食
に
付
加
価
値
を
求
め
る
時
代

「
紅
茶
キ
ノ
コ
」ブ
ー
ム
の

教
訓

食
に
何
を
求
め
る
の
か

ライター、編集者。編集プロダクション「オフィス
SNOW」代表。『シェフ・シリーズ』『暮しの設計』編
集長を経て、各種の料理本の編集に携わりながら
近現代の流行食を研究、執筆。著書に『体にいい食
べ物はなぜコロコロと変わるのか』（ベスト新書）、
『ファッションフード、あります。――はやりの食べ物ク
ロニクル1970-2010』（紀伊國屋書店）などがある。
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食
品
の
機
能
性
表
示
解
禁
が
、
間
近
に
迫

っ
て
き
た
。「
サ
ラ
サ
ラ
な
明
日
へ
」と
か「
ス

ッ
キ
リ
を
求
め
る
あ
な
た
に
」
と
い
う
よ
う

に
、
曖
昧
な
表
現
し
か
で
き
な
か
っ
た
体
に

い
い
食
べ
物
が「
企
業
の
自
己
責
任
」の
も
と
、

体
の
ど
こ
に
ど
う
よ
い
か
、
具
体
的
に
表
示

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
消
費
者
庁
が
７
月
に
新
制
度
の
概
要
を
公

表
し
た
。
思
っ
た
以
上
の
規
制
緩
和
で
あ
る
。

現
行
で
機
能
性
表
示
が
許
可
さ
れ
て
い
る

「
栄
養
機
能
食
品
」と「
特
定
保
健
用
食
品（
ト

ク
ホ
）」
に
続
く
３
番
目
の
制
度
と
な
る
。

　
12
種
類
の
ビ
タ
ミ
ン
と
５
種
類
の
ミ
ネ
ラ

ル
に
限
り
、
含
有
す
る
栄
養
成
分
の
働
き
の

み
表
示
で
き
る
栄
養
機
能
食
品
、「
脂
肪
を

消
費
し
や
す
く
し
ま
す
」
な
ど
、
堂
々
と
効

果
を
う
た
え
る
も
の
の
、
体
の
特
定
部
位
へ

の
言
及
は
原
則
的
に
認
め
ら
れ
な
い
ト
ク
ホ

に
対
し
、
新
制
度
で
は
医
薬
品
だ
け
に
許
さ

れ
て
い
た
「
胃
腸
の
調
子
を
整
え
ま
す
」
や

「
免
疫
機
能
を
強
化
」
と
い
っ
た
、
よ
り
明

確
な
表
示
が
可
能
に
な
る
。
個
別
に
国
の
審

査
を
必
要
と
す
る
ト
ク
ホ
と
は
違
い
、
企
業

は
発
売
前
に
科
学
的
根
拠
を
含
む
商
品
情
報

を
届
け
出
る
だ
け
で
よ
く
、
審
査
は
な
い
。

　
法
律
上
の
定
義
が
な
い
「
い
わ
ゆ
る
健
康

食
品
」
に
は
、
万
能
・
絶
大
な
効
果
を
期
待

さ
せ
る
思
わ
せ
ぶ
り
な
誇
大
宣
伝
が
横
行
し

て
い
る
。
有
効
性
や
安
全
性
、
品
質
に
関
し

て
は
野
放
し
状
態
の
た
め
、
医
薬
品
成
分
を

含
む
製
品
も
多
く
、
健
康
被
害
の
温
床
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
新
制
度
は
安
倍
政
権
の
成

長
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
消
費
者
保
護
よ
り

健
康
食
品
市
場
の
拡
大
を
優
先
し
て
持
ち
出

さ
れ
た
。
取
得
ま
で
に
時
間
と
費
用
が
か
か

る
ト
ク
ホ
の
ハ
ー
ド
ル
を
ぐ
っ
と
下
げ
た
、

企
業
に
や
さ
し
い
制
度
で
あ
る
。

　
効
果
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
の
は
よ
い
と

し
て
も
、
安
全
性
と
有
効
性
は
企
業
ま
か
せ

で
ど
こ
ま
で
保
証
さ
れ
る
の
か
。
し
か
も
、

新
制
度
の
対
象
は
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
形
の
サ

プ
リ
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
加
工
食
品
、
生

鮮
食
品
な
ど
の
食
品
全
般
に
広
げ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
実
施
は
来
春
の
予
定
。
そ
れ
で
な

く
て
も
氾
濫
す
る
食
べ
物
の
健
康
情
報
を
見

極
め
る
力
が
、
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
。

　
日
本
の
食
の
流
行
現
象
を
調
べ
る
と
、
年

代
を
追
う
に
つ
れ
「
体
に
い
い
」
と
い
う
付

加
価
値
が
力
を
持
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
く
に
２
０
０
０
年
代
以
降
は
、
ブ
ー
ム
に

な
っ
た
食
べ
物
の
か
な
り
の
割
合
が
、
健
康
、

美
容
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
ら
み
。
フ
ー
ド
フ
ァ

デ
ィ
ズ
ム
に
類
す
る
事
例
も
多
か
っ
た
。

　
フ
ー
ド
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム
と
は
、「
食
べ
物

と
栄
養
が
健
康
維
持
・
増
進
や
病
気
に
与
え

る
効
果
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
」。
ヘ
ル
シ

ー
フ
ー
ド
先
進
国
の
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た

こ
の
概
念
の
紹
介
者
、
高
橋
久
仁
子
群
馬
大

学
教
授
が
「
食
・
栄
養
に
関
連
す
る
神
話
、

詐
欺
、
あ
る
い
は
イ
ン
チ
キ
ま
が
い
の
治
療

法
で
健
康
を
得
る
、
病
気
の
解
決
を
図
る
等

を
包
括
す
る
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
メ

デ
ィ
ア
や
健
康
食
品
産
業
が
垂
れ
流
す
、
根

拠
は
薄
い
が
も
っ
と
も
ら
し
い
情
報
に
、
私

た
ち
は
何
度
も
踊
ら
さ
れ
て
き
た
。

　
戦
後
の
日
本
で
健
康
食
ブ
ー
ム
が
頻
繁
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
１
９
７
０
年

代
。
75
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
爆
発
的
な

ブ
ー
ム
が
日
本
全
国
を
席
巻
し
た
「
紅
茶
キ

ノ
コ
」
は
、
フ
ー
ド
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム
の
特
徴

が
凝
縮
し
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
あ
る
。

　
こ
れ
さ
え
飲
め（
食
べ
れ
）ば
健
康
に
な
る
、

万
病
が
治
る
、
痩
せ
る
と
吹
聴
さ
れ
、
流
行

す
る
食
べ
物
を
私
は
「
不
老
長
寿
系
」
あ
る

い
は
「
栄
養
神
話
系
」
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ー

ド
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の
史
上
最
初
で
お

そ
ら
く
最
大
の
ヒ
ッ
ト
作
だ
ろ
う
。

　
広
口
の
ガ
ラ
ス
瓶
に
砂
糖
入
り
の
紅
茶
と

菌
の
小
片
を
入
れ
、
ガ
ー
ゼ
で
蓋
を
し
て
１
、

２
週
間
置
い
て
お
く
と
液
面
い
っ
ぱ
い
に
ブ

ヨ
ブ
ヨ
し
た
分
厚
い
キ
ノ
コ
状
の
塊
が
で
き

る
。
酸
っ
ぱ
く
な
っ
た
培
養
液
は
１
日
コ
ッ

プ
３
杯
で
元
気
は
つ潑 

ら
つ剌
、
続
け
て
飲
め
ば
万
病

が
完
治
、
ニ
キ
ビ
や
ア
ザ
な
ど
女
性
に
と
っ

て
の
美
容
の
大
敵
ま
で
治
り
、
ガ
ン
さ
え
悪

化
が
止
ま
る
等
々
、
奇
跡
的
な
効
果
を
発
揮

す
る
特
効
薬
だ
と
け
ん喧 

で
ん伝
さ
れ
、
口
コ
ミ
で
菌

が
人
か
ら
人
に
譲
ら
れ
て
文
字
通
り
異
常
繁

殖
し
、
約
５
０
０
万
の
家
庭
（
５
軒
に
１
軒

と
も
）
が
栽
培
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
相
次
い
だ
雑
誌
、
テ
レ
ビ
で
の
著
名
人
に

よ
る
礼
賛
発
言
も
、
か
な
り
異
常
だ
っ
た
。

紅
茶
キ
ノ
コ
は
商
品
化
さ
れ
ず
、
種
菌
を
無

料
頒
布
と
い
う
方
式
だ
っ
た
か
ら
企
業
か
ら

コ
メ
ン
ト
料
を
貰
っ
た
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ

う
に
、
大
勢
の
作
家
、
評
論
家
、
政
治
家
、

芸
能
人
た
ち
が
お
そ
ら
く
善
意
か
ら
、
正
体

も
よ
く
わ
か
ら
な
い
謎
の
物
体
の
霊
験
を
熱

烈
に
語
り
、
少
な
か
ら
ぬ
医
者
・
科
学
者
も

太
鼓
判
を
押
し
た
。

　
当
時
の
防
衛
庁
長
官
は
「
キ
ノ
コ
党
」
の

急
先
鋒
で
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
」
と
愛

称
ま
で
つ
け
て｢

胃
腸
が
強
く
な
っ
て
便
通

が
よ
く
な
り
、
肩
凝
り
も
治
っ
た｣

と
各
所

で
語
っ
た
。「
ひ
た
い
が
ピ
カ
ピ
カ
と
光
っ

て
精
気
が
あ
ふ
れ
て
く
る
」
と
は
、
文
壇
の

大
御
所
の
言
。「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
１

年
で
正
常
に
。
今
で
は
コ
ー
ラ
が
わ
り
に
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
手
放
し
で
誉
め
た
女

性
解
放
運
動
家
は
、
広
告
塔
の
一
人
に
な
っ

た
。 

　
そ
の
後
の
検
査
で
酢
酸
と
酵
母
が
主
成
分

と
判
明
し
た
紅
茶
キ
ノ
コ
が
劇
的
な
薬
だ
っ

た
は
ず
は
な
い
が
、
健
康
食
と
な
る
と
だ
れ

も
が
理
性
と
教
養
が
後
退
し
て
、
非
合
理
的

な
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
が
ち
に
な
る
。

　
騒
ぎ
の
出
所
に
な
っ
た
『
紅
茶
キ
ノ
コ
健

康
法
』（
地
産
出
版
）
は
、
明
治
生
ま
れ
の

著
者
が
紅
茶
キ
ノ
コ
の
来
歴
、薬
効
、体
験
談
、

培
養
法
や
飲
み
方
を
と
つ
と
つ

訥
々
と
語
る
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
書
い
た
の
は
元

読
売
新
聞
社
会
部
長
、
埼
玉
新
聞
論
説
委
員

を
歴
任
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
読
む
と
是

が
非
で
も
試
し
た
く
な
る
健
康
食
本
の
お
手

本
の
よ
う
な
一
冊
だ
。

　
か
つ
て
中
国
ぼ
つ渤 

か
い海

で
珍
重
さ
れ
た
不
老
長

寿
の
霊
薬
で
あ
り
、
長
年
愛
用
さ
れ
て
い
る

ソ
連
バ
イ
カ
ル
地
方
の
長
寿
村
で
は
い
ま
だ

か
つ
て
ガ
ン
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
に
よ
る
死

者
が
い
な
い
と
い
う
出
自
か
ら
始
ま
り
、
共

産
党
員
の
都
議
が
日
本
で
最
初
に
培
養
し
て

以
降
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風

に
綴
ら
れ
、
人
口
増
加
と
食
糧
難
、
ガ
ン
対

策
と
老
人
問
題
に
ま
で
話
が
拡
大
す
る
。
菌

を
入
手
す
れ
ば
簡
単
に
作
れ
る
手
軽
さ
と
、

と
り
わ
け
経
費
の
安
さ
が
強
調
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
ブ
ー
ム
の
過
熱
に
つ
れ
て
菌
を

家
庭
で
培
養
す
る
危
険
性
、
効
果
を
疑
問
視

す
る
学
者
の
発
言
も
増
え
て
急
速
に
下
火
に

な
り
、
そ
の
年
の
冬
に
は
呆
気
な
く
消
え
た
。

　
流
行
は
泡
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
日
本
人

は
実
に
熱
し
や
す
く
冷
め
や
す
い
。
ゴ
ー
ス

ト
ラ
イ
タ
ー
の
小
川
清
は
後
年
、『
文
藝
春

秋
』
で
「
紅
茶
キ
ノ
コ
の
フ
ィ
ー
バ
ー
ぶ
り

を
目
の
あ
た
り
に
す
る
と
、
私
に
は
、
戦
時

中
の
過
熱
ぶ
り
と
同
質
の
何
か
が
感
じ
ら
れ

て
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
戦
時
中
、
軍
部

に
反
感
を
抱
き
つ
つ
新
聞
記
者
と
し
て
の
一

時
代
を
送
っ
た
私
の
自
戒
で
も
あ
り
、
教
訓

で
も
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
自
分
で
仕
掛

け
て
お
い
て
何
を
か
い
わ
ん
や
だ
が
、
今
で

も
情
報
を
送
る
側
と
受
け
取
る
側
、
双
方
の

教
訓
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
紅
茶
キ
ノ
コ
は
公
害
・
薬
害
が
社
会
問
題

化
し
、
近
代
科
学
と
近
代
医
療
へ
の
不
信
感

が
膨
ら
ん
だ
１
９
７
０
年
代
の
あ
だ徒 

ば
な花
と
い
わ

れ
る
が
、
２
０
０
０
年
代
に
テ
レ
ビ
の
健
康

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
か
ら
火
が
つ
い
た
「
一

品
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
ブ
ー
ム
の
群
れ
は
、
紅
茶

キ
ノ
コ
に
匹
敵
す
る
凄
ま
じ
さ
だ
っ
た
。

　
コ
コ
ア
、赤
ワ
イ
ン
、豆
乳
、に
が
り
、寒
天
、

朝
バ
ナ
ナ…

…

。
平
凡
な
食
べ
物
が
ま
こ
と

し
や
か
な
栄
養
・
医
学
情
報
で
誇
大
に
演
出

さ
れ
た
結
果
、
突
如
と
し
て
万
能
健
康
食
に

祭
り
上
げ
ら
れ
た
。
番
組
の
内
容
が
す
べ
て

ね
つ捏 

ぞ
う造
だ
っ
た
２
０
０
７
年
の
納
豆
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
、
悪
質
な
フ
ー
ド
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム
事
件

と
し
て
記
憶
に
新
し
い
。
日
本
人
の
抱
え
る

健
康
不
安
は
、
１
９
７
０
年
代
を
は
る
か
に

凌
い
で
し
ま
っ
て
い
る
。

　
食
べ
物
は
た
し
か
に
体
を
作
る
も
の
だ
が
、

食
事
は
医
療
行
為
で
も
な
け
れ
ば
食
品
は
医

薬
品
で
も
な
い
。
ま
し
て
や
万
能
の
食
べ
物

な
ど
、
あ
り
得
な
い
。
も
し
何
に
で
も
効
く

食
べ
物
が
存
在
す
る
な
ら
、
と
っ
く
に
研
究

さ
れ
て
薬
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

　
最
近
、
不
食
や
断
食
、
少
食
を
勧
め
る
健

康
本
が
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
ん

な
過
激
な
極
論
が
人
気
を
得
る
の
は
、
抑
圧

的
な
ま
で
過
剰
に
生
み
出
さ
れ
る
健
康
食
へ

の
不
信
と
反
動
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　
溢
れ
る
食
の
情
報
か
ら
私
た
ち
は
自
分
に

都
合
の
よ
い
部
分
だ
け
を
拾
い
出
し
が
ち
だ

が
、
ま
ず
は
常
識
を
発
動
さ
せ
れ
ば
、
選
択

は
お
の
ず
と
絞
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
な
に
よ
り
、

健
康
は
生
き
る
目
的
で
は
な
く
、
よ
り
よ
く

生
き
る
た
め
の
手
段
だ
し
、
食
の
楽
し
み
は

健
康
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

1992 1995

３食の代わりに
食べる手軽さで
大流行

2006
脂肪吸収抑制効果があると

根強い人気の
ウーロン茶

1994
「エビアン」

「コントレックス」の
日本法人設立

「粗食」という言葉を
認知させた一冊

2002
「食品」に指定され、
気軽に買えるように

1999
ストレートなタイトルで
ベストセラーに

2011
野菜、果物を
摂取できると

若い女性に大人気

2012
実年齢より若く見える
著者のルックスも
話題に

2007
スーパーで
品切れ続出も
記憶に新しい

1974
紅茶に砂糖、

菌を入れ発酵させる
紅茶キノコ

2014
紅茶キノコのレシピ本が
「Kombucha」の
名前で刊行

中満須磨子『紅茶キノコ健康法』刊行 *
「豆乳」発売
こんにゃくダイエット
鈴木その子『やせたい人は食べなさい』刊行
缶入りウーロン茶発売
「飽食の時代」流行語に
「１日30 品目」提唱
トクホ誕生 *
リンゴダイエット*
ミネラルウォーターダイエット*
ココアダイエット
幕内秀夫『粗食のすすめ』刊行 *
「成人病」を「生活習慣病」に改称
ダイエット食品「スリムドカン」発売
『買ってはいけない』（『週刊金曜日』ブックレット）刊行 *
「21 世紀における国民健康づくり運動」スタート
栄養機能食品制度導入
サプリメント急成長 *
健康増進法施行

「ヘルシア緑茶」発売
食育基本法施行
トクホの種類拡大
「黒烏龍茶」発売 *
テレビ番組による納豆ダイエット捏造 *
特定健康診査（メタボ健診）開始
ゼロ食品・飲料続々発売
消費者庁発足
タニタ『体脂肪計タニタの社員食堂』刊行
グリーンスムージー・ブーム始まる*
塩麹ブーム始まる
コーラ飲料初のトクホ発売
南雲吉則『「空腹」が人を健康にする』刊行 *
山田悟『糖質制限食のススメ』刊行
若杉友子『長生きしたけりゃ肉は食べるな』刊行
柴田博『肉を食べる人は長生きする』刊行
夏井睦『炭水化物が人類を滅ぼす』刊行
紅茶キノコが「Kombucha」の名前で逆輸入 *
「食品の新たな機能性表示制度」検討会終了

2003
2005
2005
2006
2007
2008
2008
2009
2010
2011
2011
2012
2012
2012
2013
2013
2013
2014
2014

1974
1977
1980
1980
1981
1984
1985
1991
1992
1994
1995
1995
1996
1997
1999
2000
2001
2002
2003

年表
食の流行と
情報の相関史

「健康」「美容」を追い求め、
モノだけではなく

情報も食べる時代を、主な法制度や
ベストセラー本から振り返る。

1991
特定保健用

食品制度が成立し、
トクホマーク誕生

ダミー

＊を付した事例は写真でも紹介しています。

28CEL November 201429 CEL November 2014
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い
つ
、ど
こ
で
、誰
と
、何
を
食
べ
て
い
る
か
。

大
学
生
に
向
け
て
行
わ
れ
た

食
調
査
報
告
が
あ
ぶ
り
出
す
、

日
本
の
食
風
景
の
驚
く
べ
き
変
貌
ぶ
り
と
は
。

学
生
の

経
済
事
情
と
食
費

変
わ
り
続
け
る
食
シ
ー
ン

コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス・ス
ト
ア
の

イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
化

　
２
０
０
６
年
頃
、
ふ
だ
ん
学
生
と
接
す
る

中
で
食
生
活
の
変
化
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・

ス
ト
ア
の
利
用
に
つ
い
て
、
漠
然
と
し
た
興

味
を
持
ち
始
め
た
。
そ
し
て
、
２
０
０
７
年

７
月
に
い
く
つ
か
の
仮
説
を
立
て
、「
若
者

に
よ
る
食
品
の
消
費
動
向
の
把
握
」
と
「
食

生
活
に
関
す
る
若
者
の
意
識
調
査
」
を
目
的

に
写
真
分
析
法
で
「
学
生
が
何
を
食
べ
て
い

る
の
か
」
に
つ
い
て
専
修
大
学
の
学
生
20
人

（
自
宅
通
学
の
男
性
５
人
、
自
宅
通
学
の
女

性
５
人
、
自
宅
外
通
学
の
男
性
５
人
、
自
宅

外
通
学
の
女
性
５
人
）
を
対
象
に
調
査
し
た
。

　
そ
の
結
果
、①
朝
食
の
欠
食
率
が
高
い
こ

と
、②
規
則
正
し
い
食
生
活
に
よ
っ
て
自
己

管
理
を
し
て
い
る
学
生
は
非
常
に
少
な
い
こ

と
、③
家
族
と
の
生
活
時
間
が
違
う
こ
と（
自

宅
通
学
生
で
も
一
家
だ
ん団 

ら
ん欒
の
時
間
は
減
少
）、

④
品
数
の
多
い
食
事
を
作
る
家
庭
が
少
な
い

こ
と
、⑤
食
事
の
組
み
合
わ
せ
が
ユ
ニ
ー
ク

な
こ
と
（
ご
飯
と
パ
ン
、
ご
飯
と
清
涼
飲
料

水
と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
）
な
ど
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
同
時
期
に
調
査
対
象
の
学
生
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
学
生
の
食
生
活
の

変
化
は
、
家
庭
生
活
だ
け
に
起
因
す
る
問
題

で
は
な
く
、
彼
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
全
体

（
大
学
の
履
修
シ
ス
テ
ム
や
ア
ル
バ
イ
ト
、

就
職
活
動
な
ど
）
も
ま
た
大
き
な
影
響
要
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
２
０
０
９
年
７
月
に
も
同
様
の
調
査
を
実

施
し
た
が
、
本
年
（
２
０
１
４
年
）
７
月
は
、

自
宅
外
通
学
の
学
生
に
焦
点
を
当
て
20
名
を

調
査
対
象
と
し
た
。
実
際
の
専
修
大
学
学
生

の
男
女
比
を
考
慮
し
、
各
学
年
男
性
３
名
、

女
性
２
名
（
合
計
20
名
）
を
公
募
し
、
２
０

１
４
年
７
月
10
日
０
時
か
ら
16
日
24
時
の
７

日
間
行
っ
た
。

　
こ
の
間
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
口
に
し
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
撮
影

し
、
あ
わ
せ
て
補
助
記
録
を
す
る
形
式
で
食

生
活
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
だ
デ
ー
タ
を
整

理
し
て
い
る
最
中
だ
が
、
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
し
た
い
。

　
過
去
の
調
査
か
ら
、
朝
は
十
分
に
時
間
が

取
れ
な
い
の
で
何
も
口
に
し
な
い
学
生
や
、

朝
に
何
も
食
べ
な
く
て
も
気
に
な
ら
な
い
学

生
が
相
当
な
割
合
で
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。ま
た
、「
料
理
を
作
る
の
が
面
倒
」、

「
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
は
気
に
し
て

い
な
い
」、「（
高
校
ま
で
の
よ
う
に
）
親
と

同
居
し
て
い
た
時
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

食
事
を
し
て
い
た
の
に
、
大
学
生
に
な
っ
て

か
ら
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」、「（
学
年

が
）
上
に
な
る
に
つ
れ
て
ど
ん
ど
ん
ひ
ど
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
得
て
い

る
。

　
今
回
の
調
査
で
も
、
自
炊
率
（
自
炊
が
一

概
に
よ
い
こ
と
と
は
断
言
で
き
な
い
が
）
と

食
事
の
定
時
率
（
あ
る
程
度
決
ま
っ
た
時
間

に
、
日
に
３
度
食
事
す
る
率
）
に
つ
い
て
は
、

低
学
年
の
学
生
の
方
が
高
か
っ
た
。

　
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
学
修
の
大
変
さ

や
課
外
活
動
の
忙
し
さ
も
増
す
し
、
ア
ル
バ

イ
ト
の
時
間
も
長
く
な
る
。
夜
遅
く
ま
で
遊

ぶ
こ
と
も
あ
る
し
、
飲
酒
の
機
会
も
出
て
く

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
次
第
に
不
規
則
な

食
生
活
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
う
事
象
は
こ
の
10
年
間

の
学
生
に
見
ら
れ
る
特
異
な
現
象
で
は
な
い
。

多
か
れ
少
な
か
れ
、
昭
和
の
大
学
生
も
同
じ

よ
う
な
環
境
に
あ
っ
た
。

　
で
は
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か
。
そ
の
大
き

な
要
因
の
一
つ
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト

ア
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
化
で
あ
ろ

う
。

　
今
や
、
繁
華
街
立
地
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
な

く
と
も
、
通
学
路
や
学
内
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
・
ス
ト
ア
が
あ
る
。現
役
の
大
学
生
は「
コ

ン
ビ
ニ
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
（convenience 

store native generation

）」
で
あ
る
。
彼
ら

が
生
ま
れ
た
頃
に
す
で
に
全
国
で
２
万
店
舗

あ
り
、
総
売
上
高
も
３
兆
円
に
達
し
、
小
売

業
に
お
け
る
主
要
業
態
の
一
つ
と
な
っ
て
い

た
。

　
お
に
ぎ
り
も
お
で
ん
も
思
い
出
の
味
は
母

の
味
ば
か
り
で
は
な
い
。
カ
ッ
プ
麺
は
も
は

や
家
の
中
で
は
な
く
、
店
舗
で
湯
を
入
れ
外

で
食
べ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
今

回
の
調
査
で
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア

が
学
生
の
食
生
活
を
支
え
て
い
る
の
が
よ
く

わ
か
っ
た
。

　
最
も
顕
著
な
の
は
、
昼
食
で
あ
る
。
業
界

最
大
手
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
・
チ

ェ
ー
ン
の
店
舗
が
学
内
に
あ
る
た
め
、
昼
食

時
の
写
真
に
当
該
店
舗
で
購
入
し
た
弁
当
、

お
に
ぎ
り
、
麺
類
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
パ
ン

が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。
学
生
に
よ
っ
て
は
、

早
め
に
登
校
し
、
学
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
・
ス
ト
ア
で
こ
れ
ら
の
食
品
を
購
入
し
、

１
時
限
目
の
教
室
で
朝
食
を
摂
る
例
も
あ
っ

た
。

　
ま
た
、「
お
に
ぎ
り
と
パ
ン
」
を
同
じ
食

事
で
摂
る
組
み
合
わ
せ
が
過
去
の
調
査
と
同

様
に
多
く
出
現
し
た
。
こ
の
ほ
か
、「
お
に

ぎ
り
と
パ
ン
と
甘
い
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
」や「
パ

ン
と
カ
ッ
プ
麺
と
お
菓
子
」
の
組
み
合
わ
せ

も
出
現
し
た
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
も
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
食
品
特
有
の
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
あ
る
３
年
生
の
男
子
学
生
は
、
調

査
期
間
中
の
日
曜
日
を
除
く
６
日
間
９
食
を

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
で
購
入
し
て
い

た
。
そ
の
他
の
食
事
は
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
舗

が
中
心
で
あ
る
。

　
さ
す
が
に
同
じ
弁
当
は
出
現
せ
ず
、
チ
ェ

ー
ン
も
２
つ
使
い
分
け
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。

　
関
東
甲
信
越
地
方
の
短
期
大
学
を
含
む
私

立
大
学
の
教
職
員
組
合
で
構
成
す
る
、
東
京

地
区
私
立
大
学
教
職
員
組
合
連
合
が
、
２
０

１
３
年
度
に
、
加
盟
す
る
15
大
学
・
短
大
に

入
学
し
た
新
入
生
の
家
庭
（
保
護
者
・
父
母
）

を
対
象
に
、「
私
立
大
学
新
入
生
の
家
計
負

担
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。

　
出
費
が
落
ち
着
く「
６
月
以
降（
月
平
均
）」

の
仕
送
り
額
か
ら
「
毎
月
の
家
賃
」
を
除
い

た
生
活
費
は
２
万
８
１
０
０
円
で
あ
る
。
こ

れ
を
１
日
あ
た
り
に
す
る
と
、９
３
７
円（
２

万
８
１
０
０
円
÷
30
日
）
に
な
る
。
２
０
１

３
年
度
の
１
日
あ
た
り
の
生
活
費
は
、
ピ
ー

ク
で
あ
る
１
９
９
０
年
度
の
２
４
６
０
円

（
７
万
３
８
０
０
円
÷
30
日
）
に
比
べ
る
と
、

61
・
９
％
の
減
少
で
あ
る
。
い
く
ら
長
年
に

わ
た
る
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
を
考
慮
す

る
に
せ
よ
、
さ
す
が
に
学
生
は
生
活
費
を
相

当
切
り
詰
め
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、

大
学
生
の
生
活
費
の
低
下
傾
向
が
食
生
活
に

影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
食
事
も
し
、
服
も
買
い
、
学
修

に
も
費
用
が
か
か
り
、
友
人
と
の
付
き
合
い

も
あ
る
の
で
、
そ
の
差
を
埋
め
る
べ
く
奨
学

金
の
給
付
ま
た
は
貸
与
を
受
け
、
ア
ル
バ
イ

ト
も
す
る
。

　
今
回
の
調
査
で
は
お
よ
そ
半
分
の
学
生
が

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
を
利
用
し
て

い
た
。
ま
た
、
４
万
円
か
ら
５
万
円
ほ
ど
の

ア
ル
バ
イ
ト
収
入
を
得
て
い
る
学
生
が
多
か

っ
た
。
仕
送
り
の
有
無
や
奨
学
金
の
利
用
、

ア
ル
バ
イ
ト
時
間
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
食

費
と
し
て
の
支
出
が
３
万
円
か
ら
４
万
円
と

答
え
た
学
生
が
大
半
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
中
に
１
万
５
０
０
０
円
と
答

え
た
学
生
が
２
人
い
た
の
で
、
詳
し
く
デ
ー

タ
を
見
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
っ
た
と
こ
ろ
、

２
人
の
結
果
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
２
年
の
女
子
学
生
は
、
昼
食
以
外
は
ほ
ぼ

自
炊
し
て
お
り
、
日
に
よ
っ
て
は
昼
食
の
お

弁
当
も
作
っ
て
い
た
。
昼
食
も
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
・
ス
ト
ア
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
購
入
す

る
程
度
な
の
で
、
そ
ん
な
に
支
出
は
大
き
く

な
い
。

　
一
方
、
４
年
の
男
子
学
生
は
、
単
に
あ
ま

り
食
べ
な
い
た
め
に
支
出
が
少
な
か
っ
た
。

彼
は
３
年
次
ま
で
に
多
く
の
単
位
を
取
得
し

て
お
り
、
実
質
的
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
あ
る

水
曜
日
に
の
み
登
校
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ゲ
ー
ム
に
現
在
は
ま
っ
て
お
り
、

午
前
３
時
30
分
就
寝
・
お
昼
頃
起
床
の
日
が

続
く
。

　
食
事
は
昼
食
と
夕
食
だ
が
２
食
と
も
カ
ッ

プ
麺
で
過
ご
す
日
も
あ
り
、
自
身
で
炊
い
た

ご
飯
と
簡
単
な
お
か
ず
１
品
の
組
み
合
わ
せ

や
パ
ス
タ
に
レ
ト
ル
ト
ソ
ー
ス
を
か
け
た
組

み
合
わ
せ
も
多
い
。

　
彼
だ
け
で
は
な
い
が
、
食
べ
る
こ
と
に
あ

ま
り
重
き
を
置
か
な
い
学
生
は
多
い
。
空
腹

は
耐
え
難
い
も
の
で
あ
る
が
、
空
腹
が
満
た

せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
４
年
の
男
子
学
生
は
、

あ
ま
り
買
い
物
に
出
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
や
パ
ス
タ
が
何
度
も
出
現
す
る
た
め
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
親
元
か

ら
物
資
の
仕
送
り
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
仕
送
り
は
米
を
中
心
に
調
理

済
み
食
品
や
レ
ト
ル
ト
食
品
が
多
か
っ
た
。

積
極
的
に
食
べ
た
い
と
あ
ま
り
思
わ
な
い
の

で
あ
る
が
、「
米
と
調
理
済
み
食
品
が
自
宅

か
ら
送
ら
れ
て
き
て
あ
る
の
で
」、
自
炊
す

る
（
時
が
あ
る
）
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
こ
う
見
て
く
る
と
、
果
た
し
て
、
我
々
い

わ
ゆ
る
「
大
人
」
と
同
じ
で
は
な
い
か
、
と

い
う
結
論
に
至
る
。
確
か
に
、
私
た
ち
の
学

生
時
代
と
現
代
の
学
生
と
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
・
ス
ト
ア
や
チ
ェ
ー
ン
の
外
食
店
の
発

展
度
合
い
の
違
い
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い

が
見
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
定
食
屋
さ
ん
は
１

人
の
記
録
に
し
か
出
て
き
て
い
な
い
し
、
学

生
食
堂
も
以
前
の
よ
う
に
カ
ロ
リ
ー
偏
重
主

義
の
店
舗
ば
か
り
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、「
現
代
の
学
生
の
食
生
活
」
は
、

「
現
在
の
私
た
ち
の
食
生
活
」
と
大
き
く
変

わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
が
付
く
。
私

た
ち
も
学
生
た
ち
も
食
べ
る
時
間
を
惜
し
ん

で
、
あ
る
い
は
食
べ
る
時
間
を
削
っ
て
何
か

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
食
べ

る
こ
と
は
ど
こ
か
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
の
で

な
い
か
。

　
今
回
の
食
生
活
調
査
で
、
た
ま
た
ま
家
族

や
親
戚
と
食
事
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
場
合
、

２
時
限
目
と
３
時
限
目
に
授
業
が
あ
っ
て
昼

食
を
学
内
で
摂
っ
た
場
合
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や

サ
ー
ク
ル
で
懇
親
会
が
あ
っ
た
場
合
を
除
い

て
は
、
一
人
で
食
べ
る
と
い
う
回
答
が
ほ
と

ん
ど
だ
っ
た
。
私
た
ち
「
大
人
」
も
同
じ
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
家
族
や
親
戚

と
食
事
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
場
合
、
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
時
に
同
僚
や
取
引
先
と
食
事
を
摂

っ
た
場
合
、
職
場
の
仲
間
な
ど
と
懇
親
会
が

あ
っ
た
場
合
を
除
い
て
は
、
一
人
で
食
事
を

摂
る
単
身
者
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

　
そ
し
て
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
が
進
展
し
て

い
る
現
代
、
一
人
で
食
事
を
す
る
こ
と
は
ま

す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

結
婚
し
て
も
気
は
抜
け
な
い
。
家
庭
内
で
一

人
だ
け
で
食
べ
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
現
在
、
大
学
進
学
率
は
お
よ
そ
50
％
に
な

っ
て
い
る
。
食
教
育
が
比
較
的
充
実
し
て
い

る
の
は
高
校
ま
で
で
あ
り
、
大
学
が
ま
さ
に

食
教
育
最
後
の
場
、
食
生
活
自
立
の
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
昨
今
、
食
生
活
改
善

と
午
前
中
の
授
業
の
出
席
率
向
上
を
狙
い
、

１
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
程
度
で
朝
食
を
提

供
す
る
「
格
安
朝
食
」
の
取
り
組
み
が
広
が

っ
て
い
る
。
低
額
に
す
る
こ
と
で
利
用
者
が

増
え
、
そ
の
結
果
と
し
て
朝
食
を
摂
る
習
慣

が
身
に
つ
く
こ
と
は
大
変
望
ま
し
い
。
し
か

し
、
今
回
の
調
査
で
も
明
確
に
な
っ
て
い
る

が
、
食
生
活
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
の
は
高
学

年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
総
じ
て
、
高
学

年
の
履
修
す
る
科
目
の
多
く
は
早
い
時
間
帯

に
は
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
法
律

上
も
「
大
人
」
で
あ
る
高
学
年
の
学
生
の
食

習
慣
改
善
に
つ
な
が
る
か
は
、
ま
だ
検
討
の

余
地
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
提
案
し
た
い
の
が
、
食
事
を
授
業

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
る
方
法
で
あ
る
。

こ
れ
は
座
席
数
の
調
整
や
科
目
配
置
の
検
討
、

費
用
負
担
な
ど
ク
リ
ア
せ
ね
ば
な
ら
な
い
点

が
多
々
あ
る
が
、「
同
じ
釜
の
飯
」
を
食
べ

る
こ
と
に
高
い
教
育
効
果
が
期
待
で
き
る
。

現
在
、
学
生
寮
が
見
直
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ま
さ
に
「
同
じ
釜
の
飯
」
に
よ
っ
て
社
会
性

が
身
に
つ
く
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
学
に
は
ま
だ
な
い
が
、
大
き
な

テ
ー
ブ
ル
の
真
ん
中
に
他
者
の
視
線
を
遮
る

つ
い衝 

た
て立

を
設
け
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
も
落
ち
着
い

て
食
事
が
で
き
る
よ
う「
工
夫
」さ
れ
た「
ぼ

っ
ち
席
」
と
呼
ば
れ
る
席
が
大
学
に
続
々
登

場
し
て
い
る
。
短
期
的
に
は
干
渉
さ
れ
た
く

な
い
学
生
の
た
め
に
は
な
る
が
、
卒
業
後
の

社
会
生
活
を
考
え
る
と
、「
ぼ
っ
ち
」
で
居

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
孤
食
化
を
進
め
ぬ

た
め
に
も
大
学
で
設
け
る
こ
と
は
望
ま
し
く

な
い
だ
ろ
う
。

　
大
勢
で
食
べ
る
機
会
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
孤
食
の
機
会
を
増
や
す
べ
き
で
は
な

い
。
相
席
で
食
事
を
楽
し
も
う
。
も
し
か
す

る
と
隣
に
座
る
人
は
、
一
生
付
き
合
え
る
友

人
に
な
る
人
物
か
も
し
れ
な
い
し
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
共
に
歩
む
伴
侶
か
も
し
れ
な
い
。

大
学
の
食
事
の
場
は
、
そ
の
よ
う
な
場
で
あ

っ
て
欲
し
い
。

さとう・こういちろう／専修大学経営学部准教授。上
智大学大学院経済学研究科後期博士課程単位
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７
月
10
日

弁
当
２
食
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
賄
い
１
食

７
月
11
日

弁
当
２
食
、
欠
食
１

７
月
12
日

弁
当
１
食
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
賄
い
１
食
、
外
食
１
食

７
月
13
日

外
食
持
ち
帰
り
１
食
、
外
食
１
食
、
欠
食
１

７
月
14
日

弁
当
２
食
、
外
食
１
食

７
月
15
日

弁
当
１
食
、
簡
単
な
自
炊
１
食
、
欠
食
１

７
月
16
日

弁
当
１
食
、
外
食
１
食
、
欠
食
１



お
わ
り
に

　
２
０
０
６
年
頃
、
ふ
だ
ん
学
生
と
接
す
る

中
で
食
生
活
の
変
化
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・

ス
ト
ア
の
利
用
に
つ
い
て
、
漠
然
と
し
た
興

味
を
持
ち
始
め
た
。
そ
し
て
、
２
０
０
７
年

７
月
に
い
く
つ
か
の
仮
説
を
立
て
、「
若
者

に
よ
る
食
品
の
消
費
動
向
の
把
握
」
と
「
食

生
活
に
関
す
る
若
者
の
意
識
調
査
」
を
目
的

に
写
真
分
析
法
で
「
学
生
が
何
を
食
べ
て
い

る
の
か
」
に
つ
い
て
専
修
大
学
の
学
生
20
人

（
自
宅
通
学
の
男
性
５
人
、
自
宅
通
学
の
女

性
５
人
、
自
宅
外
通
学
の
男
性
５
人
、
自
宅

外
通
学
の
女
性
５
人
）
を
対
象
に
調
査
し
た
。

　
そ
の
結
果
、①
朝
食
の
欠
食
率
が
高
い
こ

と
、②
規
則
正
し
い
食
生
活
に
よ
っ
て
自
己

管
理
を
し
て
い
る
学
生
は
非
常
に
少
な
い
こ

と
、③
家
族
と
の
生
活
時
間
が
違
う
こ
と（
自

宅
通
学
生
で
も
一
家
だ
ん団 

ら
ん欒
の
時
間
は
減
少
）、

④
品
数
の
多
い
食
事
を
作
る
家
庭
が
少
な
い

こ
と
、⑤
食
事
の
組
み
合
わ
せ
が
ユ
ニ
ー
ク

な
こ
と
（
ご
飯
と
パ
ン
、
ご
飯
と
清
涼
飲
料

水
と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
）
な
ど
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
同
時
期
に
調
査
対
象
の
学
生
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
学
生
の
食
生
活
の

変
化
は
、
家
庭
生
活
だ
け
に
起
因
す
る
問
題

で
は
な
く
、
彼
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
全
体

（
大
学
の
履
修
シ
ス
テ
ム
や
ア
ル
バ
イ
ト
、

就
職
活
動
な
ど
）
も
ま
た
大
き
な
影
響
要
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
２
０
０
９
年
７
月
に
も
同
様
の
調
査
を
実

施
し
た
が
、
本
年
（
２
０
１
４
年
）
７
月
は
、

自
宅
外
通
学
の
学
生
に
焦
点
を
当
て
20
名
を

調
査
対
象
と
し
た
。
実
際
の
専
修
大
学
学
生

の
男
女
比
を
考
慮
し
、
各
学
年
男
性
３
名
、

女
性
２
名
（
合
計
20
名
）
を
公
募
し
、
２
０

１
４
年
７
月
10
日
０
時
か
ら
16
日
24
時
の
７

日
間
行
っ
た
。

　
こ
の
間
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
口
に
し
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
撮
影

し
、
あ
わ
せ
て
補
助
記
録
を
す
る
形
式
で
食

生
活
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
だ
デ
ー
タ
を
整

理
し
て
い
る
最
中
だ
が
、
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
し
た
い
。

　
過
去
の
調
査
か
ら
、
朝
は
十
分
に
時
間
が

取
れ
な
い
の
で
何
も
口
に
し
な
い
学
生
や
、

朝
に
何
も
食
べ
な
く
て
も
気
に
な
ら
な
い
学

生
が
相
当
な
割
合
で
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。ま
た
、「
料
理
を
作
る
の
が
面
倒
」、

「
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
は
気
に
し
て

い
な
い
」、「（
高
校
ま
で
の
よ
う
に
）
親
と

同
居
し
て
い
た
時
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

食
事
を
し
て
い
た
の
に
、
大
学
生
に
な
っ
て

か
ら
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」、「（
学
年

が
）
上
に
な
る
に
つ
れ
て
ど
ん
ど
ん
ひ
ど
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
得
て
い

る
。

　
今
回
の
調
査
で
も
、
自
炊
率
（
自
炊
が
一

概
に
よ
い
こ
と
と
は
断
言
で
き
な
い
が
）
と

食
事
の
定
時
率
（
あ
る
程
度
決
ま
っ
た
時
間

に
、
日
に
３
度
食
事
す
る
率
）
に
つ
い
て
は
、

低
学
年
の
学
生
の
方
が
高
か
っ
た
。

　
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
学
修
の
大
変
さ

や
課
外
活
動
の
忙
し
さ
も
増
す
し
、
ア
ル
バ

イ
ト
の
時
間
も
長
く
な
る
。
夜
遅
く
ま
で
遊

ぶ
こ
と
も
あ
る
し
、
飲
酒
の
機
会
も
出
て
く

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
次
第
に
不
規
則
な

食
生
活
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
う
事
象
は
こ
の
10
年
間

の
学
生
に
見
ら
れ
る
特
異
な
現
象
で
は
な
い
。

多
か
れ
少
な
か
れ
、
昭
和
の
大
学
生
も
同
じ

よ
う
な
環
境
に
あ
っ
た
。

　
で
は
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か
。
そ
の
大
き

な
要
因
の
一
つ
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト

ア
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
化
で
あ
ろ

う
。

　
今
や
、
繁
華
街
立
地
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
な

く
と
も
、
通
学
路
や
学
内
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
・
ス
ト
ア
が
あ
る
。現
役
の
大
学
生
は「
コ

ン
ビ
ニ
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
（convenience 

store native generation

）」
で
あ
る
。
彼
ら

が
生
ま
れ
た
頃
に
す
で
に
全
国
で
２
万
店
舗

あ
り
、
総
売
上
高
も
３
兆
円
に
達
し
、
小
売

業
に
お
け
る
主
要
業
態
の
一
つ
と
な
っ
て
い

た
。

　
お
に
ぎ
り
も
お
で
ん
も
思
い
出
の
味
は
母

の
味
ば
か
り
で
は
な
い
。
カ
ッ
プ
麺
は
も
は

や
家
の
中
で
は
な
く
、
店
舗
で
湯
を
入
れ
外

で
食
べ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
今

回
の
調
査
で
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア

が
学
生
の
食
生
活
を
支
え
て
い
る
の
が
よ
く

わ
か
っ
た
。

　
最
も
顕
著
な
の
は
、
昼
食
で
あ
る
。
業
界

最
大
手
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
・
チ

ェ
ー
ン
の
店
舗
が
学
内
に
あ
る
た
め
、
昼
食

時
の
写
真
に
当
該
店
舗
で
購
入
し
た
弁
当
、

お
に
ぎ
り
、
麺
類
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
パ
ン

が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。
学
生
に
よ
っ
て
は
、

早
め
に
登
校
し
、
学
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
・
ス
ト
ア
で
こ
れ
ら
の
食
品
を
購
入
し
、

１
時
限
目
の
教
室
で
朝
食
を
摂
る
例
も
あ
っ

た
。

　
ま
た
、「
お
に
ぎ
り
と
パ
ン
」
を
同
じ
食

事
で
摂
る
組
み
合
わ
せ
が
過
去
の
調
査
と
同

様
に
多
く
出
現
し
た
。
こ
の
ほ
か
、「
お
に

ぎ
り
と
パ
ン
と
甘
い
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
」や「
パ

ン
と
カ
ッ
プ
麺
と
お
菓
子
」
の
組
み
合
わ
せ

も
出
現
し
た
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
も
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
食
品
特
有
の
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
あ
る
３
年
生
の
男
子
学
生
は
、
調

査
期
間
中
の
日
曜
日
を
除
く
６
日
間
９
食
を

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
で
購
入
し
て
い

た
。
そ
の
他
の
食
事
は
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
舗

が
中
心
で
あ
る
。

　
さ
す
が
に
同
じ
弁
当
は
出
現
せ
ず
、
チ
ェ

ー
ン
も
２
つ
使
い
分
け
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。

　
関
東
甲
信
越
地
方
の
短
期
大
学
を
含
む
私

立
大
学
の
教
職
員
組
合
で
構
成
す
る
、
東
京

地
区
私
立
大
学
教
職
員
組
合
連
合
が
、
２
０

１
３
年
度
に
、
加
盟
す
る
15
大
学
・
短
大
に

入
学
し
た
新
入
生
の
家
庭
（
保
護
者
・
父
母
）

を
対
象
に
、「
私
立
大
学
新
入
生
の
家
計
負

担
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。

　
出
費
が
落
ち
着
く「
６
月
以
降（
月
平
均
）」

の
仕
送
り
額
か
ら
「
毎
月
の
家
賃
」
を
除
い

た
生
活
費
は
２
万
８
１
０
０
円
で
あ
る
。
こ

れ
を
１
日
あ
た
り
に
す
る
と
、９
３
７
円（
２

万
８
１
０
０
円
÷
30
日
）
に
な
る
。
２
０
１

３
年
度
の
１
日
あ
た
り
の
生
活
費
は
、
ピ
ー

ク
で
あ
る
１
９
９
０
年
度
の
２
４
６
０
円

（
７
万
３
８
０
０
円
÷
30
日
）
に
比
べ
る
と
、

61
・
９
％
の
減
少
で
あ
る
。
い
く
ら
長
年
に

わ
た
る
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
を
考
慮
す

る
に
せ
よ
、
さ
す
が
に
学
生
は
生
活
費
を
相

当
切
り
詰
め
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、

大
学
生
の
生
活
費
の
低
下
傾
向
が
食
生
活
に

影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
食
事
も
し
、
服
も
買
い
、
学
修

に
も
費
用
が
か
か
り
、
友
人
と
の
付
き
合
い

も
あ
る
の
で
、
そ
の
差
を
埋
め
る
べ
く
奨
学

金
の
給
付
ま
た
は
貸
与
を
受
け
、
ア
ル
バ
イ

ト
も
す
る
。

　
今
回
の
調
査
で
は
お
よ
そ
半
分
の
学
生
が

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
を
利
用
し
て

い
た
。
ま
た
、
４
万
円
か
ら
５
万
円
ほ
ど
の

ア
ル
バ
イ
ト
収
入
を
得
て
い
る
学
生
が
多
か

っ
た
。
仕
送
り
の
有
無
や
奨
学
金
の
利
用
、

ア
ル
バ
イ
ト
時
間
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
食

費
と
し
て
の
支
出
が
３
万
円
か
ら
４
万
円
と

答
え
た
学
生
が
大
半
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
中
に
１
万
５
０
０
０
円
と
答

え
た
学
生
が
２
人
い
た
の
で
、
詳
し
く
デ
ー

タ
を
見
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
っ
た
と
こ
ろ
、

２
人
の
結
果
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
２
年
の
女
子
学
生
は
、
昼
食
以
外
は
ほ
ぼ

自
炊
し
て
お
り
、
日
に
よ
っ
て
は
昼
食
の
お

弁
当
も
作
っ
て
い
た
。
昼
食
も
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
・
ス
ト
ア
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
購
入
す

る
程
度
な
の
で
、
そ
ん
な
に
支
出
は
大
き
く

な
い
。

　
一
方
、
４
年
の
男
子
学
生
は
、
単
に
あ
ま

り
食
べ
な
い
た
め
に
支
出
が
少
な
か
っ
た
。

彼
は
３
年
次
ま
で
に
多
く
の
単
位
を
取
得
し

て
お
り
、
実
質
的
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
あ
る

水
曜
日
に
の
み
登
校
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ゲ
ー
ム
に
現
在
は
ま
っ
て
お
り
、

午
前
３
時
30
分
就
寝
・
お
昼
頃
起
床
の
日
が

続
く
。

　
食
事
は
昼
食
と
夕
食
だ
が
２
食
と
も
カ
ッ

プ
麺
で
過
ご
す
日
も
あ
り
、
自
身
で
炊
い
た

ご
飯
と
簡
単
な
お
か
ず
１
品
の
組
み
合
わ
せ

や
パ
ス
タ
に
レ
ト
ル
ト
ソ
ー
ス
を
か
け
た
組

み
合
わ
せ
も
多
い
。

　
彼
だ
け
で
は
な
い
が
、
食
べ
る
こ
と
に
あ

ま
り
重
き
を
置
か
な
い
学
生
は
多
い
。
空
腹

は
耐
え
難
い
も
の
で
あ
る
が
、
空
腹
が
満
た

せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
４
年
の
男
子
学
生
は
、

あ
ま
り
買
い
物
に
出
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
や
パ
ス
タ
が
何
度
も
出
現
す
る
た
め
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
親
元
か

ら
物
資
の
仕
送
り
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
仕
送
り
は
米
を
中
心
に
調
理

済
み
食
品
や
レ
ト
ル
ト
食
品
が
多
か
っ
た
。

積
極
的
に
食
べ
た
い
と
あ
ま
り
思
わ
な
い
の

で
あ
る
が
、「
米
と
調
理
済
み
食
品
が
自
宅

か
ら
送
ら
れ
て
き
て
あ
る
の
で
」、
自
炊
す

る
（
時
が
あ
る
）
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
こ
う
見
て
く
る
と
、
果
た
し
て
、
我
々
い

わ
ゆ
る
「
大
人
」
と
同
じ
で
は
な
い
か
、
と

い
う
結
論
に
至
る
。
確
か
に
、
私
た
ち
の
学

生
時
代
と
現
代
の
学
生
と
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
・
ス
ト
ア
や
チ
ェ
ー
ン
の
外
食
店
の
発

展
度
合
い
の
違
い
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い

が
見
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
定
食
屋
さ
ん
は
１

人
の
記
録
に
し
か
出
て
き
て
い
な
い
し
、
学

生
食
堂
も
以
前
の
よ
う
に
カ
ロ
リ
ー
偏
重
主

義
の
店
舗
ば
か
り
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、「
現
代
の
学
生
の
食
生
活
」
は
、

「
現
在
の
私
た
ち
の
食
生
活
」
と
大
き
く
変

わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
が
付
く
。
私

た
ち
も
学
生
た
ち
も
食
べ
る
時
間
を
惜
し
ん

で
、
あ
る
い
は
食
べ
る
時
間
を
削
っ
て
何
か

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
食
べ

る
こ
と
は
ど
こ
か
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
の
で

な
い
か
。

　
今
回
の
食
生
活
調
査
で
、
た
ま
た
ま
家
族

や
親
戚
と
食
事
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
場
合
、

２
時
限
目
と
３
時
限
目
に
授
業
が
あ
っ
て
昼

食
を
学
内
で
摂
っ
た
場
合
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や

サ
ー
ク
ル
で
懇
親
会
が
あ
っ
た
場
合
を
除
い

て
は
、
一
人
で
食
べ
る
と
い
う
回
答
が
ほ
と

ん
ど
だ
っ
た
。
私
た
ち
「
大
人
」
も
同
じ
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
家
族
や
親
戚

と
食
事
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
場
合
、
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
時
に
同
僚
や
取
引
先
と
食
事
を
摂

っ
た
場
合
、
職
場
の
仲
間
な
ど
と
懇
親
会
が

あ
っ
た
場
合
を
除
い
て
は
、
一
人
で
食
事
を

摂
る
単
身
者
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

　
そ
し
て
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
が
進
展
し
て

い
る
現
代
、
一
人
で
食
事
を
す
る
こ
と
は
ま

す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

結
婚
し
て
も
気
は
抜
け
な
い
。
家
庭
内
で
一

人
だ
け
で
食
べ
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
現
在
、
大
学
進
学
率
は
お
よ
そ
50
％
に
な

っ
て
い
る
。
食
教
育
が
比
較
的
充
実
し
て
い

る
の
は
高
校
ま
で
で
あ
り
、
大
学
が
ま
さ
に

食
教
育
最
後
の
場
、
食
生
活
自
立
の
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
昨
今
、
食
生
活
改
善

と
午
前
中
の
授
業
の
出
席
率
向
上
を
狙
い
、

１
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
程
度
で
朝
食
を
提

供
す
る
「
格
安
朝
食
」
の
取
り
組
み
が
広
が

っ
て
い
る
。
低
額
に
す
る
こ
と
で
利
用
者
が

増
え
、
そ
の
結
果
と
し
て
朝
食
を
摂
る
習
慣

が
身
に
つ
く
こ
と
は
大
変
望
ま
し
い
。
し
か

し
、
今
回
の
調
査
で
も
明
確
に
な
っ
て
い
る

が
、
食
生
活
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
の
は
高
学

年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
総
じ
て
、
高
学

年
の
履
修
す
る
科
目
の
多
く
は
早
い
時
間
帯

に
は
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
法
律

上
も
「
大
人
」
で
あ
る
高
学
年
の
学
生
の
食

習
慣
改
善
に
つ
な
が
る
か
は
、
ま
だ
検
討
の

余
地
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
提
案
し
た
い
の
が
、
食
事
を
授
業

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
る
方
法
で
あ
る
。

こ
れ
は
座
席
数
の
調
整
や
科
目
配
置
の
検
討
、

費
用
負
担
な
ど
ク
リ
ア
せ
ね
ば
な
ら
な
い
点

が
多
々
あ
る
が
、「
同
じ
釜
の
飯
」
を
食
べ

る
こ
と
に
高
い
教
育
効
果
が
期
待
で
き
る
。

現
在
、
学
生
寮
が
見
直
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ま
さ
に
「
同
じ
釜
の
飯
」
に
よ
っ
て
社
会
性

が
身
に
つ
く
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
学
に
は
ま
だ
な
い
が
、
大
き
な

テ
ー
ブ
ル
の
真
ん
中
に
他
者
の
視
線
を
遮
る

つ
い衝 

た
て立

を
設
け
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
も
落
ち
着
い

て
食
事
が
で
き
る
よ
う「
工
夫
」さ
れ
た「
ぼ

っ
ち
席
」
と
呼
ば
れ
る
席
が
大
学
に
続
々
登

場
し
て
い
る
。
短
期
的
に
は
干
渉
さ
れ
た
く

な
い
学
生
の
た
め
に
は
な
る
が
、
卒
業
後
の

社
会
生
活
を
考
え
る
と
、「
ぼ
っ
ち
」
で
居

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
孤
食
化
を
進
め
ぬ

た
め
に
も
大
学
で
設
け
る
こ
と
は
望
ま
し
く

な
い
だ
ろ
う
。

　
大
勢
で
食
べ
る
機
会
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
孤
食
の
機
会
を
増
や
す
べ
き
で
は
な

い
。
相
席
で
食
事
を
楽
し
も
う
。
も
し
か
す

る
と
隣
に
座
る
人
は
、
一
生
付
き
合
え
る
友

人
に
な
る
人
物
か
も
し
れ
な
い
し
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
共
に
歩
む
伴
侶
か
も
し
れ
な
い
。

大
学
の
食
事
の
場
は
、
そ
の
よ
う
な
場
で
あ

っ
て
欲
し
い
。

Case Study

メガ盛りパスタ

ゆでたペンネとスパゲティに
市販のソースをかけた
お気に入りメニュー。

自炊率は高いが、料理は多様性を欠く。

4年生女子／一人暮らし

Case 6

具なしハヤシライス

彼女のおみやげの焼き鳥と
から揚げがつくと、豪華に。
食に興味がなく、忙しくなると
ほとんど食べない日もある。

3年生男子／一人暮らし

Case 5

日々、コンビニ

サンドイッチ＋親子丼、
焼きそば＋グラタン＋おにぎり
といった炭水化物の
組み合わせが多い。

3年生男子／一人暮らし

Case 4

姉妹の夕餉
ゆう げ

料理好きな姉のおかげで、
一汁三菜の充実した
夕食を摂ることが
できている稀有な例。

1年生女子／姉と二人暮らし

Case 3

実家でも部屋食

家族と住むが、食事は自分で作り、
自分の部屋で摂る。

ダイエットのため米やパンは
食べないと決めている。

2年生女子／自宅生

Case 2

超合理派

食事には時間もお金もかけない。
写真はある日の夕食。
朝と昼は弁当や学食で、

その分サプリメントで栄養を補完。

1年生男子／一人暮らし

Case 1

学生は何を食べているのか 専修大学学生への食生活調査（2009、2014年）から
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丈
夫
か
し
ら
？
」
と
思
う
み
た
い
だ
け
ど
、

や
り
出
し
た
ら
す
ん
な
り
と
研
究
者
の
ひ
と

り
に
な
っ
て
い
る
。
今
の
料
理
人
さ
ん
た
ち

は
、
し
ゃ
べ
る
の
が
上
手
で
す
よ
ね
。
訴
え

る
力
が
す
ご
い
。
も
う
す
っ
か
り
研
究
者
で

す
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
３
人
が
本
当
に
京

都
大
学
の
大
学
院
生
に
な
り
ま
し
た
。

山
納
　
化
学
と
い
う
と
、「
分
子
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
」（
＊
１
）
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

伏
木
　
分
子
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
と
い
う
の
は

一
種
の
驚
か
せ
る
手
段
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

初
期
の
頃
に
は
新
鮮
さ
を
感
じ
て
い
た
ん
で

す
が
、
割
と
早
い
時
期
に
、
我
々
の
や
っ
て

い
る
科
学
は
、
多
分
そ
の
方
向
で
は
な
い
だ

ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
京
都

の
料
理
っ
て
見
か
け
は
絶
対
に
変
え
な
い
、

変
え
た
く
な
い
ん
で
す
。
伝
統
、
文
化
を
背

負
っ
て
い
る
し
ね
。
で
も
、
よ
そ
か
ら
は
イ

タ
リ
ア
料
理
も
来
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
も

来
る
し
、
そ
う
い
う
な
か
で
競
争
を
し
な
き

ゃ
な
ら
な
い
。
じ
ゃ
あ
、
見
か
け
を
変
え
な

い
で
う
ん
と
お
い
し
い
も
の
を
作
ら
な
い
と

負
け
ち
ゃ
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
京
料
理
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
す
れ
ば
、
本
質
的
に
お
い

し
く
で
き
る
か
。
そ
の
た
め
に
、
筋
道
と
い

う
か
、
考
え
方
や
整
理
の
し
か
た
、
科
学
的

な
素
養
を
身
に
つ
け
た
い
と
。
議
論
を
し
て

い
る
と
き
に
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
と
科
学
的

な
裏
づ
け
を
求
め
て
く
る
。
彼
ら
は
科
学
的

な
こ
と
を
身
に
つ
け
る
と
、
絶
対
に
自
分
の

料
理
が
お
い
し
く
な
る
と
い
う
ふ
う
に
信
じ

て
い
る
。

山
下
　
だ
か
ら
、
す
ご
く
熱
心
で
す
よ
ね
。

こ
れ
は
き
っ
と
京
料
理
だ
け
で
な
く
京
都
の

地
域
力
に
な
り
ま
す
ね
。

伏
木
　
え
え
、
絶
対
に
そ
う
な
る
と
思
い
ま

す
。
京
料
理
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
伸
び
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
あ
の
人
た
ち
を
見
て
い

た
ら
思
い
ま
す
ね
。

山
納
　
大
阪
で
は
、
商
工
会
議
所
が
「
食
の

都
・
大
阪
」
事
業
と
し
て
、
大
阪
ら
し
い
料

理
を
料
理
人
に
考
え
て
も
ら
い
コ
ン
テ
ス
ト

を
し
て
、
選
ば
れ
た
も
の
を
一
定
期
間
そ
れ

ぞ
れ
の
店
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
、
料
理
人

の
育
成
支
援
と
大
阪
の
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

山
下
　
山
納
さ
ん
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ

ン
を
す
る
立
場
か
ら
、
大
阪
で
カ
フ
ェ
の
運

営
に
関
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

山
納
　「
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
」
と
い
う
、
20
坪

く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
か
つ
て
大
阪
ガ

ス
グ
ル
ー
プ
が
運
営
し
て
い
た
扇
町
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ス
ク
エ
ア
と
い
う
劇
場
が
２
０
０
３

年
に
閉
館
し
た
後
、
演
劇
や
ア
ー
ト
に
関
わ

る
人
た
ち
の
表
現
の
場
所
を
つ
く
り
た
い
と

思
っ
て
、
出
し
た
結
論
が
カ
フ
ェ
を
つ
く
る

こ
と
で
し
た
。

山
下
　
哲
学
カ
フ
ェ
と
か
、
今
の
コ
モ
ン
カ

フ
ェ
の
よ
う
な
形
で
、
カ
フ
ェ
が
地
域
活
性

化
の
切
り
口
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

山
納
　
カ
フ
ェ
と
い
う
言
葉
が
こ
れ
だ
け
出

回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
９
０
年
代

の
後
半
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
喫
茶
店
で
し

た
。
80
年
代
に
カ
フ
ェ
バ
ー
と
い
う
も
の
が

流
行
っ
た
り
し
た
ん
で
す
が
、
90
年
代
後
半

に
な
っ
て
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が
入
っ
て
き

た
り
、
フ
レ
ン
チ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
カ
フ
ェ

と
い
う
業
態
を
始
め
た
り
、
個
人
で
開
業
す

る
人
が
増
え
た
り…

…

。
カ
フ
ェ
と
い
う
言

葉
が
、
多
分
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に

な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
先
、
拡
大
し
て
使
わ
れ

る
こ
と
が
非
常
に
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、

２
０
０
０
年
前
後
に
起
業
家
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
人
が
集
ま
っ
て
交
流
す
る
場

を
「
ビ
ズ
カ
フ
ェ
」
と
呼
ん
で
い
た
時
期
が

あ
っ
た
り
。
今
で
も
、
全
く
飲
食
物
も
出
な

い
け
れ
ど
、
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
な
ど
人
の

集
ま
り
や
勉
強
会
な
ど
を
「
カ
フ
ェ
」
と
呼

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
続
い
て
い
る
感
じ
が
し

ま
す
。

山
下
　
伏
木
先
生
は
、
専
門
の
ご
研
究
と
は

別
に
、
２
０
０
６
年
に
、
日
本
料
理
ア
カ
デ

ミ
ー
と
の
活
動
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
ね
。
よ

り
実
践
的
な
活
動
で
す
ね
。

伏
木
　
料
理
す
る
人
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し

た
と
い
う
の
は
、
も
の
す
ご
く
大
き
な
転
機

で
し
た
ね
。
も
と
も
と
実
験
科
学
者
で
す
か

ら
、
ラ
ボ
以
外
で
は
、
ほ
と
ん
ど
仕
事
に
な

ら
ず
、
一
番
人
と
出
会
い
に
く
い
タ
イ
プ
の

研
究
で
す
。
そ
れ
が
、
料
理
人
の
人
た
ち
に
、

な
ぜ
か
無
理
や
り
引
っ
張
り
込
ま
れ
た
ね
。

で
も
、
京
料
理
の
人
た
ち
は
も
の
す
ご
く
お

も
し
ろ
か
っ
た
。
老
舗
料
亭
の
２
代
目
、
３

代
目
、
15
代
目
み
た
い
な
人
た
ち
ば
っ
か
り

の
集
ま
り
な
ん
で
す
け
れ
ど
。
料
理
人
と
研

究
者
は
相
性
が
い
い
で
す
。
ど
こ
か
似
た
と

こ
ろ
が
あ
る
ね
。
京
都
の
料
理
人
の
人
た
ち

っ
て
本
当
に
す
ご
い
時
間
を
か
け
て
研
さ
ん

し
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
表
に
あ
ん
ま
り
出
さ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
、
あ
の
粋
が

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

山
下
　
皆
さ
ん
、
発
表
の
機
会
を
と
て
も
喜

ん
で
お
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
学
会
と
い
う
よ
う

な
形
で
発
表
し
て
お
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

伏
木
　
は
い
。
学
会
、
ま
さ
に
「
学
術
的
な

学
会
に
来
て
み
な
い
？
」
と
か
引
っ
張
る
ん

で
す
よ
。そ
う
す
る
と
、最
初
は
す
ご
く「
大

伏
木
　
そ
う
い
え
ば
、
東
京
・
霞
が
関
の
近

く
に
飲
み
屋
さ
ん
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
こ

で
省
庁
間
の
い
ろ
い
ろ
な
協
議
と
か
、
あ
る

い
は
何
と
か
っ
て
そ
の
辺
で
か
な
り
や
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
あ
れ
は
カ
フ
ェ
で
す
よ

ね
。
い
わ
ば
飲
み
な
が
ら
も
含
め
て
議
論
が

で
き
る
。
料
亭
と
か
で
は
な
く
、
実
務
を
し

て
い
る
人
同
士
が
、
お
た
く
の
省
で
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
と
か
、
そ
う
い
う
本
音
の
部

分
で
話
を
す
る
と
い
う
意
味
で
、
カ
フ
ェ
に

通
じ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

山
下
　
伏
木
先
生
は
、
日
本
が
成
熟
社
会
に

な
っ
て
い
く
う
え
で
の
食
の
位
置
づ
け
に
関

し
て
、「
い
ま
、
食
の
求
心
力
が
弱
く
な
っ

て
い
る
」「
食
事
と
い
う
習
慣
を
大
切
に
守

っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
」「
和
食
を
き
ち
ん

と
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と
」「
食
の
快
楽
に

節
度
と
品
位
を
」、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
言

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
（『
い
ま
「
食
べ
る
こ

と
」
を
問
う―

本
能
と
文
化
の
視
点
か

ら
』
サ
ン
ト
リ
ー
次
世
代
研
究
所
企
画
・
編

集
、
伏
木
亨
・
山
極
寿
一
編
著
、
２
０
０
６

年
、
人
間
選
書
）。

伏
木
　
僕
ら
が
ま
だ
高
校
生
く
ら
い
の
と
き

ま
で
は
、
日
本
は
欠
乏
の
時
代
だ
っ
た
の
で
、

食
べ
る
こ
と
は
非
常
に
良
い
こ
と
だ
っ
た
。

あ
る
意
味
で
第
一
義
的
に
大
事
だ
と
思
わ
れ

て
い
た
。や
が
て
、経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
て
、

贅
沢
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
と
、
肥
満
の
問

題
と
か
、
過
剰
な
栄
養
、
食
べ
過
ぎ
る
と
い

う
問
題
が
出
て
き
た
。
そ
う
す
る
と
、
む
し

ろ
自
分
の
な
か
で
適
当
な
節
度
を
持
っ
て
食

べ
な
い
と
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
き
る
と
い

う
、
全
く
違
う
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
急
激

に
ね
。

山
下
　
生
活
習
慣
病
な
ど
、
そ
こ
で
起
こ
っ

た
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
、
今
の
食
の
問
題
の

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

伏
木
　「
食
べ
た
い
」
と
い
う
欲
求
を
満
た

す
こ
と
は
、
生
命
維
持
に
は
す
ご
く
大
事
な

ん
で
す
。
で
も
、
お
い
し
か
っ
た
ら
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
そ
も
そ
も
、
満
腹
感

と
い
う
も
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
欠
乏

の
時
代
に
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
栄
養
素
を

と
る
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
、

そ
れ
に
従
っ
て
食
べ
る
と
、
だ
い
た
い
食
べ

過
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
の

機
会
に
食
べ
て
し
ま
お
う
、
と
い
っ
た
感
じ

で
。
だ
か
ら
、
満
腹
感
を
感
じ
る
前
に
食
べ

る
の
を
や
め
る
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
大

変
な
こ
と
で
。

山
下
　
そ
れ
が
、
節
度
。

伏
木
　
節
度
で
す
ね
。
節
度
と
い
う
も
の
を

持
た
な
い
と
、
や
は
り
不
満
が
起
き
る
し
、

生
活
習
慣
病
は
あ
る
し
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
ん
で
す
。
で
も
個
人
の
意
識
だ
け
で
節
度

を
保
つ
の
は
な
か
な
か
難
し
く
て
、
い
ろ
い

ろ
仕
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
カ
ロ
リ

ー
を
た
く
さ
ん
と
る
こ
と
に
よ
る
満
足
感
だ

け
に
頼
っ
て
い
る
と
、
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
。

例
え
ば
、
食
の
文
化
と
か
、
食
器
は
美
し
い

と
か
、
よ
い
「
し
つ
ら
え
」
と
か
、
そ
う
い

う
視
覚
的
な
、
あ
る
い
は
文
化
的
な
満
足
感

と
一
緒
に
な
っ
て
初
め
て
、
多
分
適
当
な
と

こ
ろ
で
満
足
感
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
最
近
思
う
の
で
す
。

山
下
　
ひ
と
り
で
食
べ
て
い
る
状
態
、「
個

食
」
で
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

伏
木
　
個
食
だ
と
、
寂
し
い
の
で
、
余
計
に

だ
ら
だ
ら
と
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
ま

た
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
で
は
、
食
器
が

粗
末
な
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
で
、
そ
れ

に
よ
る
満
足
感
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
。
一
方
で
、
い
わ
ゆ
る

古
典
的
な
料
亭
の
和
食
な
ど
は
、
油
を
あ
ん

ま
り
使
っ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。
魚
と
野
菜

ぐ
ら
い
で
十
分
な
満
足
感
を
出
し
て
い
ま
す
。

見
た
目
の
美
し
さ
と
か
、
本
当
に
手
の
込
ん

だ
料
理
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
努
力
で
、

食
べ
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
我
々
の
満
足
感
が

補
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
感
じ
ま
す
。

山
納
　
普
通
の
人
っ
て
、
も
の
を
食
べ
る
と

い
う
と
き
に
、
案
外
保
守
的
で
す
よ
ね
。
コ

モ
ン
カ
フ
ェ
で
、
何
を
出
し
た
ら
お
客
さ
ん

が
入
る
か
と
い
う
と
、
カ
レ
ー
と
パ
ス
タ
と

オ
ム
ラ
イ
ス
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
理
由
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
昼
休
み
が

短
い
の
で
カ
レ
ー
な
ら
す
ぐ
出
て
く
る
だ
ろ

う
と
か
、
パ
ス
タ
な
ら
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

と
か
。
お
店
を
始
め
た
い
と
い
う
人
に
、「
お

客
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
料
理
を
出
す

と
き
は
苦
労
す
る
よ
」
と
よ
く
言
う
ん
で
す
。

人
は
、
自
分
が
食
べ
ら
れ
る
も
の
、
お
い
し

い
と
思
っ
た
こ
と
の
あ
る
も
の
、
と
い
う
割

と
狭
い
選
択
肢
の
な
か
で
選
ん
で
い
る
、
だ

か
ら
例
え
ば
も
の
す
ご
く
材
料
や
製
法
に
こ

だ
わ
っ
た
オ
ム
ラ
イ
ス
の
方
が
お
客
さ
ん
に

は
受
け
る
。

伏
木
　
絶
対
に
そ
う
思
い
ま
す
よ
。
食
べ
る

側
は
、
注
文
す
る
と
き
と
か
食
べ
よ
う
と
決

断
す
る
と
き
は
、
ほ
と
ん
ど
味
が
わ
か
っ
て

い
る
も
の
を
欲
し
が
る
。
全
く
え
た
い
の
知

れ
な
い
も
の
は
怖
く
て
ま
ず
頼
ま
な
い
で
す
。

い
ろ
い
ろ
珍
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
言
い

な
が
ら
海
外
旅
行
を
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
向
こ
う
へ
行
っ
た
ら
だ
い
た
い
、「
あ
、

こ
れ
日
本
の
○
○
に
似
て
る
」
と
か
言
っ
て

食
べ
る
わ
け
で
す
（
笑
）。「
こ
れ
日
本
の
ト

ン
カ
ツ
ね
」
と
言
い
な
が
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ェ
ル
を
食
べ
た
り
。
食
に
関

し
て
、
我
々
は
未
知
の
も
の
が
怖
い
ん
で
し

ょ
う
ね
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
だ
い
た
い
こ
の

よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、

初
め
て
自
分
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
身
を
守

る
た
め
に
大
事
な
こ
と
で
す
。

山
納
　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
料
理
で
、

車
麩
を
使
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
お
肉
の
味
の
も
の

に
し
た
り
、精
進
料
理
も
そ
う
で
す
が
、多
分
、

私
た
ち
の
食
べ
ら
れ
る
も
の
と
い
う
範
疇
に

う
ま
く
合
わ
せ
て
い
る
。

伏
木
　
そ
う
で
す
ね
。
材
料
が
わ
か
ら
な
い
、

味
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
の
は
手
を
出
し

に
く
い
で
す
よ
ね
。
食
べ
な
れ
た
安
心
感
と

い
う
の
は
大
き
い
で
す
。

山
下
　
と
こ
ろ
で
、
風
味
と
か
香
り
と
い
う

も
の
を
、
先
生
は
す
ご
く
大
事
に
し
て
お
ら

れ
ま
す
ね
。

伏
木
　
お
い
し
さ
は
ね
、
ほ
と
ん
ど
が
嗅
覚

か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。
鼻
を
つ
ま
む
と
何

も
味
が
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
甘
み
、
う

ま
み
、
酸
っ
ぱ
さ
、
そ
う
い
う
大
き
な
バ
ラ

ン
ス
も
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
あ
と
の
デ

ィ
テ
ー
ル
は
全
部
嗅
覚
だ
と
思
い
ま
す
。
味

覚
の
セ
ン
サ
ー
は
、
甘
み
が
１
種
類
、
酸
っ

ぱ
さ
も
１
種
類
、
苦
み
が
約
20
種
類
、
あ
と

そ
れ
ぞ
れ
１
種
類
ず
つ
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。

だ
か
ら
、
解
像
度
が
低
い
。
と
こ
ろ
が
、
に

お
い
の
セ
ン
サ
ー
は
４
０
０
種
類
ぐ
ら
い
あ

る
。
ネ
ズ
ミ
で
９
９
０
種
類
、
最
近
の
研
究

だ
と
ゾ
ウ
が
一
番
多
い
と
い
う
話
で
す
。

山
下
　
に
お
い
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
が
、
生

き
て
い
く
う
え
で
は
す
ご
く
必
要
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
今
、
家
庭

で
料
理
を
作
る
習
慣
が
だ
ん
だ
ん
揺
ら
い
で

き
て
い
ま
す
。
親
御
さ
ん
も
忙
し
い
の
で
、

あ
ん
ま
り
料
理
を
手
作
り
す
る
こ
と
に
重
き

を
置
い
た
ら
追
い
つ
め
る
こ
と
に
な
る
、
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
食
べ
る
と

き
の
香
り
と
か
風
味
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

誰
か
が
自
分
の
た
め
に
食
事
を
作
っ
て
く
れ

て
い
る
と
き
に
漂
う
香
り
も
含
め
て
、
家
庭

料
理
に
は
、
満
足
感
を
高
め
る
よ
う
な
、
も

う
少
し
大
切
な
意
味
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

伏
木
　「
な
ぜ
料
理
す
る
の
か
？
」
と
い
う

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
か
な
り
問
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
だ
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
は
ず
っ
と
あ

い
て
い
る
し
、
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
た
ら
配
達

も
あ
る
だ
ろ
う
し
。
そ
う
す
る
と
、
料
理
す

る
意
味
が
ま
だ
あ
る
の
か
。
例
え
ば
、
家
庭

で
服
を
作
る
と
い
う
の
は
、
昔
は
あ
り
ま
し

た
が
、
も
う
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

山
下
　
１
％
以
下
、
ま
あ
０
・
１
％
以
下
で

し
ょ
う
か
ね
。
ほ
と
ん
ど
趣
味
の
世
界
。
ミ

シ
ン
も
使
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
し
ね
。
や

は
り
既
製
品
の
技
術
と
自
分
で
作
る
技
術
の

差
が
大
き
く
な
る
と
手
作
り
は
難
し
い
ん
で

す
。

伏
木
　
手
作
り
の
料
理
も
、
こ
の
先
減
る
で

し
ょ
う
ね
。
ど
ん
ど
ん
自
分
の
や
れ
る
こ
と

を
、
い
わ
ゆ
る
専
門
の
業
者
な
り
、
専
門
の

人
た
ち
が
や
っ
て
い
っ
て
く
れ
て
い
る
。
や

っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
自
分
の
出
る

幕
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
よ
う

な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
、
最
後
は

や
は
り
趣
味
だ
ろ
う
な
と
。

山
下
　
で
も
、
ご
飯
を
炊
く
こ
と
自
体
は
、

今
は
本
当
に
簡
単
な
ん
で
す
よ
。
お
汁
を
作

れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
ご
飯

は
で
き
る
。

伏
木
　
ご
飯
は
炊
け
る
と
思
う
、
子
ど
も
で

も
ち
ゃ
ん
と
言
え
ば
炊
け
る
。
日
本
の
炊
飯

器
は
非
常
に
優
秀
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
ご
飯

が
炊
い
て
あ
る
と
、
あ
っ
た
か
い
ご
飯
が
あ

れ
ば
暮
ら
し
て
い
け
る
と
い
う
か
。

山
下
　
と
り
あ
え
ず
家
の
中
で
の
食
事
が
成

り
立
ち
ま
す
よ
ね
。

伏
木
　
そ
う
、
そ
し
て
、
ご
飯
が
あ
れ
ば
、

あ
と
は
冷
蔵
庫
で
も
開
け
て
何
か
引
っ
張
り

出
し
て
き
て
、
適
当
に
で
き
ま
す
。
ご
飯
は

も
の
す
ご
く
大
事
で
す
。

山
下
　
日
本
の
家
庭
料
理
は
、
縄
文
時
代
後

期
か
ら
続
く
米
飯
に
ま
た
収
斂
し
て
い
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

伏
木
　
と
こ
ろ
で
今
、
割
烹
が
す
ご
く
流
行

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
レ
ス
ト
ラ
ン

よ
り
も
ち
ょ
っ
と
家
庭
っ
ぽ
い
ん
で
す
よ
ね
。

向
こ
う
に
作
っ
て
い
る
人
が
い
て
、
話
も
で

き
る
。

山
納
　
カ
ウ
ン
タ
ー
割
烹
で
す
ね
。

伏
木
　
そ
う
、
カ
ウ
ン
タ
ー
。
あ
れ
は
、
こ

れ
か
ら
の
ス
タ
イ
ル
や
と
思
う
ん
で
す
。
家

で
も
、「
こ
れ
は
ど
こ
ど
こ
の
。
今
日
は
安

か
っ
て
ん
」
と
か
、
会
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
多
分
、
そ
れ
が
家
庭
の
香
り
の
ひ

と
つ
じ
ゃ
な
い
か
な
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ウ
エ

ー
タ
ー
さ
ん
が
運
ん
で
き
た
ら
、
作
っ
て
い

る
人
と
遮
断
さ
れ
ま
す
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の

割
烹
は
そ
の
あ
た
り
が
い
い
で
す
ね
。

山
納
　
普
段
、
飲
食
店
の
キ
ッ
チ
ン
で
ひ
た

す
ら
料
理
を
作
っ
て
い
る
子
が
、
週
に
１
、

２
回
の
休
み
の
日
に
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
で
料
理

を
出
し
て
い
る
の
で
、「
い
つ
も
同
じ
こ
と

を
し
て
る
ん
と
違
う
の
ん
？
」
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
目
の
前
の
人
に
対
し

て
「
ど
う
？
　
お
い
し
い
？
」
と
い
い
な
が

ら
作
る
こ
と
っ
て
、
多
分
別
体
験
な
ん
で
し

ょ
う
ね
。

伏
木
　
全
然
違
い
ま
す
ね
。
相
手
と
い
ろ
い

ろ
と
や
り
と
り
し
な
が
ら
作
っ
た
り
、
あ
る

い
は
い
た
だ
く
と
い
う
の
が
、
今
日
的
な
ん

で
し
ょ
う
ね
。

山
納
　
す
ご
く
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
コ
モ
ン

カ
フ
ェ
を
始
め
た
と
き
に
、
演
劇
、
音
楽
と

同
じ
よ
う
に
、
料
理
と
い
う
表
現
を
す
る
人

が
い
る
ん
だ
、
と
気
づ
き
ま
し
た
。
食
材
を

煮
た
り
焼
い
た
り
し
、
調
味
料
で
味
つ
け
を

し
た
り
し
て
、「
こ
れ
は
私
が
表
現
し
た
、

ど
う
で
す
か
？
」
っ
て
、
言
い
た
い
の
だ
と
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
お
い
し
い
で
す
」
と
か
「
こ

れ
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
の
」
と
言
わ
れ
た
い

で
す
よ
ね
。
食
べ
る
人
が
、
作
っ
た
人
が
ど

れ
だ
け
の
心
を
込
め
た
か
、
手
を
か
け
た
か
、

技
術
を
使
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
、

作
り
手
は
一
番
報
わ
れ
る
。
食
べ
手
の
リ
テ

ラ
シ
ー
を
上
げ
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
う
ん

で
す
。

山
下
　
子
ど
も
を
育
て
る
な
か
で
は
、
そ
う

い
う
食
べ
て
表
現
す
る
力
も
つ
け
て
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
で
す
か
。

伏
木
　
多
分
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
ま
ず

食
事
を
食
べ
て
、
そ
れ
を
褒
め
る
と
い
う
の

は
、
も
の
す
ご
く
重
要
な
素
養
や
と
思
う
ん

で
す
。

山
下
　
未
来
の
日
本
で
は
、
や
は
り
そ
う
い

う
ふ
う
に
言
葉
に
表
し
て
褒
め
る
こ
と
は
必

要
で
す
か
。

伏
木
　
い
や
、
日
本
の
未
来
と
い
う
よ
り
も

自
分
の
た
め
に
ね
。
家
で
褒
め
た
ら
次
ま
た

お
い
し
い
の
が
出
て
く
る
（
笑
）。
そ
れ
で
、

褒
め
な
か
っ
た
ら
多
分
料
理
の
腕
も
上
が
ら

な
い
。

山
納
　
演
劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
演
劇

を
や
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
、「
こ
う
い
う

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
や
っ
て
み

て
」
と
言
わ
れ
て
や
っ
て
み
て
、
そ
の
後
に

役
者
が
そ
れ
を
や
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
す

ご
い
技
を
使
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
。
料

理
で
も
、
普
通
に
料
理
を
作
る
だ
け
で
は
な

く
、
作
り
手
の
す
ご
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら
う

と
い
う
意
味
で
の
、
教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
あ
り
得
ま
す
ね
。
パ
ー
ト
ナ
ー
や
子
ど

も
が
、
お
母
さ
ん
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
っ
て
わ
か
る
た
め
の
教
室
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
。

山
下
　
そ
う
で
す
ね
。
３
カ
月
ぐ
ら
い
シ
ニ

ア
男
性
向
け
の
料
理
教
室
を
す
る
と
、
片
づ

け
も
含
め
て
奥
様
の
大
変
さ
が
わ
か
っ
て
、

こ
の
ご
ろ
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
女
房
が
喜
び
ま
し
た
み
た
い

な
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
（
笑
）。
だ
か
ら
、

や
は
り
食
べ
る
だ
け
の
人
じ
ゃ
な
く
て
、
自

分
も
作
っ
て
み
る
こ
と
で
、
ぐ
ん
と
世
界
が

広
が
り
ま
す
ね
。

伏
木
　
野
菜
作
り
な
ん
か
も
そ
う
で
す
よ
ね
。

自
分
で
育
て
た
も
の
は
少
々
曲
が
っ
て
い
て

も
、
小
さ
く
て
も
、
育
て
る
の
が
面
倒
で
も

お
い
し
か
っ
た
り
す
る
ね
。
あ
る
小
学
校
で
、

学
校
の
畑
で
ピ
ー
マ
ン
を
作
っ
て
、
そ
れ
を

収
穫
し
て
「
今
日
は
皆
さ
ん
が
作
っ
た
ピ
ー

マ
ン
で
す
よ
」
と
言
っ
て
給
食
に
出
し
て
い

る
。
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
、
ピ
ー

マ
ン
を
好
き
に
な
る
ん
だ
そ
う
で
す
。

山
納
　
自
分
が
作
り
手
と
し
て
参
加
し
た
か

ど
う
か
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
ね
。

山
下
　
今
、
女
性
た
ち
の
趣
味
が
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
か
ら
野
菜
作
り
に
広
が
っ
て
い
ま
す

ね
。
日
本
の
年
配
の
女
性
は
、
や
は
り
ま
だ

「
私
が
作
っ
た
料
理
」
と
強
く
主
張
し
な
い

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
私
が
自
分
で

育
て
た
ナ
ス
よ
」
と
は
言
え
る
の
で
、
野
菜

を
コ
ン
テ
ナ
で
ち
ょ
っ
と
作
っ
て
み
る
だ
け

で
会
話
が
増
え
る
。
奥
さ
ん
の
料
理
を
あ
ん

ま
り
褒
め
な
い
男
性
も
、
ま
だ
日
本
に
は
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
奥
さ
ん
と
一
緒
に
育
て

た
野
菜
を
褒
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
ね
。

山
納
　
僕
は
一
切
料
理
を
し
な
い
の
で
す
が
、

例
え
ば
カ
ウ
ン
タ
ー
割
烹
で
、「
あ
、
こ
の

食
材
を
こ
ん
な
ふ
う
に
使
っ
て
作
っ
て
い
る

ん
だ
」
と
い
う
こ
と
は
見
え
る
の
で
、
そ
こ

を
褒
め
ど
こ
ろ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

こ
の
人
は
こ
ん
な
に
す
ご
い
、
っ
て
わ
か
る

き
っ
か
け
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
は
な
る
ん
だ
ろ

う
な
と
い
う
。

伏
木
　
そ
う
で
す
ね
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
ま
な

板
の
う
え
で
刺
身
を
人
数
分
だ
け
ち
ょ
ち
ょ

っ
と
作
っ
て
、
も
う
そ
の
並
べ
方
自
身
が
美

し
い
ん
で
す
よ
。
変
に
褒
め
る
と
よ
そ
よ
そ

し
い
け
れ
ど
、「
ほ
う
ー
」
と
か
、「
ふ
う
ん
」

と
か
「
あ
、
そ
ん
な
ん
す
る
ん
や
」
と
か
言

っ
て
ね
。
思
わ
ず
「
へ
え
」
と
い
う
の
が
い

い
み
た
い
。

山
納
　
や
は
り
コ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
レ
ス
ポ

ン
ス
（
＊
２
）
み
た
い
な
も
の
は
要
る
ん
で

す
ね
。
家
庭
も
多
分
同
じ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

「
ほ
う
」
っ
て
い
う
声
と
か
。

伏
木
　
そ
う
そ
う
。
こ
っ
ち
が
、
い
い
レ
ス

ポ
ン
ス
だ
ろ
う
と
思
う
行
動
を
と
る
と
、
料

理
を
し
て
い
る
人
の
方
も「
こ
れ
は
ね…

…

」

と
言
っ
て
、
乗
り
出
し
て
く
る
。
そ
の
と
き
、

向
こ
う
は
「
あ
、
本
当
に
お
い
し
く
食
べ
て

る
な
」
と
喜
ん
で
い
る
し
、
こ
っ
ち
も
お
い

し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

山
下
　
お
互
い
に
お
い
し
さ
が
わ
か
る
ん
で

す
ね
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

伏
木 

亨

山
納 

洋

山
下 

満
智
子 

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
教
授

大
阪
ガ
ス
㈱
都
市
魅
力
研
究
室
室
長

Ｃ
Ｅ
Ｌ
研
究
員

日
本
料
理
と

科
学
の
接
点

人
が
集
う

「
場
」の
持
つ
力

34CEL November 201435 CEL November 2014

生
命
を
支
え
る
料
理
、そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
、

私
た
ち
は
ど
う
向
き
あ
っ
て
い
く
の
か
。科
学
的
見
地
か
ら
お
い

し
さ
を
探
求
す
る
こ
と
や
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
視
野
を
広

げ
て
考
え
る
こ
と
で
、食
の
将
来
を
想
像
す
る
糸
口
が
見
え
る
か

も
し
れ
な
い
。栄
養
化
学
・
食
文
化
・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
を

そ
れ
ぞ
れ
専
門
と
す
る
立
場
か
ら
の
意
見
交
換
を
通
し
て
、今

日
と
未
来
の
食
を
垣
間
見
る
。 

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
撮
影
：
堀
出
恒
夫

自分のなかで
適当な節度を持って

食べないといろいろな問題が
起きるという、全く違う
時代になってきた。

Fushiki Toru

The
Future

of
Foods

日
本
の「
明
日
の
食
」は

ど
う
な
る
か
？

鼎
談
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丈
夫
か
し
ら
？
」
と
思
う
み
た
い
だ
け
ど
、

や
り
出
し
た
ら
す
ん
な
り
と
研
究
者
の
ひ
と

り
に
な
っ
て
い
る
。
今
の
料
理
人
さ
ん
た
ち

は
、
し
ゃ
べ
る
の
が
上
手
で
す
よ
ね
。
訴
え

る
力
が
す
ご
い
。
も
う
す
っ
か
り
研
究
者
で

す
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
３
人
が
本
当
に
京

都
大
学
の
大
学
院
生
に
な
り
ま
し
た
。

山
納
　
化
学
と
い
う
と
、「
分
子
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
」（
＊
１
）
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

伏
木
　
分
子
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
と
い
う
の
は

一
種
の
驚
か
せ
る
手
段
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

初
期
の
頃
に
は
新
鮮
さ
を
感
じ
て
い
た
ん
で

す
が
、
割
と
早
い
時
期
に
、
我
々
の
や
っ
て

い
る
科
学
は
、
多
分
そ
の
方
向
で
は
な
い
だ

ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
京
都

の
料
理
っ
て
見
か
け
は
絶
対
に
変
え
な
い
、

変
え
た
く
な
い
ん
で
す
。
伝
統
、
文
化
を
背

負
っ
て
い
る
し
ね
。
で
も
、
よ
そ
か
ら
は
イ

タ
リ
ア
料
理
も
来
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
も

来
る
し
、
そ
う
い
う
な
か
で
競
争
を
し
な
き

ゃ
な
ら
な
い
。
じ
ゃ
あ
、
見
か
け
を
変
え
な

い
で
う
ん
と
お
い
し
い
も
の
を
作
ら
な
い
と

負
け
ち
ゃ
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
京
料
理
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
す
れ
ば
、
本
質
的
に
お
い

し
く
で
き
る
か
。
そ
の
た
め
に
、
筋
道
と
い

う
か
、
考
え
方
や
整
理
の
し
か
た
、
科
学
的

な
素
養
を
身
に
つ
け
た
い
と
。
議
論
を
し
て

い
る
と
き
に
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
と
科
学
的

な
裏
づ
け
を
求
め
て
く
る
。
彼
ら
は
科
学
的

な
こ
と
を
身
に
つ
け
る
と
、
絶
対
に
自
分
の

料
理
が
お
い
し
く
な
る
と
い
う
ふ
う
に
信
じ

て
い
る
。

山
下
　
だ
か
ら
、
す
ご
く
熱
心
で
す
よ
ね
。

こ
れ
は
き
っ
と
京
料
理
だ
け
で
な
く
京
都
の

地
域
力
に
な
り
ま
す
ね
。

伏
木
　
え
え
、
絶
対
に
そ
う
な
る
と
思
い
ま

す
。
京
料
理
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
伸
び
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
あ
の
人
た
ち
を
見
て
い

た
ら
思
い
ま
す
ね
。

山
納
　
大
阪
で
は
、
商
工
会
議
所
が
「
食
の

都
・
大
阪
」
事
業
と
し
て
、
大
阪
ら
し
い
料

理
を
料
理
人
に
考
え
て
も
ら
い
コ
ン
テ
ス
ト

を
し
て
、
選
ば
れ
た
も
の
を
一
定
期
間
そ
れ

ぞ
れ
の
店
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
、
料
理
人

の
育
成
支
援
と
大
阪
の
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

山
下
　
山
納
さ
ん
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ

ン
を
す
る
立
場
か
ら
、
大
阪
で
カ
フ
ェ
の
運

営
に
関
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

山
納
　「
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
」
と
い
う
、
20
坪

く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
か
つ
て
大
阪
ガ

ス
グ
ル
ー
プ
が
運
営
し
て
い
た
扇
町
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ス
ク
エ
ア
と
い
う
劇
場
が
２
０
０
３

年
に
閉
館
し
た
後
、
演
劇
や
ア
ー
ト
に
関
わ

る
人
た
ち
の
表
現
の
場
所
を
つ
く
り
た
い
と

思
っ
て
、
出
し
た
結
論
が
カ
フ
ェ
を
つ
く
る

こ
と
で
し
た
。

山
下
　
哲
学
カ
フ
ェ
と
か
、
今
の
コ
モ
ン
カ

フ
ェ
の
よ
う
な
形
で
、
カ
フ
ェ
が
地
域
活
性

化
の
切
り
口
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

山
納
　
カ
フ
ェ
と
い
う
言
葉
が
こ
れ
だ
け
出

回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
９
０
年
代

の
後
半
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
喫
茶
店
で
し

た
。
80
年
代
に
カ
フ
ェ
バ
ー
と
い
う
も
の
が

流
行
っ
た
り
し
た
ん
で
す
が
、
90
年
代
後
半

に
な
っ
て
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が
入
っ
て
き

た
り
、
フ
レ
ン
チ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
カ
フ
ェ

と
い
う
業
態
を
始
め
た
り
、
個
人
で
開
業
す

る
人
が
増
え
た
り…

…

。
カ
フ
ェ
と
い
う
言

葉
が
、
多
分
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に

な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
先
、
拡
大
し
て
使
わ
れ

る
こ
と
が
非
常
に
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、

２
０
０
０
年
前
後
に
起
業
家
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
人
が
集
ま
っ
て
交
流
す
る
場

を
「
ビ
ズ
カ
フ
ェ
」
と
呼
ん
で
い
た
時
期
が

あ
っ
た
り
。
今
で
も
、
全
く
飲
食
物
も
出
な

い
け
れ
ど
、
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
な
ど
人
の

集
ま
り
や
勉
強
会
な
ど
を
「
カ
フ
ェ
」
と
呼

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
続
い
て
い
る
感
じ
が
し

ま
す
。

山
下
　
伏
木
先
生
は
、
専
門
の
ご
研
究
と
は

別
に
、
２
０
０
６
年
に
、
日
本
料
理
ア
カ
デ

ミ
ー
と
の
活
動
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
ね
。
よ

り
実
践
的
な
活
動
で
す
ね
。

伏
木
　
料
理
す
る
人
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し

た
と
い
う
の
は
、
も
の
す
ご
く
大
き
な
転
機

で
し
た
ね
。
も
と
も
と
実
験
科
学
者
で
す
か

ら
、
ラ
ボ
以
外
で
は
、
ほ
と
ん
ど
仕
事
に
な

ら
ず
、
一
番
人
と
出
会
い
に
く
い
タ
イ
プ
の

研
究
で
す
。
そ
れ
が
、
料
理
人
の
人
た
ち
に
、

な
ぜ
か
無
理
や
り
引
っ
張
り
込
ま
れ
た
ね
。

で
も
、
京
料
理
の
人
た
ち
は
も
の
す
ご
く
お

も
し
ろ
か
っ
た
。
老
舗
料
亭
の
２
代
目
、
３

代
目
、
15
代
目
み
た
い
な
人
た
ち
ば
っ
か
り

の
集
ま
り
な
ん
で
す
け
れ
ど
。
料
理
人
と
研

究
者
は
相
性
が
い
い
で
す
。
ど
こ
か
似
た
と

こ
ろ
が
あ
る
ね
。
京
都
の
料
理
人
の
人
た
ち

っ
て
本
当
に
す
ご
い
時
間
を
か
け
て
研
さ
ん

し
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
表
に
あ
ん
ま
り
出
さ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
、
あ
の
粋
が

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

山
下
　
皆
さ
ん
、
発
表
の
機
会
を
と
て
も
喜

ん
で
お
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
学
会
と
い
う
よ
う

な
形
で
発
表
し
て
お
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

伏
木
　
は
い
。
学
会
、
ま
さ
に
「
学
術
的
な

学
会
に
来
て
み
な
い
？
」
と
か
引
っ
張
る
ん

で
す
よ
。そ
う
す
る
と
、最
初
は
す
ご
く「
大

伏
木
　
そ
う
い
え
ば
、
東
京
・
霞
が
関
の
近

く
に
飲
み
屋
さ
ん
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
こ

で
省
庁
間
の
い
ろ
い
ろ
な
協
議
と
か
、
あ
る

い
は
何
と
か
っ
て
そ
の
辺
で
か
な
り
や
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
あ
れ
は
カ
フ
ェ
で
す
よ

ね
。
い
わ
ば
飲
み
な
が
ら
も
含
め
て
議
論
が

で
き
る
。
料
亭
と
か
で
は
な
く
、
実
務
を
し

て
い
る
人
同
士
が
、
お
た
く
の
省
で
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
と
か
、
そ
う
い
う
本
音
の
部

分
で
話
を
す
る
と
い
う
意
味
で
、
カ
フ
ェ
に

通
じ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

山
下
　
伏
木
先
生
は
、
日
本
が
成
熟
社
会
に

な
っ
て
い
く
う
え
で
の
食
の
位
置
づ
け
に
関

し
て
、「
い
ま
、
食
の
求
心
力
が
弱
く
な
っ

て
い
る
」「
食
事
と
い
う
習
慣
を
大
切
に
守

っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
」「
和
食
を
き
ち
ん

と
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と
」「
食
の
快
楽
に

節
度
と
品
位
を
」、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
言

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
（『
い
ま
「
食
べ
る
こ

と
」
を
問
う―

本
能
と
文
化
の
視
点
か

ら
』
サ
ン
ト
リ
ー
次
世
代
研
究
所
企
画
・
編

集
、
伏
木
亨
・
山
極
寿
一
編
著
、
２
０
０
６

年
、
人
間
選
書
）。

伏
木
　
僕
ら
が
ま
だ
高
校
生
く
ら
い
の
と
き

ま
で
は
、
日
本
は
欠
乏
の
時
代
だ
っ
た
の
で
、

食
べ
る
こ
と
は
非
常
に
良
い
こ
と
だ
っ
た
。

あ
る
意
味
で
第
一
義
的
に
大
事
だ
と
思
わ
れ

て
い
た
。や
が
て
、経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
て
、

贅
沢
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
と
、
肥
満
の
問

題
と
か
、
過
剰
な
栄
養
、
食
べ
過
ぎ
る
と
い

う
問
題
が
出
て
き
た
。
そ
う
す
る
と
、
む
し

ろ
自
分
の
な
か
で
適
当
な
節
度
を
持
っ
て
食

べ
な
い
と
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
き
る
と
い

う
、
全
く
違
う
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
急
激

に
ね
。

山
下
　
生
活
習
慣
病
な
ど
、
そ
こ
で
起
こ
っ

た
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
、
今
の
食
の
問
題
の

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

伏
木
　「
食
べ
た
い
」
と
い
う
欲
求
を
満
た

す
こ
と
は
、
生
命
維
持
に
は
す
ご
く
大
事
な

ん
で
す
。
で
も
、
お
い
し
か
っ
た
ら
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
そ
も
そ
も
、
満
腹
感

と
い
う
も
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
欠
乏

の
時
代
に
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
栄
養
素
を

と
る
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
、

そ
れ
に
従
っ
て
食
べ
る
と
、
だ
い
た
い
食
べ

過
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
の

機
会
に
食
べ
て
し
ま
お
う
、
と
い
っ
た
感
じ

で
。
だ
か
ら
、
満
腹
感
を
感
じ
る
前
に
食
べ

る
の
を
や
め
る
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
大

変
な
こ
と
で
。

山
下
　
そ
れ
が
、
節
度
。

伏
木
　
節
度
で
す
ね
。
節
度
と
い
う
も
の
を

持
た
な
い
と
、
や
は
り
不
満
が
起
き
る
し
、

生
活
習
慣
病
は
あ
る
し
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
ん
で
す
。
で
も
個
人
の
意
識
だ
け
で
節
度

を
保
つ
の
は
な
か
な
か
難
し
く
て
、
い
ろ
い

ろ
仕
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
カ
ロ
リ

ー
を
た
く
さ
ん
と
る
こ
と
に
よ
る
満
足
感
だ

け
に
頼
っ
て
い
る
と
、
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
。

例
え
ば
、
食
の
文
化
と
か
、
食
器
は
美
し
い

と
か
、
よ
い
「
し
つ
ら
え
」
と
か
、
そ
う
い

う
視
覚
的
な
、
あ
る
い
は
文
化
的
な
満
足
感

と
一
緒
に
な
っ
て
初
め
て
、
多
分
適
当
な
と

こ
ろ
で
満
足
感
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
最
近
思
う
の
で
す
。

山
下
　
ひ
と
り
で
食
べ
て
い
る
状
態
、「
個

食
」
で
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

伏
木
　
個
食
だ
と
、
寂
し
い
の
で
、
余
計
に

だ
ら
だ
ら
と
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
ま

た
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
で
は
、
食
器
が

粗
末
な
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
で
、
そ
れ

に
よ
る
満
足
感
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
。
一
方
で
、
い
わ
ゆ
る

古
典
的
な
料
亭
の
和
食
な
ど
は
、
油
を
あ
ん

ま
り
使
っ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。
魚
と
野
菜

ぐ
ら
い
で
十
分
な
満
足
感
を
出
し
て
い
ま
す
。

見
た
目
の
美
し
さ
と
か
、
本
当
に
手
の
込
ん

だ
料
理
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
努
力
で
、

食
べ
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
我
々
の
満
足
感
が

補
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
感
じ
ま
す
。

山
納
　
普
通
の
人
っ
て
、
も
の
を
食
べ
る
と

い
う
と
き
に
、
案
外
保
守
的
で
す
よ
ね
。
コ

モ
ン
カ
フ
ェ
で
、
何
を
出
し
た
ら
お
客
さ
ん

が
入
る
か
と
い
う
と
、
カ
レ
ー
と
パ
ス
タ
と

オ
ム
ラ
イ
ス
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
理
由
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
昼
休
み
が

短
い
の
で
カ
レ
ー
な
ら
す
ぐ
出
て
く
る
だ
ろ

う
と
か
、
パ
ス
タ
な
ら
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

と
か
。
お
店
を
始
め
た
い
と
い
う
人
に
、「
お

客
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
料
理
を
出
す

と
き
は
苦
労
す
る
よ
」
と
よ
く
言
う
ん
で
す
。

人
は
、
自
分
が
食
べ
ら
れ
る
も
の
、
お
い
し

い
と
思
っ
た
こ
と
の
あ
る
も
の
、
と
い
う
割

と
狭
い
選
択
肢
の
な
か
で
選
ん
で
い
る
、
だ

か
ら
例
え
ば
も
の
す
ご
く
材
料
や
製
法
に
こ

だ
わ
っ
た
オ
ム
ラ
イ
ス
の
方
が
お
客
さ
ん
に

は
受
け
る
。

伏
木
　
絶
対
に
そ
う
思
い
ま
す
よ
。
食
べ
る

側
は
、
注
文
す
る
と
き
と
か
食
べ
よ
う
と
決

断
す
る
と
き
は
、
ほ
と
ん
ど
味
が
わ
か
っ
て

い
る
も
の
を
欲
し
が
る
。
全
く
え
た
い
の
知

れ
な
い
も
の
は
怖
く
て
ま
ず
頼
ま
な
い
で
す
。

い
ろ
い
ろ
珍
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
言
い

な
が
ら
海
外
旅
行
を
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
向
こ
う
へ
行
っ
た
ら
だ
い
た
い
、「
あ
、

こ
れ
日
本
の
○
○
に
似
て
る
」
と
か
言
っ
て

食
べ
る
わ
け
で
す
（
笑
）。「
こ
れ
日
本
の
ト

ン
カ
ツ
ね
」
と
言
い
な
が
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ェ
ル
を
食
べ
た
り
。
食
に
関

し
て
、
我
々
は
未
知
の
も
の
が
怖
い
ん
で
し

ょ
う
ね
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
だ
い
た
い
こ
の

よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、

初
め
て
自
分
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
身
を
守

る
た
め
に
大
事
な
こ
と
で
す
。

山
納
　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
料
理
で
、

車
麩
を
使
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
お
肉
の
味
の
も
の

に
し
た
り
、精
進
料
理
も
そ
う
で
す
が
、多
分
、

私
た
ち
の
食
べ
ら
れ
る
も
の
と
い
う
範
疇
に

う
ま
く
合
わ
せ
て
い
る
。

伏
木
　
そ
う
で
す
ね
。
材
料
が
わ
か
ら
な
い
、

味
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
の
は
手
を
出
し

に
く
い
で
す
よ
ね
。
食
べ
な
れ
た
安
心
感
と

い
う
の
は
大
き
い
で
す
。

山
下
　
と
こ
ろ
で
、
風
味
と
か
香
り
と
い
う

も
の
を
、
先
生
は
す
ご
く
大
事
に
し
て
お
ら

れ
ま
す
ね
。

伏
木
　
お
い
し
さ
は
ね
、
ほ
と
ん
ど
が
嗅
覚

か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。
鼻
を
つ
ま
む
と
何

も
味
が
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
甘
み
、
う

ま
み
、
酸
っ
ぱ
さ
、
そ
う
い
う
大
き
な
バ
ラ

ン
ス
も
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
あ
と
の
デ

ィ
テ
ー
ル
は
全
部
嗅
覚
だ
と
思
い
ま
す
。
味

覚
の
セ
ン
サ
ー
は
、
甘
み
が
１
種
類
、
酸
っ

ぱ
さ
も
１
種
類
、
苦
み
が
約
20
種
類
、
あ
と

そ
れ
ぞ
れ
１
種
類
ず
つ
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。

だ
か
ら
、
解
像
度
が
低
い
。
と
こ
ろ
が
、
に

お
い
の
セ
ン
サ
ー
は
４
０
０
種
類
ぐ
ら
い
あ

る
。
ネ
ズ
ミ
で
９
９
０
種
類
、
最
近
の
研
究

だ
と
ゾ
ウ
が
一
番
多
い
と
い
う
話
で
す
。

山
下
　
に
お
い
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
が
、
生

き
て
い
く
う
え
で
は
す
ご
く
必
要
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
今
、
家
庭

で
料
理
を
作
る
習
慣
が
だ
ん
だ
ん
揺
ら
い
で

き
て
い
ま
す
。
親
御
さ
ん
も
忙
し
い
の
で
、

あ
ん
ま
り
料
理
を
手
作
り
す
る
こ
と
に
重
き

を
置
い
た
ら
追
い
つ
め
る
こ
と
に
な
る
、
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
食
べ
る
と

き
の
香
り
と
か
風
味
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

誰
か
が
自
分
の
た
め
に
食
事
を
作
っ
て
く
れ

て
い
る
と
き
に
漂
う
香
り
も
含
め
て
、
家
庭

料
理
に
は
、
満
足
感
を
高
め
る
よ
う
な
、
も

う
少
し
大
切
な
意
味
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

伏
木
　「
な
ぜ
料
理
す
る
の
か
？
」
と
い
う

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
か
な
り
問
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
だ
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
は
ず
っ
と
あ

い
て
い
る
し
、
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
た
ら
配
達

も
あ
る
だ
ろ
う
し
。
そ
う
す
る
と
、
料
理
す

る
意
味
が
ま
だ
あ
る
の
か
。
例
え
ば
、
家
庭

で
服
を
作
る
と
い
う
の
は
、
昔
は
あ
り
ま
し

た
が
、
も
う
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

山
下
　
１
％
以
下
、
ま
あ
０
・
１
％
以
下
で

し
ょ
う
か
ね
。
ほ
と
ん
ど
趣
味
の
世
界
。
ミ

シ
ン
も
使
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
し
ね
。
や

は
り
既
製
品
の
技
術
と
自
分
で
作
る
技
術
の

差
が
大
き
く
な
る
と
手
作
り
は
難
し
い
ん
で

す
。

伏
木
　
手
作
り
の
料
理
も
、
こ
の
先
減
る
で

し
ょ
う
ね
。
ど
ん
ど
ん
自
分
の
や
れ
る
こ
と

を
、
い
わ
ゆ
る
専
門
の
業
者
な
り
、
専
門
の

人
た
ち
が
や
っ
て
い
っ
て
く
れ
て
い
る
。
や

っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
自
分
の
出
る

幕
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
よ
う

な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
、
最
後
は

や
は
り
趣
味
だ
ろ
う
な
と
。

山
下
　
で
も
、
ご
飯
を
炊
く
こ
と
自
体
は
、

今
は
本
当
に
簡
単
な
ん
で
す
よ
。
お
汁
を
作

れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
ご
飯

は
で
き
る
。

伏
木
　
ご
飯
は
炊
け
る
と
思
う
、
子
ど
も
で

も
ち
ゃ
ん
と
言
え
ば
炊
け
る
。
日
本
の
炊
飯

器
は
非
常
に
優
秀
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
ご
飯

が
炊
い
て
あ
る
と
、
あ
っ
た
か
い
ご
飯
が
あ

れ
ば
暮
ら
し
て
い
け
る
と
い
う
か
。

山
下
　
と
り
あ
え
ず
家
の
中
で
の
食
事
が
成

り
立
ち
ま
す
よ
ね
。

伏
木
　
そ
う
、
そ
し
て
、
ご
飯
が
あ
れ
ば
、

あ
と
は
冷
蔵
庫
で
も
開
け
て
何
か
引
っ
張
り

出
し
て
き
て
、
適
当
に
で
き
ま
す
。
ご
飯
は

も
の
す
ご
く
大
事
で
す
。

山
下
　
日
本
の
家
庭
料
理
は
、
縄
文
時
代
後

期
か
ら
続
く
米
飯
に
ま
た
収
斂
し
て
い
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

伏
木
　
と
こ
ろ
で
今
、
割
烹
が
す
ご
く
流
行

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
レ
ス
ト
ラ
ン

よ
り
も
ち
ょ
っ
と
家
庭
っ
ぽ
い
ん
で
す
よ
ね
。

向
こ
う
に
作
っ
て
い
る
人
が
い
て
、
話
も
で

き
る
。

山
納
　
カ
ウ
ン
タ
ー
割
烹
で
す
ね
。

伏
木
　
そ
う
、
カ
ウ
ン
タ
ー
。
あ
れ
は
、
こ

れ
か
ら
の
ス
タ
イ
ル
や
と
思
う
ん
で
す
。
家

で
も
、「
こ
れ
は
ど
こ
ど
こ
の
。
今
日
は
安

か
っ
て
ん
」
と
か
、
会
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
多
分
、
そ
れ
が
家
庭
の
香
り
の
ひ

と
つ
じ
ゃ
な
い
か
な
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ウ
エ

ー
タ
ー
さ
ん
が
運
ん
で
き
た
ら
、
作
っ
て
い

る
人
と
遮
断
さ
れ
ま
す
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の

割
烹
は
そ
の
あ
た
り
が
い
い
で
す
ね
。

山
納
　
普
段
、
飲
食
店
の
キ
ッ
チ
ン
で
ひ
た

す
ら
料
理
を
作
っ
て
い
る
子
が
、
週
に
１
、

２
回
の
休
み
の
日
に
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
で
料
理

を
出
し
て
い
る
の
で
、「
い
つ
も
同
じ
こ
と

を
し
て
る
ん
と
違
う
の
ん
？
」
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
目
の
前
の
人
に
対
し

て
「
ど
う
？
　
お
い
し
い
？
」
と
い
い
な
が

ら
作
る
こ
と
っ
て
、
多
分
別
体
験
な
ん
で
し

ょ
う
ね
。

伏
木
　
全
然
違
い
ま
す
ね
。
相
手
と
い
ろ
い

ろ
と
や
り
と
り
し
な
が
ら
作
っ
た
り
、
あ
る

い
は
い
た
だ
く
と
い
う
の
が
、
今
日
的
な
ん

で
し
ょ
う
ね
。

山
納
　
す
ご
く
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
コ
モ
ン

カ
フ
ェ
を
始
め
た
と
き
に
、
演
劇
、
音
楽
と

同
じ
よ
う
に
、
料
理
と
い
う
表
現
を
す
る
人

が
い
る
ん
だ
、
と
気
づ
き
ま
し
た
。
食
材
を

煮
た
り
焼
い
た
り
し
、
調
味
料
で
味
つ
け
を

し
た
り
し
て
、「
こ
れ
は
私
が
表
現
し
た
、

ど
う
で
す
か
？
」
っ
て
、
言
い
た
い
の
だ
と
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
お
い
し
い
で
す
」
と
か
「
こ

れ
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
の
」
と
言
わ
れ
た
い

で
す
よ
ね
。
食
べ
る
人
が
、
作
っ
た
人
が
ど

れ
だ
け
の
心
を
込
め
た
か
、
手
を
か
け
た
か
、

技
術
を
使
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
、

作
り
手
は
一
番
報
わ
れ
る
。
食
べ
手
の
リ
テ

ラ
シ
ー
を
上
げ
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
う
ん

で
す
。

山
下
　
子
ど
も
を
育
て
る
な
か
で
は
、
そ
う

い
う
食
べ
て
表
現
す
る
力
も
つ
け
て
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
で
す
か
。

伏
木
　
多
分
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
ま
ず

食
事
を
食
べ
て
、
そ
れ
を
褒
め
る
と
い
う
の

は
、
も
の
す
ご
く
重
要
な
素
養
や
と
思
う
ん

で
す
。

山
下
　
未
来
の
日
本
で
は
、
や
は
り
そ
う
い

う
ふ
う
に
言
葉
に
表
し
て
褒
め
る
こ
と
は
必

要
で
す
か
。

伏
木
　
い
や
、
日
本
の
未
来
と
い
う
よ
り
も

自
分
の
た
め
に
ね
。
家
で
褒
め
た
ら
次
ま
た

お
い
し
い
の
が
出
て
く
る
（
笑
）。
そ
れ
で
、

褒
め
な
か
っ
た
ら
多
分
料
理
の
腕
も
上
が
ら

な
い
。

山
納
　
演
劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
演
劇

を
や
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
、「
こ
う
い
う

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
や
っ
て
み

て
」
と
言
わ
れ
て
や
っ
て
み
て
、
そ
の
後
に

役
者
が
そ
れ
を
や
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
す

ご
い
技
を
使
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
。
料

理
で
も
、
普
通
に
料
理
を
作
る
だ
け
で
は
な

く
、
作
り
手
の
す
ご
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら
う

と
い
う
意
味
で
の
、
教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
あ
り
得
ま
す
ね
。
パ
ー
ト
ナ
ー
や
子
ど

も
が
、
お
母
さ
ん
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
っ
て
わ
か
る
た
め
の
教
室
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
。

山
下
　
そ
う
で
す
ね
。
３
カ
月
ぐ
ら
い
シ
ニ

ア
男
性
向
け
の
料
理
教
室
を
す
る
と
、
片
づ

け
も
含
め
て
奥
様
の
大
変
さ
が
わ
か
っ
て
、

こ
の
ご
ろ
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
女
房
が
喜
び
ま
し
た
み
た
い

な
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
（
笑
）。
だ
か
ら
、

や
は
り
食
べ
る
だ
け
の
人
じ
ゃ
な
く
て
、
自

分
も
作
っ
て
み
る
こ
と
で
、
ぐ
ん
と
世
界
が

広
が
り
ま
す
ね
。

伏
木
　
野
菜
作
り
な
ん
か
も
そ
う
で
す
よ
ね
。

自
分
で
育
て
た
も
の
は
少
々
曲
が
っ
て
い
て

も
、
小
さ
く
て
も
、
育
て
る
の
が
面
倒
で
も

お
い
し
か
っ
た
り
す
る
ね
。
あ
る
小
学
校
で
、

学
校
の
畑
で
ピ
ー
マ
ン
を
作
っ
て
、
そ
れ
を

収
穫
し
て
「
今
日
は
皆
さ
ん
が
作
っ
た
ピ
ー

マ
ン
で
す
よ
」
と
言
っ
て
給
食
に
出
し
て
い

る
。
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
、
ピ
ー

マ
ン
を
好
き
に
な
る
ん
だ
そ
う
で
す
。

山
納
　
自
分
が
作
り
手
と
し
て
参
加
し
た
か

ど
う
か
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
ね
。

山
下
　
今
、
女
性
た
ち
の
趣
味
が
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
か
ら
野
菜
作
り
に
広
が
っ
て
い
ま
す

ね
。
日
本
の
年
配
の
女
性
は
、
や
は
り
ま
だ

「
私
が
作
っ
た
料
理
」
と
強
く
主
張
し
な
い

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
私
が
自
分
で

育
て
た
ナ
ス
よ
」
と
は
言
え
る
の
で
、
野
菜

を
コ
ン
テ
ナ
で
ち
ょ
っ
と
作
っ
て
み
る
だ
け

で
会
話
が
増
え
る
。
奥
さ
ん
の
料
理
を
あ
ん

ま
り
褒
め
な
い
男
性
も
、
ま
だ
日
本
に
は
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
奥
さ
ん
と
一
緒
に
育
て

た
野
菜
を
褒
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
ね
。

山
納
　
僕
は
一
切
料
理
を
し
な
い
の
で
す
が
、

例
え
ば
カ
ウ
ン
タ
ー
割
烹
で
、「
あ
、
こ
の

食
材
を
こ
ん
な
ふ
う
に
使
っ
て
作
っ
て
い
る

ん
だ
」
と
い
う
こ
と
は
見
え
る
の
で
、
そ
こ

を
褒
め
ど
こ
ろ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

こ
の
人
は
こ
ん
な
に
す
ご
い
、
っ
て
わ
か
る

き
っ
か
け
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
は
な
る
ん
だ
ろ

う
な
と
い
う
。

伏
木
　
そ
う
で
す
ね
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
ま
な

板
の
う
え
で
刺
身
を
人
数
分
だ
け
ち
ょ
ち
ょ

っ
と
作
っ
て
、
も
う
そ
の
並
べ
方
自
身
が
美

し
い
ん
で
す
よ
。
変
に
褒
め
る
と
よ
そ
よ
そ

し
い
け
れ
ど
、「
ほ
う
ー
」
と
か
、「
ふ
う
ん
」

と
か
「
あ
、
そ
ん
な
ん
す
る
ん
や
」
と
か
言

っ
て
ね
。
思
わ
ず
「
へ
え
」
と
い
う
の
が
い

い
み
た
い
。

山
納
　
や
は
り
コ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
レ
ス
ポ

ン
ス
（
＊
２
）
み
た
い
な
も
の
は
要
る
ん
で

す
ね
。
家
庭
も
多
分
同
じ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

「
ほ
う
」
っ
て
い
う
声
と
か
。

伏
木
　
そ
う
そ
う
。
こ
っ
ち
が
、
い
い
レ
ス

ポ
ン
ス
だ
ろ
う
と
思
う
行
動
を
と
る
と
、
料

理
を
し
て
い
る
人
の
方
も「
こ
れ
は
ね…

…

」

と
言
っ
て
、
乗
り
出
し
て
く
る
。
そ
の
と
き
、

向
こ
う
は
「
あ
、
本
当
に
お
い
し
く
食
べ
て

る
な
」
と
喜
ん
で
い
る
し
、
こ
っ
ち
も
お
い

し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

山
下
　
お
互
い
に
お
い
し
さ
が
わ
か
る
ん
で

す
ね
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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やはりコール・アンド・
レスポンスみたいなものは

要るんですね。
家庭も多分

同じなんでしょうね。

Yamanoh Hiroshi

やはり
食べるだけの人じゃなくて、
自分も作ってみることで、
世界が広がりますね。

Yamashita Machiko

生
命
維
持
と
健
康
の

カ
ギ
は「
食
べ
か
た
」

お
い
し
さ
を
つ
な
ぐ

「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
」



丈
夫
か
し
ら
？
」
と
思
う
み
た
い
だ
け
ど
、

や
り
出
し
た
ら
す
ん
な
り
と
研
究
者
の
ひ
と

り
に
な
っ
て
い
る
。
今
の
料
理
人
さ
ん
た
ち

は
、
し
ゃ
べ
る
の
が
上
手
で
す
よ
ね
。
訴
え

る
力
が
す
ご
い
。
も
う
す
っ
か
り
研
究
者
で

す
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
３
人
が
本
当
に
京

都
大
学
の
大
学
院
生
に
な
り
ま
し
た
。

山
納
　
化
学
と
い
う
と
、「
分
子
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
」（
＊
１
）
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

伏
木
　
分
子
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
と
い
う
の
は

一
種
の
驚
か
せ
る
手
段
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

初
期
の
頃
に
は
新
鮮
さ
を
感
じ
て
い
た
ん
で

す
が
、
割
と
早
い
時
期
に
、
我
々
の
や
っ
て

い
る
科
学
は
、
多
分
そ
の
方
向
で
は
な
い
だ

ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
京
都

の
料
理
っ
て
見
か
け
は
絶
対
に
変
え
な
い
、

変
え
た
く
な
い
ん
で
す
。
伝
統
、
文
化
を
背

負
っ
て
い
る
し
ね
。
で
も
、
よ
そ
か
ら
は
イ

タ
リ
ア
料
理
も
来
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
も

来
る
し
、
そ
う
い
う
な
か
で
競
争
を
し
な
き

ゃ
な
ら
な
い
。
じ
ゃ
あ
、
見
か
け
を
変
え
な

い
で
う
ん
と
お
い
し
い
も
の
を
作
ら
な
い
と

負
け
ち
ゃ
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
京
料
理
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
す
れ
ば
、
本
質
的
に
お
い

し
く
で
き
る
か
。
そ
の
た
め
に
、
筋
道
と
い

う
か
、
考
え
方
や
整
理
の
し
か
た
、
科
学
的

な
素
養
を
身
に
つ
け
た
い
と
。
議
論
を
し
て

い
る
と
き
に
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
と
科
学
的

な
裏
づ
け
を
求
め
て
く
る
。
彼
ら
は
科
学
的

な
こ
と
を
身
に
つ
け
る
と
、
絶
対
に
自
分
の

料
理
が
お
い
し
く
な
る
と
い
う
ふ
う
に
信
じ

て
い
る
。

山
下
　
だ
か
ら
、
す
ご
く
熱
心
で
す
よ
ね
。

こ
れ
は
き
っ
と
京
料
理
だ
け
で
な
く
京
都
の

地
域
力
に
な
り
ま
す
ね
。

伏
木
　
え
え
、
絶
対
に
そ
う
な
る
と
思
い
ま

す
。
京
料
理
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
伸
び
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
あ
の
人
た
ち
を
見
て
い

た
ら
思
い
ま
す
ね
。

山
納
　
大
阪
で
は
、
商
工
会
議
所
が
「
食
の

都
・
大
阪
」
事
業
と
し
て
、
大
阪
ら
し
い
料

理
を
料
理
人
に
考
え
て
も
ら
い
コ
ン
テ
ス
ト

を
し
て
、
選
ば
れ
た
も
の
を
一
定
期
間
そ
れ

ぞ
れ
の
店
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
、
料
理
人

の
育
成
支
援
と
大
阪
の
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

山
下
　
山
納
さ
ん
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ

ン
を
す
る
立
場
か
ら
、
大
阪
で
カ
フ
ェ
の
運

営
に
関
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

山
納
　「
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
」
と
い
う
、
20
坪

く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
か
つ
て
大
阪
ガ

ス
グ
ル
ー
プ
が
運
営
し
て
い
た
扇
町
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ス
ク
エ
ア
と
い
う
劇
場
が
２
０
０
３

年
に
閉
館
し
た
後
、
演
劇
や
ア
ー
ト
に
関
わ

る
人
た
ち
の
表
現
の
場
所
を
つ
く
り
た
い
と

思
っ
て
、
出
し
た
結
論
が
カ
フ
ェ
を
つ
く
る

こ
と
で
し
た
。

山
下
　
哲
学
カ
フ
ェ
と
か
、
今
の
コ
モ
ン
カ

フ
ェ
の
よ
う
な
形
で
、
カ
フ
ェ
が
地
域
活
性

化
の
切
り
口
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

山
納
　
カ
フ
ェ
と
い
う
言
葉
が
こ
れ
だ
け
出

回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
９
０
年
代

の
後
半
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
喫
茶
店
で
し

た
。
80
年
代
に
カ
フ
ェ
バ
ー
と
い
う
も
の
が

流
行
っ
た
り
し
た
ん
で
す
が
、
90
年
代
後
半

に
な
っ
て
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が
入
っ
て
き

た
り
、
フ
レ
ン
チ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
カ
フ
ェ

と
い
う
業
態
を
始
め
た
り
、
個
人
で
開
業
す

る
人
が
増
え
た
り…

…

。
カ
フ
ェ
と
い
う
言

葉
が
、
多
分
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に

な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
先
、
拡
大
し
て
使
わ
れ

る
こ
と
が
非
常
に
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、

２
０
０
０
年
前
後
に
起
業
家
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
人
が
集
ま
っ
て
交
流
す
る
場

を
「
ビ
ズ
カ
フ
ェ
」
と
呼
ん
で
い
た
時
期
が

あ
っ
た
り
。
今
で
も
、
全
く
飲
食
物
も
出
な

い
け
れ
ど
、
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
な
ど
人
の

集
ま
り
や
勉
強
会
な
ど
を
「
カ
フ
ェ
」
と
呼

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
続
い
て
い
る
感
じ
が
し

ま
す
。

山
下
　
伏
木
先
生
は
、
専
門
の
ご
研
究
と
は

別
に
、
２
０
０
６
年
に
、
日
本
料
理
ア
カ
デ

ミ
ー
と
の
活
動
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
ね
。
よ

り
実
践
的
な
活
動
で
す
ね
。

伏
木
　
料
理
す
る
人
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し

た
と
い
う
の
は
、
も
の
す
ご
く
大
き
な
転
機

で
し
た
ね
。
も
と
も
と
実
験
科
学
者
で
す
か

ら
、
ラ
ボ
以
外
で
は
、
ほ
と
ん
ど
仕
事
に
な

ら
ず
、
一
番
人
と
出
会
い
に
く
い
タ
イ
プ
の

研
究
で
す
。
そ
れ
が
、
料
理
人
の
人
た
ち
に
、

な
ぜ
か
無
理
や
り
引
っ
張
り
込
ま
れ
た
ね
。

で
も
、
京
料
理
の
人
た
ち
は
も
の
す
ご
く
お

も
し
ろ
か
っ
た
。
老
舗
料
亭
の
２
代
目
、
３

代
目
、
15
代
目
み
た
い
な
人
た
ち
ば
っ
か
り

の
集
ま
り
な
ん
で
す
け
れ
ど
。
料
理
人
と
研

究
者
は
相
性
が
い
い
で
す
。
ど
こ
か
似
た
と

こ
ろ
が
あ
る
ね
。
京
都
の
料
理
人
の
人
た
ち

っ
て
本
当
に
す
ご
い
時
間
を
か
け
て
研
さ
ん

し
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
表
に
あ
ん
ま
り
出
さ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
、
あ
の
粋
が

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

山
下
　
皆
さ
ん
、
発
表
の
機
会
を
と
て
も
喜

ん
で
お
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
学
会
と
い
う
よ
う

な
形
で
発
表
し
て
お
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

伏
木
　
は
い
。
学
会
、
ま
さ
に
「
学
術
的
な

学
会
に
来
て
み
な
い
？
」
と
か
引
っ
張
る
ん

で
す
よ
。そ
う
す
る
と
、最
初
は
す
ご
く「
大

伏
木
　
そ
う
い
え
ば
、
東
京
・
霞
が
関
の
近

く
に
飲
み
屋
さ
ん
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
こ

で
省
庁
間
の
い
ろ
い
ろ
な
協
議
と
か
、
あ
る

い
は
何
と
か
っ
て
そ
の
辺
で
か
な
り
や
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
あ
れ
は
カ
フ
ェ
で
す
よ

ね
。
い
わ
ば
飲
み
な
が
ら
も
含
め
て
議
論
が

で
き
る
。
料
亭
と
か
で
は
な
く
、
実
務
を
し

て
い
る
人
同
士
が
、
お
た
く
の
省
で
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
と
か
、
そ
う
い
う
本
音
の
部

分
で
話
を
す
る
と
い
う
意
味
で
、
カ
フ
ェ
に

通
じ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

山
下
　
伏
木
先
生
は
、
日
本
が
成
熟
社
会
に

な
っ
て
い
く
う
え
で
の
食
の
位
置
づ
け
に
関

し
て
、「
い
ま
、
食
の
求
心
力
が
弱
く
な
っ

て
い
る
」「
食
事
と
い
う
習
慣
を
大
切
に
守

っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
」「
和
食
を
き
ち
ん

と
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と
」「
食
の
快
楽
に

節
度
と
品
位
を
」、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
言

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
（『
い
ま
「
食
べ
る
こ

と
」
を
問
う―

本
能
と
文
化
の
視
点
か

ら
』
サ
ン
ト
リ
ー
次
世
代
研
究
所
企
画
・
編

集
、
伏
木
亨
・
山
極
寿
一
編
著
、
２
０
０
６

年
、
人
間
選
書
）。

伏
木
　
僕
ら
が
ま
だ
高
校
生
く
ら
い
の
と
き

ま
で
は
、
日
本
は
欠
乏
の
時
代
だ
っ
た
の
で
、

食
べ
る
こ
と
は
非
常
に
良
い
こ
と
だ
っ
た
。

あ
る
意
味
で
第
一
義
的
に
大
事
だ
と
思
わ
れ

て
い
た
。や
が
て
、経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
て
、

贅
沢
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
と
、
肥
満
の
問

題
と
か
、
過
剰
な
栄
養
、
食
べ
過
ぎ
る
と
い

う
問
題
が
出
て
き
た
。
そ
う
す
る
と
、
む
し

ろ
自
分
の
な
か
で
適
当
な
節
度
を
持
っ
て
食

べ
な
い
と
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
き
る
と
い

う
、
全
く
違
う
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
急
激

に
ね
。

山
下
　
生
活
習
慣
病
な
ど
、
そ
こ
で
起
こ
っ

た
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
、
今
の
食
の
問
題
の

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

伏
木
　「
食
べ
た
い
」
と
い
う
欲
求
を
満
た

す
こ
と
は
、
生
命
維
持
に
は
す
ご
く
大
事
な

ん
で
す
。
で
も
、
お
い
し
か
っ
た
ら
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
そ
も
そ
も
、
満
腹
感

と
い
う
も
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
欠
乏

の
時
代
に
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
栄
養
素
を

と
る
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
、

そ
れ
に
従
っ
て
食
べ
る
と
、
だ
い
た
い
食
べ

過
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
の

機
会
に
食
べ
て
し
ま
お
う
、
と
い
っ
た
感
じ

で
。
だ
か
ら
、
満
腹
感
を
感
じ
る
前
に
食
べ

る
の
を
や
め
る
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
大

変
な
こ
と
で
。

山
下
　
そ
れ
が
、
節
度
。

伏
木
　
節
度
で
す
ね
。
節
度
と
い
う
も
の
を

持
た
な
い
と
、
や
は
り
不
満
が
起
き
る
し
、

生
活
習
慣
病
は
あ
る
し
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
ん
で
す
。
で
も
個
人
の
意
識
だ
け
で
節
度

を
保
つ
の
は
な
か
な
か
難
し
く
て
、
い
ろ
い

ろ
仕
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
カ
ロ
リ

ー
を
た
く
さ
ん
と
る
こ
と
に
よ
る
満
足
感
だ

け
に
頼
っ
て
い
る
と
、
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
。

例
え
ば
、
食
の
文
化
と
か
、
食
器
は
美
し
い

と
か
、
よ
い
「
し
つ
ら
え
」
と
か
、
そ
う
い

う
視
覚
的
な
、
あ
る
い
は
文
化
的
な
満
足
感

と
一
緒
に
な
っ
て
初
め
て
、
多
分
適
当
な
と

こ
ろ
で
満
足
感
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
最
近
思
う
の
で
す
。

山
下
　
ひ
と
り
で
食
べ
て
い
る
状
態
、「
個

食
」
で
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

伏
木
　
個
食
だ
と
、
寂
し
い
の
で
、
余
計
に

だ
ら
だ
ら
と
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
ま

た
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
で
は
、
食
器
が

粗
末
な
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
で
、
そ
れ

に
よ
る
満
足
感
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
。
一
方
で
、
い
わ
ゆ
る

古
典
的
な
料
亭
の
和
食
な
ど
は
、
油
を
あ
ん

ま
り
使
っ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。
魚
と
野
菜

ぐ
ら
い
で
十
分
な
満
足
感
を
出
し
て
い
ま
す
。

見
た
目
の
美
し
さ
と
か
、
本
当
に
手
の
込
ん

だ
料
理
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
努
力
で
、

食
べ
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
我
々
の
満
足
感
が

補
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
感
じ
ま
す
。

山
納
　
普
通
の
人
っ
て
、
も
の
を
食
べ
る
と

い
う
と
き
に
、
案
外
保
守
的
で
す
よ
ね
。
コ

モ
ン
カ
フ
ェ
で
、
何
を
出
し
た
ら
お
客
さ
ん

が
入
る
か
と
い
う
と
、
カ
レ
ー
と
パ
ス
タ
と

オ
ム
ラ
イ
ス
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
理
由
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
昼
休
み
が

短
い
の
で
カ
レ
ー
な
ら
す
ぐ
出
て
く
る
だ
ろ

う
と
か
、
パ
ス
タ
な
ら
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

と
か
。
お
店
を
始
め
た
い
と
い
う
人
に
、「
お

客
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
料
理
を
出
す

と
き
は
苦
労
す
る
よ
」
と
よ
く
言
う
ん
で
す
。

人
は
、
自
分
が
食
べ
ら
れ
る
も
の
、
お
い
し

い
と
思
っ
た
こ
と
の
あ
る
も
の
、
と
い
う
割

と
狭
い
選
択
肢
の
な
か
で
選
ん
で
い
る
、
だ

か
ら
例
え
ば
も
の
す
ご
く
材
料
や
製
法
に
こ

だ
わ
っ
た
オ
ム
ラ
イ
ス
の
方
が
お
客
さ
ん
に

は
受
け
る
。

伏
木
　
絶
対
に
そ
う
思
い
ま
す
よ
。
食
べ
る

側
は
、
注
文
す
る
と
き
と
か
食
べ
よ
う
と
決

断
す
る
と
き
は
、
ほ
と
ん
ど
味
が
わ
か
っ
て

い
る
も
の
を
欲
し
が
る
。
全
く
え
た
い
の
知

れ
な
い
も
の
は
怖
く
て
ま
ず
頼
ま
な
い
で
す
。

い
ろ
い
ろ
珍
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
言
い

な
が
ら
海
外
旅
行
を
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
向
こ
う
へ
行
っ
た
ら
だ
い
た
い
、「
あ
、

こ
れ
日
本
の
○
○
に
似
て
る
」
と
か
言
っ
て

食
べ
る
わ
け
で
す
（
笑
）。「
こ
れ
日
本
の
ト

ン
カ
ツ
ね
」
と
言
い
な
が
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ェ
ル
を
食
べ
た
り
。
食
に
関

し
て
、
我
々
は
未
知
の
も
の
が
怖
い
ん
で
し

ょ
う
ね
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
だ
い
た
い
こ
の

よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、

初
め
て
自
分
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
身
を
守

る
た
め
に
大
事
な
こ
と
で
す
。

山
納
　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
料
理
で
、

車
麩
を
使
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
お
肉
の
味
の
も
の

に
し
た
り
、精
進
料
理
も
そ
う
で
す
が
、多
分
、

私
た
ち
の
食
べ
ら
れ
る
も
の
と
い
う
範
疇
に

う
ま
く
合
わ
せ
て
い
る
。

伏
木
　
そ
う
で
す
ね
。
材
料
が
わ
か
ら
な
い
、

味
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
の
は
手
を
出
し

に
く
い
で
す
よ
ね
。
食
べ
な
れ
た
安
心
感
と

い
う
の
は
大
き
い
で
す
。

山
下
　
と
こ
ろ
で
、
風
味
と
か
香
り
と
い
う

も
の
を
、
先
生
は
す
ご
く
大
事
に
し
て
お
ら

れ
ま
す
ね
。

伏
木
　
お
い
し
さ
は
ね
、
ほ
と
ん
ど
が
嗅
覚

か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。
鼻
を
つ
ま
む
と
何

も
味
が
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
甘
み
、
う

ま
み
、
酸
っ
ぱ
さ
、
そ
う
い
う
大
き
な
バ
ラ

ン
ス
も
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
あ
と
の
デ

ィ
テ
ー
ル
は
全
部
嗅
覚
だ
と
思
い
ま
す
。
味

覚
の
セ
ン
サ
ー
は
、
甘
み
が
１
種
類
、
酸
っ

ぱ
さ
も
１
種
類
、
苦
み
が
約
20
種
類
、
あ
と

そ
れ
ぞ
れ
１
種
類
ず
つ
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。

だ
か
ら
、
解
像
度
が
低
い
。
と
こ
ろ
が
、
に

お
い
の
セ
ン
サ
ー
は
４
０
０
種
類
ぐ
ら
い
あ

る
。
ネ
ズ
ミ
で
９
９
０
種
類
、
最
近
の
研
究

だ
と
ゾ
ウ
が
一
番
多
い
と
い
う
話
で
す
。

山
下
　
に
お
い
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
が
、
生

き
て
い
く
う
え
で
は
す
ご
く
必
要
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
今
、
家
庭

で
料
理
を
作
る
習
慣
が
だ
ん
だ
ん
揺
ら
い
で

き
て
い
ま
す
。
親
御
さ
ん
も
忙
し
い
の
で
、

あ
ん
ま
り
料
理
を
手
作
り
す
る
こ
と
に
重
き

を
置
い
た
ら
追
い
つ
め
る
こ
と
に
な
る
、
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
食
べ
る
と

き
の
香
り
と
か
風
味
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

誰
か
が
自
分
の
た
め
に
食
事
を
作
っ
て
く
れ

て
い
る
と
き
に
漂
う
香
り
も
含
め
て
、
家
庭

料
理
に
は
、
満
足
感
を
高
め
る
よ
う
な
、
も

う
少
し
大
切
な
意
味
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

伏
木
　「
な
ぜ
料
理
す
る
の
か
？
」
と
い
う

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
か
な
り
問
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
だ
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
は
ず
っ
と
あ

い
て
い
る
し
、
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
た
ら
配
達

も
あ
る
だ
ろ
う
し
。
そ
う
す
る
と
、
料
理
す

る
意
味
が
ま
だ
あ
る
の
か
。
例
え
ば
、
家
庭

で
服
を
作
る
と
い
う
の
は
、
昔
は
あ
り
ま
し

た
が
、
も
う
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

山
下
　
１
％
以
下
、
ま
あ
０
・
１
％
以
下
で

し
ょ
う
か
ね
。
ほ
と
ん
ど
趣
味
の
世
界
。
ミ

シ
ン
も
使
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
し
ね
。
や

は
り
既
製
品
の
技
術
と
自
分
で
作
る
技
術
の

差
が
大
き
く
な
る
と
手
作
り
は
難
し
い
ん
で

す
。

伏
木
　
手
作
り
の
料
理
も
、
こ
の
先
減
る
で

し
ょ
う
ね
。
ど
ん
ど
ん
自
分
の
や
れ
る
こ
と

を
、
い
わ
ゆ
る
専
門
の
業
者
な
り
、
専
門
の

人
た
ち
が
や
っ
て
い
っ
て
く
れ
て
い
る
。
や

っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
自
分
の
出
る

幕
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
よ
う

な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
、
最
後
は

や
は
り
趣
味
だ
ろ
う
な
と
。

山
下
　
で
も
、
ご
飯
を
炊
く
こ
と
自
体
は
、

今
は
本
当
に
簡
単
な
ん
で
す
よ
。
お
汁
を
作

れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
ご
飯

は
で
き
る
。

伏
木
　
ご
飯
は
炊
け
る
と
思
う
、
子
ど
も
で

も
ち
ゃ
ん
と
言
え
ば
炊
け
る
。
日
本
の
炊
飯

器
は
非
常
に
優
秀
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
ご
飯

が
炊
い
て
あ
る
と
、
あ
っ
た
か
い
ご
飯
が
あ

れ
ば
暮
ら
し
て
い
け
る
と
い
う
か
。

山
下
　
と
り
あ
え
ず
家
の
中
で
の
食
事
が
成

り
立
ち
ま
す
よ
ね
。

伏
木
　
そ
う
、
そ
し
て
、
ご
飯
が
あ
れ
ば
、

あ
と
は
冷
蔵
庫
で
も
開
け
て
何
か
引
っ
張
り

出
し
て
き
て
、
適
当
に
で
き
ま
す
。
ご
飯
は

も
の
す
ご
く
大
事
で
す
。

山
下
　
日
本
の
家
庭
料
理
は
、
縄
文
時
代
後

期
か
ら
続
く
米
飯
に
ま
た
収
斂
し
て
い
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

伏
木
　
と
こ
ろ
で
今
、
割
烹
が
す
ご
く
流
行

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
レ
ス
ト
ラ
ン

よ
り
も
ち
ょ
っ
と
家
庭
っ
ぽ
い
ん
で
す
よ
ね
。

向
こ
う
に
作
っ
て
い
る
人
が
い
て
、
話
も
で

き
る
。

山
納
　
カ
ウ
ン
タ
ー
割
烹
で
す
ね
。

伏
木
　
そ
う
、
カ
ウ
ン
タ
ー
。
あ
れ
は
、
こ

れ
か
ら
の
ス
タ
イ
ル
や
と
思
う
ん
で
す
。
家

で
も
、「
こ
れ
は
ど
こ
ど
こ
の
。
今
日
は
安

か
っ
て
ん
」
と
か
、
会
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
多
分
、
そ
れ
が
家
庭
の
香
り
の
ひ

と
つ
じ
ゃ
な
い
か
な
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ウ
エ

ー
タ
ー
さ
ん
が
運
ん
で
き
た
ら
、
作
っ
て
い

る
人
と
遮
断
さ
れ
ま
す
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の

割
烹
は
そ
の
あ
た
り
が
い
い
で
す
ね
。

山
納
　
普
段
、
飲
食
店
の
キ
ッ
チ
ン
で
ひ
た

す
ら
料
理
を
作
っ
て
い
る
子
が
、
週
に
１
、

２
回
の
休
み
の
日
に
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
で
料
理

を
出
し
て
い
る
の
で
、「
い
つ
も
同
じ
こ
と

を
し
て
る
ん
と
違
う
の
ん
？
」
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
目
の
前
の
人
に
対
し

て
「
ど
う
？
　
お
い
し
い
？
」
と
い
い
な
が

ら
作
る
こ
と
っ
て
、
多
分
別
体
験
な
ん
で
し

ょ
う
ね
。

伏
木
　
全
然
違
い
ま
す
ね
。
相
手
と
い
ろ
い

ろ
と
や
り
と
り
し
な
が
ら
作
っ
た
り
、
あ
る

い
は
い
た
だ
く
と
い
う
の
が
、
今
日
的
な
ん

で
し
ょ
う
ね
。

山
納
　
す
ご
く
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
コ
モ
ン

カ
フ
ェ
を
始
め
た
と
き
に
、
演
劇
、
音
楽
と

同
じ
よ
う
に
、
料
理
と
い
う
表
現
を
す
る
人

が
い
る
ん
だ
、
と
気
づ
き
ま
し
た
。
食
材
を

煮
た
り
焼
い
た
り
し
、
調
味
料
で
味
つ
け
を

し
た
り
し
て
、「
こ
れ
は
私
が
表
現
し
た
、

ど
う
で
す
か
？
」
っ
て
、
言
い
た
い
の
だ
と
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
お
い
し
い
で
す
」
と
か
「
こ

れ
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
の
」
と
言
わ
れ
た
い

で
す
よ
ね
。
食
べ
る
人
が
、
作
っ
た
人
が
ど

れ
だ
け
の
心
を
込
め
た
か
、
手
を
か
け
た
か
、

技
術
を
使
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
、

作
り
手
は
一
番
報
わ
れ
る
。
食
べ
手
の
リ
テ

ラ
シ
ー
を
上
げ
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
う
ん

で
す
。

山
下
　
子
ど
も
を
育
て
る
な
か
で
は
、
そ
う

い
う
食
べ
て
表
現
す
る
力
も
つ
け
て
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
で
す
か
。

伏
木
　
多
分
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
ま
ず

食
事
を
食
べ
て
、
そ
れ
を
褒
め
る
と
い
う
の

は
、
も
の
す
ご
く
重
要
な
素
養
や
と
思
う
ん

で
す
。

山
下
　
未
来
の
日
本
で
は
、
や
は
り
そ
う
い

う
ふ
う
に
言
葉
に
表
し
て
褒
め
る
こ
と
は
必

要
で
す
か
。

伏
木
　
い
や
、
日
本
の
未
来
と
い
う
よ
り
も

自
分
の
た
め
に
ね
。
家
で
褒
め
た
ら
次
ま
た

お
い
し
い
の
が
出
て
く
る
（
笑
）。
そ
れ
で
、

褒
め
な
か
っ
た
ら
多
分
料
理
の
腕
も
上
が
ら

な
い
。

山
納
　
演
劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
演
劇

を
や
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
、「
こ
う
い
う

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
や
っ
て
み

て
」
と
言
わ
れ
て
や
っ
て
み
て
、
そ
の
後
に

役
者
が
そ
れ
を
や
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
す

ご
い
技
を
使
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
。
料

理
で
も
、
普
通
に
料
理
を
作
る
だ
け
で
は
な

く
、
作
り
手
の
す
ご
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら
う

と
い
う
意
味
で
の
、
教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
あ
り
得
ま
す
ね
。
パ
ー
ト
ナ
ー
や
子
ど

も
が
、
お
母
さ
ん
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
っ
て
わ
か
る
た
め
の
教
室
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
。

山
下
　
そ
う
で
す
ね
。
３
カ
月
ぐ
ら
い
シ
ニ

ア
男
性
向
け
の
料
理
教
室
を
す
る
と
、
片
づ

け
も
含
め
て
奥
様
の
大
変
さ
が
わ
か
っ
て
、

こ
の
ご
ろ
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
女
房
が
喜
び
ま
し
た
み
た
い

な
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
（
笑
）。
だ
か
ら
、

や
は
り
食
べ
る
だ
け
の
人
じ
ゃ
な
く
て
、
自

分
も
作
っ
て
み
る
こ
と
で
、
ぐ
ん
と
世
界
が

広
が
り
ま
す
ね
。

伏
木
　
野
菜
作
り
な
ん
か
も
そ
う
で
す
よ
ね
。

自
分
で
育
て
た
も
の
は
少
々
曲
が
っ
て
い
て

も
、
小
さ
く
て
も
、
育
て
る
の
が
面
倒
で
も

お
い
し
か
っ
た
り
す
る
ね
。
あ
る
小
学
校
で
、

学
校
の
畑
で
ピ
ー
マ
ン
を
作
っ
て
、
そ
れ
を

収
穫
し
て
「
今
日
は
皆
さ
ん
が
作
っ
た
ピ
ー

マ
ン
で
す
よ
」
と
言
っ
て
給
食
に
出
し
て
い

る
。
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
、
ピ
ー

マ
ン
を
好
き
に
な
る
ん
だ
そ
う
で
す
。

山
納
　
自
分
が
作
り
手
と
し
て
参
加
し
た
か

ど
う
か
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
ね
。

山
下
　
今
、
女
性
た
ち
の
趣
味
が
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
か
ら
野
菜
作
り
に
広
が
っ
て
い
ま
す

ね
。
日
本
の
年
配
の
女
性
は
、
や
は
り
ま
だ

「
私
が
作
っ
た
料
理
」
と
強
く
主
張
し
な
い

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
私
が
自
分
で

育
て
た
ナ
ス
よ
」
と
は
言
え
る
の
で
、
野
菜

を
コ
ン
テ
ナ
で
ち
ょ
っ
と
作
っ
て
み
る
だ
け

で
会
話
が
増
え
る
。
奥
さ
ん
の
料
理
を
あ
ん

ま
り
褒
め
な
い
男
性
も
、
ま
だ
日
本
に
は
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
奥
さ
ん
と
一
緒
に
育
て

た
野
菜
を
褒
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
ね
。

山
納
　
僕
は
一
切
料
理
を
し
な
い
の
で
す
が
、

例
え
ば
カ
ウ
ン
タ
ー
割
烹
で
、「
あ
、
こ
の

食
材
を
こ
ん
な
ふ
う
に
使
っ
て
作
っ
て
い
る

ん
だ
」
と
い
う
こ
と
は
見
え
る
の
で
、
そ
こ

を
褒
め
ど
こ
ろ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

こ
の
人
は
こ
ん
な
に
す
ご
い
、
っ
て
わ
か
る

き
っ
か
け
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
は
な
る
ん
だ
ろ

う
な
と
い
う
。

伏
木
　
そ
う
で
す
ね
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
ま
な

板
の
う
え
で
刺
身
を
人
数
分
だ
け
ち
ょ
ち
ょ

っ
と
作
っ
て
、
も
う
そ
の
並
べ
方
自
身
が
美

し
い
ん
で
す
よ
。
変
に
褒
め
る
と
よ
そ
よ
そ

し
い
け
れ
ど
、「
ほ
う
ー
」
と
か
、「
ふ
う
ん
」

と
か
「
あ
、
そ
ん
な
ん
す
る
ん
や
」
と
か
言

っ
て
ね
。
思
わ
ず
「
へ
え
」
と
い
う
の
が
い

い
み
た
い
。

山
納
　
や
は
り
コ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
レ
ス
ポ

ン
ス
（
＊
２
）
み
た
い
な
も
の
は
要
る
ん
で

す
ね
。
家
庭
も
多
分
同
じ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

「
ほ
う
」
っ
て
い
う
声
と
か
。

伏
木
　
そ
う
そ
う
。
こ
っ
ち
が
、
い
い
レ
ス

ポ
ン
ス
だ
ろ
う
と
思
う
行
動
を
と
る
と
、
料

理
を
し
て
い
る
人
の
方
も「
こ
れ
は
ね…

…

」

と
言
っ
て
、
乗
り
出
し
て
く
る
。
そ
の
と
き
、

向
こ
う
は
「
あ
、
本
当
に
お
い
し
く
食
べ
て

る
な
」
と
喜
ん
で
い
る
し
、
こ
っ
ち
も
お
い

し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

山
下
　
お
互
い
に
お
い
し
さ
が
わ
か
る
ん
で

す
ね
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京都大学大学院農学研
究科教授。1953年生まれ。
京都大学大学院農学研
究科食品工学専攻博士
課程修了。専門は栄養化
学。おいしさの脳科学や
食品・香料の生理機能な
ど幅広く研究。著書に『子
供を救う給食革命』『うま
さ究める』『おいしさを科
学する』『魔法の舌』ほか。
2014年紫綬褒章受章。

伏木 亨
Fushiki Toru

大阪ガス㈱都市魅力研究
室室長。common cafeプ
ロデューサー。1993年大
阪ガス㈱入社。神戸アート
ビレッジセンター、扇町ミュ
ージアムスクエア、メビック
扇町などで企画・プロデュ
ースに携わる。2010年より
大阪ガス㈱近畿圏部にお
いて地域活性化、社会貢
献事業に関わる。2013年
より現職。

山納 洋
Yamanoh Hiroshi

大阪ガス㈱エネルギー・文
化研究所研究員。1979年
京都府立大学卒業。京都
府立大学博士（学術）、同
大学共同研究員、近畿大
学非常勤講師、管理栄養
士、消費生活アドバイザー。
家庭食の変化、火と食文
化、調理と脳の活性化を
研究。『食の文化フォーラ
ム30 火と食』（共著）。

山下 満智子
Yamashita Machiko
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（
＊
１
）分
子
美
食
学
と
訳
さ
れ
る
。本
来
は
調
理
に
よ
る
食
品
の
変

化
を
化
学
的・物
理
的
に
解
析
し
、経
験
や
勘
に
頼
っ
て
伝
え
ら
れ
て

き
た
調
理
技
術
や
コ
ツ
に
科
学
的
実
証
を
与
え
る
な
ど
し
て
、味・舌

触
り・見
た
目
等
へ
の
影
響
を
研
究
す
る
分
野
を
指
す
。転
じ
て
、最

近
で
は
、液
体
窒
素
や
ア
ル
ギ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
等
を
使
っ
て
食
材
の

食
感
な
ど
に
変
化
を
与
え
、驚
き
や
楽
し
み
を
引
き
出
す
前
衛
的

な
調
理
ス
タ
イ
ル（「
分
子
調
理
法
」）が
こ
う
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

る
。

（
＊
２
）音
楽
で
、主
と
な
る
演
奏
者・歌
手
と
、そ
の
他
の
演
奏
者・歌

手
が
呼
応
し
て
演
奏
す
る
掛
け
合
い
形
式
の
こ
と
。ゴ
ス
ペ
ル
な
ど
に

見
ら
れ
る
。ま
た
、コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
演
奏
者
が
観
客
に
呼
び
か
け
、

そ
れ
に
観
客
が
応
え
る
こ
と
を
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
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明日の食について考えるための10冊
日本の家庭食と、それをとりまく古今の事象や

まなざしに関する著作を中心に
10冊を選びました。

「食」というひとつの覗き穴から、
日本人が築き上げてきた家庭と
その文化について、深く知ることが

できるかもしれません。

7 8 9 10 5 4 3 2 16

Number

戦後しばらくまで、日本の家庭
での食事の場として最も一般的
であったちゃぶ台。これをひと
つの入り口として、家庭におい
てどのような「場」で人が食事
をしてきたのか、民族学や歴史
研究、聞き取り調査結果等をも
とに考察する。場の変化は食べ
方やマナーの変化にも通じると
いうことを身近な例からも再認
識できる。

石毛 直道著
中公叢書／2005年

Number

和食の歴史に始まり、伝統食の
地域性、食材の生産と流通、未
来へ視線を向けた人生を通じて
の食育の実態まで、食をめぐる
専門家がそれぞれの見地から参
加した共同研究がまとめられて
いる。日本の食とはどのような
ものか、全体像を概説的に知る
ことができ、入門書としても最
適な一冊。

熊倉 功夫監修・江原 絢子編著
アイ・ケイ コーポレーション／2014年

『和食と食育』

Number

世界24カ国・30家族をルポした、
地球規模の「食」の現在。テー
ブルや食材が物語るのは、政治
経済や宗教、家族のコミュニケ
ーションの多様さだが、いっぽ
うで同一性も垣間見えてくるの
が興味深い。食ほど、グローバ
リゼーションの影響が強く反映
されるものはないのだろう。

ピーター・メンツェル、フェイス・ダルー
ジオ著　TOTO出版／2006年

『地球の食卓
世界24か国の家族のごはん』

『フードファディズム
メディアに惑わされない食生活』

『食卓文明論
チャブ台はどこへ消えた？』

Number

派手で高価な「美食」でも、安
易な「ファスト食」でも、オー
ガニックにこだわりすぎた「自
然食」でもない。家庭でつくる
ごく当たり前のシンプル料理が、
今、最も贅沢なのである！　IT
やメディアをキュレーションす
る気鋭のジャーナリストが示す、
新しい食の価値基準。実践的レ
シピ付き。

佐々木 俊尚著
マガジンハウス／2014年

『簡単、なのに美味い！
家めしこそ、
最高のごちそうである。』

Number

庶民的な食堂から、日本人も知
らない超名店まで。家族を巻き
込んで臨む、弾丸食べ歩きツア
ーに業界の第一人者らへの取材
を加え、英国流アイロニーとユ
ーモアをまぶしてまとめた、異
色の食紀行。日本人には決して
気がつくことができない魅力や
問題意識にうなりつつ、自国の
食の豊饒が誇らしくなる。

マイケル・ブース著
亜紀書房／2013年

『英国一家、
日本を食べる』

Number

日本全国350を超える地方で、
祭りや行事といった「ハレの日」
に食べられてきた料理をお年寄
りに聞き書きし、カラー写真と
ともに紹介。四季の変化に寄り
添いながら日本の食が紡いでき
た豊かな多様性が感じ取れる。
刊行から10年が経ち、どれだけ
の料理が受け継がれているのか。
伝承食の貴重な資料である。

農文協編
農山漁村文化協会／2004年

祭りと行事のごちそう』

『聞き書 
ふるさとの家庭料理〈別巻〉

Number

「和食」という言葉の示す範囲は、
歴史とともに大きく変化してき
た。大饗料理、本膳料理、懐石
料理などの「様式」、主たる素
材である「米と魚」、味付けの
基礎となる「出汁」、これらを
柱として、時代ごとの食の様相
を知り、複雑かつ幅広い概念で
ある「和食」の包含する世界を
整理し理解するのに役立つ一書。

原田 信男著
角川ソフィア文庫／2014年

『和食とはなにか
旨みの文化をさぐる』

Number

「健康にいい」「痩せる」といっ
た情報に影響され混乱した現代
の食生活を「フードファディズ
ム」の視点から読み解いた一冊。
健康食品や宣伝文句の矛盾を具
体的に説明したうえで著者が提
言するのは、一汁二菜または三
菜の食事。普通の食事から必要
な栄養素は十分にとれるという、
当たり前の事実に気づかせてく
れる。

高橋 久仁子著
中央法規出版／2007年

Number

一般家庭の食事シーンを写真付
きでまとめたレポート。「子ど
もが好きだから」とお菓子やカ
ップラーメンが登場し「洗い物
が面倒」と鍋やフライパンが食
器代わり。なかでも印象的なの
は、家族が好きなときに好きな
ものを食べるバラバラの姿。食
卓を中心にした従来の家族像が
変わりつつあることを提示する
一冊。

岩村 暢子著
新潮文庫／2012年

Number

「上質な料理をいただく場所と
してのカウンター」は、日本が
発祥の地、それも近代以降に定
着したという本著の切り口に驚
く人も多いだろう。料理を食べ、
会話をし、お互いを試す知的バ
トルの場ともなる料理店のカウ
ンターはなぜ日本で生まれたの
か。板一枚をめぐって展開され
るユニークな日本文化論。

伊藤 洋一著
新潮新書／2006年

板前文化論の冒険』
『カウンターから日本が見える

5 2 134

10 7 689

『家族の勝手でしょ！
写真274枚で見る食卓の喜劇』

Special
Feature

The
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こ
う
が・ま
さ
あ
き
／
ク
リ
エ
イ
タ
ー
。Ｃ
Ｉ
戦
略
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
、新
商
品
開
発
、新
業
態
開
発
、空
間
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
等
、活
動
領
域
は
広
い
。１
９
９
２
年
に「
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
in
静
岡
」
を
立

ち
上
げ
る
。大
阪
府
立
江
之
子
島
文
化
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
館
長
、「
大
阪
国
際
児
童

青
少
年
ア
ー
ト
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
等
、役
職
多
数
。

　
遊
と
は
実
に
意
味
の
深
い
言
葉
で
あ
る
。
後
先
に
く
る
一
文
字

で
、
が
ら
り
と
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
変
え
て
し
ま
う
怖
い
文
字
で

も
あ
る
。
と
同
時
に
、
私
た
ち
に
と
っ
て
生
活
を
彩
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
行
為
で
あ
り
要
素
で
あ
る
こ
と
も
確
か
だ
。
あ
る
男
の
、

こ
の
男
の
女
遊
び
と
い
う
か
、
た
し
な
み
は
、
女
性
た
ち
か
ら
言

わ
せ
れ
ば
、
か
な
り
ひ
ど
い
も
の
だ
が
、
違
う
角
度
か
ら
見
れ
ば

魅
力
的
で
も
あ
る
の
だ
。ま
た
、こ
の
男
の
妻
が
巧
い
こ
と
を
言
う
。

病
気
な
ら
治
し
よ
う
も
あ
る
け
ど
、
癖
は
な
か
な
か
直
ら
な
い
の

よ
ね
。
名
言
だ
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
元
来
遊
び
と
い
う
も
の
は
、
ス
ト
レ
ス
が

溜
ま
ら
な
い
。
む
し
ろ
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
て
く
れ
る
も
の
の
は

ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
度
を
越
し
始
め
る
と
、
む
し
ろ

ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
も
な
り
始
め
る
。
だ
か
ら
、
私
は
何
事
も
ほ

ど
ほ
ど
に
し
て
い
る
。
ま
あ
、
自
分
の
飽
き
性
分
を
ご
ま
か
す
言
葉
で
も
あ
る
の
だ
が
。
先

ほ
ど
の
話
で
は
な
い
が
、
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
お
か
な
い
と
、
ひ
ど
い
目
に
遭
う
。
遊
び
上
手

と
い
う
の
は
、
こ
の
程
よ
い
加
減
を
心
得
て
い
る
人
の
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

引
き
際
が
実
に
キ
レ
イ
で
あ
る
。
未
練
を
残
さ
な
い
。
そ
し
て
、
相
手
を
嫌
な
思
い
に
さ
せ

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
問
題
も
起
こ
ら
な
い
。
遊
び
は
度
を
越
す
と
、
様
々
な
関
係
性
を
壊

し
か
ね
な
い
。
こ
れ
は
、
誰
し
も
が
肝
に
銘
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
決
し
て
、
私
の
教
訓

か
ら
モ
ノ
申
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
私
は
自
遊
人
を
気
取
り
、
名
刺
の
肩
書
き
に
使
っ
て
い
た
時
代
が
あ
る
。
職
業
と

か
立
場
で
自
分
を
語
る
の
が
嫌
に
な
っ
て
き
た
頃
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
格

好
つ
け
す
ぎ
た
の
か
、
不
評
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
は
創
造
人
と
言
っ
て
み
た
り
し
た
が
、

結
局
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
落
ち
着
い
て
し
ま
っ
た
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
一
番
し
っ
く
り
く

る
の
だ
が
、
何
か
て
ら衒
う
よ
う
で
、
照
れ
が
あ
る
。
ま
あ
、
今
回
は
ご
愛
敬
と
い
う
こ
と
で
。

「
人
は
遊
び
の
中
で
完
全
に
人
で
あ
る
」
こ
れ
は
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
・
シ
ラ
ー
の
著
書
『
人
間
の
美
的
教
育
に
つ
い
て
』
の
一
節
で

あ
る
が
、
う
〜
ん
、
な
る
ほ
ど
。
賛
同
で
き
る
。
キ
ー
ル
ホ
フ
ナ

ー
は
人
間
の
作
業
モ
デ
ル
を
三
つ
に
分
け
て
い
る
。
日
常
生
活
、

遊
び
、
仕
事
。
遊
び
が
、
人
の
心
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

も
の
だ
と
す
れ
ば
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

「T
hird Place

」
は
実
に
巧
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。

　
近
頃
の
私
の
遊
び
と
い
え
ば
、
自
分
の
身
体
と
の
遊
び
で
あ
る
。

自
分
を
遊
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
シ
ラ
ー
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

理
性
的
衝
動
と
と
も
に
遊
戯
衝
動
を
構
成
す
る
感
性
的
衝
動
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
５
月
に
役
者
に
初
挑
戦
し
た
。
し
か
も
、

い
き
な
り
ベ
テ
ラ
ン
女
優
と
の
二
人
芝
居
。
芝
居
を
通
し
て
多
く

の
気
づ
き
が
あ
っ
た
。
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
！
　
の
連
続
で
あ
っ
た
。

９
月
に
は
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
、
そ
し
て
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
初
め
て
舞
台
に
立
っ
た
。４
日
間
で
計
７
公
演
を
こ
な
し
た
。63
歳
で
の
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。

自
分
の
身
体
と
向
き
合
う
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
意
識
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
の
中
に
眠

っ
て
い
た
何
か
が
覚
醒
し
た
こ
と
は
確
か
だ
。

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
様
々
な
課
題
解
決
を
し
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
「
大
道
芸
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
in
静
岡
」
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
コ
ト
起
こ
し
を
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、

芝
居
も
ダ
ン
ス
も
、
実
に
純
粋
で
無
邪
気
な
創
造
欲
求
、
表
現
欲
求
で
あ
る
。
あ
る
意
味
、

芸
術
と
の
遊
戯
の
よ
う
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
。
手
強

い
遊
び
で
も
あ
る
。
２
０
１
５
年
の
１
月
に
は
、
さ
ら
に
大
き
な
舞
台
に
立
つ
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
。
い
い
気
に
な
っ
て
は
、
い
か
ん
。
遊
び
に
止
め
て
お
く
う
ち
が
花
で
あ
る
。
く
れ

ぐ
れ
も
度
を
越
さ
ぬ
よ
う
に
、
ほ
ど
ほ
ど
に
。
そ
う
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

実
に
辛
い
。
そ
し
て
、
実
に
面
白
い
。
実
に
楽
し
い
。
困
っ
た
も
の
だ
。

Illustration by Mizukami Tamae
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２
０
１
３
年
12
月
「
和
食
、
日
本
人
の
伝

統
的
な
食
文
化
」
が
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
登
録
に
尽
力
さ

れ
た
「
和
食
」
文
化
の
保
護
・
継
承
国
民
会

議
会
長
の
熊
倉
功
夫
氏
は
、
日
本
各
地
で
食

さ
れ
、受
け
継
が
れ
て
き
た
普
段
の
料
理（
郷

土
料
理
）
と
そ
の
文
化
性
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
に
特
に
意
義
を
認
め
て
い
る
。

「W
ashoku

」
は
、
お
い
し
く
て
ヘ
ル
シ

ー
な
料
理
と
し
て
大
人
気
で
、
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
の
代
表
と
し
て
ア
ニ
メ
と
並
ん
で
世
界

中
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。
し
か
し
肝
心

の
日
本
の
現
状
は
ど
う
だ
ろ
う
、
家
庭
料
理

と
し
て
の
「
和
食
」
は
、
風
前
の
灯
と
も
い

豊
か
な
自
然
と
郷
土
性
が
育
ん
だ
多
様
な
食
文
化
が
認
め
ら
れ
、

「
和
食
」は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

だ
が
、少
子
高
齢
化
、単
身
世
帯
の
増
加
が
進
む

現
代
の
日
本
社
会
で
は
、

家
庭
に
お
け
る
食
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
で
の
外
食
、

惣
菜
や
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
な
ど
の
中
食
に
依
存
し
つつ
あ
る
。

本
来
の
日
本
の
食
が
持
って
い
た
多
様
性
を
、

和
食
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
考
察
す
る
。

日
本
の

食
文
化
を

伝
承
す
る

た
め
に

和
食
の
歴
史
と
食
の
多
様
性

44CEL November 201445 CEL November 2014

和
食
の
原
型

和
食
の
完
成

山
下 

満
智
子

え
る
状
況
に
あ
る
。
和
食
の
歴
史
を
概
観
し
、

和
食
の
保
護
・
継
承
と
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
日
本
で
最
も
古
い
料
理
様
式
で
あ
る
し
ん神 

せ
ん饌

は
、
神
に
祈
り
願
い
事
を
す
る
際
に
供
え
ら

れ
た
。
神
事
の
後
に
は
、
神
饌
を
、
一
同
で

共
食
し
た
。
こ
れ
が
な
お直 

ら
い会
で
あ
る
。
直
会
で

は
、
共
同
の
飲
食
と
い
う
こ
と
が
、
何
よ
り

も
重
ん
じ
ら
れ
た
。

　
平
安
時
代
に
は
、
神
饌
料
理
か
ら
発
展
し

た
だ
い大 

き
よ
う饗

料
理
が
登
場
す
る
。大
饗
料
理
に
は
、

当
時
の
調
味
料
で
あ
る
、
塩
、
酢
、
酒
、

ひ
し
お醤

が
入
れ
ら
れ
た

よ四 

ぐ
さ
の種 

う
つ
わ器

と
呼
ば
れ
る

４
つ
の
小
皿
が
出
さ
れ
た
。
味
付
け
は
自
分

で
行
う
こ
と
が
原
則
で
、
調
味
は
さ
れ
て
い

な
い
。
大
饗
料
理
の
特
徴
は
、
だ
い台 

ば
ん盤
と
呼
ば

れ
る
テ
ー
ブ
ル
に
数
多
く
の
料
理
が
並
べ
ら

れ
る
こ
と
で
、
箸
と
と
も
に
匙
も
添
え
ら
れ

る
な
ど
、
中
国
の
影
響
が
大
き
い
。
し
か
し

当
時
の
絵
巻
物
な
ど
か
ら
、
日
常
の
食
事
で

は
、
銘
々
膳
を
用
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
い
で
登
場
し
た
の
が
鎌
倉
時
代
に
成
立

し
た
精
進
料
理
で
あ
る
。
中
国
に
渡
っ
て
禅

宗
を
学
び
帰
国
し
た
僧
侶
た
ち
が
伝
え
た
も

の
だ
。
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
は
、
精
進

料
理
が
広
く
社
会
に
浸
透
し
、
味
噌
や
醤
油
、

ご
ま
油
、
さ
ら
に
豆
腐
な
ど
を
用
い
る
そ
れ

ま
で
に
な
い
高
度
な
調
味
技
術
が
発
展
し
た
。

臨
済
宗
を
伝
え
た
え
い栄 

さ
い西
は
『
き
つ喫 

さ茶 

よ
う養 

じ
よ
う生 

き記
』

を
著
わ
し
茶
を
広
め
た
。
ま
た
禅
宗
寺
院
で

は
、
茶
の
服
用
が
重
視
さ
れ
禅
院
の
さ茶 

れ
い礼
が

飾
的
で
見
る
だ
け
の
も
の
や
冷
た
い
も
の
を

捨
て
去
り
、
温
か
く
十
分
調
理
さ
れ
た
も
の

が
順
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
宣
教
師
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
、そ
の
著
書『
日

本
教
会
史
』
に
お
い
て
、
茶
の
湯
の
料
理
が
、

宴
会
の
古
い
習
慣
を
変
え
、
日
常
の
食
事
の

あ
り
方
に
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
称

賛
し
て
い
る
。
茶
の
湯
の
大
成
者
千
利
休
は
、

飯
と
汁
と
香
の
物
と
お
か
ず菜

か
ら
な
る
一
汁
二

菜
あ
る
い
は
三
菜
を
旨
と
し
た
質
素
な
献
立

を
、
亭
主
の
給
仕
に
よ
っ
て
ふ
る
ま
う
こ
と

を
茶
の
湯
の
食
事
の
理
想
と
し
た
。
茶
の
湯

の
い
ち一 

ご期 

い
ち一 

え会
の
考
え
か
ら
、
料
理
（
当
時
、

会
席
あ
る
い
は
仕
立
て
、
振
る
舞
い
な
ど
と

呼
ば
れ
た
）
は
、「
も
て
な
し
の
心
」
を
表

す
も
の
と
し
て
、
四
季
の
移
ろ
い
を
巧
み
に

映
し
、
器
物
と
の
調
和
を
は
か
り
、
盛
り
付

け
に
繊
細
な
美
し
さ
を
表
現
す
る
も
の
と
な

っ
た
。

　
江
戸
時
代
は
、
日
本
料
理
の
完
成
期
と
い

わ
れ
る
。
し
か
し
初
期
に
は
、
調
味
料
の
主

流
は
ま
だ
塩
と
酢
と
味
噌
で
あ
っ
た
。
砂
糖

は
輸
入
品
で
、
非
常
に
高
価
な
も
の
で
あ
っ

た
。
醤
油
は
、
上
方
の
湯
浅
や
た
つ龍 

の野
が
有
名

な
産
地
と
な
り
、
江
戸
時
代
初
期
、
酒
や
塩

と
同
じ
く
上
方
か
ら
の
く
だ下

り
も
の物

で
あ
っ
た
。

や
が
て
地
回
り
醤
油
が
誕
生
し
、
味
醂
も
料

理
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
幕
末
に

は
、
醤
油
、
味
醂
の
濃
い
味
付
け
が
江
戸
の

味
と
な
る
。

　
江
戸
時
代
中
期
に
は
、
日
本
料
理
の
代
表

と
も
い
え
る
天
ぷ
ら
や
、
鰻
の
か
ば
焼
き
、

握
り
ず
し
な
ど
が
、
庶
民
の
屋
台
料
理
と
し

て
登
場
す
る
。
京
都
で
は
、
高
価
な
白
砂
糖

を
使
っ
た
現
在
見
る
よ
う
な
色
形
の
美
し
い

菓
子
、じ
よ
う上 

な
ま生

菓
子
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
名
所
や
街
道
で
名
物
菓
子
が
生
ま
れ
、

菓
子
を
楽
し
む
文
化
が
生
ま
れ
る
。
折
か
ら

の
神
社
仏
閣
へ
の
参
詣
、
名
所
へ
の
旅
行
ブ

ー
ム
、
料
理
屋
や
料
理
本
、
名
物
な
ど
、
食

が
あ
ら
ゆ
る
遊
び
の
場
面
で
不
可
欠
な
要
素

の
ひ
と
つ
と
な
り
、
飛
躍
的
な
展
開
を
遂
げ

る
。
後
期
に
は
、
本
膳
料
理
、
会
席
料
理
、

中
国
様
式
で
あ
る
ふ普 

ち
や茶

料
理
や
し
つ卓 

ぽ
く袱

料
理
、

茶
道
か
ら
の
懐
石
な
ど
の
様
式
が
大
成
し
、

日
本
料
理
は
、
文
化
的
に
も
爛
熟
期
を
迎
え

る
。

　
一
方
、「
出
し
」
の
文
化
が
花
開
く
の
も

ま
た
、
江
戸
時
代
と
い
え
る
。
昆
布
や
カ
ツ

オ
は
、
１
０
０
０
年
以
上
前
か
ら
献
上
品
と

し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
が
、
江
戸
時
代
に
蝦

夷
地
開
拓
や
ほ
つ北 

こ
く国 

か
い廻 

せ
ん船

（
北
前
船
）
の
西
回

り
航
路
の
整
備
が
な
さ
れ
、
上
方
で
昆
布
の

利
用
が
盛
ん
に
な
る
。
鰹
節
の
製
法
が
、
17

世
紀
後
半
紀
州
で
開
発
さ
れ
、
18
世
紀
後
半

に
は
各
地
に
普
及
す
る
。

　
前
述
し
た
大
饗
料
理
や
本
膳
料
理
は
、
公

家
や
武
家
な
ど
当
時
の
支
配
者
の
儀
式
の
料

理
様
式
で
あ
り
、
一
方
、
江
戸
時
代
の
料
理

屋
や
屋
台
の
料
理
は
、
江
戸
、
大
坂
、
京
都

な
ど
一
部
の
都
市
で
花
開
い
た
料
理
文
化
で

あ
っ
た
。

　
柳
田
国
男
は
、
明
治
以
降
の
日
本
の
食
物

に
つ
い
て
、
温
か
い
も
の
が
多
く
な
り
、
柔

ら
か
い
も
の
が
好
ま
れ
、
食
べ
も
の
が
概
し

て
甘
く
な
っ
た
、
さ
ら
に
種
目
が
増
え
た
と

述
べ
て
い
る
。
明
治
初
期
、
肉
食
や
西
洋
料

理
は
、
欧
化
政
策
の
一
環
と
し
て
取
り
入
れ

ら
れ
、
や
が
て
、
ご
飯
に
合
う
料
理
と
し
て

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
る
こ
と
で
、
洋
食
と
し
て
広

く
一
般
に
も
普
及
す
る
。
洋
食
や
中
華
料
理

な
ど
は
、
外
食
で
の
経
験
と
、
女
学
校
や
か
つ割

 

ぽ
う烹

教
室
、
婦
人
雑
誌
や
新
聞
、
ラ
ジ
オ
放
送

な
ど
を
通
じ
て
、
家
庭
の
料
理
と
し
て
取
り

入
れ
ら
れ
、
日
本
の
家
庭
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー

は
多
様
化
す
る
。
こ
の
多
様
化
を
、
都
市
部

に
誕
生
し
た
専
業
主
婦
層
や
女
学
校
卒
業
生
、

水
道
や
都
市
ガ
ス
の
普
及
に
よ
る
家
事
労
働

の
軽
減
、
戦
後
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
普
及
や
台

所
改
善
な
ど
が
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
家
事
労
働
を
代
替
す
る
も
の
と
し
て
炊
飯

器
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
家
電
製
品
が
誕

生
し
、
や
が
て
１
９
７
９
年
を
ピ
ー
ク
に
日

本
の
専
業
主
婦
率
が
減
少
を
始
め
、
加
工
食

品
や
冷
凍
食
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
発

売
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
経
済
成
長
や
テ
レ
ビ

な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
流
通
の
変
化
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
外
食
形
態
の
変

化
に
よ
り
、
日
本
人
が
食
べ
る
料
理
メ
ニ
ュ

ー
は
さ
ら
に
多
様
化
・
無
国
籍
化
す
る
。一
方
、

１
９
７
７
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
上
院
栄
養
問

題
特
別
委
員
会
報
告
（
通
称
マ
ク
ガ
バ
ン
レ

ポ
ー
ト
）
で
、
世
界
一
ヘ
ル
シ
ー
と
評
価
さ

れ
た
日
本
の
食
事
は
、
１
９
７
９
年
以
後
、

徐
々
に
欧
米
型
食
生
活
へ
と
転
換
し
、
脂
肪

や
た
ん
ぱ
く
質
の
割
合
が
増
加
す
る
と
と
も

に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
は
じ
め
る
。

　
さ
ら
に
核
家
族
化
、
少
子
高
齢
化
、
単
独

世
帯
の
増
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
要
因
か

ら
、
食
生
活
の
簡
便
化
要
求
は
、
ま
す
ま
す

高
ま
り
、
食
の
外
部
化
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
食
料
の
大
量
廃
棄
の

問
題
、
個
食
や
孤
食
の
問
題
、
日
本
の
郷
土

性
の
喪
失
や
味
覚
の
均
質
化
が
懸
念
さ
れ
る

状
況
と
な
っ
て
久
し
い
。

　
和
食
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
普
段
の
食

事
、
ケ
の
食
の
多
様
性
が
実
現
で
き
た
の
は
、

さ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
さ

れ
る
。
一
方
、
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
、
四
季

の
移
ろ
い
の
明
瞭
な
日
本
で
は
、
地
域
や
季

節
で
海
の
幸
山
の
幸
が
豊
富
で
、
ひ
い
て
は

そ
の
多
様
な
幸
が
、
郷
土
料
理
を
育
み
、
豊

か
な
食
文
化
を
つ
く
り
出
し
て
き
た
。
そ
れ

は
、約
半
世
紀
前（
高
度
成
長
期
以
前
）に
は
、

日
本
中
の
ど
こ
に
で
も
普
通
に
見
ら
れ
る
暮

ら
し
の
中
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、ど
の
季
節
で
も
、全
国
ど
こ
で
も
、

24
時
間
い
つ
で
も
、
好
き
な
食
材
を
手
に
入

れ
た
い
、
食
べ
た
い
と
い
う
消
費
者
の
肥
大

化
し
た
欲
望
や
、
便
利
さ
・
簡
便
化
の
行
き

過
ぎ
た
追
求
は
、
食
の
外
部
化
を
促
進
し
、

食
の
均
質
化
を
招
き
、
家
庭
内
の
調
理
技
術

を
甚
だ
し
く
低
下
さ
せ
て
き
た
。
今
で
は
日

本
の
食
文
化
伝
承
を
危
う
く
す
る
状
況
と
な

っ
て
い
る
の
だ
。

　
２
０
１
３
年
の
和
食
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
に
よ
り
、
申
請
国
で
あ
る
日
本

と
日
本
人
に
は
、
和
食
の
保
護
・
継
承
が
義

務
と
し
て
課
さ
れ
た
。
国
内
で
も
和
食
を
見

直
す
動
き
が
さ
ま
ざ
ま
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
現
代
日
本
の
食
が
抱
え
る
問
題
は

複
雑
で
、
そ
の
解
決
は
、
も
ち
ろ
ん
容
易
で

は
な
い
。
し
か
し
「
和
食
の
保
護
・
継
承
」
を
、

地
域
性
や
季
節
感
を
大
切
に
し
て
、
い
ま
一

度
、
毎
日
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
な
お
す
機
会

と
し
て
前
向
き
に
捉
え
、
大
切
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

確
立
し
、
茶
道
の
源
流
と
な
る
。
永
平
寺
の

開
祖
、
道
元
は
、『
て
ん典 

ぞ座 

き
よ
う教 

く
ん訓

』
や
『
ふ赴

 

し
ゆ
く粥 

は
ん飯 

ぽ
う法

』
を
著
し
、
ほ
う法 

じ
き食 

い
つ一 

と
う等

と
し
て
、

禅
の
修
行
と
し
て
食
を
重
視
し
た
。

　
南
北
朝
の
動
乱
期
を
経
て
、
室
町
時
代
に

は
、
茶
道
や
華
道
、
香
道
、
能
や
狂
言
な
ど

伝
統
的
な
日
本
文
化
の
ほ
と
ん
ど
が
誕
生
す

る
。
ま
た
、
室
町
将
軍
を
迎
え
る
「
お御 

な
り成

」

の
料
理
と
し
て
、
ほ
ん本 

ぜ
ん膳

料
理
が
登
場
す
る
。

酒
礼
と
し
て
の
し
き式 

さ
ん三 

こ
ん献

に
引
き
続
き
、
本
膳

が
供
さ
れ
、
さ
ら
に
酒

宴
が
行
わ
れ
た
。
精
進

料
理
の
影
響
を
受
け
た

本
膳
料
理
は
、
味
付
け

さ
れ
現
在
の
献
立
に
近

い
も
の
と
な
っ
た
。
ま

た
七
五
三
の
膳
な
ど
、

本
膳
料
理
で
確
立
し
た

奇
数
（
七
、
五
、
三
）
は
、

今
日
に
続
く
献
立
構
成

の
原
則
と
な
る
。
ま
た

畳
が
普
及
し
は
じ
め
た

室
町
時
代
に
は
、
儀
式

の
場
で
も
、
膳
で
食
事

を
す
る
こ
と
が
一
般
的

に
な
り
、
一
度
に
台
盤
に
並
べ
る
形
式
か
ら
、

献
立
に
従
っ
て
膳
を
出
す
形
式
へ
と
変
わ
り
、

和
食
の
原
型
が
成
立
す
る
。

　
戦
国
時
代
に
は
、
南
蛮
料
理
、
そ
し
て
和

食
の
頂
点
を
極
め
る
茶
の
湯
の
料
理
（
江
戸

時
代
に
「
か
い懐 

せ
き石

」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
）

が
登
場
す
る
。
懐
石
で
は
、
本
膳
料
理
の
装

原作は16世紀制作といわれ、
調理から配膳、飲食の様子が

描かれている。
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類
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公
卿
前
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平
安
時
代
に
公
家
が
行
っ
た

大
饗
料
理
を
図
に
し
た
も
の
。

調
味
料
、お
か
ず
、飯
が
何
品
も

並
べ
ら
れ
て
い
る
。

げ こ じよう ご ことばえ

る
い
じ
ゆ
ざ
つ

し
よ
う

よ
う



和
食
の

保
護・継
承
を

通
じ
た
食
の
改
革

　
２
０
１
３
年
12
月
「
和
食
、
日
本
人
の
伝

統
的
な
食
文
化
」
が
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
登
録
に
尽
力
さ

れ
た
「
和
食
」
文
化
の
保
護
・
継
承
国
民
会

議
会
長
の
熊
倉
功
夫
氏
は
、
日
本
各
地
で
食

さ
れ
、受
け
継
が
れ
て
き
た
普
段
の
料
理（
郷

土
料
理
）
と
そ
の
文
化
性
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
に
特
に
意
義
を
認
め
て
い
る
。

「W
ashoku

」
は
、
お
い
し
く
て
ヘ
ル
シ

ー
な
料
理
と
し
て
大
人
気
で
、
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
の
代
表
と
し
て
ア
ニ
メ
と
並
ん
で
世
界

中
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。
し
か
し
肝
心

の
日
本
の
現
状
は
ど
う
だ
ろ
う
、
家
庭
料
理

と
し
て
の
「
和
食
」
は
、
風
前
の
灯
と
も
い
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え
る
状
況
に
あ
る
。
和
食
の
歴
史
を
概
観
し
、

和
食
の
保
護
・
継
承
と
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
日
本
で
最
も
古
い
料
理
様
式
で
あ
る
し
ん神 

せ
ん饌

は
、
神
に
祈
り
願
い
事
を
す
る
際
に
供
え
ら

れ
た
。
神
事
の
後
に
は
、
神
饌
を
、
一
同
で

共
食
し
た
。
こ
れ
が
な
お直 

ら
い会
で
あ
る
。
直
会
で

は
、
共
同
の
飲
食
と
い
う
こ
と
が
、
何
よ
り

も
重
ん
じ
ら
れ
た
。

　
平
安
時
代
に
は
、
神
饌
料
理
か
ら
発
展
し

た
だ
い大 

き
よ
う饗

料
理
が
登
場
す
る
。大
饗
料
理
に
は
、

当
時
の
調
味
料
で
あ
る
、
塩
、
酢
、
酒
、

ひ
し
お醤

が
入
れ
ら
れ
た

よ四 

ぐ
さ
の種 

う
つ
わ器

と
呼
ば
れ
る

４
つ
の
小
皿
が
出
さ
れ
た
。
味
付
け
は
自
分

で
行
う
こ
と
が
原
則
で
、
調
味
は
さ
れ
て
い

な
い
。
大
饗
料
理
の
特
徴
は
、
だ
い台 

ば
ん盤
と
呼
ば

れ
る
テ
ー
ブ
ル
に
数
多
く
の
料
理
が
並
べ
ら

れ
る
こ
と
で
、
箸
と
と
も
に
匙
も
添
え
ら
れ

る
な
ど
、
中
国
の
影
響
が
大
き
い
。
し
か
し

当
時
の
絵
巻
物
な
ど
か
ら
、
日
常
の
食
事
で

は
、
銘
々
膳
を
用
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
い
で
登
場
し
た
の
が
鎌
倉
時
代
に
成
立

し
た
精
進
料
理
で
あ
る
。
中
国
に
渡
っ
て
禅

宗
を
学
び
帰
国
し
た
僧
侶
た
ち
が
伝
え
た
も

の
だ
。
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
は
、
精
進

料
理
が
広
く
社
会
に
浸
透
し
、
味
噌
や
醤
油
、

ご
ま
油
、
さ
ら
に
豆
腐
な
ど
を
用
い
る
そ
れ

ま
で
に
な
い
高
度
な
調
味
技
術
が
発
展
し
た
。

臨
済
宗
を
伝
え
た
え
い栄 

さ
い西
は
『
き
つ喫 

さ茶 

よ
う養 

じ
よ
う生 

き記
』

を
著
わ
し
茶
を
広
め
た
。
ま
た
禅
宗
寺
院
で

は
、
茶
の
服
用
が
重
視
さ
れ
禅
院
の
さ茶 

れ
い礼
が

飾
的
で
見
る
だ
け
の
も
の
や
冷
た
い
も
の
を

捨
て
去
り
、
温
か
く
十
分
調
理
さ
れ
た
も
の

が
順
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
宣
教
師
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
、そ
の
著
書『
日

本
教
会
史
』
に
お
い
て
、
茶
の
湯
の
料
理
が
、

宴
会
の
古
い
習
慣
を
変
え
、
日
常
の
食
事
の

あ
り
方
に
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
称

賛
し
て
い
る
。
茶
の
湯
の
大
成
者
千
利
休
は
、

飯
と
汁
と
香
の
物
と
お
か
ず菜

か
ら
な
る
一
汁
二

菜
あ
る
い
は
三
菜
を
旨
と
し
た
質
素
な
献
立

を
、
亭
主
の
給
仕
に
よ
っ
て
ふ
る
ま
う
こ
と

を
茶
の
湯
の
食
事
の
理
想
と
し
た
。
茶
の
湯

の
い
ち一 

ご期 

い
ち一 

え会
の
考
え
か
ら
、
料
理
（
当
時
、

会
席
あ
る
い
は
仕
立
て
、
振
る
舞
い
な
ど
と

呼
ば
れ
た
）
は
、「
も
て
な
し
の
心
」
を
表

す
も
の
と
し
て
、
四
季
の
移
ろ
い
を
巧
み
に

映
し
、
器
物
と
の
調
和
を
は
か
り
、
盛
り
付

け
に
繊
細
な
美
し
さ
を
表
現
す
る
も
の
と
な

っ
た
。

　
江
戸
時
代
は
、
日
本
料
理
の
完
成
期
と
い

わ
れ
る
。
し
か
し
初
期
に
は
、
調
味
料
の
主

流
は
ま
だ
塩
と
酢
と
味
噌
で
あ
っ
た
。
砂
糖

は
輸
入
品
で
、
非
常
に
高
価
な
も
の
で
あ
っ

た
。
醤
油
は
、
上
方
の
湯
浅
や
た
つ龍 

の野
が
有
名

な
産
地
と
な
り
、
江
戸
時
代
初
期
、
酒
や
塩

と
同
じ
く
上
方
か
ら
の
く
だ下

り
も
の物

で
あ
っ
た
。

や
が
て
地
回
り
醤
油
が
誕
生
し
、
味
醂
も
料

理
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
幕
末
に

は
、
醤
油
、
味
醂
の
濃
い
味
付
け
が
江
戸
の

味
と
な
る
。

　
江
戸
時
代
中
期
に
は
、
日
本
料
理
の
代
表

と
も
い
え
る
天
ぷ
ら
や
、
鰻
の
か
ば
焼
き
、

握
り
ず
し
な
ど
が
、
庶
民
の
屋
台
料
理
と
し

て
登
場
す
る
。
京
都
で
は
、
高
価
な
白
砂
糖

を
使
っ
た
現
在
見
る
よ
う
な
色
形
の
美
し
い

菓
子
、じ
よ
う上 

な
ま生

菓
子
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
名
所
や
街
道
で
名
物
菓
子
が
生
ま
れ
、

菓
子
を
楽
し
む
文
化
が
生
ま
れ
る
。
折
か
ら

の
神
社
仏
閣
へ
の
参
詣
、
名
所
へ
の
旅
行
ブ

ー
ム
、
料
理
屋
や
料
理
本
、
名
物
な
ど
、
食

が
あ
ら
ゆ
る
遊
び
の
場
面
で
不
可
欠
な
要
素

の
ひ
と
つ
と
な
り
、
飛
躍
的
な
展
開
を
遂
げ

る
。
後
期
に
は
、
本
膳
料
理
、
会
席
料
理
、

中
国
様
式
で
あ
る
ふ普 

ち
や茶

料
理
や
し
つ卓 

ぽ
く袱

料
理
、

茶
道
か
ら
の
懐
石
な
ど
の
様
式
が
大
成
し
、

日
本
料
理
は
、
文
化
的
に
も
爛
熟
期
を
迎
え

る
。

　
一
方
、「
出
し
」
の
文
化
が
花
開
く
の
も

ま
た
、
江
戸
時
代
と
い
え
る
。
昆
布
や
カ
ツ

オ
は
、
１
０
０
０
年
以
上
前
か
ら
献
上
品
と

し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
が
、
江
戸
時
代
に
蝦

夷
地
開
拓
や
ほ
つ北 
こ
く国 
か
い廻 

せ
ん船

（
北
前
船
）
の
西
回

り
航
路
の
整
備
が
な
さ
れ
、
上
方
で
昆
布
の

利
用
が
盛
ん
に
な
る
。
鰹
節
の
製
法
が
、
17

世
紀
後
半
紀
州
で
開
発
さ
れ
、
18
世
紀
後
半

に
は
各
地
に
普
及
す
る
。

　
前
述
し
た
大
饗
料
理
や
本
膳
料
理
は
、
公

家
や
武
家
な
ど
当
時
の
支
配
者
の
儀
式
の
料

理
様
式
で
あ
り
、
一
方
、
江
戸
時
代
の
料
理

屋
や
屋
台
の
料
理
は
、
江
戸
、
大
坂
、
京
都

な
ど
一
部
の
都
市
で
花
開
い
た
料
理
文
化
で

あ
っ
た
。

　
柳
田
国
男
は
、
明
治
以
降
の
日
本
の
食
物

に
つ
い
て
、
温
か
い
も
の
が
多
く
な
り
、
柔

ら
か
い
も
の
が
好
ま
れ
、
食
べ
も
の
が
概
し

て
甘
く
な
っ
た
、
さ
ら
に
種
目
が
増
え
た
と

述
べ
て
い
る
。
明
治
初
期
、
肉
食
や
西
洋
料

理
は
、
欧
化
政
策
の
一
環
と
し
て
取
り
入
れ

ら
れ
、
や
が
て
、
ご
飯
に
合
う
料
理
と
し
て

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
る
こ
と
で
、
洋
食
と
し
て
広

く
一
般
に
も
普
及
す
る
。
洋
食
や
中
華
料
理

な
ど
は
、
外
食
で
の
経
験
と
、
女
学
校
や
か
つ割

 

ぽ
う烹

教
室
、
婦
人
雑
誌
や
新
聞
、
ラ
ジ
オ
放
送

な
ど
を
通
じ
て
、
家
庭
の
料
理
と
し
て
取
り

入
れ
ら
れ
、
日
本
の
家
庭
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー

は
多
様
化
す
る
。
こ
の
多
様
化
を
、
都
市
部

に
誕
生
し
た
専
業
主
婦
層
や
女
学
校
卒
業
生
、

水
道
や
都
市
ガ
ス
の
普
及
に
よ
る
家
事
労
働

の
軽
減
、
戦
後
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
普
及
や
台

所
改
善
な
ど
が
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
家
事
労
働
を
代
替
す
る
も
の
と
し
て
炊
飯

器
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
家
電
製
品
が
誕

生
し
、
や
が
て
１
９
７
９
年
を
ピ
ー
ク
に
日

本
の
専
業
主
婦
率
が
減
少
を
始
め
、
加
工
食

品
や
冷
凍
食
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
発

売
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
経
済
成
長
や
テ
レ
ビ

な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
流
通
の
変
化
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
外
食
形
態
の
変

化
に
よ
り
、
日
本
人
が
食
べ
る
料
理
メ
ニ
ュ

ー
は
さ
ら
に
多
様
化
・
無
国
籍
化
す
る
。一
方
、

１
９
７
７
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
上
院
栄
養
問

題
特
別
委
員
会
報
告
（
通
称
マ
ク
ガ
バ
ン
レ

ポ
ー
ト
）
で
、
世
界
一
ヘ
ル
シ
ー
と
評
価
さ

れ
た
日
本
の
食
事
は
、
１
９
７
９
年
以
後
、

徐
々
に
欧
米
型
食
生
活
へ
と
転
換
し
、
脂
肪

や
た
ん
ぱ
く
質
の
割
合
が
増
加
す
る
と
と
も

に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
は
じ
め
る
。

　
さ
ら
に
核
家
族
化
、
少
子
高
齢
化
、
単
独

世
帯
の
増
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
要
因
か

ら
、
食
生
活
の
簡
便
化
要
求
は
、
ま
す
ま
す

高
ま
り
、
食
の
外
部
化
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
食
料
の
大
量
廃
棄
の

問
題
、
個
食
や
孤
食
の
問
題
、
日
本
の
郷
土

性
の
喪
失
や
味
覚
の
均
質
化
が
懸
念
さ
れ
る

状
況
と
な
っ
て
久
し
い
。

　
和
食
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
普
段
の
食

事
、
ケ
の
食
の
多
様
性
が
実
現
で
き
た
の
は
、

さ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
さ

れ
る
。
一
方
、
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
、
四
季

の
移
ろ
い
の
明
瞭
な
日
本
で
は
、
地
域
や
季

節
で
海
の
幸
山
の
幸
が
豊
富
で
、
ひ
い
て
は

そ
の
多
様
な
幸
が
、
郷
土
料
理
を
育
み
、
豊

か
な
食
文
化
を
つ
く
り
出
し
て
き
た
。
そ
れ

は
、約
半
世
紀
前（
高
度
成
長
期
以
前
）に
は
、

日
本
中
の
ど
こ
に
で
も
普
通
に
見
ら
れ
る
暮

ら
し
の
中
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、ど
の
季
節
で
も
、全
国
ど
こ
で
も
、

24
時
間
い
つ
で
も
、
好
き
な
食
材
を
手
に
入

れ
た
い
、
食
べ
た
い
と
い
う
消
費
者
の
肥
大

化
し
た
欲
望
や
、
便
利
さ
・
簡
便
化
の
行
き

過
ぎ
た
追
求
は
、
食
の
外
部
化
を
促
進
し
、

食
の
均
質
化
を
招
き
、
家
庭
内
の
調
理
技
術

を
甚
だ
し
く
低
下
さ
せ
て
き
た
。
今
で
は
日

本
の
食
文
化
伝
承
を
危
う
く
す
る
状
況
と
な

っ
て
い
る
の
だ
。

　
２
０
１
３
年
の
和
食
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
に
よ
り
、
申
請
国
で
あ
る
日
本

と
日
本
人
に
は
、
和
食
の
保
護
・
継
承
が
義

務
と
し
て
課
さ
れ
た
。
国
内
で
も
和
食
を
見

直
す
動
き
が
さ
ま
ざ
ま
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
現
代
日
本
の
食
が
抱
え
る
問
題
は

複
雑
で
、
そ
の
解
決
は
、
も
ち
ろ
ん
容
易
で

は
な
い
。
し
か
し
「
和
食
の
保
護
・
継
承
」
を
、

地
域
性
や
季
節
感
を
大
切
に
し
て
、
い
ま
一

度
、
毎
日
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
な
お
す
機
会

と
し
て
前
向
き
に
捉
え
、
大
切
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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、Ｋ
Ｂ
Ｉ
出
版

『
病
草
子
』（
模
本
）

所
蔵
／
東
京
国
立
博
物
館 Im

age: T
N
M
 Im
age A

rchives

12
世
紀
終
わ
り
の
絵
巻
物
。

歯
痛
で
食
の
す
す
ま
ぬ
男
の
前
に

飯
と
一
汁
三
菜
が
並
ぶ
。

や
ま
い
の
そ
う
し
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環
境
や
相
互
扶
助
な
ど
社
会
の
あ
り
方
に
配
慮
し

消
費
活
動
を
行
う
、新
し
い
価
値
観
と
し
て

注
目
さ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド「
エ
シ
カ
ル
」。

「
エ
シ
カ
ル
」を
軸
に
生
活
す
る
こ
と
で
、個
人
が
よ
り
よ
い

生
き
方
を
実
現
し
、成
熟
し
た
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
―
―
。

６
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た
ネ
ッ
ト
調
査
結
果
か
ら
、

エ
シ
カ
ル
な
生
活
者
の
実
像
を
探
る
。

ネ
ッ
ト
調
査
結
果
を
も
と
に
考
察
す
る

エ
シ
カ
ル
な
生
活
者
と
は

倫
理
的

　
次
に
、
日
常
の
行
動
か
ら
、
生
活
者
を
エ

シ
カ
ル
と
い
う
観
点
で
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
ま
ず
、「
あ
な
た
は
こ
の
１
年
で
以
下
の

よ
う
な
行
為
を
行
い
ま
し
た
か
。―

―

地
元

で
採
れ
た
野
菜
や
商
品
の
購
入
（
地
産
地

消
）」
な
ど
日
ご
ろ
の
活
動
に
つ
い
て
13
の

質
問
を
行
っ
た
。
そ
の
回
答
結
果
を
も
と
に

因
子
分
析
を
行
い
、
得
ら
れ
た
３
つ
の
潜
在

的
な
心
理
要
因
を
「
エ
シ
カ
ル
消
費
因
子
」

「
東
北
支
援
行
動
因
子
」「
地
元
活
動
因
子
」

と
名
付
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
と
質
問
と

の
関
係
はChart 1

の
通
り
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
の
３
つ
の
因
子
の
得
点
を
回
答
者
ご
と

に
計
算
し
、
そ
れ
を
も
と
に
ク
ラ
ス
タ
ー
分

析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
用
い
て
、
回
答

者
を
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。
各
因
子

得
点
の
グ
ル
ー
プ
内
平
均
値
を
も
と
に
「
エ

シ
カ
ル
消
費
者
」「
地
元
活
動
者
」「
東
北
支

援
活
動
者
」「
無
関
心
者
」
と
名
付
け
た
（
各

グ
ル
ー
プ
の
因
子
別
特
徴
はChart 2

を
参

照
）。
前
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
「
エ
シ
カ

ル
な
生
活
者
」
で
あ
る
。

　
各
グ
ル
ー
プ
の
持
つ
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

〈
性
別
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
は
女
性
が
３
分

の
２
を
占
め
、
東
北
支
援
活
動
者
、
無
関
心

者
は
60
％
近
く
を
男
性
が
占
め
る
。

〈
年
齢
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
、
地
元
活
動
者

は
年
齢
層
の
高
い
人
、
東
北
支
援
活
動
者
、

無
関
心
者
は
年
齢
層
の
低
い
人
が
多
い
。

〈
所
得
金
額
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
、
地
元
活

動
者
は
年
間
所
得
１
０
０
０
万
円
前
後
の
層

が
多
く
、
無
関
心
者
は
所
得
の
低
い
人
が
相

対
的
に
多
い
も
の
の
、
大
き
な
差
で
は
な
い
。

　
本
年
５
月
30
日
、
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協

議
会
が
発
足
し
た
。エ
シ
カ
ル
を
訳
せ
ば「
倫

理
的
」
で
あ
り
、
実
際
道
徳
の
規
範
と
な
る

原
理
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
説

明
は
わ
か
り
に
く
く
、人
に
よ
っ
て
は
押
し
つ

け
が
ま
し
い
言
葉
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
通
常
、
倫

理
を
「
社
会
の
持
続
可
能
性
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
ル
ー
ル
」
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
の
設
立
趣
意

書
で
は
「
地
球
の
環
境
と
社
会
の
あ
り
方
を

新
し
い
概
念
で
あ
り
、価
値
観
で
も
あ
る『
エ

シ
カ
ル
』（
倫
理
、
良
心
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
洗
い
直
し
、
塗
り
替
え
て
、
地
球
の
環
境

と
社
会
が
共
生
し
、
融
け
合
え
る
不
滅
の
共

生
文
明
圏
を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
」
を
目

的
と
す
る
と
う
た
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
活

動
例
と
し
て
、
地
球
環
境
や
人
権
を
意
識
し

た
資
材
購
買
・
調
達
な
ど
を
実
現
す
る
た
め

の
「
エ
シ
カ
ル
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
検

討
が
あ
る
。
ま
た
２
０
２
０
年
開
催
予
定
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＆
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
エ
シ
カ
ル
な
催
し
で

あ
る
「
エ
シ
カ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＆
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
活
動

も
あ
る
。
加
え
て
、
そ
れ
を
契
機
に
東
京
を

エ
シ
カ
ル
タ
ウ
ン
化
し
、
日
本
全
国
に
波
及

さ
せ
て
い
く
こ
と
も
提
案
し
て
い
る
。
他
に

も
エ
シ
カ
ル
度
評
価
法
の
確
立
や
エ
シ
カ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
賞
と
い
っ
た
包
括
的
な
振
興

策
な
ど
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
代
表
は
山
本

良
一
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
筆
者
も
本
協
議

会
設
立
発
起
人
１
１
４
人
の
な
か
の
ひ
と
り

で
あ
る
。

　
か
つ
て
情
報
誌
『
Ｃ
Ｅ
Ｌ
』
で
は
第
98
号

（
２
０
１
２
年
１
月
発
行
）
で
「
倫
理
的
消

費―

持
続
可
能
な
社
会
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」

と
い
う
特
集
を
組
み
、
筆
者
も
「
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
実
現
の
た
め
の
倫
理
的
消
費
に
」

を
寄
稿
し
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
そ
こ
で
は

倫
理
的
消
費
の
定
義
を
「
社
会
を
構
成
す
る

人
々
が
共
存
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
に
即
し
た

消
費
」
と
し
て
い
る
）。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
近
年
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
制
約
の
問
題
、
人
権
や
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
（
人
の
多
様
性
）
に
対
す
る
意
識

の
向
上
、
社
会
の
参
加
者
と
し
て
の
責
任
意

識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
互
酬
性
や
相
互

依
存
関
係
の
効
用
、
他
者
配
慮
の
重
要
性
が

少
し
ず
つ
世
の
中
に
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
拙
稿
で
は
、
生
活
者
に
対
す
る
最

新
の
意
識
調
査
デ
ー
タ
（
＊
１
）
を
用
い
て
、

エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的
）
な
生
活
者
の
実
態
、

意
識
構
造
な
ど
を
示
し
考
察
を
行
う
。

　
ま
ず
エ
シ
カ
ル
に
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

の
認
知
を
確
認
し
た
。キ
ー
ワ
ー
ド
と
は「
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
＊
２
）」「
地
産
地
消
」「
倫

理
的
消
費
（
エ
シ
カ
ル
消
費
）」
な
ど
で
あ
る
。

「
よ
く
知
っ
て
い
る
」「
あ
る
程
度
知
っ
て
い

る
」
の
合
計
が
全
体
の
何
％
で
あ
る
か
を
そ

の
語
の
認
知
度
と
定
義
し
て
過
去
数
年
間
の

推
移
を
見
る
と
、
総
じ
て
変
化
が
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

「
地
産
地
消
」
は
２
０
０
８
年
の
62
％
か
ら

74
％
と
増
加
し
一
般
へ
の
定
着
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
倫
理
的
消
費
は
６
・
５
％
程
度
、

社
会
的
責
任
投
資
（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
は
13
％

程
度
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
32
％
程
度
の
認

知
度
で
、
こ
こ
数
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
や
地
域
通

貨
な
ど
、
認
知
度
が
低
下
し
て
い
る
言
葉
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
総
じ
て
エ

シ
カ
ル
に
対
す
る
関
心
や
理
解
が
大
き
く
進

展
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
と
判
断
で

き
る
。

〈
生
活
実
感
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
、
地
元
活

動
者
は
生
活
に
ま
ず
ま
ず
満
足
し
て
い
る
層
、

東
北
支
援
活
動
者
は
満
足
感
の
非
常
に
高
い

層
、
無
関
心
者
は
満
足
感
の
低
い
層
が
相
対

的
に
多
い
。

　
買
い
物
機
会
の
多
い
女
性
に
エ
シ
カ
ル

「
消
費
者
」が
多
い
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
男
性
の
倍
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
理
由
を
検
討

し
て
み
る
価
値
が
あ
る
。
総
じ
て
生
活
に
余

裕
が
あ
っ
た
り
、
満
足
し
た
り
し
て
い
る
人

が
エ
シ
カ
ル
に
積
極
的
な
関
わ
り
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。し
か
し
、も
う
少
し

細
か
く
見
る
と
、
地
元
活
動
を
重
視
す
る
回

答
者
は
人
間
関
係
へ
の
関
心
や
満
足
度
が
高

い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
、
デ
ー
タ
か
ら
導
き
出
し
た
「
エ

シ
カ
ル
な
生
活
者
」
の
実
態
で
あ
る
。

　
で
は
、
エ
シ
カ
ル
な
消
費
行
動
は
、
ど
の

よ
う
な
要
因
に
影
響
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
　
こ
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
、
前
節

で
計
算
し
た
各
個
人
の
エ
シ
カ
ル
消
費
因
子

得
点
を
被
説
明
変
数
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
や
既
存
の
研
究
の
蓄
積
か
ら
、
エ
シ
カ
ル

消
費
行
動
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
要
因

を
説
明
変
数
と
し
、
一
般
的
な
重
回
帰
分
析

を
行
っ
た
。

　
具
体
的
な
要
因
（
説
明
変
数
）
は
①
性
別
、

②
年
齢
、③
所
得
、④
エ
シ
カ
ル
消
費
へ
の
関

心
度
（
エ
シ
カ
ル
消
費
と
い
う
言
葉
に
対
す

る
認
知
度
で
代
替
）、⑤
他
者
配
慮
に
関
す
る

自
己
評
価
（
利
他
性
﹇
他
者
へ
の
思
い
や
り

と
行
動
力
﹈）、
社
会
に
対
す
る
態
度
（
⑥
私

は
正
義
を
愛
し
、
不
正
を
許
さ
な
い
、
公
正

人
で
あ
る
、⑦
自
己
責
任
の
覚
悟
を
前
提
と

し
た
自
由
な
社
会
が
望
ま
し
い
）、
社
会
に

対
す
る
責
任
意
識
（
⑧
地
域
全
体
の
福
祉
向

上
の
た
め
、
自
分
も
何
か
貢
献
す
べ
き
で
あ

る
、⑨
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
関
す

る
問
題
解
決
に
、
自
分
は
責
任
が
あ
る
）、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
⑩
誠
実
性
、⑪
神
経
症

傾
向
、⑫
開
放
性
、⑬
外
向
性
、⑭
協
調
性
）

で
あ
る
（
＊
３
）。

　
結
果
と
し
て
、
エ
シ
カ
ル
な
消
費
行
動
に

影
響
力
の
大
き
な
要
因
は
、
年
齢
、
性
別
、

地
域
貢
献
意
識
、
誠
実
性
、
開
放
性
、
エ
シ

カ
ル
消
費
関
心
度
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
（Chart 3

）。

　
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
、
エ
シ

カ
ル
消
費
行
動
は
、
年
齢
な
ど
の
社
会
環
境

要
因
、
社
会
と
自
分
の
関
係
に
つ
い
て
の
考

え
方
、
性
格
要
因
な
ど
が
複
合
的
に
影
響
し

て
導
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
示
唆
を
得

た
。
因
果
関
係
を
明
確
に
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
エ
シ
カ
ル

生
活
意
識
が
高
ま
っ
た
り
、
エ
シ
カ
ル
行
動

が
促
進
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
簡
単
な
答
え
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ

ン
ト
は
見
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

　
例
え
ば
、
エ
シ
カ
ル
な
生
活
が
望
ま
し
い

と
い
う
社
会
的
な
合
意
が
な
さ
れ
、
エ
シ
カ

ル
行
動
を
社
会
と
し
て
促
進
し
よ
う
と
す
る

の
な
ら
ば
、
ま
ず
は
生
活
者
の
４
分
の
１
か

ら
半
分
程
度
存
在
す
る
エ
シ
カ
ル
生
活
者
候

補
に
対
し
て
、
適
切
な
情
報
発
信
な
ど
の
エ

シ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
が
効
果
的
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
主
観

的
な
幸
福
感
と
の
プ
ラ
ス
の
関
係
も
見
ら
れ

る
。
今
後
も
エ
シ
カ
ル
が
生
活
者
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
（
よ
い
生
き
方
）
実
現
の
た
め

の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
問
題
意
識
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

冒
頭
の
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
な
ど
の

活
動
を
通
じ
、
エ
シ
カ
ル
な
生
活
者
が
活
性

化
す
れ
ば
、
ま
た
違
っ
た
日
本
の
成
熟
社
会

像
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

全
体
の
約
半
分

―
―
エ
シ
カ
ル
な
生
活
者
の
存
在

日
本
エ
シ
カ
ル
推
進

協
議
会
設
立
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自然や環境に損害を与えないような
付加価値のついた商品・サービスの購入
地元で採れた野菜や商品の購入
有機栽培や無農薬・減農薬の野菜や商品の購入
東日本大震災被災地産の商品・サービスの購入
ハンディキャップのある方や途上国の子ども支援などの
付加価値がついた商品・サービスの購入
フェアトレード商品の購入
東日本大震災被災地復興支援のための寄付
社会的に糾弾された企業のつくる製品を買わない
東日本大震災被災地支援のためのボランティア活動
東日本大震災被災地支援のための旅行
地域内でのボランティア活動
町内会（自治会）活動
趣味のサークル参加

Q1

Q2
Q3
Q4
Q5

Q6
Q7
Q8
Q9
Q10
Q11
Q12
Q13

日常の活動に関する13の質問
Chart 1

生活行動から見る4グループ
Chart 2

無関心者
3121人

東北支援活動者
406人

地元活動者
995人

エシカル消費者
1478人

エシカル
消費因子

東北支援
行動因子

地元
活動因子

6000人の回答結果をもとに因子分析を行い、得られた３
つの潜在的な心理要因を「エシカル消費因子」、「東北支
援行動因子」、「地元活動因子」と名付けた。

Chart 1の回答から抽出した3つの因子をもとに、個人別
の因子得点を計算し、クラスター分析を行って４つのグル
ープに分けた。各グループ内の因子得点平均値の高低を
もとに◎、〇、△、×、××の記号を付けた。

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♦
♦
♠
♠
♠

♥
♦
♠

＝エシカル消費因子からの負荷量が大きい質問項目
＝東北支援行動因子からの負荷量が大きい質問項目
＝地元活動因子からの負荷量が大きい質問項目



（
＊
１
）
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
２
０
１
４
年
３
月
実
施
）：
調
査
人
数

６
０
０
０
人
（
国
勢
調
査
に
準
じ
た
人
口
割
５
０
０
０
人
＋
20
歳
代

回
答
者
１
０
０
０
人
）、
調
査
実
施
会
社
：
㈱
マ
ク
ロ
ミ
ル
。

（
＊
２
）
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
：
①〈
目
的
〉
発
展
途
上
国
で
、
弱
い
立

場
に
い
て
生
活
の
苦
し
い
生
産
者
や
労
働
者
の
生
活
向
上
や
自
立
を

目
指
す
た
め
、②〈
具
体
的
行
動
〉
発
展
途
上
国
の
原
料
や
製
品
を

不
当
に
安
い
値
段
で
買
い
叩
か
ず
、
適
正
な
価
格
で
継
続
的
に
購

入
す
る
こ
と
。

（
＊
３
）①
性
別
（
女
性
＝
１
と
す
る
ダ
ミ
ー
変
数
）、②
年
齢
（
実

年
齢
数
値
）、③
所
得
（
世
帯
年
収
１
０
０
万
円
未
満
か
ら
１
億
円

以
上
ま
で
20
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
数
値
）、④
エ
シ
カ
ル
消
費
（「
よ
く
知
っ

て
い
る
」
か
ら
「
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
ま
で
４
段
階
）、⑤
利
他
性

（
同
年
代
の
最
低
レ
ベ
ル
〜
同
年
代
の
最
高
レ
ベ
ル
ま
で
７
段
階
）、⑥

公
正
人
（「
そ
う
思
う
」
か
ら
「
そ
う
思
わ
な
い
」
ま
で
５
段
階
）、

⑦
自
由
な
社
会
が
望
ま
し
い
（
10
年
後
の
あ
る
べ
き
社
会
に
関
し
、

「
自
由
が
望
ま
し
い
」
ま
た
は
「
分
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
を
１
と

す
る
ダ
ミ
ー
変
数
）、⑧
地
域
全
体
の
た
め
貢
献
す
べ
き
（「
そ
う
思

う
」
か
ら
「
そ
う
思
わ
な
い
」
ま
で
５
段
階
）、⑨
地
域
コ
ミ
ュニ
テ

ィ
の
維
持
に
責
任
が
あ
る
（「
そ
う
思
う
」
か
ら
「
そ
う
思
わ
な
い
」

ま
で
５
段
階
）、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
⑩
誠
実
性
、⑪
神
経
症
傾
向
、

⑫
開
放
性
、⑬
外
向
性
、⑭
協
調
性
、
心
理
学
に
お
け
る
ビ
ッ
グ
５

と
い
わ
れ
る
要
因
、
44
の
デ
ー
タ
か
ら
構
成
し
た
合
成
変
数
で
平

均
値
０
に
標
準
化
し
た
ス
ケ
ー
ル
尺
度
。
説
明
変
数
に
主
観
的
評

価
が
入
って
い
る
た
め
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
要
因
と
す
る
見
せ
か
け

の
相
関
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
採
用
）。

　
次
に
、
日
常
の
行
動
か
ら
、
生
活
者
を
エ

シ
カ
ル
と
い
う
観
点
で
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
ま
ず
、「
あ
な
た
は
こ
の
１
年
で
以
下
の

よ
う
な
行
為
を
行
い
ま
し
た
か
。―

―

地
元

で
採
れ
た
野
菜
や
商
品
の
購
入
（
地
産
地

消
）」
な
ど
日
ご
ろ
の
活
動
に
つ
い
て
13
の

質
問
を
行
っ
た
。
そ
の
回
答
結
果
を
も
と
に

因
子
分
析
を
行
い
、
得
ら
れ
た
３
つ
の
潜
在

的
な
心
理
要
因
を
「
エ
シ
カ
ル
消
費
因
子
」

「
東
北
支
援
行
動
因
子
」「
地
元
活
動
因
子
」

と
名
付
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
と
質
問
と

の
関
係
はChart 1

の
通
り
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
の
３
つ
の
因
子
の
得
点
を
回
答
者
ご
と

に
計
算
し
、
そ
れ
を
も
と
に
ク
ラ
ス
タ
ー
分

析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
用
い
て
、
回
答

者
を
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。
各
因
子

得
点
の
グ
ル
ー
プ
内
平
均
値
を
も
と
に
「
エ

シ
カ
ル
消
費
者
」「
地
元
活
動
者
」「
東
北
支

援
活
動
者
」「
無
関
心
者
」
と
名
付
け
た
（
各

グ
ル
ー
プ
の
因
子
別
特
徴
はChart 2

を
参

照
）。
前
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
「
エ
シ
カ

ル
な
生
活
者
」
で
あ
る
。

　
各
グ
ル
ー
プ
の
持
つ
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

〈
性
別
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
は
女
性
が
３
分

の
２
を
占
め
、
東
北
支
援
活
動
者
、
無
関
心

者
は
60
％
近
く
を
男
性
が
占
め
る
。

〈
年
齢
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
、
地
元
活
動
者

は
年
齢
層
の
高
い
人
、
東
北
支
援
活
動
者
、

無
関
心
者
は
年
齢
層
の
低
い
人
が
多
い
。

〈
所
得
金
額
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
、
地
元
活

動
者
は
年
間
所
得
１
０
０
０
万
円
前
後
の
層

が
多
く
、
無
関
心
者
は
所
得
の
低
い
人
が
相

対
的
に
多
い
も
の
の
、
大
き
な
差
で
は
な
い
。

　
本
年
５
月
30
日
、
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協

議
会
が
発
足
し
た
。エ
シ
カ
ル
を
訳
せ
ば「
倫

理
的
」
で
あ
り
、
実
際
道
徳
の
規
範
と
な
る

原
理
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
説

明
は
わ
か
り
に
く
く
、人
に
よ
っ
て
は
押
し
つ

け
が
ま
し
い
言
葉
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
通
常
、
倫

理
を
「
社
会
の
持
続
可
能
性
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
ル
ー
ル
」
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
の
設
立
趣
意

書
で
は
「
地
球
の
環
境
と
社
会
の
あ
り
方
を

新
し
い
概
念
で
あ
り
、価
値
観
で
も
あ
る『
エ

シ
カ
ル
』（
倫
理
、
良
心
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
洗
い
直
し
、
塗
り
替
え
て
、
地
球
の
環
境

と
社
会
が
共
生
し
、
融
け
合
え
る
不
滅
の
共

生
文
明
圏
を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
」
を
目

的
と
す
る
と
う
た
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
活

動
例
と
し
て
、
地
球
環
境
や
人
権
を
意
識
し

た
資
材
購
買
・
調
達
な
ど
を
実
現
す
る
た
め

の
「
エ
シ
カ
ル
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
検

討
が
あ
る
。
ま
た
２
０
２
０
年
開
催
予
定
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＆
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
エ
シ
カ
ル
な
催
し
で

あ
る
「
エ
シ
カ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＆
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
活
動

も
あ
る
。
加
え
て
、
そ
れ
を
契
機
に
東
京
を

エ
シ
カ
ル
タ
ウ
ン
化
し
、
日
本
全
国
に
波
及

さ
せ
て
い
く
こ
と
も
提
案
し
て
い
る
。
他
に

も
エ
シ
カ
ル
度
評
価
法
の
確
立
や
エ
シ
カ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
賞
と
い
っ
た
包
括
的
な
振
興

策
な
ど
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
代
表
は
山
本

良
一
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
筆
者
も
本
協
議

会
設
立
発
起
人
１
１
４
人
の
な
か
の
ひ
と
り

で
あ
る
。

　
か
つ
て
情
報
誌
『
Ｃ
Ｅ
Ｌ
』
で
は
第
98
号

（
２
０
１
２
年
１
月
発
行
）
で
「
倫
理
的
消

費―

持
続
可
能
な
社
会
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」

と
い
う
特
集
を
組
み
、
筆
者
も
「
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
実
現
の
た
め
の
倫
理
的
消
費
に
」

を
寄
稿
し
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
そ
こ
で
は

倫
理
的
消
費
の
定
義
を
「
社
会
を
構
成
す
る

人
々
が
共
存
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
に
即
し
た

消
費
」
と
し
て
い
る
）。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
近
年
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
制
約
の
問
題
、
人
権
や
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
（
人
の
多
様
性
）
に
対
す
る
意
識

の
向
上
、
社
会
の
参
加
者
と
し
て
の
責
任
意

識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
互
酬
性
や
相
互

依
存
関
係
の
効
用
、
他
者
配
慮
の
重
要
性
が

少
し
ず
つ
世
の
中
に
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
拙
稿
で
は
、
生
活
者
に
対
す
る
最

新
の
意
識
調
査
デ
ー
タ
（
＊
１
）
を
用
い
て
、

エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的
）
な
生
活
者
の
実
態
、

意
識
構
造
な
ど
を
示
し
考
察
を
行
う
。

　
ま
ず
エ
シ
カ
ル
に
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

の
認
知
を
確
認
し
た
。キ
ー
ワ
ー
ド
と
は「
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
＊
２
）」「
地
産
地
消
」「
倫

理
的
消
費
（
エ
シ
カ
ル
消
費
）」
な
ど
で
あ
る
。

「
よ
く
知
っ
て
い
る
」「
あ
る
程
度
知
っ
て
い

る
」
の
合
計
が
全
体
の
何
％
で
あ
る
か
を
そ

の
語
の
認
知
度
と
定
義
し
て
過
去
数
年
間
の

推
移
を
見
る
と
、
総
じ
て
変
化
が
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

「
地
産
地
消
」
は
２
０
０
８
年
の
62
％
か
ら

74
％
と
増
加
し
一
般
へ
の
定
着
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
倫
理
的
消
費
は
６
・
５
％
程
度
、

社
会
的
責
任
投
資
（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
は
13
％

程
度
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
32
％
程
度
の
認

知
度
で
、
こ
こ
数
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
や
地
域
通

貨
な
ど
、
認
知
度
が
低
下
し
て
い
る
言
葉
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
総
じ
て
エ

シ
カ
ル
に
対
す
る
関
心
や
理
解
が
大
き
く
進

展
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
と
判
断
で

き
る
。

〈
生
活
実
感
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
、
地
元
活

動
者
は
生
活
に
ま
ず
ま
ず
満
足
し
て
い
る
層
、

東
北
支
援
活
動
者
は
満
足
感
の
非
常
に
高
い

層
、
無
関
心
者
は
満
足
感
の
低
い
層
が
相
対

的
に
多
い
。

　
買
い
物
機
会
の
多
い
女
性
に
エ
シ
カ
ル

「
消
費
者
」が
多
い
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
男
性
の
倍
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
理
由
を
検
討

し
て
み
る
価
値
が
あ
る
。
総
じ
て
生
活
に
余

裕
が
あ
っ
た
り
、
満
足
し
た
り
し
て
い
る
人

が
エ
シ
カ
ル
に
積
極
的
な
関
わ
り
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。し
か
し
、も
う
少
し

細
か
く
見
る
と
、
地
元
活
動
を
重
視
す
る
回

答
者
は
人
間
関
係
へ
の
関
心
や
満
足
度
が
高

い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
、
デ
ー
タ
か
ら
導
き
出
し
た
「
エ

シ
カ
ル
な
生
活
者
」
の
実
態
で
あ
る
。

　
で
は
、
エ
シ
カ
ル
な
消
費
行
動
は
、
ど
の

よ
う
な
要
因
に
影
響
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
　
こ
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
、
前
節

で
計
算
し
た
各
個
人
の
エ
シ
カ
ル
消
費
因
子

得
点
を
被
説
明
変
数
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
や
既
存
の
研
究
の
蓄
積
か
ら
、
エ
シ
カ
ル

消
費
行
動
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
要
因

を
説
明
変
数
と
し
、
一
般
的
な
重
回
帰
分
析

を
行
っ
た
。

　
具
体
的
な
要
因
（
説
明
変
数
）
は
①
性
別
、

②
年
齢
、③
所
得
、④
エ
シ
カ
ル
消
費
へ
の
関

心
度
（
エ
シ
カ
ル
消
費
と
い
う
言
葉
に
対
す

る
認
知
度
で
代
替
）、⑤
他
者
配
慮
に
関
す
る

自
己
評
価
（
利
他
性
﹇
他
者
へ
の
思
い
や
り

と
行
動
力
﹈）、
社
会
に
対
す
る
態
度
（
⑥
私

は
正
義
を
愛
し
、
不
正
を
許
さ
な
い
、
公
正

人
で
あ
る
、⑦
自
己
責
任
の
覚
悟
を
前
提
と

し
た
自
由
な
社
会
が
望
ま
し
い
）、
社
会
に

対
す
る
責
任
意
識
（
⑧
地
域
全
体
の
福
祉
向

上
の
た
め
、
自
分
も
何
か
貢
献
す
べ
き
で
あ

る
、⑨
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
関
す

る
問
題
解
決
に
、
自
分
は
責
任
が
あ
る
）、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
⑩
誠
実
性
、⑪
神
経
症

傾
向
、⑫
開
放
性
、⑬
外
向
性
、⑭
協
調
性
）

で
あ
る
（
＊
３
）。

　
結
果
と
し
て
、
エ
シ
カ
ル
な
消
費
行
動
に

影
響
力
の
大
き
な
要
因
は
、
年
齢
、
性
別
、

地
域
貢
献
意
識
、
誠
実
性
、
開
放
性
、
エ
シ

カ
ル
消
費
関
心
度
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
（Chart 3

）。

　
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
、
エ
シ

カ
ル
消
費
行
動
は
、
年
齢
な
ど
の
社
会
環
境

要
因
、
社
会
と
自
分
の
関
係
に
つ
い
て
の
考

え
方
、
性
格
要
因
な
ど
が
複
合
的
に
影
響
し

て
導
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
示
唆
を
得

た
。
因
果
関
係
を
明
確
に
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
エ
シ
カ
ル

生
活
意
識
が
高
ま
っ
た
り
、
エ
シ
カ
ル
行
動

が
促
進
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
簡
単
な
答
え
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ

ン
ト
は
見
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

　
例
え
ば
、
エ
シ
カ
ル
な
生
活
が
望
ま
し
い

と
い
う
社
会
的
な
合
意
が
な
さ
れ
、
エ
シ
カ

ル
行
動
を
社
会
と
し
て
促
進
し
よ
う
と
す
る

の
な
ら
ば
、
ま
ず
は
生
活
者
の
４
分
の
１
か

ら
半
分
程
度
存
在
す
る
エ
シ
カ
ル
生
活
者
候

補
に
対
し
て
、
適
切
な
情
報
発
信
な
ど
の
エ

シ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
が
効
果
的
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
主
観

的
な
幸
福
感
と
の
プ
ラ
ス
の
関
係
も
見
ら
れ

る
。
今
後
も
エ
シ
カ
ル
が
生
活
者
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
（
よ
い
生
き
方
）
実
現
の
た
め

の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
問
題
意
識
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

冒
頭
の
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
な
ど
の

活
動
を
通
じ
、
エ
シ
カ
ル
な
生
活
者
が
活
性

化
す
れ
ば
、
ま
た
違
っ
た
日
本
の
成
熟
社
会

像
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

エ
シ
カ
ル
消
費
行
動
の

背
景
に
あ
る

多
様
な
要
因

潜
在
的

エ
シ
カ
ル
生
活
者
の

活
性
化
を

50CEL November 201451 CEL November 2014

エシカル消費をするのはどんな人？

アンケートから見えてきた
エシカル消費を規定する要因と

そのパーソナリティー

Chart 3

エシカル消費をする人

パーソナリティ 関心
社会
意識

コミュニティとの
関わり 属性

個人別のエシカル消費因子得点を被説明変数、エシカル
消費行動と関連があると思われる要因を説明変数とし、
一般的な重回帰分析を行った。円の大きさは、重回帰分
析の結果に準じており、大きいほどエシカル消費に影響を
与えている要因である。
＊「リバタリアニズム」はマイナス要因であり、この程度が高
いほど、エシカル消費度は低くなる。このため円の色を変
更し、他のプラス要因と区別した。
＊各要因に付された番号は本文内の要因の説明と対応
する。

女性
（エシカル消費者の
2/3を占める）

性別

年齢層の
高い人

年齢

上昇志向があり
エネルギッシュで
積極的に
行動する人

外向性

情緒が不安定で
ストレスを
感じやすい人

神経症
傾向

コミュニティの維持に
責任を感じて
いる人

地域に
対する責任

正義を愛し、
不正を
許さない人

公正
自己責任に基づく
個人の自由を
重視する人 

リバタリアニズム＊

年間所得の
高い人

年収
計画性があり
達成への
意志も強い
まじめな人

誠実性
知的好奇心が強く
想像力豊かで、
美の理解が
ある人

開放性
嘘偽りなく

控えめな態度で
接する
やさしい人

協調性
「地産地消」

「フェアトレード」など
エシカルな
単語を

認知している人

知識

コミュニティの
福祉向上のために
貢献する人

地域貢献
12

3897
6

4
101214
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社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
立
ち
向
か
う
生
活
者
が
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き

リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
有
識
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
探
っ

て
い
く
本
連
載
の
第
二
回
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
が
テ
ー
マ
。
社
会
の

一
員
と
し
て
、
関
心
の
あ
る
社
会
課
題
の
解
決
は
誰
も
が
願
う
も
の
。
し
か

し
、
自
分
自
身
が
そ
こ
に
ど
う
関
わ
れ
る
の
か
と
い
う
「
方
法
」
は
知
識

と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ズ
の
小
野
裕
之
理
事
は

小
さ
な〝
ほ
し
い
も
の
〞を
つ
く
る
こ
と
の
積
み
重
ね
を
推
奨
す
る
。

よ
り
よ
く

生
き
る
た
め
の

生
活
リ
テ
ラ
シ
ー

第
二
回

社
会
課
題
を

解
決
す
る

仕
組
み
を
つ
く
る

元
気
の
な
か
っ
た

お
ば
あ
さ
ん
が

生
き
生
き
し
た
顔
に

O
no H

iroyuki

greenz.jp

副
編
集
長
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ズ
理
事
。

岡
山
県
生
ま
れ
。大
学
卒
業
後
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を

制
作
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
就
職
。２
０
０
９
年
よ
り

greenz.jp

に
転
職
。greenz.jp

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
と

も
な
い
理
事
に
就
任
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ズ
の
事
業

戦
略
づ
く
り
、企
業
や
行
政
に
向
け
た
事
業
の
開
発
や

営
業
、オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
責
任
者
を
務
め
る
。ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
し
て
、ソ
ー
シ
ャ
ル
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ビ
ジ
ネ
ス
の

事
業
化
を
支
援
し
て
い
る
。http://greenz.jp/

小
野
裕
之 ほ

し
い
未
来
を

つ
く
る
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン

Number 02

Literacy
for
a

Better
Living

Literacy
for
a

Better
Living

も
な
っ
て
い
る
、
で
き
れ
ば
採
算
が
取
れ
る

（
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
）、
そ
し

て
デ
ザ
イ
ン
性
が
優
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
。
や
は
り
い
く
ら
よ
い
ア
イ
デ
ア
で
も

セ
ン
ス
の
な
い
も
の
は
取
り
上
げ
な
い
。

　
社
会
的
課
題
の
解
決
に
興
味
を
持
ち
、
何

か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
内
に
秘
め
て
い

る
人
も
多
い
と
思
う
。
そ
ん

な
場
合
は
ま
ず
、
世
の
中
の

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
実
際

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
実
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
世
の
中
に
は

あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
な
か
の
一
つ
に
で
も
二

つ
に
で
も
興
味
を
持
て
ば
、

そ
こ
に
遊
び
に
行
っ
て
み
る
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
る
、

そ
の
商
品
を
買
っ
て
み
る
、

積
極
的
に
応
援
し
て
み
る
と

い
っ
た
行
動
を
起
こ
し
て
も
ら
い
た
い
。
私

た
ち
の
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
で
は
事

例
紹
介
の
後
に
必
ず
ネ
ク
ス
ト
・
ア
ク
シ
ョ

ン
と
い
う
、
次
の
行
動
に
つ
な
げ
る
た
め
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
番
重
要
な
の
は
何
か
の
行
動
を
起
こ
す

か
ど
う
か
で
あ
る
。
説
得
し
な
い
と
動
か
な

い
よ
う
な
人
は
結
局
動
か
な
い
し
長
続
き
も

し
な
い
。
そ
れ
は
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、
そ

の
人
の
心
の
中
で
ま
だ
機
が
熟
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
一
生
そ
の
ま
ま
（
で
幸
せ
）

定
し
て
新
た
な
価
値
を
生
む
ア
ク
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
何
が
社
会
課
題
か
と
い
う
の
は
人
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
当
然
だ
。
そ
の
人
に
と
っ
て
の

社
会
で
問
題
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
社

会
課
題
で
あ
る
。
家
庭
、
町
内
、
会
社
、
地
域
、

日
本
、世
界
。ご
み
の
廃
棄
か
ら
景
観
の
保
全
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）や
臓
器
提
供
な
ど
。

そ
の
な
か
で
私
た
ち
が
取
り
上
げ
る
の
は
、

そ
の
ま
ま
で
は
市
場
で
解
決
し
に
く
い
問
題

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
か
ら
こ
そ
新
た
な

価
値
を
創
出
す
る
画
期
的
な
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
途
上
国
支
援
と
い
っ
た
、

わ
か
り
や
す
く
き
れ
い
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
な

る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
多
く
の
人
に
関
心

を
持
た
れ
な
け
れ
ば
商
売
に
な
ら
な
い
か
ら

だ
。
私
た
ち
は
マ
ス
（
大
衆
）
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
専

門
的
な
知
識
が
必
要
な
複
雑
な
事
例
も
紹
介

す
る
。
そ
の
た
め
コ
ス
ト
が
安
く
す
む
ウ
ェ

ブ
を
活
用
し
て
い
る
。
閲
覧
は
若
年
、
壮
年

層
に
偏
る
傾
向
は
あ
る
が
、
そ
れ
も
ひ
と
つ

の
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
仕
組
み
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
に
掲
載
す

る
場
合
に
は
、
明
文
化
さ
れ
て
は
い
な
い
も

の
の
一
定
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
満
た
さ
れ
て
い

る
も
の
、
と
い
う
基
準
が
あ
る
。
具
体
的
に

は
そ
の
取
り
組
み
に
継
続
性
が
あ
る
、
人
の

た
め
に
と
い
う
だ
け
で
な
く
自
分
の
た
め
に

か
も
し
れ
な
い
し
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ

と
な
ど
を
き
っ
か
け
に
突
然
社
会
に
関
心
を

持
つ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
を
待
つ
こ
と

が
賢
明
で
あ
る
。

　
行
動
を
起
こ
す
気
に
な
っ
た
人
に
提
供
さ

れ
て
い
る
手
が
か
り
は
ウ
ェ
ブ
情
報
だ
け
で

は
な
い
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る

書
籍
は
私
た
ち
の
も
の
を
は
じ
め
、
た
く
さ

ん
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
日
本
仕
事
百
貨

（
㈱
シ
ゴ
ト
ヒ
ト
）
と
共
同
で
、
東
京
の
虎

ノ
門
に
「
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
」
と
い
う
活

動
の
拠
点
を
つ
く
り
、「
も
う
ひ
と
つ
の
肩

書
き
が
も
て
る
街
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

運
営
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
会
員
（
市
民
）

制
度
を
つ
く
っ
て
会
費
（
税
金
）
も
徴
収
し
、

毎
週
そ
の
お
金
の
使
い
道
を
議
論
し
て
決
定

し
て
い
る
。
飲
食
も
で
き
る
の
で
誰
で
も
ふ

ら
っ
と
立
ち
寄
る
こ
と
も
で
き
る
場
所
だ
。

　
さ
ら
に
「
グ
リ
ー
ン
・
ド
リ
ン
ク
ス
」
と

い
う
交
流
会
が
全
国
約
１
５
０
カ
所
で
自
主

運
営
さ
れ
（
実
際
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
の
は
半

分
ほ
ど
だ
が
）、
毎
月
の
よ
う
に
数
十
人
の

　
手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー
な
ど
、
ニ
ッ
ト
製
品

を
オ
ー
ダ
ー
で
き
る
フ
ラ
ン
ス
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
フ
ッ
ク
」
に
は
作
り

手
の
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
の
写
真
が
並
ん
で
い

る
。
購
入
す
る
人
は
作
っ
て
も
ら
い
た
い
お

ば
あ
さ
ん
を
指
名
し
た
り
、
交
流
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
き
っ
か
け
は
あ
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
保
養
所
に
大
叔
母
さ
ん
を
た
ず
ね

た
際
、
退
屈
そ
う
に
し
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん

た
ち
を
見
て
、
社
会
に
関
わ
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
、
仕
事
を
手
伝
っ
て
と
声
を

か
け
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

　
買
い
手
は
時
間
に
余
裕
の
あ
る
お
ば
あ
さ

ん
が
丁
寧
に
作
っ
た
商
品
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
作
り
手
の
お
ば
あ
さ
ん
た
ち

は
無
理
の
な
い
範
囲
で
お
金
を
稼
げ
る
う
え

に
、
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
こ
と
で
生

き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
営
的

に
も
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
企
画
に
関
わ
る
人
す
べ
て
が
便
益
を

得
て
お
り
、
商
売
と
し
て
も
持
続
可
能
性
が

高
く
、
し
か
も
高
齢
者
の
社
会
参
画
や
生
き

が
い
醸
成
、
社
会
的
承
認
の
獲
得
と
い
っ
た

社
会
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
迂
遠
で
壮
大
な
も
の
で
は
な
く
、
自

分
に
と
っ
て
身
近
で
小
さ
な
〝
現
実
〞
へ
の

対
応
で
あ
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
事
例
に
す
ぎ
ず
、
同
様

の
取
り
組
み
や
実
践
が
世
界
の
い
た
る
と
こ

ろ
で
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ユ
ネ
ス
コ
が
立
ち
上
げ
た「D

ESIGN
21

」

と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
で
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ザ
イ
ン
」
を“

Better design for the 
greater good”

（
大
き
な
よ
い
こ
と
の
た

め
の
デ
ザ
イ
ン
）
と
定
義
し
て
い
る
。
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
が
あ
る
が
、
私
た
ち
は

「
社
会
的
な
課
題
の
解
決
と
同
時
に
、
新
た

な
価
値
を
創
出
す
る
画
期
的

な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
」

だ
と
考
え
て
い
る
。
社
会
に

マ
イ
ナ
ス
を
も
た
ら
し
て
い

る
課
題
を
プ
ラ
ス
に
転
じ
、

し
か
も
俗
人
的
な
努
力
に
ゆ

だ
ね
る
の
で
は
な
く
そ
れ
を

仕
組
み
化
す
る
。
そ
れ
が
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
だ
と
。

　
そ
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

グ
リ
ー
ン
ズ
は
身
近
な
暮
ら

し
と
世
界
に
新
し
い
価
値
を
与
え
る
ア
イ
デ

ア
や
活
動
を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
を

運
営
し
て
い
る
。
最
近
の
例
で
は
商
店
街
の

空
き
店
舗
を
物
々
交
換
所
に
す
る
、
海
の
生

き
も
の
の
声
な
き
声
を
聴
く
こ
と
で
そ
れ
ら

を
救
う
こ
と
に
つ
な
げ
る
〝
貝
リ
ン
ガ
ル
〞、

販
売
期
限
切
れ
食
料
品
の
専
門
店
、
家
の
壁

を
巨
大
キ
ャ
ン
バ
ス
に
変
え
た
〝
落
書
き
し

て
も
怒
ら
れ
な
い
遊
べ
る
住
宅
〞
な
ど
。
環

境
、
ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
、
健
康
、
人
権
を

は
じ
め
、
多
様
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
単
に
そ
れ
ら
の
情
報
を
知
っ
て
楽
し
ん

で
も
ら
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
実
践
活
動
を
支
援
し
た
り
、
自
分

自
身
が
実
践
者
や
社
会
起
業
家
に
な
っ
た
り

し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
だ
。

　
そ
こ
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
ほ
し
い

未
来
は
、
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

は
じ
め
は
よ
り
よ
い
社
会
に
〝
変
え
る
〞
こ

と
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、〝
変

え
ら
れ
る
側
〞
と
は
必
ず
し
も
利
害
が
一
致

し
な
い
。
そ
こ
に
摩
擦
が
起
こ
っ
て
結
局
何

も
進
ま
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
た
と
え
小
さ
く

て
も
誰
も
が
共
感
す
る
新
し
い
未
来
を
ど
ん

ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
ば
よ
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
世
の
中
が
変
わ
る
か
ど
う
か
と

い
う
の
は
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
行
動
の
積
み

重
ね
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
重
要
な
の
は
そ

こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
着
実
に
実
現
し
て
い

く
こ
と
だ
。

　
し
た
が
っ
て
私
た
ち
は
社
会
課
題
の
存
在

を
問
題
提
起
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
何
ら
か

の
解
決
策
を
提
供
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
。
同
様
の
文
脈
で
い
え
ば
、
何
か
に

N
o

を
い
う
反
対
運
動
（
そ
れ
自
体
は
重
要

で
否
定
は
し
な
い
が
）
よ
り
も
、Y

es

と
肯

人
た
ち
が
集
っ
て
い
る
。
都
会
で
は
早
朝
大

学
と
い
っ
た
学
ぶ
場
も
多
く
提
供
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
い
き
な
り
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
無

理
で
も
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
ネ
ク
ス
ト
・
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
機
会
は
い
く
ら
で
も
あ

る
。
繰
り
返
す
が
、
ぶ
ん分 

す
い水 

れ
い嶺
は
〝
す
る
か
、

し
な
い
か
〞
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
〝
ほ
し
い
未
来
〞
と
は
何
か
。

個
人
的
な
考
え
で
は
あ
る
が
、
よ
り
多
く
の

人
が
不
満
に
支
配
さ
れ
な
い
生
き
方
を
実
現

し
て
い
る
こ
と
。
加
え
て
そ
れ
に
納
得
し
、

前
に
進
ん
で
い
る
実
感
を
持
っ
て
い
る
よ
う

な
社
会
だ
。
そ
の
た
め
に
も
大
き
な
結
果
を

目
指
す
よ
り
、
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
着
実
にY

es

を
実
現
し
て
い
る
取
り
組
み

に
目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
。
世
の
中
に
は

そ
の
よ
う
な
実
践
活
動
を
し
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
る
。
所
得
以
外
の
幸
せ
は
い
く
ら

で
も
あ
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
独
自
の
幸
せ

を
定
義
す
る
時
代
な
の
だ
。

　
遠
く
の
安
全
地
帯
か
ら
ダ
メ
出
し
を
す
る

批
評
家
に
な
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
で
も
二

つ
で
も
興
味
を
持
っ
て
実
際
に
商
品
を
買
っ

て
み
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
み
た
り
し

て
ほ
し
い
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
批
判
や
批

評
は
当
事
者
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
、
建
設

的
な
助
言
に
な
る
は
ず
だ
。
そ
し
て
そ
の
よ

う
な
行
動
は
自
分
自
身
に
刺
激
を
与
え
る
こ

と
に
も
な
る
。〝
ほ
し
い
未
来
〞
を
ほ
し
が

っ
て
い
る
の
は
〝
自
分
〞
に
他
な
ら
ず
、
社

会
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
自
分
の
た
め
で

あ
る
と
い
う
実
感
が
得
ら
れ
る
は
ず
だ
。

大
切
に
し
て
い
る
の
は

「
ほ
し
い
未
来
は
、つ
く
ろ
う
」

と
い
う
考
え
で
あ
る
。
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社
会
課
題
の
定
義
は

人
そ
れ
ぞ
れ

大
切
な
の
は

ネ
ク
ス
ト・ア
ク
シ
ョン

社
会
課
題
を
解
決

す
る
の
は
自
分
の
た
め

も
な
っ
て
い
る
、
で
き
れ
ば
採
算
が
取
れ
る

（
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
）、
そ
し

て
デ
ザ
イ
ン
性
が
優
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
。
や
は
り
い
く
ら
よ
い
ア
イ
デ
ア
で
も

セ
ン
ス
の
な
い
も
の
は
取
り
上
げ
な
い
。

　
社
会
的
課
題
の
解
決
に
興
味
を
持
ち
、
何

か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
内
に
秘
め
て
い

る
人
も
多
い
と
思
う
。
そ
ん

な
場
合
は
ま
ず
、
世
の
中
の

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
実
際

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
実
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
世
の
中
に
は

あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
な
か
の
一
つ
に
で
も
二

つ
に
で
も
興
味
を
持
て
ば
、

そ
こ
に
遊
び
に
行
っ
て
み
る
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
る
、

そ
の
商
品
を
買
っ
て
み
る
、

積
極
的
に
応
援
し
て
み
る
と

い
っ
た
行
動
を
起
こ
し
て
も
ら
い
た
い
。
私

た
ち
の
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
で
は
事

例
紹
介
の
後
に
必
ず
ネ
ク
ス
ト
・
ア
ク
シ
ョ

ン
と
い
う
、
次
の
行
動
に
つ
な
げ
る
た
め
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
番
重
要
な
の
は
何
か
の
行
動
を
起
こ
す

か
ど
う
か
で
あ
る
。
説
得
し
な
い
と
動
か
な

い
よ
う
な
人
は
結
局
動
か
な
い
し
長
続
き
も

し
な
い
。
そ
れ
は
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、
そ

の
人
の
心
の
中
で
ま
だ
機
が
熟
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
一
生
そ
の
ま
ま
（
で
幸
せ
）

定
し
て
新
た
な
価
値
を
生
む
ア
ク
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
何
が
社
会
課
題
か
と
い
う
の
は
人
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
当
然
だ
。
そ
の
人
に
と
っ
て
の

社
会
で
問
題
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
社

会
課
題
で
あ
る
。
家
庭
、
町
内
、
会
社
、
地
域
、

日
本
、世
界
。ご
み
の
廃
棄
か
ら
景
観
の
保
全
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）や
臓
器
提
供
な
ど
。

そ
の
な
か
で
私
た
ち
が
取
り
上
げ
る
の
は
、

そ
の
ま
ま
で
は
市
場
で
解
決
し
に
く
い
問
題

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
か
ら
こ
そ
新
た
な

価
値
を
創
出
す
る
画
期
的
な
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
途
上
国
支
援
と
い
っ
た
、

わ
か
り
や
す
く
き
れ
い
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
な

る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
多
く
の
人
に
関
心

を
持
た
れ
な
け
れ
ば
商
売
に
な
ら
な
い
か
ら

だ
。
私
た
ち
は
マ
ス
（
大
衆
）
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
専

門
的
な
知
識
が
必
要
な
複
雑
な
事
例
も
紹
介

す
る
。
そ
の
た
め
コ
ス
ト
が
安
く
す
む
ウ
ェ

ブ
を
活
用
し
て
い
る
。
閲
覧
は
若
年
、
壮
年

層
に
偏
る
傾
向
は
あ
る
が
、
そ
れ
も
ひ
と
つ

の
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
仕
組
み
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
に
掲
載
す

る
場
合
に
は
、
明
文
化
さ
れ
て
は
い
な
い
も

の
の
一
定
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
満
た
さ
れ
て
い

る
も
の
、
と
い
う
基
準
が
あ
る
。
具
体
的
に

は
そ
の
取
り
組
み
に
継
続
性
が
あ
る
、
人
の

た
め
に
と
い
う
だ
け
で
な
く
自
分
の
た
め
に

か
も
し
れ
な
い
し
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ

と
な
ど
を
き
っ
か
け
に
突
然
社
会
に
関
心
を

持
つ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
を
待
つ
こ
と

が
賢
明
で
あ
る
。

　
行
動
を
起
こ
す
気
に
な
っ
た
人
に
提
供
さ

れ
て
い
る
手
が
か
り
は
ウ
ェ
ブ
情
報
だ
け
で

は
な
い
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る

書
籍
は
私
た
ち
の
も
の
を
は
じ
め
、
た
く
さ

ん
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
日
本
仕
事
百
貨

（
㈱
シ
ゴ
ト
ヒ
ト
）
と
共
同
で
、
東
京
の
虎

ノ
門
に
「
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
」
と
い
う
活

動
の
拠
点
を
つ
く
り
、「
も
う
ひ
と
つ
の
肩

書
き
が
も
て
る
街
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

運
営
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
会
員
（
市
民
）

制
度
を
つ
く
っ
て
会
費
（
税
金
）
も
徴
収
し
、

毎
週
そ
の
お
金
の
使
い
道
を
議
論
し
て
決
定

し
て
い
る
。
飲
食
も
で
き
る
の
で
誰
で
も
ふ

ら
っ
と
立
ち
寄
る
こ
と
も
で
き
る
場
所
だ
。

　
さ
ら
に
「
グ
リ
ー
ン
・
ド
リ
ン
ク
ス
」
と

い
う
交
流
会
が
全
国
約
１
５
０
カ
所
で
自
主

運
営
さ
れ
（
実
際
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
の
は
半

分
ほ
ど
だ
が
）、
毎
月
の
よ
う
に
数
十
人
の

　
手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー
な
ど
、
ニ
ッ
ト
製
品

を
オ
ー
ダ
ー
で
き
る
フ
ラ
ン
ス
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
フ
ッ
ク
」
に
は
作
り

手
の
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
の
写
真
が
並
ん
で
い

る
。
購
入
す
る
人
は
作
っ
て
も
ら
い
た
い
お

ば
あ
さ
ん
を
指
名
し
た
り
、
交
流
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
き
っ
か
け
は
あ
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
保
養
所
に
大
叔
母
さ
ん
を
た
ず
ね

た
際
、
退
屈
そ
う
に
し
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん

た
ち
を
見
て
、
社
会
に
関
わ
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
、
仕
事
を
手
伝
っ
て
と
声
を

か
け
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

　
買
い
手
は
時
間
に
余
裕
の
あ
る
お
ば
あ
さ

ん
が
丁
寧
に
作
っ
た
商
品
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
作
り
手
の
お
ば
あ
さ
ん
た
ち

は
無
理
の
な
い
範
囲
で
お
金
を
稼
げ
る
う
え

に
、
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
こ
と
で
生

き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
営
的

に
も
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
企
画
に
関
わ
る
人
す
べ
て
が
便
益
を

得
て
お
り
、
商
売
と
し
て
も
持
続
可
能
性
が

高
く
、
し
か
も
高
齢
者
の
社
会
参
画
や
生
き

が
い
醸
成
、
社
会
的
承
認
の
獲
得
と
い
っ
た

社
会
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
迂
遠
で
壮
大
な
も
の
で
は
な
く
、
自

分
に
と
っ
て
身
近
で
小
さ
な
〝
現
実
〞
へ
の

対
応
で
あ
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
事
例
に
す
ぎ
ず
、
同
様

の
取
り
組
み
や
実
践
が
世
界
の
い
た
る
と
こ

ろ
で
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ユ
ネ
ス
コ
が
立
ち
上
げ
た「D

ESIGN
21

」

と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
で
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ザ
イ
ン
」
を“

Better design for the 
greater good”

（
大
き
な
よ
い
こ
と
の
た

め
の
デ
ザ
イ
ン
）
と
定
義
し
て
い
る
。
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
が
あ
る
が
、
私
た
ち
は

「
社
会
的
な
課
題
の
解
決
と
同
時
に
、
新
た

な
価
値
を
創
出
す
る
画
期
的

な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
」

だ
と
考
え
て
い
る
。
社
会
に

マ
イ
ナ
ス
を
も
た
ら
し
て
い

る
課
題
を
プ
ラ
ス
に
転
じ
、

し
か
も
俗
人
的
な
努
力
に
ゆ

だ
ね
る
の
で
は
な
く
そ
れ
を

仕
組
み
化
す
る
。
そ
れ
が
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
だ
と
。

　
そ
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

グ
リ
ー
ン
ズ
は
身
近
な
暮
ら

し
と
世
界
に
新
し
い
価
値
を
与
え
る
ア
イ
デ

ア
や
活
動
を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
を

運
営
し
て
い
る
。
最
近
の
例
で
は
商
店
街
の

空
き
店
舗
を
物
々
交
換
所
に
す
る
、
海
の
生

き
も
の
の
声
な
き
声
を
聴
く
こ
と
で
そ
れ
ら

を
救
う
こ
と
に
つ
な
げ
る
〝
貝
リ
ン
ガ
ル
〞、

販
売
期
限
切
れ
食
料
品
の
専
門
店
、
家
の
壁

を
巨
大
キ
ャ
ン
バ
ス
に
変
え
た
〝
落
書
き
し

て
も
怒
ら
れ
な
い
遊
べ
る
住
宅
〞
な
ど
。
環

境
、
ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
、
健
康
、
人
権
を

は
じ
め
、
多
様
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
単
に
そ
れ
ら
の
情
報
を
知
っ
て
楽
し
ん

で
も
ら
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
実
践
活
動
を
支
援
し
た
り
、
自
分

自
身
が
実
践
者
や
社
会
起
業
家
に
な
っ
た
り

し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
だ
。

　
そ
こ
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
ほ
し
い

未
来
は
、
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

は
じ
め
は
よ
り
よ
い
社
会
に
〝
変
え
る
〞
こ

と
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、〝
変

え
ら
れ
る
側
〞
と
は
必
ず
し
も
利
害
が
一
致

し
な
い
。
そ
こ
に
摩
擦
が
起
こ
っ
て
結
局
何

も
進
ま
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
た
と
え
小
さ
く

て
も
誰
も
が
共
感
す
る
新
し
い
未
来
を
ど
ん

ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
ば
よ
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
世
の
中
が
変
わ
る
か
ど
う
か
と

い
う
の
は
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
行
動
の
積
み

重
ね
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
重
要
な
の
は
そ

こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
着
実
に
実
現
し
て
い

く
こ
と
だ
。

　
し
た
が
っ
て
私
た
ち
は
社
会
課
題
の
存
在

を
問
題
提
起
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
何
ら
か

の
解
決
策
を
提
供
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
。
同
様
の
文
脈
で
い
え
ば
、
何
か
に

N
o

を
い
う
反
対
運
動
（
そ
れ
自
体
は
重
要

で
否
定
は
し
な
い
が
）
よ
り
も
、Y

es

と
肯

人
た
ち
が
集
っ
て
い
る
。
都
会
で
は
早
朝
大

学
と
い
っ
た
学
ぶ
場
も
多
く
提
供
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
い
き
な
り
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
無

理
で
も
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
ネ
ク
ス
ト
・
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
機
会
は
い
く
ら
で
も
あ

る
。
繰
り
返
す
が
、
ぶ
ん分 

す
い水 

れ
い嶺
は
〝
す
る
か
、

し
な
い
か
〞
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
〝
ほ
し
い
未
来
〞
と
は
何
か
。

個
人
的
な
考
え
で
は
あ
る
が
、
よ
り
多
く
の

人
が
不
満
に
支
配
さ
れ
な
い
生
き
方
を
実
現

し
て
い
る
こ
と
。
加
え
て
そ
れ
に
納
得
し
、

前
に
進
ん
で
い
る
実
感
を
持
っ
て
い
る
よ
う

な
社
会
だ
。
そ
の
た
め
に
も
大
き
な
結
果
を

目
指
す
よ
り
、
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
着
実
にY

es

を
実
現
し
て
い
る
取
り
組
み

に
目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
。
世
の
中
に
は

そ
の
よ
う
な
実
践
活
動
を
し
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
る
。
所
得
以
外
の
幸
せ
は
い
く
ら

で
も
あ
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
独
自
の
幸
せ

を
定
義
す
る
時
代
な
の
だ
。

　
遠
く
の
安
全
地
帯
か
ら
ダ
メ
出
し
を
す
る

批
評
家
に
な
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
で
も
二

つ
で
も
興
味
を
持
っ
て
実
際
に
商
品
を
買
っ

て
み
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
み
た
り
し

て
ほ
し
い
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
批
判
や
批

評
は
当
事
者
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
、
建
設

的
な
助
言
に
な
る
は
ず
だ
。
そ
し
て
そ
の
よ

う
な
行
動
は
自
分
自
身
に
刺
激
を
与
え
る
こ

と
に
も
な
る
。〝
ほ
し
い
未
来
〞
を
ほ
し
が

っ
て
い
る
の
は
〝
自
分
〞
に
他
な
ら
ず
、
社

会
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
自
分
の
た
め
で

あ
る
と
い
う
実
感
が
得
ら
れ
る
は
ず
だ
。

Literacy
for
a

Better
Living

小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

着
実
に
Y
e
s
を

実
現
し
て
い
る
取
り
組
み
に

目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
。
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ウェブマガジン

学校

ブック
レーベル

イベント

greenz.jp

gr
ee

n 
dr

in
ks

green school

green books

“greenz”

グリーンズが考えるソーシャルデザインの生態系

Chart

グリーンズが考える［グッドアイデアの3箇条］

サプライズがある
社会的課題を一石何鳥で解決できる
「思いやり」や「愛」がある

その1その1

その2その2

その3その3

グリーンズでは、ウェブマガジン、
イベント、アイデアをカタチにする
学校、ブックレーベルなど、情報
発信から対話の場づくりまで、さ
まざまなプロジェクトを展開。す
べては、「ソーシャルデザイナ
ー」たちを応援するためだ。

いくつもの活動が連鎖しあって、
「自分のため」の
社会的課題を解決する
動きが生まれてゆく。

情報を発信する

場をつくる

green books
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「
災
害
対
策

基
本
法
」と

減
災

本
講
座
第
３
回
で
は
、法
学
の
視
点
か
ら

「
減
災
」の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

現
在
、国
会
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
法
律
は

２
０
０
０
近
く
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

減
災
に
関
わ
っ
て
い
る
法
律
も
相
当
数
に
及
ぶ
と
思
わ
れ
る
が
、

今
回
は
、そ
の
中
か
ら「
災
害
対
策
基
本
法
」に
注
目
し
、

減
災
に
向
け
た
諸
問
題
が
、法
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

解
決
の
糸
口
が
示
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
支
え
る
法
制
度
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
と
そ
の
意
義

Lectures
on

Disaster
Risk

Reduction

減
災

講
座

Vol.3

共
助・

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
の

法
的
位
置
づ
け

地
域
に
お
け
る

減
災
の
課
題

2013年の災害対策基本法
改正で、市町村長はこのよ
うな「避難行動要支援者名
簿」の作成を義務づけられ
た。ここで避難支援を期待
されているのは、市町村で
はなく地域コミュニティであ
り、避難支援等関係者とし
て自主防災組織が含まれ
ていることに注目したい。

「避難行動要支援者名簿」の例

「避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針」（内閣府、2013年）より転載

　
災
対
法
は
、
１
９
６
２
年
当
時
の
、

縦
割
り
で
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
災
害

対
応
を
克
服
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、「
行
政
の
行
政
に

よ
る
行
政
の
た
め
の
基
本
法
」
と
い
う
性
格
が
強
く
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
後
の
大
改
正
に
よ
っ
て
、
被
災
者
へ
の
個
別

的
な
配
慮
や
共
助
・
自
助
に
よ
る
防
災
に
関
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ
、
災

対
法
は
「
国
民
の
国
民
に
よ
る
国
民
の
た
め
の
基
本
法
」
と
い
う
要
素
が

組
み
込
ま
れ
た
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
支
え
る
法
制
度
に
進
化
し
た
と
い
え

ま
す
。

　
前
号
の
「
減
災
講
座
」（『
Ｃ
Ｅ
Ｌ
』

１
０
７
号
54
〜
57
、
58
〜
61
頁
）
に

お
い
て
、
こ
の
講
座
が
「
災
害
へ
の

し
な
や
か
な
対
応
力
・
回
復
力
〝
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
〞
を
持
っ
た
暮
ら
し
・

地
域
・
社
会
を
目
指
」
す
も
の
で
あ

る
こ
と（
＊
１
）、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、共
助“

Save 
O
urselves”

の
基
盤
の
充
実
化
（
＊
２
）
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け

る
議
論
（
＊
３
）
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」「
共
助
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
っ
た
、

減
災
に
と
っ
て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
包
摂
で
き
る
よ
う
な
法
制
度
と
し

て
、「
災
害
対
策
基
本
法
」（
以
下
、「
災
対
法
」）
を
紹
介
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
災
対
法
は
、
１
９
５
９
年
に
起
こ
っ
た
伊
勢
湾
台
風
を
契
機
に
１
９
６

２
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
こ
の
法
律
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後

に
大
改
正
を
経
た
後
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
２
０
１
２
年
と
２
０

１
３
年
に
、
さ
ら
な
る
大
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
で
解
説
を
す
る

項
目
の
多
く
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
法
改
正
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
災
対
法
に
は
、
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
条
文
が

散
見
さ
れ
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で

は
、
公
助
の
限
界
が
露
呈
さ
れ
、
災

対
法
に
お
い
て
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
積
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
災
対
法
２
条
の
２
第
２
号
に
は
、
災
害
対
策
の
基
本
理
念
と
し
て
、

「…
…

住
民
一
人
一
人
が
自
ら
行
う
防
災
活
動
及
び
自
主
防
災
組
織
（
住

民
の
隣
保
協
同
の
精
神
に
基
づ
く
自
発
的
な
防
災
組
織
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が
自
発
的
に
行
う
防
災
活

動
を
促
進
す
る
こ
と
。」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、「
自
主
防
災
組
織

を
構
成
す
る
者
」
は
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の
防
災
会
議
の
委
員
と
し
て

参
与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
（
災
対
法
15
条
５
項
８
号
・
16
条
６

項
）、
自
主
防
災
組
織
の
法
的
な
位
置
づ
け
の
高
さ
を
物
語
っ
て
お
り
ま

す
。

　
災
対
法
５
条
の
３
に
は
、「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
防
災
活
動
が
災
害
時
に
お
い
て
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、

そ
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
り
、
共
助
の
一
環
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存

在
が
法
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
災
対
法
８
条
２
項
13
号
に
は
、
減
災
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
及
び
地

方
公
共
団
体
が
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
し
て
、「
自
主

防
災
組
織
の
育
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防
災
活
動
の
環
境
の
整
備
、

過
去
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
伝
承
す
る
活
動
の
支
援
そ
の
他
国
民

の
自
発
的
な
防
災
活
動
の
促
進
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
共
助
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
を
深
め
る

と
と
も
に
、
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
減
災
が
ま
す
ま
す
促
進
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
地
域
に
お
い
て
は
、
様
々
な
減
災

の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
代
表
例
と
し
て
、「
災
害
時
要

援
護
者
の
避
難
支
援
」
を
取
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
災
害
時
要
援
護
者
と
は
、
自
分
だ
け
で
は
、
災
害
の
認
知
が
困
難
な
、

あ
る
い
は
十
分
か
つ
適
切
な
避
難
行
動
等
が
で
き
な
い
人
を
指
し
ま
す
。

災
対
法
で
は
、「
要
配
慮
者
」（
８
条
２
項
15
号
）
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
課
題
は
、
２
０
０
４
年
に
起
き
た
新
潟
県
三
条
水
害
を
き
っ
か
け

に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
翌
年
に
は
内
閣
府
に
よ
り
「
災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
有
効
な
対
応
方
法
と
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
の
名
簿
を

作
成
し
て
お
い
て
、
い
ざ
災
害
が
訪
れ
た
と
き
に
そ

れ
を
も
と
に
避
難
支
援
を
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
な
か
な
か
全
国
的
に
浸
透
し
な
い
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、災
対
法
改
正
に
よ
り
、市
町
村
長
は「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
（
災
対
法
49
条
の
10
）。
避
難
行
動
要
支
援

者
と
は
、
災
害
時
要
援
護
者
よ
り
は
狭
い
概
念
で
、

「
災
害
が
発
生
し
、
又
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
で

あ
つ
て
、
そ
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図

る
た
め
特
に
支
援
を
要
す
る
も
の
」
を
指
し
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
な
の
か
。

一
見
、
市
町
村
が
そ
う
い
っ
た
要
支
援
者
を
直
接
助

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
風
に
見
え
ま

す
が
、
実
は
、
避
難
支
援
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
の
で
す
。
市
町
村
長
は
、「
避

難
支
援
等
関
係
者
」
に
名
簿
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
避
難
支
援
等
関
係

者
と
し
て
自
主
防
災
組
織
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す

（
災
対
法
第
49
条
の
11
第
２
項
）。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
内
閣
府
が
作
成
し

た
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関
す

る
取
組
指
針
（
２
０
１
３
年
８
月
）」
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
述
べ
た
よ
う
に
、
市
町

村
長
は
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を

作
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
実
際
に
避
難
支
援
に
携
わ
る
の

は
地
域
で
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
共
助
が
な
け
れ
ば
要
支
援

者
の
避
難
支
援
は
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
共
助
の
取
り
組
み
を
よ
り
定
着

し
た
形
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
も
先

進
的
な
地
域
で
は
、
自
ら
で
名
簿
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
実
践
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
普
及
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、
法
制
度
上
の

枠
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
大
震
災
後
の
法
改
正
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
市
町
村
内
の

一
定
の
地
区
の
居
住
者
及
び
事
業
者
（
地
区
居
住
者
等
）
が
、「
地
区
防

災
計
画
」
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
形
式
的
に
は
、

市
町
村
の
防
災
会
議
に
提
案
を
し
た
上
で
、
市
町
村
の
地
域
防
災
計
画
に

組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
災
対
法
42
条
３
項
、
42
条
の
２
第
１

項
）。

　
地
区
防
災
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
要
支
援
者
の
避
難
支
援
対
策
の
他

に
も
、
大
都
市
圏
で
課
題
と
さ
れ
て
い
る
「
帰
宅
困
難
者
対
策
」
に
も
有

効
に
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
に
地
区
防
災
計
画
を
策
定
す
れ
ば
い
い
の
か
に
つ
き
ま
し
て

は
、
内
閣
府
に
よ
り
「
地
区
防
災
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
２
０
１
４
年
３

月
）」
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
モ
デ
ル
的
な
事
業
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
基
本
的
に
は
、
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
完
成
度
の
高
い
計
画
を

画
一
的
に
地
域
に
は
め
込
ん
で
い
く
の
で
は
な
く
て
、
地
域
の
人
た
ち
が

草
の
根
的
に
コ
ツ
コ
ツ
と
計
画
を
作
り
、
長
き
に
わ
た
っ
て
育
ん
で
い
く

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
適
切
だ
と
思
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
み
ん
な
で
つ
く
る
地
区
防
災
計
画
」（http:// 

w
w
w
.chikubousai.go.jp/

）
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
地
域
で
共
有
さ
せ

た
り
、
地
域
が
自
ら
地
区
防
災
計
画
を
策
定
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
に
お
け
る
減
災
の
課
題
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
共
助
や
議
論
を
活
発
化
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
が
作

ら
れ
て
く
る
と
い
え
ま
す
。

災害時の避難支援には地域コミュニティにおける共助が不可欠となった

Yam
asaki Eiichi

山
崎 

栄
一

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
准
教
授

神
戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
単

位
取
得
退
学
。西
九
州
大
学
、大
分

大
学
を
経
て
２
０
１
４
年
よ
り
現
職
。

専
門
は
法
学（
憲
法・行
政
法・法
政

策
）。主
著
に『
自
然
災
害
と
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社
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共
政

策
学
会
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作
賞
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。
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「
み
ん
な
で
つ
く
る

地
区
防
災
計
画
」

災害対策基本法に基づき、
地域ごとの防災力を
向上させるための
取り組みが期待されている。
災害対策基本法の改正に
よって、市町村内の一定の
地区の居住者及び事業者
（地区居住者等）が、「地区
防災計画」を定めることが
できるようになった。実際の
地区防災計画の作成・実
践・評価・見直しのイメージ
を、政府のガイドラインに基
づき図示した。こうして作ら
れる防災計画は、市町村の
防災会議に提案をした上
で、市町村の地域防災計
画に組み込まれることにな
る。

防災活動を行う地区住居者等の
意向反映・計画提案を
ボトムアップ型で作成する

地区防災計画に基づく防災活動の
作成・実践・評価・見直しを行い

それらを継続する

Chart

みんなでつくる地区防災計画作成への流れ

防災活動体制の

形成 継続
防災活動の

運営
ルールの
決定

活動内容・
役割分担
決定

実践

評価

計画
作成

見直し

む
す
び

団結
防災活動者の

［42条/3項］
市町村地域防災計画は、前項各
号に掲げるもののほか、市町村
内の一定の地区内の居住者及
び当該地区に事業所を有する
事業者（以下この項及び次条に
おいて「地区居住者等」という。）
が共同して行う防災訓練、地区
居住者等による防災活動に必
要な物資及び資材の備蓄、災害
が発生した場合における地区居
住者等の相互の支援その他の
当該地区における防災活動に関
する計画（同条において「地区防
災計画」という。）について定め
ることができる。

［42条の2/1項］
地区居住者等は、共同して、市
町村防災会議に対し、市町村地
域防災計画に地区防災計画を
定めることを提案することがで
きる。この場合においては、当該
提案に係る地区防災計画の素
案を添えなければならない。

［42条の2/5項］
市町村地域防災計画に地区防
災計画が定められた場合におい
ては、当該地区防災計画に係る
地区居住者等は、当該地区防災
計画に従い、防災活動を実施す
るように努めなければならない。

災害対策
基本法

昭和36年11月15日法律第223号
（最終改正：平成26年6月13日法律第67号）

災害対策基本法より
「地区防災計画」に関する
条文の抜粋

　
災
対
法
は
、
１
９
６
２
年
当
時
の
、

縦
割
り
で
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
災
害

対
応
を
克
服
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、「
行
政
の
行
政
に

よ
る
行
政
の
た
め
の
基
本
法
」
と
い
う
性
格
が
強
く
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
後
の
大
改
正
に
よ
っ
て
、
被
災
者
へ
の
個
別

的
な
配
慮
や
共
助
・
自
助
に
よ
る
防
災
に
関
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ
、
災

対
法
は
「
国
民
の
国
民
に
よ
る
国
民
の
た
め
の
基
本
法
」
と
い
う
要
素
が

組
み
込
ま
れ
た
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
支
え
る
法
制
度
に
進
化
し
た
と
い
え

ま
す
。

参
考
文
献

井
上
禎
男
ら
「
東
日
本
大
震
災
後
の
『
共
助
』
を
め
ぐ
る
法
制
度
設
計
の
意
義―

改

正
災
害
対
策
基
本
法
と
地
区
防
災
計
画
制
度
を
中
心
と
し
て
」（『
福
岡
大
学
法
学
論
叢

第
59
巻
１
号
』
２
０
１
４
年
、
１
〜
34
頁
）

『
自
然
災
害
と
被
災
者
支
援
』（
山
崎
栄
一
著
、
２
０
１
３
年
、
日
本
評
論
社
）

山
崎
栄
一
「
第
８
章
　
災
害
対
策
基
本
法
の
見
直
し
」（『
防
災
・
減
災
の
た
め
の
社
会
安

全
学
』
関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
編
、
２
０
１
４
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
１
４
１
〜
１
５

７
頁
）

　
前
号
の
「
減
災
講
座
」（『
Ｃ
Ｅ
Ｌ
』

１
０
７
号
54
〜
57
、
58
〜
61
頁
）
に

お
い
て
、
こ
の
講
座
が
「
災
害
へ
の

し
な
や
か
な
対
応
力
・
回
復
力
〝
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
〞
を
持
っ
た
暮
ら
し
・

地
域
・
社
会
を
目
指
」
す
も
の
で
あ

る
こ
と（
＊
１
）、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、共
助“

Save 
O
urselves”

の
基
盤
の
充
実
化
（
＊
２
）
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け

る
議
論
（
＊
３
）
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」「
共
助
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
っ
た
、

減
災
に
と
っ
て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
包
摂
で
き
る
よ
う
な
法
制
度
と
し

て
、「
災
害
対
策
基
本
法
」（
以
下
、「
災
対
法
」）
を
紹
介
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
災
対
法
は
、
１
９
５
９
年
に
起
こ
っ
た
伊
勢
湾
台
風
を
契
機
に
１
９
６

２
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
こ
の
法
律
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後

に
大
改
正
を
経
た
後
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
２
０
１
２
年
と
２
０

１
３
年
に
、
さ
ら
な
る
大
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
で
解
説
を
す
る

項
目
の
多
く
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
法
改
正
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
災
対
法
に
は
、
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
条
文
が

散
見
さ
れ
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で

は
、
公
助
の
限
界
が
露
呈
さ
れ
、
災

対
法
に
お
い
て
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
積
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
災
対
法
２
条
の
２
第
２
号
に
は
、
災
害
対
策
の
基
本
理
念
と
し
て
、

「…
…

住
民
一
人
一
人
が
自
ら
行
う
防
災
活
動
及
び
自
主
防
災
組
織
（
住

民
の
隣
保
協
同
の
精
神
に
基
づ
く
自
発
的
な
防
災
組
織
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が
自
発
的
に
行
う
防
災
活

動
を
促
進
す
る
こ
と
。」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、「
自
主
防
災
組
織

を
構
成
す
る
者
」
は
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の
防
災
会
議
の
委
員
と
し
て

参
与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
（
災
対
法
15
条
５
項
８
号
・
16
条
６

項
）、
自
主
防
災
組
織
の
法
的
な
位
置
づ
け
の
高
さ
を
物
語
っ
て
お
り
ま

す
。

　
災
対
法
５
条
の
３
に
は
、「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
防
災
活
動
が
災
害
時
に
お
い
て
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、

そ
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
り
、
共
助
の
一
環
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存

在
が
法
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
災
対
法
８
条
２
項
13
号
に
は
、
減
災
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
及
び
地

方
公
共
団
体
が
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
し
て
、「
自
主

防
災
組
織
の
育
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防
災
活
動
の
環
境
の
整
備
、

過
去
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
伝
承
す
る
活
動
の
支
援
そ
の
他
国
民

の
自
発
的
な
防
災
活
動
の
促
進
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
共
助
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
を
深
め
る

と
と
も
に
、
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
減
災
が
ま
す
ま
す
促
進
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
地
域
に
お
い
て
は
、
様
々
な
減
災

の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
代
表
例
と
し
て
、「
災
害
時
要

援
護
者
の
避
難
支
援
」
を
取
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
災
害
時
要
援
護
者
と
は
、
自
分
だ
け
で
は
、
災
害
の
認
知
が
困
難
な
、

あ
る
い
は
十
分
か
つ
適
切
な
避
難
行
動
等
が
で
き
な
い
人
を
指
し
ま
す
。

災
対
法
で
は
、「
要
配
慮
者
」（
８
条
２
項
15
号
）
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
課
題
は
、
２
０
０
４
年
に
起
き
た
新
潟
県
三
条
水
害
を
き
っ
か
け

に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
翌
年
に
は
内
閣
府
に
よ
り
「
災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
有
効
な
対
応
方
法
と
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
の
名
簿
を

作
成
し
て
お
い
て
、
い
ざ
災
害
が
訪
れ
た
と
き
に
そ

れ
を
も
と
に
避
難
支
援
を
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
な
か
な
か
全
国
的
に
浸
透
し
な
い
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、災
対
法
改
正
に
よ
り
、市
町
村
長
は「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
（
災
対
法
49
条
の
10
）。
避
難
行
動
要
支
援

者
と
は
、
災
害
時
要
援
護
者
よ
り
は
狭
い
概
念
で
、

「
災
害
が
発
生
し
、
又
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
で

あ
つ
て
、
そ
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図

る
た
め
特
に
支
援
を
要
す
る
も
の
」
を
指
し
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
な
の
か
。

一
見
、
市
町
村
が
そ
う
い
っ
た
要
支
援
者
を
直
接
助

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
風
に
見
え
ま

す
が
、
実
は
、
避
難
支
援
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
の
で
す
。
市
町
村
長
は
、「
避

難
支
援
等
関
係
者
」
に
名
簿
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
避
難
支
援
等
関
係

者
と
し
て
自
主
防
災
組
織
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す

（
災
対
法
第
49
条
の
11
第
２
項
）。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
内
閣
府
が
作
成
し

た
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関
す

る
取
組
指
針
（
２
０
１
３
年
８
月
）」
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
述
べ
た
よ
う
に
、
市
町

村
長
は
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を

作
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
実
際
に
避
難
支
援
に
携
わ
る
の

は
地
域
で
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
共
助
が
な
け
れ
ば
要
支
援

者
の
避
難
支
援
は
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
共
助
の
取
り
組
み
を
よ
り
定
着

し
た
形
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
も
先

進
的
な
地
域
で
は
、
自
ら
で
名
簿
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
実
践
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
普
及
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、
法
制
度
上
の

枠
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
大
震
災
後
の
法
改
正
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
市
町
村
内
の

一
定
の
地
区
の
居
住
者
及
び
事
業
者
（
地
区
居
住
者
等
）
が
、「
地
区
防

災
計
画
」
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
形
式
的
に
は
、

市
町
村
の
防
災
会
議
に
提
案
を
し
た
上
で
、
市
町
村
の
地
域
防
災
計
画
に

組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
災
対
法
42
条
３
項
、
42
条
の
２
第
１

項
）。

　
地
区
防
災
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
要
支
援
者
の
避
難
支
援
対
策
の
他

に
も
、
大
都
市
圏
で
課
題
と
さ
れ
て
い
る
「
帰
宅
困
難
者
対
策
」
に
も
有

効
に
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
に
地
区
防
災
計
画
を
策
定
す
れ
ば
い
い
の
か
に
つ
き
ま
し
て

は
、
内
閣
府
に
よ
り
「
地
区
防
災
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
２
０
１
４
年
３

月
）」
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
モ
デ
ル
的
な
事
業
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
基
本
的
に
は
、
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
完
成
度
の
高
い
計
画
を

画
一
的
に
地
域
に
は
め
込
ん
で
い
く
の
で
は
な
く
て
、
地
域
の
人
た
ち
が

草
の
根
的
に
コ
ツ
コ
ツ
と
計
画
を
作
り
、
長
き
に
わ
た
っ
て
育
ん
で
い
く

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
適
切
だ
と
思
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
み
ん
な
で
つ
く
る
地
区
防
災
計
画
」（http:// 

w
w
w
.chikubousai.go.jp/

）
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
地
域
で
共
有
さ
せ

た
り
、
地
域
が
自
ら
地
区
防
災
計
画
を
策
定
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
に
お
け
る
減
災
の
課
題
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
共
助
や
議
論
を
活
発
化
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
が
作

ら
れ
て
く
る
と
い
え
ま
す
。
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体
的
で
効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
の
知
識
を
も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
て
、

効
果
的
な
防
災
対
策
の
垣
根
を
低
く
し
て
、
取
り
組
み
や
す
く
し
て
い
く

工
夫
や
知
恵
が
必
要
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
工
夫
や
知
恵
は
ま
だ
ま
だ

十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
米
国
の
社
会
心
理
学
者
で
あ
る
ヒ

ギ
ン
ズ
が
提
唱
し
て
い
る
制
御
焦
点

理
論
に
よ
る
と
、
私
た
ち
が
あ
る
行

動
を
行
う
と
き
に
は
、
予
防
焦
点

（prevention focus

）
と
促
進
焦
点

（prom
otion focus

）
と
い
う
２
種

類
の
独
立
し
た
シ
ス
テ
ム
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す（
＊
２
）。

　
予
防
焦
点
と
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
避
け
る
た
め
に
、「
○
○
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
、
損
失
や
不
安
を
避
け
よ

う
と
す
る
行
動
の
こ
と
で
す
。
一
方
、
促
進
焦
点
と
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

結
果
を
獲
得
す
る
た
め
に
、「
○
○
し
た
い
」
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
喜

び
や
楽
し
み
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
行
動
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
例
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。「
お
酒
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
か
「
間
食
は
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
予
防
焦
点
で
ダ
イ
エ

ッ
ト
を
し
よ
う
と
す
る
と
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、「
美
し
い
身
体
を
手
に
入
れ
た
い
」
と
か
「
周
り
か
ら
カ
ッ
コ
い
い

と
い
わ
れ
た
い
」
と
い
っ
た
促
進
焦
点
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
と
、
成
功

す
る
可
能
性
は
高
く
な
り
ま
す
。
人
は
「
す
べ
き
こ
と
」
を
提
示
し
て
、

そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
と
、
な
か
な
か
気
が
進
ま
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
楽
し
い
こ
と
や
し
た
い
こ
と
を
頭
に
描
く
と
、

進
ん
で
そ
れ
を
し
た
く
な
り
、
実
際
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　
防
災
や
減
災
は
、
そ
の
名
が
典
型
的
に
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
災
害
リ

ス
ク
と
い
う
損
失
を
避
け
る
た
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
動
を
行
う

と
い
う
予
防
焦
点
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
対
策

を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
防
災
・
減
災
を
予
防
焦
点
で
は
な
く
、
促
進
焦

点
の
行
動
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
（Chart 2

）。
す

な
わ
ち
、
防
災
対
策
を
単
な
る
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の
行
動
と
し
て
で
は

な
く
、
そ
の
行
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
得
ら
れ
る
利
得
や
肯
定
的
な

結
果
、
喜
び
や
楽
し
み
を
と
も
な
う
行
動
へ
と
質
的
に
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
す
。
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
す
べ
き
こ
と
は
、
必
要

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想

定
」
が
内
閣
府
か
ら
２
０
１
２
月
８

月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
（
第
一
次
報

告
）。
こ
の
よ
う
な
被
害
想
定
が
一

般
の
人
々
に
い
か
に
捉
え
ら
れ
た
の

か
を
知
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
研
究

グ
ル
ー
プ
で
は
、
公
表
か
ら
約
７
ヶ
月
経
っ
た
２
０
１
３
年
３
月
に
一
般

成
人
１
０
０
０
名
を
対
象
と
し
たW

eb

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
（Chart 1

）。

　
そ
の
結
果
、「
近
い
将
来
に
国
が
発
表
し
た
最
大
級
の
も
の
が
来
る
と

思
う
」
と
回
答
し
た
人
は
32
・
６
％
、「
遠
い
将
来
に
国
が
発
表
し
た
最

大
級
の
も
の
が
来
る
と
思
う
」
と
回
答
し
た
人
は
10
・
８
％
で
し
た
。
合

わ
せ
て
43
・
４
％
も
の
人
々
が
、
国
の
想
定
し
た
最
大
級
の
地
震
や
津
波

が
発
生
す
る
と
信
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
今
回
の
想
定
の
よ

う
な
最
大
級
の
も
の
は
来
な
い
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の

地
震
や
津
波
は
来
る
と
思
う
」
と
冷
静
に
捉
え
て
い
た
人
は
30
・
２
％
で

し
た
。
国
が
想
定
し
た
よ
う
な
最
大
級
の
地
震
の
発
生
確
率
は
極
め
て
低

い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
一
般
の
人
々
は
、
あ

た
か
も
そ
の
よ
う
な
地
震
や
津
波
が
発
生
す
る
の
だ
と
い
う
錯
覚
を
し

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
調
査
結
果
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
非
常
に
災
害
の
リ
ス
ク
認
知
が
高
ま
っ
て
い
る

か
に
見
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
が
適
切
に
災
害
に
備
え
よ
う
と

し
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
災
害
に
対
す
る
人
間
の
心
理
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
も
そ
も
被
害
想
定
は
何
の
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

南
海
ト
ラ
フ
の
被
害
想
定
を
発
表
し

た
内
閣
府
の
資
料
に
よ
る
と
、
被
害

想
定
は
、「
被
害
規
模
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
り
防
災
対
策
の
必
要

性
を
国
民
に
周
知
す
る
こ
と
、
広
域
的
な
防
災
対
策
の
立
案
、
応
援
規
模

の
想
定
に
活
用
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
」
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
あ
わ
せ
て
、
対

策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
具
体
的
な
被
害
軽
減
効
果
を
示
す
こ
と
で
、
防

災
・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
国
民
の
理
解
を
深
め
る
も
の
で
あ

る
」と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、本
来
、被
害
想
定
は
、防
災
・

減
災
の
対
策
の
必
要
性
を
国
民
に
周
知
し
て
、
具
体
的
な
対
策
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
か
に
、
国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
行
政
に
と
っ
て
は
、
自
分
た
ち
の

住
む
地
域
で
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発
生
す
る
の
か
を
予
測
す
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
で
す
。
ど
の
よ
う
な
被
害
が
出
る
の
か
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
具

体
的
に
災
害
に
備
え
よ
う
に
も
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん

し
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
効
率
的
な
減
災
対
策
を
俯
瞰
的
に
実
施
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
行
政
の
リ
ス
ク
管
理
と
い
う
側
面
か

ら
す
る
と
、
被
害
想
定
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
行
政
と
同
じ
よ
う
に
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
被
害
想
定

が
必
要
な
情
報
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
般
の
人
々
は
、
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
る
と
、「
○
○
市

に
は
震
度
６
の
揺
れ
が
襲
う
」、「
全
壊
す
る
家
屋
が
数
万
棟
に
も
お
よ
ぶ
」、

「
何
十
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
地
震
発
生
か
ら
数
十
分
で
襲
っ
て
く
る
」、

「
死
者
数
は
数
万
人
に
も
な
る
」
と
い
っ
た
非
常
に
極
端
な
リ
ス
ク
情
報

に
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
接
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
被
害
の
大
き
さ
ば
か
り
に
注
目
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
で
そ
ん
な
に
大
き

な
被
害
が
出
る
の
な
ら
、
対
策
を
し
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で
は
な

い
か
と
か
、
も
し
も
想
定
外
の
災
害
に
な
っ
た
ら
、
何
か
対
策
を
し
て
い

た
と
し
て
も
ダ
メ
な
と
き
は
ダ
メ
な
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
あ
き
ら
め

や
無
力
感
を
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
次
々
と
発
表
さ
れ
る
新
し
く
大
き
な
被
害
想
定
に
、
現
実

味
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
も
う
飽
き
て
し
ま
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は

疲
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
部
分
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
米
国
の
心
理
学
者
の
ロ
ジ
ャ
ー
ス

が
提
唱
し
た
防
御
動
機
理
論
に
よ
る

と
、
人
が
リ
ス
ク
か
ら
適
切
に
身
を

守
る
た
め
の
行
動
を
取
る
に
は
、
リ

ス
ク
に
つ
い
て
の
情
報
だ
け
で
は
な

く
、
具
体
的
な
対
策
に
関
す
る
情
報

を
一
緒
に
提
示
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
（
＊
１
）。

　
対
策
を
せ
ず
に
い
る
と
ど
の
よ
う
な
被
害
が
生
じ
る
の
か
と
い
う
リ
ス

ク
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
に
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
、
も
し

も
そ
の
対
策
を
行
う
と
し
た
ら
ど
の
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の
か
、
そ

の
対
策
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
的
に
ど
の
く
ら
い
効
果
が
あ
る
の
か

と
い
っ
た
対
策
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
な
い
と
、
人
は
リ
ス
ク
に
対
す

る
適
切
な
対
処
行
動
を
取
ら
な
い
と
い
う
の
で
す
。
被
害
想
定
は
、
リ
ス

ク
情
報
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
レ
ベ
ル
で
実

施
で
き
る
よ
う
な
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
情
報
が
提
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
の
影
響
を
考
え
る
と
、
１
週
間
く

ら
い
は
物
流
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
か
ら
、
３
日
で
は
な
く
１
週
間
分
の
備
蓄

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
っ
た
い

ど
う
す
れ
ば
１
週
間
分
の
備
蓄
を
何
十
年
間
も
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
と
か
、
実
際
に
備
蓄
を
し
て
い
る
場
合
と
し
て
い
な
い
場
合
と
を
比
較

し
た
場
合
に
、
生
き
残
る
確
率
に
お
い
て
ど
の
く
ら
い
の
違
い
が
生
じ
る

の
か
と
か
、
な
る
べ
く
負
担
を
か
け
ず
に
楽
を
し
て
備
蓄
を
す
る
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
情
報
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
提
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
具

災
害
リ
ス
ク
情
報
に

対
す
る

人
々
の
反
応

東
日
本
大
震
災
以
降
、災
害
リ
ス
ク
に
関
す
る

一
般
的
な
認
知
は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
一
方
で
、各
家
庭
で
の
減
災
へ
の
取
り
組
み
は

十
分
で
は
な
い
と
の
調
査
報
告
も
あ
る
。

人
は
な
ぜ
、災
害
に
対
し
て

適
切
な
備
え
を
し
よ
う
と
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

心
理
学
的
側
面
か
ら
、

減
災
に
対
す
る
人
の
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

人
は
な
ぜ
災
害
に
備
え
な
い
の
か
「
予
防
焦
点
」か
ら「
促
進
焦
点
」へ
の
転
換
を

Lectures
on

Disaster
Risk

Reduction

減
災

講
座

Vol.4

災
害
リ
ス
ク
に

対
す
る
無
力
感

な
の
は
わ
か
っ
て
い
て
も
長
続
き
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
の
一
方

で
、
楽
し
い
行
動
、
何
ら
か
の
利
益
が
得
ら
れ
る
行
動
な
ら
ば
長
い
間
ず

っ
と
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。Save O

urselves

の
基
盤
づ
く
り
に
お

い
て
も
こ
の
視
点
は
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
間
心
理
の
基
本
に
そ
っ

た
形
で
防
災
や
減
災
対
策
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

M
o

to
yo

shi Tadahiro

元
吉 

忠
寛

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
准
教
授

名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科

学
研
究
科
満
期
退
学
。博
士（
教
育

心
理
学
）。独
立
行
政
法
人
防
災
科

学
技
術
研
究
所
特
別
研
究
員
、名
古

屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研

究
科
助
教
な
ど
を
経
て
現
職
。専
門

は
災
害
心
理
学
、社
会
心
理
学
、教

育
心
理
学
。主
著
に『
学
校
で
役
立
つ

社
会
心
理
学
』（
共
著
）な
ど
。

あなたは
国が発表したような
巨大地震が起こると
思いますか？

大規模災害リスク
地域における消防団・
民生委員等の
地域防災コミュニティの
危機対応力向上に関する
企画調査
（2013年３月実施）

内閣府が発表した「南海ト
ラフ巨大地震の被害想定」
（2012年８月）から半年後の、
一般成人1,000名を対象と
したWebアンケート調査の
結果。国が想定したような
最大級の地震の発生確率
は極めて低いと伝えられて
いるにもかかわらず、そのよ
うな地震や津波が実際に
発生すると思っている人が
多いことがわかる。

近い将来に
国が発表した
最大級のものが
来ると思う

32.6%

遠い将来に
国が発表した
最大級のものが
来ると思う

10.8%

今回の想定のような
最大級のものは来ないだろうが、
いずれ南海トラフ沿いの地震や
津波は来ると思う

30.2%

分からない
25.1%

巨大地震や
津波は来ない
1.3%

Chart 1
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体
的
で
効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
の
知
識
を
も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
て
、

効
果
的
な
防
災
対
策
の
垣
根
を
低
く
し
て
、
取
り
組
み
や
す
く
し
て
い
く

工
夫
や
知
恵
が
必
要
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
工
夫
や
知
恵
は
ま
だ
ま
だ

十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
米
国
の
社
会
心
理
学
者
で
あ
る
ヒ

ギ
ン
ズ
が
提
唱
し
て
い
る
制
御
焦
点

理
論
に
よ
る
と
、
私
た
ち
が
あ
る
行

動
を
行
う
と
き
に
は
、
予
防
焦
点

（prevention focus

）
と
促
進
焦
点

（prom
otion focus

）
と
い
う
２
種

類
の
独
立
し
た
シ
ス
テ
ム
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す（
＊
２
）。

　
予
防
焦
点
と
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
避
け
る
た
め
に
、「
○
○
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
、
損
失
や
不
安
を
避
け
よ

う
と
す
る
行
動
の
こ
と
で
す
。
一
方
、
促
進
焦
点
と
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

結
果
を
獲
得
す
る
た
め
に
、「
○
○
し
た
い
」
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
喜

び
や
楽
し
み
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
行
動
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
例
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。「
お
酒
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
か
「
間
食
は
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
予
防
焦
点
で
ダ
イ
エ

ッ
ト
を
し
よ
う
と
す
る
と
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、「
美
し
い
身
体
を
手
に
入
れ
た
い
」
と
か
「
周
り
か
ら
カ
ッ
コ
い
い

と
い
わ
れ
た
い
」
と
い
っ
た
促
進
焦
点
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
と
、
成
功

す
る
可
能
性
は
高
く
な
り
ま
す
。
人
は
「
す
べ
き
こ
と
」
を
提
示
し
て
、

そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
と
、
な
か
な
か
気
が
進
ま
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
楽
し
い
こ
と
や
し
た
い
こ
と
を
頭
に
描
く
と
、

進
ん
で
そ
れ
を
し
た
く
な
り
、
実
際
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　
防
災
や
減
災
は
、
そ
の
名
が
典
型
的
に
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
災
害
リ

ス
ク
と
い
う
損
失
を
避
け
る
た
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
動
を
行
う

と
い
う
予
防
焦
点
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
対
策

を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
防
災
・
減
災
を
予
防
焦
点
で
は
な
く
、
促
進
焦

点
の
行
動
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
（Chart 2

）。
す

な
わ
ち
、
防
災
対
策
を
単
な
る
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の
行
動
と
し
て
で
は

な
く
、
そ
の
行
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
得
ら
れ
る
利
得
や
肯
定
的
な

結
果
、
喜
び
や
楽
し
み
を
と
も
な
う
行
動
へ
と
質
的
に
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
す
。
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
す
べ
き
こ
と
は
、
必
要

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想

定
」
が
内
閣
府
か
ら
２
０
１
２
月
８

月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
（
第
一
次
報

告
）。
こ
の
よ
う
な
被
害
想
定
が
一

般
の
人
々
に
い
か
に
捉
え
ら
れ
た
の

か
を
知
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
研
究

グ
ル
ー
プ
で
は
、
公
表
か
ら
約
７
ヶ
月
経
っ
た
２
０
１
３
年
３
月
に
一
般

成
人
１
０
０
０
名
を
対
象
と
し
たW

eb

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
（Chart 1

）。

　
そ
の
結
果
、「
近
い
将
来
に
国
が
発
表
し
た
最
大
級
の
も
の
が
来
る
と

思
う
」
と
回
答
し
た
人
は
32
・
６
％
、「
遠
い
将
来
に
国
が
発
表
し
た
最

大
級
の
も
の
が
来
る
と
思
う
」
と
回
答
し
た
人
は
10
・
８
％
で
し
た
。
合

わ
せ
て
43
・
４
％
も
の
人
々
が
、
国
の
想
定
し
た
最
大
級
の
地
震
や
津
波

が
発
生
す
る
と
信
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
今
回
の
想
定
の
よ

う
な
最
大
級
の
も
の
は
来
な
い
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の

地
震
や
津
波
は
来
る
と
思
う
」
と
冷
静
に
捉
え
て
い
た
人
は
30
・
２
％
で

し
た
。
国
が
想
定
し
た
よ
う
な
最
大
級
の
地
震
の
発
生
確
率
は
極
め
て
低

い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
一
般
の
人
々
は
、
あ

た
か
も
そ
の
よ
う
な
地
震
や
津
波
が
発
生
す
る
の
だ
と
い
う
錯
覚
を
し

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
調
査
結
果
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
非
常
に
災
害
の
リ
ス
ク
認
知
が
高
ま
っ
て
い
る

か
に
見
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
が
適
切
に
災
害
に
備
え
よ
う
と

し
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
災
害
に
対
す
る
人
間
の
心
理
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
も
そ
も
被
害
想
定
は
何
の
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

南
海
ト
ラ
フ
の
被
害
想
定
を
発
表
し

た
内
閣
府
の
資
料
に
よ
る
と
、
被
害

想
定
は
、「
被
害
規
模
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
り
防
災
対
策
の
必
要

性
を
国
民
に
周
知
す
る
こ
と
、
広
域
的
な
防
災
対
策
の
立
案
、
応
援
規
模

の
想
定
に
活
用
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
」
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
あ
わ
せ
て
、
対

策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
具
体
的
な
被
害
軽
減
効
果
を
示
す
こ
と
で
、
防

災
・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
国
民
の
理
解
を
深
め
る
も
の
で
あ

る
」と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、本
来
、被
害
想
定
は
、防
災
・

減
災
の
対
策
の
必
要
性
を
国
民
に
周
知
し
て
、
具
体
的
な
対
策
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
か
に
、
国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
行
政
に
と
っ
て
は
、
自
分
た
ち
の

住
む
地
域
で
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発
生
す
る
の
か
を
予
測
す
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
で
す
。
ど
の
よ
う
な
被
害
が
出
る
の
か
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
具

体
的
に
災
害
に
備
え
よ
う
に
も
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん

し
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
効
率
的
な
減
災
対
策
を
俯
瞰
的
に
実
施
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
行
政
の
リ
ス
ク
管
理
と
い
う
側
面
か

ら
す
る
と
、
被
害
想
定
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
行
政
と
同
じ
よ
う
に
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
被
害
想
定

が
必
要
な
情
報
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
般
の
人
々
は
、
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
る
と
、「
○
○
市

に
は
震
度
６
の
揺
れ
が
襲
う
」、「
全
壊
す
る
家
屋
が
数
万
棟
に
も
お
よ
ぶ
」、

「
何
十
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
地
震
発
生
か
ら
数
十
分
で
襲
っ
て
く
る
」、

「
死
者
数
は
数
万
人
に
も
な
る
」
と
い
っ
た
非
常
に
極
端
な
リ
ス
ク
情
報

に
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
接
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
被
害
の
大
き
さ
ば
か
り
に
注
目
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
で
そ
ん
な
に
大
き

な
被
害
が
出
る
の
な
ら
、
対
策
を
し
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で
は
な

い
か
と
か
、
も
し
も
想
定
外
の
災
害
に
な
っ
た
ら
、
何
か
対
策
を
し
て
い

た
と
し
て
も
ダ
メ
な
と
き
は
ダ
メ
な
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
あ
き
ら
め

や
無
力
感
を
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
次
々
と
発
表
さ
れ
る
新
し
く
大
き
な
被
害
想
定
に
、
現
実

味
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
も
う
飽
き
て
し
ま
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は

疲
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
部
分
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
米
国
の
心
理
学
者
の
ロ
ジ
ャ
ー
ス

が
提
唱
し
た
防
御
動
機
理
論
に
よ
る

と
、
人
が
リ
ス
ク
か
ら
適
切
に
身
を

守
る
た
め
の
行
動
を
取
る
に
は
、
リ

ス
ク
に
つ
い
て
の
情
報
だ
け
で
は
な

く
、
具
体
的
な
対
策
に
関
す
る
情
報

を
一
緒
に
提
示
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
（
＊
１
）。

　
対
策
を
せ
ず
に
い
る
と
ど
の
よ
う
な
被
害
が
生
じ
る
の
か
と
い
う
リ
ス

ク
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
に
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
、
も
し

も
そ
の
対
策
を
行
う
と
し
た
ら
ど
の
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の
か
、
そ

の
対
策
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
的
に
ど
の
く
ら
い
効
果
が
あ
る
の
か

と
い
っ
た
対
策
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
な
い
と
、
人
は
リ
ス
ク
に
対
す

る
適
切
な
対
処
行
動
を
取
ら
な
い
と
い
う
の
で
す
。
被
害
想
定
は
、
リ
ス

ク
情
報
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
レ
ベ
ル
で
実

施
で
き
る
よ
う
な
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
情
報
が
提
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
の
影
響
を
考
え
る
と
、
１
週
間
く

ら
い
は
物
流
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
か
ら
、
３
日
で
は
な
く
１
週
間
分
の
備
蓄

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
っ
た
い

ど
う
す
れ
ば
１
週
間
分
の
備
蓄
を
何
十
年
間
も
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
と
か
、
実
際
に
備
蓄
を
し
て
い
る
場
合
と
し
て
い
な
い
場
合
と
を
比
較

し
た
場
合
に
、
生
き
残
る
確
率
に
お
い
て
ど
の
く
ら
い
の
違
い
が
生
じ
る

の
か
と
か
、
な
る
べ
く
負
担
を
か
け
ず
に
楽
を
し
て
備
蓄
を
す
る
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
情
報
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
提
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
具
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対
策
に
関
す
る

情
報
の
不
足

予
防
焦
点
か
ら

促
進
焦
点
へ

Lectures on Disaster Risk Reduction Vol. 4

行動のシステムを変えることで、
減災への取り組みが活発化する
可能性がある。

減災活動を、「すべきこと」ではなく、「したいこと」や「理想
像」に焦点を当てた促進焦点の行動として位置づけること
で、人々が進んで減災活動をするようになり、減災対策の
継続性も高まると考えられる。リスクや被害への不安感情
ではなく、活動の有効性や楽しさ、レジリエンスを高めるとい
う理想へ近づく喜びの感情を重視することが大切である。

予防焦点と促進焦点
―2つの行動システムによる
減災活動への
心理学的アプローチ

Chart 2

な
の
は
わ
か
っ
て
い
て
も
長
続
き
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
の
一
方

で
、
楽
し
い
行
動
、
何
ら
か
の
利
益
が
得
ら
れ
る
行
動
な
ら
ば
長
い
間
ず

っ
と
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。Save O

urselves

の
基
盤
づ
く
り
に
お

い
て
も
こ
の
視
点
は
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
間
心
理
の
基
本
に
そ
っ

た
形
で
防
災
や
減
災
対
策
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

※尾崎由佳「制御焦点と感情――促進焦点と予防焦点にかかわる感情の適応的機能」（『感情心理学研究』2011年第18巻第2号）掲載の図をもとに作成

（
＊
１
）Rogers, R. W
. (1983). Cognitive and physiological processes in 

fear appeals and attitude change: A
 Revised theory of protection 

m
otivation. In J. Cacioppo &

 R. Petty (Eds.), Social Psychophysiology: 
A
 sourcebook. N

ew
 Y
ork: Guilford Press.

（
＊
２
）H
iggins, E. T

. (1997). Beyond pleasure and pain. A
m
erican 

Psychologist, 52, 1280-1300.本当に損失（＝被害）が
なくなったのか
実感できず、

不安が解消できていない。

予防焦点
prevention focus

不快な
状態

快適な
状態

レジリエンスが
高まる状態

利益がある

被害がない状態

損失が
存在していない

人は自ずと
不快を回避し
快に近づく

損失が
存在している

行動システムの
転換が必要

行動システム1

災害について
知らなければ
ならない。

リスクを想像し、
防災対策を
しなければ
ならない。

自分の周りに
存在する

資源を有効に
活用したい。

具体的な
活動を実行し、
共有したい。

促進焦点の
発想例

予防焦点の
発想例

ネガティブな
結果を避けるために、
「○○しなければ

ならない」という目標を持って、
損失や不安を避けようとする行動

被害が出る状態

行動することで、
利益（＝レジリエンス）が

得られるので、
活動の効果が実感でき、
喜びにつながる。

促進焦点
promotion focus

行動システム2

ポジティブな
結果を獲得するために、

「○○したい」という目標を持ち、
喜びや楽しみに

接近しようとする行動

利益がない

レジリエンスが
得られない状態



　手元に『炎と食―日本人の食生活と火』（大
阪ガス㈱エネルギー・文化研究所 炎と食研究
会編）という冊子があります。1990年から毎年
開催している「炎と食シンポジウム」の第10回を
記念して2000年にまとめたものですが、そのなか
で、熊倉功夫・国立民族学博物館教授（当時。
現・静岡文化芸術大学学長）は「日本の近代
の食を考えた時、これほど大きな変化を見せた
民族は他にない。それは10年前と比べても随分
違ってきているし、今もどんどん変化している」と
述べておられます（「近代化と日本の食文化」）。
　それから14年。日本の食の風景はさらに大きく
変わりました。
　グルメ情報サイトなどネットを通じた食情報は巷
にあふれ、進化し続ける食品加工技術や宅配サ
ービスによって、従来に増して多種多様な食材や
料理を手軽に楽しめるようになりました。豊かな
食文化はまちの魅力の源泉、さらには観光資源
にもなって世界中の人々を惹きつけています。
　その一方で、コンビニ弁当やおにぎり、外食チ
ェーンの丼やカレー、大手流通のプライベートブ
ランド惣菜などが普及し、味覚の均一化、栄養
バランスの偏り、伝統的家庭食の崩壊など気に
なる兆しも見えてきました。
　家族や共同体での共食をベースとした食の風
景は、家族や社会の変容に対応して、徐々に形
を変え、そと食べ（外食）、持ち帰り食べ（中食）、
それぞれ食べ（個食）、ひとり食べ（孤食）へ
と分化・多様化しています。いつ、どこで、誰と、
何を食べるのか、そしてその目的も、命をつなぐ
ために必要な栄養摂取というベースラインから、
公・私、硬・軟のコミュニケーションなどの生活
実用の域を超え、「愉しみ」や「学び」の世界
へと大きく拡がっているようです。
　生活者のニーズを反映し、また潜在ニーズを
先取りして奔放に変化し続ける「食」はこれから
どこへ向かうのか。「和食」がユネスコ無形文化
遺産に登録されて間もなく１年、日々の暮らしに
おける中核的な営みである私たちの「食」につ
いて考える好機だと思います。

Message from CEL

Kimata Yoshihiko

CELからのメッセージ

食の不易と流行

木全 吉彦
大阪ガス㈱
エネルギー・
文化研究所 所長
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　本誌107号（2014年７月１
日発行）の記載内容に以下
の誤りがありました。深くお
詫び申し上げますとともに、
以下の訂正をさせていただき
ます。
①６頁「食べて守る海の幸
のサステナビリティ」６位「ア
ジ」の説明写真
　異なる魚のものが掲載さ
れておりました。正しくは以
下の写真となります。詳細な
図版はCELのホームページ
内、「情 報 誌CEL」107号
バックナンバーに掲載してい
ます。

②60～61頁図解「減災につ
いて考える基礎資料2」の出
典表記
（誤）（UNISDRによる報告
をもとに作成）→（正）参考
資料：「レジリエントシティへ
の挑戦―災害に強くしな
やかなインフラの構築に向け
て」（PwCによる報告書、
2013年）

ちまた
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冬

至

　
現
代
で
は
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
古
代
人
に
と
っ
て

冬
至
は
正
月
と
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
太
陽
が
軌
道
上
い
ち

ば
ん
南
側
に
来
る
た
め
１
年
で
昼
が
最
も
短
く
な
る
こ
の
日
、
太
陽
は

一
度
〝
死
に
〞、
新
た
に
〝
復
活
〞
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
す
。

　
う
る
う閏 

づ
き月
で
調
節
す
る
旧
暦
の
太
陰
太
陽
暦
で
は
、
冬
至
が
11
月
の
つ
い朔

 

た
ち日
（
月
の
１
日
め
、
新
月
の
日
）
と
ぴ
っ
た
り
重
な
る
「
さ
く朔 

た
ん旦 

と
う冬 

じ至
」
が
、

19
年
周
期
で
巡
っ
て
く
る
よ
う
運
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
４
年

の
11
月
１
日―

新
暦
の
12
月
22
日
は
ま

さ
に
そ
の
日
で
、
今
年
は
19
年
に
一
度
の
、

特
別
な
冬
至
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
新
暦
で
暮
ら
す
現
代
人
の
間
で
、
朔
旦

冬
至
が
話
題
に
の
ぼ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、
20
年
ご
と
に
社
殿
を
新

し
く
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
伊
勢
神
宮
の

式
年
遷
宮
は
、
朔
旦
冬
至
の
周
期
に
合
わ

せ
て
始
め
ら
れ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
年
の
前
後
に
は
天
変
地
異
が
多
く
、

太
陽
や
月
の
蘇
り
＝
再
生
を
形
に
し
た
遷

宮
を
行
い
災
い
を
鎮
め
よ
う
と
し
た
の
で

す
。
ま
た
19
年
に
一
度
大
が
か
り
な
「
再
生

へ
の
指
針
」
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
や
が
て

起
こ
り
う
る
災
害
に
人
び
と
の
注
意
を
向

け
よ
う
と
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
古
代
の
人
は
ま
た
、
19
年
に
一
度
、
太

陽
と
月
の
リ
ズ
ム
が
重
な
る
こ
の
機
を
と

ら
え
、
再
生
の
力
を
体
に
取
り
込
も
う
と

し
ま
し
た
。
朔
旦
冬
至
に
日
付
が
変
わ
る

前
日
の
24
時
前
後
、
お
　
ち

変
若 

み
ず水

と
い
う
「
若

さ
を
甦
ら
せ
る
水
」を
汲
ん
で
飲
み
、そ
の
水
で
食
事
を
作
っ
た
の
で
す
。

水
か
ら
「
若
々
し
い
生
命
力
」
を
得
る
「
と
こ常 

わ
か若

」
思
想
は
さ
ま
ざ
ま
な

儀
式
に
組
み
込
ま
れ
、
現
代
の
日
本
文
化
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
興
味
深
い
こ
と
に
、
冬
至
の
文
化
は
、
同
じ
太
陽
の
め
ぐ
り
に
遭
遇

す
る
北
半
球
諸
国
の
間
で
同
時
発
生
的
に
み
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

古
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
や
神
話
で
は
、
10
月
末
日
に
太
陽
が

別
世
界
に
消
え
、
代
わ
り
に
お
化
け
や
精
霊
が
や
っ
て
来
て
ば
つ跋 

こ扈
す
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
各
地
で
い
ろ
い
ろ
に
形
を

変
え
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
ご

り
を
今
に
と
ど
め
る
の
が
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で

す
。
時
代
を
経
る
途
中
で
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
ば
ん万

 

せ
い聖 

せ
つ節

と
結
び
つ
き
10
月
末
日
に
定
着
し
ま
し

た
が
、
祭
り
の
由
来
は
、
太
陽
の
復
活
を
祝

う
冬
至
に
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
・
南
瓜
は
、
日

本
の
冬
至
に
も
欠
か
せ
な
い
食
材
で
、「
冬

至
南
瓜
」
と
し
て
南
瓜
と
小
豆
を
い
っ
し
ょ

に
煮
た
も
の
を
食
べ
ま
す
が
、
こ
れ
は
黄
色

（
南
瓜
）
と
赤
色
（
小
豆
）
を
、
復
活
し
た

太
陽
に
重
ね
た
縁
起
担
ぎ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

む
ろ
ん
同
時
に
、
寒
い
時
期
に
凍
え
た
血
の

道
を
整
え
、
あ
た
た
か
さ
を
体
に
取
り
入
れ

る
た
め
で
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
現
在
は
、

南
瓜
の
カ
ロ
テ
ン
が
皮
膚
に
潤
い
を
与
え
、

小
豆
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
血
流
を
よ
く
す

る
こ
と
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

ま
た
冬
至
に
入
る
ゆ柚 

ず子
湯
も
体
を
温
め
る
効

果
が
高
く
、
理
に
か
な
っ
て
い
ま
す
。

第

二

回

い
ど・り
え
こ
／
民
俗
情
報

工
学
研
究
家
。１
９
６
４
年
、

北
海
道
生
ま
れ
。多
摩
美
術

大
学
非
常
勤
講
師
。節
句
の

会「
ア
エ
ノ
コ
ト
：
節
句
の
饗

応
」を
は
じ
め
、伝
統
儀
礼

や
風
習
の
意
味
を
民
俗
学

的
に
解
明
し
今
に
具
現
化

す
る
提
案
を
行
う
。著
書
に

『
暦・し
き
た
り・ア
エ
ノ
コ
ト 

日
本
人
が
大
切
に
し
た
い
う

つ
く
し
い
暮
ら
し
』な
ど
。

『寛政暦書』巻十九　所蔵：国立天文台

江戸時代、
冬至を見定めるために
太陽の南中時の影を
測った機器

日
の
国

ニ
�
ポ
ン
の

理
こ
と
わ
り

太
陽
が
蘇
る
日

文
　
井
戸 

理
恵
子
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